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要 約 

 

近畿地域における医療福祉機器の社会ニーズを把握するため、近畿地域の介護福祉施設の充足状況、

種々の介護サービス数、介護サービス費用、介護サービス受給者数等を既存資料に基づき調査した。

近畿地域における介護サービスの特徴は、訪問介護、福祉用具貸与、販売が多いことである。また、

介護サービス費用、サービス需給者数の対全国比は１６～１７％となっている。 
 医療・福祉機器の市場規模について、薬事工業生産動態統計年報、日本福祉用具・生活支援用具工

業会の福祉用具産業動向調査に基づき調査した。平成１９年度直近の医療機器の国内生産額は１兆７，

０００億円、福祉機器の市場規模は１兆２，６００億円となっている。近畿地域における医療機器の

産業ポテンシャルを国内生産額、輸入額の合計とそれらの割合で見てみた。医療機器の取り扱い規模

も大きな大阪府は、国内生産よりも輸入額の方が大きい。一方、滋賀県、京都府、兵庫県等は国内生

産額の方が多いという特徴がある。 
近畿地域における福祉機器の産業ポテンシャルを福祉機器事業者の地域内分布によって見てみた。

大阪府では、大阪市及びその周辺の東大阪市、八尾市、堺市に多く分布している、兵庫県は神戸市内、

京都府は京都市内に分布していることが分かった。 
近畿地域における医療福祉関連の大学での研究ポテンシャルを知る目安として、科学研究費補助金

データベースを用い、リハビリテーション科学・福祉工学、医用生体工学・生体材料学、医用システ

ム等の医療福祉関連の研究分野において近畿地域の大学がどのような研究を行っているかを調べた。 

大阪府内の大学では、医用生体工学・生体材料学分野の研究が盛んであることが分かった。うち大阪

大学が全体の５０％以上を占めている。京都府でも京都大学で大阪大学同様に医用生体工学・生体材

料学の研究が多い。 

 
医療福祉現場に新たな医療福祉機器のニーズを探るため、医療・福祉現場への個別ヒアリング調査

に加え、医療福祉現場に詳しい医師、現役の理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、福祉機器製造メ

ーカ技術者等より構成される検討委員会メンバーに事務局関係者を加え、ブレイン・ストーミングを

実施し、医療・福祉現場の生々しい課題を探った。それに基づき、医療・福祉現場からの開発要望技

術課題を抽出した。 
また、医療福祉機器の開発普及や実用化に向けた技術開発以外の課題についてもブレイン・ストー

ミング及び別途個別に実施したヒアリング調査によって抽出した。 
 
近畿地域２府５県に所在する医療福祉機器メーカ・ものづくりメーカ（大企業、中小企業、ベンチ

ャー企業）５３０社に対してアンケート調査を実施した。アンケート調査では、ブレイン・ストーミ

ングで抽出された医療福祉機器の開発要望技術に対して、関心度、技術開発の困難度、公的研究機関

からの技術支援、実用化可能性等の評価を集めた。また、医療・福祉機器分野における今後の産学官

連携等公的支援の施策に資するため、医療福祉機器開発の商品化及び技術開発の現状、医療福祉機器

開発への関心度、今後の事業参入意向、今後の医療福祉機器市場に対する考え方等について調査をし

た。 
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医療福祉現場のニーズに基づく４０件の医療福祉機器の開発要望技術について、アンケート調査結

果のクロス分析により、「革新的技術開発領域」、「公的助成領域」、「民間開発促進領域」の技術開発

テーマに分類した。さらに委員会での議論に基づき、開発要望技術を４０件から３６件に集約した。

この３６件の開発要望技術を、本調査で対象とした高齢化社会における QOL 向上の社会的ニーズの

拡大を見込み、下記４つの医療福祉機器の対象領域 
１）疾病者（慢性疾患、身体障がい等）の日常生活の QOL を高めるための医療福祉機器 
２）要介護者等が身の回り世話を自立して行えるようにし、社会参画を促進する医療福祉機器 
３）高齢者の介護予防、健康管理、健康増進をするための医療福祉機器 
４）手術や治療後の回復を早期化し、できるだけ疾病前の健康状態に近づける医療福祉機器 

に整理した。 
 
これら３６件の開発要望技術のうち医療福祉現場からの要望も高く、企業の関心度も高いものから

委員会での議論に基づき、主として近畿地域イノベーション創出協議会で積極的に実施するテーマとし

て、下記の４つを重要課題として提案した。 
（１）革新的な臭気処理技術の開発 
（２）革新的な呼吸管理機器技術の開発 
（３）革新的な筋力補助技術の開発 

（４）触れることができるヴァーチャルリアリティ装置の開発 

 

（１）～（３）は、バイオ技術の可能性も追求することを狙いとする革新的な医療福祉技術開発であ

る。その技術開発の実施に当たっては、医療福祉現場の関係者と密な連携を持ちながら実施するか、

あるいは現場関係者が研究開発チームに加わるような形態で実施することが重要であることを述べ

た。 

 
最後に、今後の産学官の連携を行う上での支援体制の提言として、革新的な医療福祉機器の技術開

発支援スキームを提示した。 
上記の４つの重要課題以外の「革新的技術開発領域」、「公的助成領域」、「民間開発促進領域」それ

ぞれに即した技術開発支援を行っていくことが重要であること、また、ブレイン・ストーミングや個

別ヒアリング調査で得られた要望を踏まえ、単に医療福祉機器開発の技術開発支援を行うばかりでな

く、医療福祉機器普及のための支援策や医療福祉機器ビジネスが継続していくためのコミュニケーシ

ョン環境整備が重要であることを提言した。 
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Ⅰ.調査の概要 

１．１ 背景と目的 

  高齢化に伴い、医療費の増大や慢性的疾患をもつ高齢者の増大が予想される中で、活力のある安

心・健康社会の実現をするために、高齢者の QOL（生活の質）を高め、社会参画を支える医療・

福祉機器に対する社会的ニーズは今後高まるものと予想される。医療機関や介護機関等で活用され

る機器だけではなく、在宅内での疾病予防、疾病管理、リハビリ、介護予防を目的とした医療福祉

機器及びそのサービスの利用増加が予測される中、そうした市場に提供される機器・サービスの使

用環境に適応した安全確保、操作性の向上、小型化、軽量化、低コスト化等が求められていく。 
本調査では、このような背景のもと、平成２１年度、経済産業省の補助事業として近畿地域イノベー

ション創出協議会（事務局：（独）産業技術総合研究所関西センター・（財）関西情報・産業活性化センター、

メンバー：近畿地域の大学、公設試験研究機関、産業支援機関）が行う事業の一環として、昨年度の「近

畿地域イノベーション創出のための基本指針」策定調査の提言を踏まえつつ、「業際（バウンダリ

ー）領域」でのイノベーションの可能性を視野に入れて近畿地域の高度な技術開発力、バイオ・も

のづくりのシーズの集積等の地域的な優位性を生かした、革新的な医療福祉機器開発に繋がる研究

開発テーマの抽出に資する情報収集・分析、提言を行うことを目的とした。 
一方において、技術シーズを出発点とする seeds oriented な方向性のみでは、必ずしも現場の

実情を反映した技術が選択されなくなってきている。特に近年の研究分野の細分化によって、基礎

研究者と現場との結びつきはますます希薄になりつつある。今回の調査では、ブレイン・ストーミ

ング等の方法による problem oriented な開発の可能性を探ることも目的とした。  
 
１．２ 調査内容 
 本調査では、近畿地域のバイオ・ものづくりの産業力、研究開発シーズ・ポテンシャルを整理し

た上で、今後、ニーズが高まると思われる医療福祉機器分野を既存資料等の調査により分析し、革

新的な医療福祉機器につながる装置・機能・サービス等を絞り込み、福祉機器開発メーカの現状に

おける販売状況、技術開発の取り組み・課題のアンケート調査、医療・介護機関で働く専門従事者

の現場ニーズに関するヒアリング調査を実施し、近畿地域の産業ポテンシャルを生かしたユーザニ

ーズにマッチした技術開発を促進すべき医療福祉機器のテーマの抽出を行う。その上で、地域の有

識者からなる委員会において、革新的な医療福祉機器を生み出すための研究開発課題、要素技術等

を取りまとめ、今後、産学官が連携をして行う技術支援の方向性を検討し提言を行う。なお、ニー

ズ調査にあたっては、現場、研究開発者、学生などが直接に顔を合わせ、お互いの悪い点、至らぬ

点を「ほがらかに」指摘し、検討するブレイン・ストーミング（京大 MD 方式）を試みる。 
 
参考：京大 MD 方式：京都大学工学研究科 CME Seminar2008,2008 にて、Guillermo Lopez, Cefu 
Hong, Kyaw Kyaw Lin, Hiroki Dobashi, Keisuke Fujii, Masatoshi Manabe らによって提唱され

た MD（Multidisciplinary Discussions）方式コミュニケーションモデル。直接に顔を合わせて，

自己及び他人に対する positive & negative questions を起点とすることにより、創造的なコミュ

ニケーションを実践する。 
 



 

 4

１．３ 調査対象 
 調査対象は、医療福祉機器全般をターゲットとするが、特に、高齢化社会における QOL 向上の社

会的ニーズの拡大を見込み、医療福祉機器の対象領域を次の４つの軸で整理した。 
 
１）疾病者（慢性疾患、身体障がい等）の日常生活の QOL を高めるための医療福祉機器 
２）要介護者等が身の回りの世話を自立して行えるようにし、社会参画を促進する医療福祉機器 
３）高齢者の介護予防、健康管理、健康増進をするための医療福祉機器 
４）手術や治療後の回復を早期化し、できるだけ疾病前の健康状態に近づける医療福祉機器 
 
上記１）～４）の視点から個別の医療福祉機器を整理し、現状での製品化の動向、利用者のニーズ、

技術課題等について検討する。 
調査対象地域は、近畿２府５県（大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県、福井県、和歌山県）

とした。 
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近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する委員会 

委員名簿 

（敬称略、五十音順） 

委員長 富田 直秀  京都大学大学院工学研究科機械理工学専攻 

バイオエンジニアリング講座 医療工学 教授 

委員  小山田健二   大阪商工会議所 産学連携コーディネータ 

委員  小林 貴代  日本ＡＬＳ協会  近畿ブロック 幹事 

委員  眞藤  英恵  京阪ライフサポート株式会社 ケア事業部課長 

委員  深田  桂子  奈良県立ろう学校・盲学校  校長 

委員  森畑 通夫  独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

関西支部長 

委員  安井 匡   川村義肢株式会社 管理本部技術部開発課 係長 

委員  山下  協子  元四條畷学園大学リハビリテーション学部 教授 

 

オブザ―バ 

小橋 厚司 近畿経済産業局 地域経済部 産学官連携推進課  

バイオインダストリー振興室 室長補佐 

 安積 欣志 産業技術総合研究所関西センター セルエンジニアリング研究部門 

       人工細胞研究グループ グループ長 

 

事務局 

（独立行政法人産業技術総合研究所 関西センター） 

 大串 始  産業技術総合研究所関西センター セルエンジニアリング研究部門長 

 中村 徳幸 産業技術総合研究所関西センター セルエンジニアリング研究部門副部門長 

 廣野 順三 産業技術総合研究所関西センター 関西産学官連携センター  

       テクノナビゲートオフィス 総括主幹 

 勝谷 透  産業技術総合研究所関西センター 関西産学官連携センター 総括主幹 

（財団法人 日本システム開発研究所） 

大熊 謙治 財団法人 日本システム開発研究所 研究部第一研究ユニット 主任研究員 

米沢 洋和 財団法人 日本システム開発研究所 研究部第一研究ユニット 研究員 

山内 万知 財団法人 日本システム開発研究所 研究部第一研究ユニット 研究員 
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１．４ 調査実施の経過 

 

文献調査 

医療・介護従事者のニーズ調査

（ﾌﾞﾚｲﾝ・ｽﾄｰﾐﾝｸﾞ、ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 
医療福祉機器メーカへの

アンケート調査 

開発対象となる医療福祉

機器テーマの抽出 

重要研究開発課題の抽出 
今後の産学官の連携を行

う上での支援体制の提言 

・新しい医療福祉機器の開発テーマ 

・医療福祉機器メーカの技術支援体制 

・機器メーカと現場ニーズの乖離の埋め

合わせ支援 

・研究開発のための業際領域でのネット

ワークの構築 

委員会（8 名） 

アンケート項目設計 ヒアリング項目設計 

検討 

検討 
検討 

 
（１）調査委員会の開催経過 

  第一回委員会（１２月１１日（金）） 

    ・調査の趣旨・取りまとめイメージの確認 

    ・文献調査の結果の分析 

    ・アンケート調査の項目の検討 

    ・ヒアリング調査対象、調査項目の検討 

  第二回委員会（２月１９日（金）） 

    ・アンケート調査結果の分析 

    ・ヒアリング調査結果の分析 

    ・医療福祉機器の開発として有望なテーマの検討 

  第三回委員会（３月１７日（水）） 

    ・研究開発課題、要素技術等の抽出 
    ・今後の産学官連携を行う上での支援体制 
    ・報告書の取りまとめイメージの検討 
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（２）ヒアリング調査の実施経過 
◆ブレイン・ストーミングの実施経過 

    ２００９年１２月１６日（水） 

    ２００９年１２月２１日（月） 

    ２０１０年 １月 ９日（土） 

◆個別ヒアリング調査の実施経過 

    ２０１０年 １月２７日（水） 
 

（３）アンケート調査の実施経過 

    郵送回収 
     ２０１０年１月２２日（金）～２月５日（金） 
    直接配布 
     ２０１０年１月２６日（火）～２月５日（金） 
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Ⅱ.本 論 

 

第１章 近畿地域の医療福祉機器の産業ポテンシャル調査 

１．１ 医療福祉機器の社会ニーズ・市場規模 

１．１．１ 近畿地域における介護福祉施設等の分布状況（全国比較） 

（１）  介護福祉施設の充足状況 

 図 1.1.1 は、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設の６５歳以上の人口１

０万人対定員の全国比較を示したものである。全国平均が 3,049 人である。福井県、京都府、和歌

山県は平均を上回っているが、奈良県、兵庫県は平均値 3,000 人前後、大阪府、滋賀県は下回って

いる。大都市地域の特徴を示している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1 介護福祉施設の充足状況（都道府県別にみた６５歳以上人口１０万対定員） 
出典：厚生労働省「平成 20 年 介護サービス施設・事業所調査結果の概要」 
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（２）介護福祉事業者数 

   表 1.1.1 は、介護サービスのサービス名称ごとのサービス数の全国合計値を示したものである。 
 

表 1.1.1 介護サービス数（全国） 

 
※１ 「サービス数」は、ＷＡＭ ＮＥＴに掲載されているサービス（事業所）の数です。 
※２ 「介護報酬情報数」は、ＷＡＭ ＮＥＴに掲載されている介護報酬情報（サービスに付随する情報）の数です。 
※３ 「生活保護指定サービス数」は、生活保護法による指定を受けているサービス（事業所）の数です。（サービス数のうち数） 
※４ 「基準該当サービス数」は、基準該当サービス（事業所）の数です。（サービス数のうち数） 

出典：WAM NET「介護事業者情報」 

全国 事業者数合計 324,961

サービス数
介護報酬情

報数
生活保護指

定
基準該当

（※１） （※２） サービス数 サービス数

（※３） （※４）

訪問介護 27,244 22,366 23,772 179
訪問入浴 2,400 1,851 2,178 36
訪問看護 66,062 36,080 24,197 -
訪問リハビリ 54,339 34,275 14,938 -
デイサービス 25,640 21,107 22,149 91
デイケア 37,801 35,475 6,161 -
ショートステイ（福祉） 7,791 7,157 6,771 164
ショートステイ（医療） 5,714 4,532 4,952 -
特定施設 3,203 2,405 550 -
居宅療養管理指導 156,656 131,098 68,847 -
福祉用具貸与 7,233 5,702 5,932 22
居宅介護支援 32,253 26,581 27,528 156
老人福祉施設 6,172 5,607 5,762 -
老人保健施設 3,662 3,169 3,482 -
療養医療施設 2,177 1,751 1,929 -
福祉用具販売 7,255 7,767 4,165 -
予防訪問介護 26,361 21,173 21,262 112
予防訪問入浴 2,162 1,638 1,796 8
予防訪問看護 60,577 40,477 22,072 -
予防訪問リハビリ 49,794 36,391 15,498 -
予防デイサービス 24,650 20,208 19,360 72
予防デイケア 37,878 35,613 5,223 -
予防福祉用具貸与 6,932 5,021 5,130 7
予防ショートステイ(福祉) 7,390 6,623 5,441 135
予防ショートステイ(医療) 5,519 4,340 3,844 -
予防居宅療養管理指導 131,160 149,142 60,724 -
予防特定施設 3,042 3,042 441 -
予防福祉用具販売 7,244 7,738 4,221 -
予防支援 4,201 4,236 3,474 37
予防認知対応デイサービス 3,443 2,783 2,272 -
予防小規模多機能型 1,890 1,450 962 -
予防グループホーム 10,045 9,063 5,725 -
夜間対応訪問介護 111 123 80 -
認知症対応デイサービス 3,695 3,002 2,547 -
小規模多機能型 2,305 1,800 1,307 -
地域老人福祉施設 323 269 188 -
地域特定施設 140 136 27 -
グループホーム 10,250 9,364 6,616 -
合計 844,714 710,555 411,523 1,019

サービス名称

（2010年1月31日現在）
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表 1.1.2 は、近畿地域２府５県（大阪府、京都府、福井県、滋賀県、奈良県、兵庫県、和歌山県）の合

計値である。サービス比率の対全国比で 20％を超えているものは、訪問介護、福祉用具貸与、福祉用具販

売、予防訪問介護、予防福祉用具貸与、予防福祉用具販売となっており、訪問介護、福祉用具貸与・販売

が多い特徴を示している。 

表 1.1.2 介護サービス数（近畿地域） 

 
※１ 「サービス数」は、ＷＡＭ ＮＥＴに掲載されているサービス（事業所）の数です。 
※２ 「介護報酬情報数」は、ＷＡＭ ＮＥＴに掲載されている介護報酬情報（サービスに付随する情報）の数です。 
※３ 「生活保護指定サービス数」は、生活保護法による指定を受けているサービス（事業所）の数です。（サービス数のうち数） 
※４ 「基準該当サービス数」は、基準該当サービス（事業所）の数です。（サービス数のうち数） 

出典：WAM NET「介護事業者情報」 

近畿地域 事業者数合計 44,901 （2010年1月31日現在）

サービス数
介護報酬
情報数

生活保護
指定

基準該当

（※１） （※２） サービス数 サービス数

（※３） （※４）

訪問介護 6,380 4,919 5,556 31 23.4

訪問入浴 333 239 297 6 13.9

訪問看護 10,082 2,454 2,258 0 15.3

訪問リハビリ 7,882 1,132 710 0 14.5

デイサービス 4,058 2,921 3,569 15 15.8

デイケア 2,161 1,618 933 0 5.7

ショートステイ（福祉） 1,136 838 1,016 6 14.6

ショートステイ（医療） 811 544 731 0 14.2

特定施設 473 160 62 0 14.8

居宅療養管理指導 16,673 9,294 4,031 0 10.6

福祉用具貸与 1,502 1,137 1,277 4 20.8

居宅介護支援 6,362 4,888 5,593 32 19.7

老人福祉施設 1,025 766 950 0 16.6

老人保健施設 536 405 516 0 14.6

療養医療施設 287 203 268 0 13.2

福祉用具販売 1,494 1,568 1,059 0 20.6

予防訪問介護 6,201 4,782 5,022 22 23.5

予防訪問入浴 298 224 239 0 13.8

予防訪問看護 7,139 2,294 1,830 0 11.8

予防訪問リハビリ 5,183 1,076 551 0 10.4

予防デイサービス 3,911 2,812 3,247 12 15.9

予防デイケア 2,144 1,618 797 0 5.7

予防福祉用具貸与 1,449 1,092 1,143 1 20.9

予防ショートステイ(福祉) 1,064 753 828 6 14.4

予防ショートステイ(医療) 726 492 528 0 13.2

予防居宅療養管理指導 13,031 13,211 2,752 0 9.9

予防特定施設 453 447 48 0 14.9

予防福祉用具販売 1,504 1,565 1,070 0 20.8

予防支援 625 633 527 2 14.9

予防認知対応デイサービス 500 364 320 0 14.5

予防小規模多機能型 314 203 155 0 16.6

予防グループホーム 1,161 999 543 0 11.6

夜間対応訪問介護 16 12 11 0 14.4

認知症対応デイサービス 532 392 362 0 14.4

小規模多機能型 389 265 211 0 16.9

地域老人福祉施設 61 38 28 0 18.9

地域特定施設 10 9 3 0 7.1

グループホーム 1,183 1,033 605 0 11.5

合計 109,089 67,400 49,646 137 12.9

サービス名称
比率

（※１の対全
国比）



 

 12

（３）近畿地域の各府県別介護サービス費用（平成２１年１２月） 
 表 1.1.3は、近畿地域の各府県別介護サービス費用の平成２１年１２月月報の数値を示したものである。 

左端に総数(単位：百万円)をその右側に対全国比を示した。居宅サービスの訪問介護、訪問看護､リハビリ

テーションなどが、全国比で充実している。図 1.1.2 は、各府県別サービス費用の絶対額比較である。大

阪府、兵庫県は居宅サービス、施設サービスの費用が多い。図 1.1.3 は対全国比で、占める比率 17％であ

る。 

表 1.1.3 近畿地域の各府県別介護サービス費用（近畿地域計） 
近畿地域計 平成21年12月審査分

総数 対全国比（％） 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

総  数  96 400 17.0  11 242  17 961  22 478  23 188  21 533

居宅サービス  44 947 18.4  7 609  10 794  10 608  8 764  7 169

訪問通所  36 102 19.2  6 405  9 146  8 317  6 636  5 597

訪問介護  12 385 24.2  2 133  2 878  2 659  2 401  2 315

訪問入浴介護   665 14.8   6   33   73   152   401

訪問看護  2 396 22.6   276   468   466   483   705

訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ   389 23.3   42   97   95   82   74

通所介護  12 465 16.5  2 917  3 516  3 016  1 950  1 070

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  4 711 15.9   816  1 375  1 246   864   409

福祉用具貸与  3 088 20.2   214   782   761   706   624

短期入所  4 697 15.6   346   747  1 367  1 299   938

短期入所生活介護  3 905 15.5   292   616  1 148  1 095   754

短期入所療養介護（老健）   730 16.3   51   123   207   192   153

特定治療・特別療養費（再掲）   0 -   0   0   0   0   0

短期入所療養介護（病院等）   63 14.4   2   7   11   14   29

特定診療費（再掲）   3 13.6   0   0   0   0   0

居宅療養管理指導   714 23.6   110   154   159   145   143

特定施設入居者生活介護  3 435 15.2   750   748   764   683   492

居宅介護支援  4 839 18.8  1 236  1 313  1 103   714   471

地域密着型サービス  6 975 13.1  1 091  1 635  2 073  1 387   790

夜間対応型訪問介護   14 12.0   2   2   3   3   4

認知症対応型通所介護   893 15.4   130   172   272   189   131

小規模多機能型居宅介護  1 168 16.7   162   257   358   259   135

認知症対応型共同生活介護（短期利用以外）  4 458 11.9   784  1 148  1 331   787   407

認知症対応型共同生活介護（短期利用）   2 12.5   0   0   0   0   0

地域密着型特定施設入居者生活介護   39 7.5   5   9   12   10   5

地域密着型介護老人福祉施設ｻｰﾋﾞｽ   401 18.8   8   43   97   141   109

施設サービス  39 637 16.2  1 307  4 216  8 692  12 323  13 102

介護福祉施設ｻｰﾋﾞｽ  19 694 16.9   387  1 547  4 176  6 731  6 853

介護保健施設ｻｰﾋﾞｽ  14 098 15.2   892  2 574  4 044  4 021  2 567

特定治療・特別療養費（再掲）   1 5.3   0   0   0   0   0

介護療養施設ｻｰﾋﾞｽ  5 846 16.6   28   96   470  1 571  3 681

特定診療費（再掲）   246 14.9   0   6   25   73   139

注：総数には、月の途中で要支援から要介護に変更となった者及び平成21年2月サービス提供分以前の経過的要介護の者を含む。

費用額（単位：百万円）

 

出典：厚生労働省「介護給付費 21 年度 12 月（月報）」 

 

 
図 1.1.2 近畿地域の各府県別介護サービス費用比較  図 1.1.3 近畿地域の介護サービス費用対全国比 
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（４）近畿地域の各府県別介護サービス受給者数（平成２１年１２月） 
表 1.1.4 は、近畿地域の各府県別介護サービス受給者数の平成２１年１２月月報数値を示したもので

ある。左端に総数（単位：人）を、その右側に対全国比を示した。サービス費用同様、居宅サービスの

訪問介護、訪問看護、リハビリテーションなどが全国比で 20％以上を占めている。図 1.1.4 は、各府県

別サービス受給者数で、図 1.1.5 は対全国比であり、占める比率は 16％である。 

 
表 1.1.4 近畿地域の各府県別介護サービス受給者数（近畿地域計） 

近畿地域計 平成21年12月審査分

総数 対全国比（％） 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

総  数 541.1 17.3 116.8 136.4 115.4 96.2 76.1

居宅サービス 389.7 18.2 107.1 115.7 79.7 52.7 34.5

訪問通所 353.2 18.4 99.5 107.2 70.7 45.7 30.2

訪問介護 181 22.5 52.9 53.9 33.5 23.2 17.4

訪問入浴介護 11.1 14.0 0 0.5 1.3 2.6 6.4

訪問看護 53.4 21.7 8 11.7 10.8 10.5 12.1

訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 12.7 22.7 1.5 3.1 3 2.7 2.5

通所介護 160.6 16.8 48.3 47.9 33.1 20.3 10.8

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 59.5 15.8 14 18.9 13.9 8.7 4.1

福祉用具貸与 196.8 19.8 26.1 58.8 48.2 37.2 26.6

短期入所 52.4 16.0 6.5 11.2 14.6 11.9 8

短期入所生活介護 43.6 15.8 5.6 9.4 12.3 9.9 6.4

短期入所療養介護（老健） 8.8 16.7 1 1.8 2.4 2.1 1.6

特定治療・特別療養費（再掲） 0 0.0 0 0 0 0 0

短期入所療養介護（病院等） 0.7 15.9 0 0 0 0 0.2

特定診療費（再掲） 0.5 14.7 0 0 0 0 0.2

居宅療養管理指導 59 20.9 8.8 12.7 13.2 12.1 12.4

特定施設入居者生活介護 17 15.2 4.5 4 3.6 3 1.8

居宅介護支援 352.8 18.2 100 106.9 70.9 45.4 29.5

地域密着型サービス 33.1 13.4 6.2 8.2 9.2 6.1 3.6

夜間対応型訪問介護 0.6 12.8 0.1 0.2 0.2 0.2 0

認知症対応型通所介護 8.3 15.5 1.7 2 2.2 1.7 1

小規模多機能型居宅介護 5.9 16.9 1.3 1.5 1.4 1 0.4

認知症対応型共同生活介護（短期利用以外） 16.6 11.6 3.2 4.3 4.9 2.9 1.4

認知症対応型共同生活介護（短期利用） 0 0.0 0 0 0 0 0

地域密着型特定施設入居者生活介護 0.2 7.7 0 0 0 0 0

地域密着型介護老人福祉施設ｻｰﾋﾞｽ 1.4 17.5 0 0.1 0.4 0.5 0.3

施設サービス 136.3 16.1 5.3 16.5 31.9 41.8 40.4

介護福祉施設ｻｰﾋﾞｽ 72.8 16.8 1.8 6.4 16.5 24.4 23.5

介護保健施設ｻｰﾋﾞｽ 48.9 15.1 3.6 9.5 14.1 13.5 8.2

特定治療・特別療養費（再掲） 0.1 3.7 0 0 0 0 0

介護療養施設ｻｰﾋﾞｽ 14.9 16.2 0 0.3 1.4 4.1 9

特定診療費（再掲） 14.9 16.4 0 0.3 1.4 4.1 9

注：総数には、月の途中で要支援から要介護に変更となった者及び平成21年2月サービス提供分以前の経過的要介護の者を含む。

受給者数（単位：千人）

 
出典：厚生労働省「介護給付費 21 年度 12 月（月報）」 
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（５）特別養護老人ホームへの入所申込状況 

 図 1.1.6 は、特別養護老人ホームへの入所申込状況を都道府県別に比較したものである。近畿地域

２府５県では、兵庫県が他府県の２倍以上であることが分かる。近畿地域全体としては、全国比で約

14％を占めている(図 1.1.7 参照) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.1.6 特別養護老人ホームへの入所申込状況（都道府県別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.7 特別養護老人ホームへの入所申込状況（近畿地域対全国比） 

特別養護老人ホームへの入所申込状況調べ（都道府県別）
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（資料）：薬事工業生産動態年報より作成

単位：10億円

１．１．２ 医療・福祉機器の市場規模 
（１） 医療機器の市場規模 
①医療機器の国内生産額 

 医療機器の市場規模の目安として、国内生産額と輸入額でみてみる。表 1.1.5 は、医療機器の国内

生産額の平成１０年以降１０年間の推移を示したものである。平成１７年から１８年にかけて急激に

伸びており、１８年から１９年にかけては横ばいである。日本全体で 1 兆 7,000 億円弱の生産額であ

る。 
表 1.1.5 医療機器の国内生産額推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1.1.8 医療機器の国内生産額の推移 
 

 

増減額 比

百万円 百万円 ％ ％ 百万円
平成10年 1,521,376 7,361 0.5 100 126,781
平成11年 1,487,902 -33,473 -2.2 97.8 123,856
平成12年 1,486,266 -1,637 -0.1 97.7 123,856
平成13年 1,516,989 30,723 2.1 99.7 126,416
平成14年 1,503,507 -13,482 -0.9 98.8 125,292
平成15年 1,498,918 -4,589 -0.3 98.5 124,910
平成16年 1,534,365 35,447 2.4 100.9 127,864
平成17年 1,572,401 38,036 2.5 103.4 131,033
平成18年 1,688,344 115,943 7.4 111 140,695
平成19年 1,684,465 -3,879 -0.2 110.7 140,372

（指数　平成10年＝100）

年 生産金額

対前年増減

指数 月平均生産金額
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（資料）：薬事工業生産動態年報より作成

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総 数

画像診断システム

画像診断用Ｘ線関連装置及び用具

生体現象計測・監視システム

医用検体検査機器

処置用機器

施設用機器

生体機能補助・代行機器

治療用又は手術用機器

歯科用機器

歯科材料

鋼製器具

眼科用品及び関連製品

衛生材料及び衛生用品

家庭用医療機器

国内生産額 輸入額

家庭用医療機器

②医療機器生産額と輸入額の比較 
 表 1.1.6 は、医療機器の大分類別国内生産額・輸入額を比較したものである。総数では国内生産

額は、約 60％、輸入額が約 40％であるが、輸入が国内生産を大幅に上回る機器は、生体機能補

助・代行機器、治療用又は手術用機器、鋼製機器、眼科用及び関連機器等である。表 1.1.7 に輸

入比率が 70％超の医療機器をリストアップした。 
 

表 1.1.6 医療機器の大分類別国内生産額・輸入額の比率（2008 年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1.9 医療機器生産額・輸入額比率（2008 年）

分類 合計 構成比

生産 輸入

金額 構成割合 構成比 金額 構成割合 構成比

総 数 2,447,861,422 100.0 1,438,032,094 58.7 100.0 1,009,829,328 41.3 100.0 

画像診断システム 337,269,655 13.8 260,041,186 77.1 18.1 77,228,469 22.9 7.6 

画像診断用Ｘ線関連装置及び用具 85,866,421 3.5 82,514,539 96.1 5.7 3,351,882 3.9 0.3 

生体現象計測・監視システム 143,785,396 5.9 105,069,265 73.1 7.3 38,716,131 26.9 3.8 

医用検体検査機器 152,466,111 6.2 131,416,723 86.2 9.1 21,049,388 13.8 2.1 

処置用機器 514,508,018 21.0 258,531,071 50.2 18.0 255,976,947 49.8 25.3 

施設用機器 44,975,479 1.8 34,105,039 75.8 2.4 10,870,440 24.2 1.1 

生体機能補助・代行機器 526,339,158 21.5 226,583,737 43.0 15.8 299,755,421 57.0 29.7 

治療用又は手術用機器 85,009,565 3.5 33,258,284 39.1 2.3 51,751,281 60.9 5.1 

歯科用機器 49,351,779 2.0 42,414,117 85.9 2.9 6,937,662 14.1 0.7 

歯科材料 139,836,386 5.7 110,021,276 78.7 7.7 29,815,110 21.3 3.0 

鋼製器具 43,155,913 1.8 12,342,629 28.6 0.9 30,813,284 71.4 3.1 

眼科用品及び関連製品 206,685,125 8.4 52,727,579 25.5 3.7 153,957,546 74.5 15.2 

衛生材料及び衛生用品 15,938,365 0.7 7,461,628 46.8 0.5 8,476,737 53.2 0.8 

家庭用医療機器 102,674,051 4.2 81,545,021 79.4 5.7 21,129,030 20.6 2.1 

（資料）：薬事工業生産動態年報より作成

（単位：千円） 
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表 1.1.7 輸入比率が 70％超の医療機器（金額ベース） 

資料：平成 19 年薬事工業生産動態統計年報  

番号 分類 計 生産 輸入 輸入割合
221206 エア式骨手術器械 1,109,042 - 1,109,042 100%
149906 自家輸血システム 669,110 - 669,110 100%
161604 体外式衝撃波結石破砕装置 434,640 - 434,640 100%
160208 放射性同位元素体膣内照射式治療装置用密封線源 425,479 - 425,479 100%
280806 家庭用伝熱式吸入器 201,781 - 201,781 100%
080604 シンチレーションカウンタ 187,170 - 187,170 100%
220410 挟瞼器、開瞼器及び眼球固定器具 145,326 200 145,126 100%
161210 冷凍手術器 132,774 - 132,774 100%
200808 歯科包帯用材料 7,574 - 7,574 100%
060208 生体磁気計測装置 1,708 - 1,708 100%
220214 切除器 1,375 - 1,375 100%
220212 絞断器 917 - 917 100%
140210 ステント 40,190,747 460,430 39,730,317 99%
140204 心臓ペースメーカー及び関連機器 20,252,722 131,856 20,120,866 99%
160210 治療用密封小線源 1,200,475 15,412 1,185,063 99%
060210 心拍出量計 1,180,413 8,260 1,172,153 99%
140202 人工心臓弁及び関連機器 11,766,723 176,784 11,589,939 98%
060206 聴診器及び打診器 1,462,936 34,232 1,428,704 98%
260404 手術用手袋及び指サック 6,942,281 223,430 6,718,851 97%
101008 外科用接着剤 287,820 8,120 279,700 97%
209906 歯科用手袋 1,189,107 43,126 1,145,981 96%
221210 靭帯再建術用手術器械 173,516 7,545 165,971 96%
100812 縫合器及び自動縫合器 24,929,381 1,329,972 23,599,409 95%
160206 放射性同位元素遠隔照射式治療装置用密封線源 383,294 17,850 365,444 95%
221004 眼科用起子及び剥離子 16,875 926 15,949 95%
140602 人工呼吸器 21,036,967 1,289,795 19,747,172 94%
240804 ソフトコンタクトレンズ 142,822,846 9,784,151 133,038,695 93%
100802 吸収性縫合糸 15,697,462 1,125,857 14,571,605 93%
140612 除細動器及び関連機器 15,206,829 992,192 14,214,637 93%
240208 老眼用眼鏡 1,718,438 121,913 1,596,525 93%
221002 外科用起子及び剥離子 441,463 32,881 408,582 93%
161202 電気手術器 15,682,739 1,196,304 14,486,435 92%
140206 人工血管 6,542,237 506,970 6,035,267 92%
061006 硬性内視鏡 2,222,045 184,119 2,037,926 92%
060216 内圧計 68,355 5,627 62,728 92%
100406 滅菌済み泌尿器用チューブ及びカテーテル 13,290,197 1,317,419 11,972,778 90%
089902 微生物検査装置 1,120,268 114,535 1,005,733 90%
101004 組織代用合成繊維布 3,214,317 352,921 2,861,396 89%
221208 骨接合用及び骨手術用器具 8,976,771 1,110,794 7,865,977 88%
101002 創傷被覆・保護材 11,296,558 1,474,062 9,822,496 87%
101006 吸収性局所止血材 1,909,748 245,159 1,664,589 87%
180204 歯科防湿用材料 65,253 9,491 55,762 84%
220402 ピンセット 1,946,888 349,983 1,596,905 82%
060406 筋電計及び関連機器 839,285 146,916 692,369 82%
201204 歯科用ワックス成型品 36,457 6,565 29,892 82%
140212 人工関節、人工骨及び関連用品 160,259,473 30,605,047 129,654,426 81%
180816 歯科技工用CAD・CAM装置 323,719 62,140 261,579 81%
140214 感覚機能補助器 15,656,882 3,154,963 12,501,919 80%
221204 電動式骨手術器械 7,539,071 1,579,336 5,959,735 79%
020806 ポジトロンCT装置 6,624,747 1,390,030 5,234,717 79%
220404 鉗子 4,116,205 883,478 3,232,727 79%
220802 鈎 647,959 146,109 501,850 77%
100216 穿刺機器 1,117,171 275,510 841,661 75%
100404 滅菌済み呼吸器用チューブ及びカテーテル 13,582,557 3,469,968 10,112,589 74%
220204 せん刀（はさみ） 1,164,932 299,493 865,439 74%
221006 耳鼻科用起子及び剥離子 1,217 314 903 74%
140606 酸素治療器 1,318,008 353,781 964,227 73%
220804 開創器 1,010,763 283,055 727,708 72%
160402 医用リニアアクセラレータ 9,951,555 2,870,214 7,081,341 71%
281204 耳掛け型補聴器 8,134,609 2,348,966 5,785,643 71%
201602 歯科用アブレシブ研削材 924,563 268,048 656,515 71%
100806 持針器 809,710 240,257 569,453 70%

（単位：千円） 
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（２）福祉用具の市場規模 

 福祉用具産業の市場規模は、日本福祉用具・生活支援用具協会が毎年実施している「福祉用具産業

市場動向調査」による統計が現時点で最もまとまったデータであり、1993 年度から 2007 年度までの

データがある。それによると 2007 年度の福祉用具産業の市場規模は、全体で 1 兆 2,608 億円となっ

ている。この市場規模統計には、家庭用治療器、かつら、義歯、眼鏡等などが福祉用具として含まれ

ているが、これらを除くいわゆる介護福祉機器の市場規模は、約 6,700 億円となる。 
 

表 1.1.8 福祉用具産業の市場規模の推移 

 

全体の市場規模は、2001 年度から増減はあるものの概ね横ばいで推移している。構成する品目別

の傾向は、2004 年に示された介護保険制度の運用のガイドライン、2005 年の介護保険福祉用具選定

の判断基準及び 2006 年障害者自立支援法施行等により市場が大きく変化しているにもかかわらず、

市場全体には、あまり変化は見られない。しかし、個別の製品群を見ていくと、福祉用具産業が国制

度と関連していることが分かる。特に介護保険制度、障がい者自立支援法など福祉用具の中でもコア

領域と呼ばれている分野（上述約 6,700 億円）は、制度移行に伴い安定した市場を形成している。こ

こ数年の特徴としては、移動機器（特に福祉車両）、家具・建物（ベッド、ホームエレベータ等）の

規模が縮小する一方、パーソナルケア用品（おむつ、排泄関連）、コミュニケーション機器（補聴器

等）などは、堅調に伸びている。 
 図 1.1.10、表 1.1.9 は、介護保険対象品目と市場動向の関係を示したものである。床ずれ予防用具

に関しては、2002 年の診療報酬改正で、患者の床ずれが発症した場合、ペナルティがかかるように

なって一時、需要が伸びたが、買い替え需要が一段落すると、減少している。福祉用具は国の制度に

敏感に反応する側面を示している。 
 

 
 

 

 

（単位：億円） 
1993年度 1994年度 1995年度 1996年度 1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

義肢・装具（狭義） 296 312 327 343 342 339 343 347 338 345 350 328 329 333 333

おむつ 256 290 328 445 612 746 855 860 801 828 923 1,021 1,102 1,208 1,255

入浴関連 103 133 187 218 208 217 242 231 215 244 268 274 279 235 209

排泄関連 901 1,028 1,108 1,252 1,355 1,164 1,288 1,285 1,297 1,291 1,327 1,382 1,511 1,595 1,641

杖・歩行器 17 20 27 34 55 59 60 58 56 64 68 70 78 84 90

車いす 175 189 226 267 270 281 325 331 337 327 300 284 267 278 276

福祉車両等 72 86 108 183 241 311 592 582 684 686 695 687 696 662 598

ベッド 270 317 414 470 474 442 565 533 492 486 476 500 440 371 367

ホームエレベータ 60 70 91 130 134 120 133 131 124 115 93 97 97 92 85

補聴器 156 166 173 193 209 223 245 258 252 255 273 302 304 292 301

在宅等介護関連分野等 414 423 428 438 441 437 488 491 482 500 529 504 434 374 390

その他 350 367 412 462 677 715 846 929 1028 1070 1105 1046 1075 1126 1127

合計（介護福祉機器） 3,070 3,401 3,829 4,435 5,018 5,054 5,982 6,036 6,106 6,211 6,407 6,495 6,612 6,650 6,672

家庭用治療器 1,021 1,061 1,113 1,236 1,327 1,320 1,279 1,071 1,062 1,167 1,162 1,211 1,211 1,234 1,234

かつら 643 700 760 836 916 1,023 1,046 1,079 1,110 1,076 1,074 1,046 1,058 1,076 1,090

義歯 480 580 670 650 700 639 772 845 872 821 772 817 809 747 800

眼鏡等 2,521 2,305 2,283 2,293 2,534 2,730 2,568 2,568 2,637 2,530 2,418 2,579 2,604 2,812 2,812

総　計 7,735 8,047 8,655 9,450 10,495 10,766 11,647 11,599 11,787 11,805 11,833 12,148 12,294 12,519 12,608
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0

50

100

150

200

250

つえ

椅子、座位保持確保

手すり・握りバー

歩行器・歩行車

床ずれ予防用具等

電動三（四）輪車

電動車いす

段差解消機

手動車いす

車いす用品

ベッド

リフト

ポータブルトイレ

入浴用品

1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度
つえ 100 107.1 100 128.6 157.1 164.3 192.8 192.8 228.6
椅子、座位保持確保 100 120.8 108.3 129.2 145.8 150 154.2 183.3 195.8
手すり・握りバー 100 81.1 97.9 114.7 121 127.4 135.8 153.7 167.4
歩行器・歩行車 100 100 91.7 116.7 100 116.7 133.3 166.7 158.3
床ずれ予防用具等 100 116.1 98.4 104.8 127.4 119.4 117.7 119.4 109.7
電動三（四）輪車 100 133.3 155.6 155.6 131.5 125.9 116.7 107.4 107.4
電動車いす 100 110.5 105.3 105.3 94.7 110.5 100 105.3 105.3
段差解消機 100 78.6 78.6 85.7 101.8 89.5 89.5 91.2 80.7
手動車いす 100 93.4 92.1 87.8 83 76.9 73.8 78.6 78.6
車いす用品 100 104.3 95.7 95.7 91.3 82.6 69.6 87 78.2
ベット 100 94.3 87.1 86 84.2 88.5 77.9 71.6 65
リフト 100 95.8 95.8 95.8 83.3 77.8 70.4 59.3 55.6
ポータブルトイレ 100 96.2 111.5 130.8 161.5 165.4 176.9 173.1 176.9
入浴用品 100 101.9 101.9 121 136.2 133.3 135.2 132.3 137.1

2002年度診療報酬改正で、入院患者の床ずれ（褥瘡）を発症した場合、ペナルティが課せられるようになってから、
床ずれ防止用具の市場が拡大。2003～2004年度ころまでは入れ替え需要などがあった。介護保険ガイドラインに
よって需要が減少（ ）。

表 1.1.9 介護保険制対象品目と市場動向の関係（付表） 

図 1.1.10 介護保険制対象品目と市場動向の関係 
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１．２ 近畿地域の産業ポテンシャルの整理 
１．２．１ 医療機器の生産額・輸入額の近畿地域における特徴 
 図 1.2.1 は、医療機器の国内生産と輸入額の各都道府県の金額を横軸、縦軸にし、両者を足した総

額を球の大きさで示したものである。斜めの直線は、国内生産額と輸入額が等しくなる境界線である。

東京都、神奈川県、大阪府、福島県は、国内生産よりも輸入額が上回っていることを示している。図

1.2.2 は、図 1.2.1 から近畿地域の府県のみを抜き出して示したものである。大阪府以外は、輸入額よ

りも国内生産額が多いことが分かる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.2.1 医療機器の生産額・輸入額の各都道府県の特徴（2008） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.2.2 医療機器の生産額・輸入額の近畿地域各府県の特徴（2008） 
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１．２．２ 近畿地域における福祉機器事業者分布 
 第 32－36 回国際福祉機器展 H.C.R.並びに「バリアフリー展 2010」出展企業・団体（福祉用具メ

ーカ等）を名寄せした。福祉用具等メーカ以外の団体等除き 918 件を数えた。この 918 件の本社所

在地を Web 等で検索した。その結果、下記の結果となった。近畿地域２府５県を本社とする福祉用

具製造販売等は 201 件数えられた。大阪府が 136 件、兵庫県 26 件、京都府 23 件、奈良県 7 件、滋

賀県 5 件、和歌山県、福井県各 2 件である。ここにカウントしたものは、あくまでも HCR に出展を

行った企業であり、全てを網羅していない。しかし、少なくとも各県の相対的な福祉機器の製造ポテ

ンシャルを示しているといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1.2.3 福祉機器製造販売企業の全国分布（過去 HCR 出展企業より） 
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図 1.2.4 福祉機器製造販売企業の近畿地域の分布（過去 HCR 出展企業より） 
 

 ちなみに、図 1.2.5 は大阪府の 136 件の福祉用具関連事業の分布を示したものである。大阪市及び

その周辺の東大阪市、八尾市、堺市に多く分布している。京都府は京都市内に、兵庫県は神戸市内に

過半数以上が分布している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.5 大阪府の福祉機器製造販売企業の分布（過去 HCR 出展企業より） 
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１．３ 近畿地域における医療福祉機器の研究開発動向調査 

 

１．３．１ 近畿地域大学の医療福祉関連研究の現状 

 （１）調査手法 

 近畿地域における医療福祉機器の研究開発動向を知る上で、まず、近畿地域大学の医療福祉関連の

研究ポテンシャルを知る目安として科学研究費補助データベースを検索した。その概要は、下記のと

おりである。 

①データベース：科学研究費補助金データベース 

       （URL：http://kaken.nii.ac.jp/ja/searchk.cgi） 
②研究分野：総合領域 人間工学  

        1）リハビリテーション科学・福祉工学  

        2）医用生体工学・生体材料学  

3) 医用システム  

③研究種目：基盤研究（Ｓ）、（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）  

④研究機関：近畿圏２府５県（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県、福井県）

（図 1.3.1 にリストアップした大学を検索対象とした）。 

⑤検索方法：図 1.3.2 に示した検索画面の研究分野、研究種目、研究機関に上記②、③、④を入

力して検索した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.3.1 近畿地域の検索対象大学 
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図 1.3.2 検索画面 
                （URL：http://kaken.nii.ac.jp/ja/searchk.cgi） 

 
（２）調査結果 
表 1.3.1(a)は、大阪府内の大学における、1）リハビリテーション科学・福祉工学、2）医用生体工

学・生体材料学、3）医用システムに関する科学研究費補助金採択件数の分布を示している。全体で

156 件のうち大阪大学で半数以上の 84 件を占めている。特に医用生体工学、生体材料科学は、1/3 以

上の 62 件である。 
それ以外では、大阪府立大学、大阪市立大学等公立大学の他、私立大学では、関西大学、大阪工業

大学、近畿大学などが入っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

KAKEN 検索画面
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表 1.3.1(a) 医療福祉関連研究の採択数分布（大阪府） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（URL：http://kaken.nii.ac.jp/ja/searchk.cgi 検索結果より作成） 
 

表 1.3.1(b)は、兵庫県内の大学の採択件数である。全体で 41 件、最も多いのは、神戸大学 17 件で、

兵庫医科大学 9 件、姫路獨協大学 5 件、神戸薬科大学 4 件と続いている。兵庫県内の大学では、1）
リハビリテーション科学・福祉工学、2）医用生体工学・生体材料学、3）医用システムの 3 つの分野

がほぼ同数の採択件数であり、大阪府のように 2）医用生体工学・生体材料学に大きく偏っていない

のが特徴である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリテーション
科学・福祉工学

医用生体工学・
生体材料学

医用システム 合　　計

大阪大学 7 62 15 84

大阪府立大学 1 14 1 16

大阪府立看護大学 0 0 1 1

大阪市立大学 0 9 0 9

大阪工業大学 2 10 0 12

大阪産業大学 0 0 0 0

大阪歯科大学 1 0 0 1

大阪電気通信大学 3 2 2 7

大阪人間科学大学 0 0 0 0

大阪薬科大学 0 0 0 0

大谷女子大学 0 0 0 0

関西医科大学 3 0 0 3

関西大学 0 13 0 13

関西福祉科学大学 0 0 0 0

近畿大学 2 6 0 8

四天王寺国際仏教大学 0 0 0 0

摂南大学 1 0 0 1

梅花女子大学 0 0 0 0

桃山学院大学 0 0 0 0

大阪河崎リハビリテーション大学 1 0 0 1

大阪府合計 21 116 19 156
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表 1.3.1(c)は、京都府、滋賀、奈良、和歌山、福井各県の採択件数を整理したものである。京都府

は 73 件で、滋賀、奈良、和歌山各県ではそれぞれ 15 件、17 件、11 件となっており、福井県はこの

分野での採択はゼロであった。京都大学は、大阪大学と同様、2）医用生体工学・生体材料学の採択

件数が多くなっている。 

 表 1.3.1(a)～(c)全体を通してみると、大阪大学、京都大学、神戸大学と医科系大学、私立大学で理

工系学部を持つ総合大学に偏っていることが分かる。 
 

表 1.3.1(b) 医療福祉関連研究の採択数分布（兵庫県） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（URL：http://kaken.nii.ac.jp/ja/searchk.cgi 検索結果より作成） 
 

 

リハビリテーション
科学・福祉工学

医用生体工学・
生体材料学

医用システム 合   計

神戸大学 6 5 6 17

姫路工業大学 1 0 0 1

兵庫県立看護大学 0 0 0 0

神戸市看護大学 0 0 0 0

神戸芸術工科大学 0 0 0 0

関西福祉大学 0 0 0 0

近畿福祉大学 0 0 0 0

関西学院大学 0 0 0 0

甲南大学 0 1 0 1

神戸学院大学 1 0 0 1

神戸女子大学 0 0 0 0

神戸薬科大学 0 4 0 4

宝塚造形芸術大学 0 0 0 0

兵庫医科大学 2 0 7 9

兵庫大学 0 0 0 0

武庫川女子大学 0 0 0 0

流通科学大学 0 0 0 0

兵庫県立大学 0 2 0 2

兵庫医療大学 0 1 0 1

姫路獨協大学 4 0 1 5

兵庫県合計 14 13 14 41
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表 1.3.1(c) 医療福祉関連研究の採択数分布（京都府、滋賀、奈良、和歌山、福井各県） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（URL：http://kaken.nii.ac.jp/ja/searchk.cgi 検索結果より作成） 
 

 具体的な研究テーマの詳細については、資料編 参考資料１を参照。 
ここでは、バイオ技術に関連する医療福祉関連研究として、「褥瘡の予防と治療に関する研究」、

「軟骨の再生治療に関する研究」、「バイオミメッティックアクチュエータ（リハビリ機器）に関する

研究」の研究課題を取り上げ、近畿地域でどのような研究がなされているかをフリーキーワード検索

で調べてみた（図 1.3.3 参照）。 
 

 

 

リハビリテーション
科学・福祉工学

医用生体工学・
生体材料学

医用システム 合   計

京都大学 10 39 7 56

京都工芸繊維大学 1 4 1 6

京都府立医科大学 4 6 0 10

京都府立大学 0 0 0 0

京都市立芸術大学 0 0 0 0

京都産業大学 0 0 0 0

京都教育大学 0 1 0 1

京都府合計 15 50 8 73

滋賀医科大学 1 4 2 7

滋賀県立大学 3 0 0 3

龍谷大学 0 0 0 0

立命館大学 2 3 0 5

成安造形大学 0 0 0 0

平安女学院大学 0 0 0 0

滋賀県合計 6 7 2 15

奈良先端技術大学院大学 1 7 0 8

奈良県立医科大学 0 6 3 9

奈良県合計 1 13 3 17

和歌山大学 0 0 0 0

和歌山県立医科大学 3 0 0 3

近畿大学生物理工学部 1 7 0 8

和歌山県合計 4 7 0 11

福井大学 0 0 0 0

福井医科大学 0 0 0 0

福井県立大学 0 0 0 0

福井工業大学 0 0 0 0

福井県合計 0 0 0 0
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図 1.3.3 バイオ技術に関連する医療福祉研究 

（URL：http://kaken.nii.ac.jp/ja/searchk.cgi 検索結果より作成） 
 

褥瘡の予防と治療に関する研究

①三木 明徳 神戸大学 医学部教授

研究期間：2006年度～2007年度 研究区分：基盤研究(C) リハビリテーション科学・福祉工学

末梢神経の再生と萎縮筋に対する物理刺激ならびに各種増殖因子の影響

②佐浦 隆一 神戸大学 医学部助教授

研究期間：2004年度～2005年度 研究区分：基盤研究(C) リハビリテーション科学・福祉工学

低出力間歇的超音波物理療法による血管新生誘導を利用した褥瘡治療に関する研究

③手嶋 教之 立命館大学 理工学部教授

研究期間：2005年度～2008年度 研究区分：基盤研究(C) リハビリテーション科学・福祉工学

車いす用クッションの快適性評価指標の開発

軟骨の再生治療に関する研究

①黒木 裕士 京都大学 医学研究科教授

研究期間：2005年度～2007年度 研究 区分：基盤研究(B) リハビリテーション科学・福祉工学

骨軟骨移植術後の荷重と運動開始が軟骨硬度および関節可動域に及ぼす影響

②今井 晋二 滋賀医科大学 医学部准教授

研究期間：2006年度～2008年度 研究区分：基盤研究(C) リハビリテーション科学・福祉工学

力学的刺激による関節軟骨再生の試み

③戸口田 淳也 京都大学 再生医科学研究所教授

研究期間：2002年度～2003年度 研究区分：基盤研究(B) 医用生体工学・生体材料学

p53遺伝子欠損軟骨細胞を用いた軟骨分化制御機構の解明

④山本 雅哉 京都大学 再生医科学研究所助手

研究期間：2006年度～2007年度 研究区分：基盤研究(B) 医用生体工学・生体材料学

生体因子グラジエント化足場材料を利用した幹細胞からの骨-軟骨組織界面の再生

⑤速水 尚 近畿大学 生物理工学部教授

研究期間：2004年度～2005年度 研究区分：基盤研究(C) 医用生体工学・生体材料学

ナノスケールアパタイト生体結合膜による人工関節軟骨への高度組織親和性付与

バイオミメッティックアクチュエータ
（リハビリ機器）に関する研究

①高木 睦 大阪大学 生物工学国際交流センター助教授

研究期間：2003年度 研究区分：基盤研究(C) 医用生体工学・生体材料学

組織工学的アプローチによる新規バイオミメティック組織デバイス開発の現状と課題

②赤澤 堅造 大阪工業大学 工学部教授

研究期間：2007年度～2009年度 研究区分：基盤研究(B) 医用生体工学・生体材料学

感覚情報伝達機能と柔軟指先部を備えたバイオミメティック筋電義手の開発

③吉田 正樹 大阪電気通信大学 工学部教授

研究期間：2000年度～2003年度 研究区分：基盤研究(B) 医用生体工学・生体材料学

感覚情報伝達機能を備えたバイオシメティック筋電義手の開発

④根尾 昌志 京都大学 医学研究科講師

研究期間：2003年度～2004年度 研究区分：基盤研究(C) 医用生体工学・生体材料学

ハイドロキシアパタイトマイクロパターンコーティングの骨形成促進効果
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第２章 新たな医療福祉機器開発に関するニーズ調査 
 医療福祉現場に新たな医療福祉機器開のニーズを探るために、医療・福祉現場への個別ヒアリング

調査に加え、医療福祉現場に詳しい医師、現役の理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、福祉機器製

造メーカ技術者等より構成される検討委員会メンバーに事務局関係者を加えてブレイン・ストーミン

グを行い、医療・福祉現場の生々しい課題を探った。 
 
２．１ ブレイン・ストーミングによる課題抽出 
２．１．１ ブレイン・ストーミング実施概要 
ブレイン・ストーミングの実施概要は、下記のとおり。計３回実施した。 
1）目的 

現在の研究開発は、研究者が主体となって行われており、必ずしも現場で求められているもの

が開発されているとは限らない。また、研究者側からも、何が現場で必要とされている技術か分

からないという声が挙がっている。そのため、ニーズ提供者とシーズ提供者が直接に問題点を検

討し、現場で求められている技術を、研究者に正しく伝わる表現でまとめる。そして、挙げられ

た要求技術の中で社会的優先度を検討する。 
 
2）実施方法 

ブレイン・ストーミングにより、人の話を聞き、さらに思いついたことを自由に話す。人の意

見を非難、否定するのでなく、悪い点、至らない点を朗らかに検討する。会の終わりには建設的

な文章または図にまとめる（京大ＭＤ方式）。 
  
3）結果の活用 

３回のブレイン・ストーミングの結果に基づき、医療・福祉現場に課題に対応する開発要望技

術を盛り込んだアンケート調査票を設計し、近畿地域における医療福祉機器開発に関心があると

思われる大企業及び中小中堅企業に対してアンケート調査を実施する。 
 
4）日 時 

 第 1 回 2009 年 12 月 16 日 18：00～20：30 
第 2 回 2009 年 12 月 21 日 18：00～20：30 
第 3 回 2010 年  1 月 9 日  13：00～16：00 

 
 5）参加者 

   本調査委員会委員、福祉機器メーカ、介護福祉関係者、事務局 
以 上     
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２．１．２ ブレイン・ストーミング実施結果 

（１）医療・福祉現場の課題と対応する開発要望技術 

ブレイン・ストーミングで出された医療・福祉現場の課題を取りまとめたものは、資料編の参考資

料４をご参照ください。ここでは、医療・福祉現場の課題とそれに対応する開発要望技術を 

1）身体介護関連、2）生活支援関連、3）介護者支援関連、4）その他支援関連の 4 つに分類して

整理した。ここに整理したものは、あくまでも、今回 3 回実施したブレイン・ストーミングにおい

て出された課題に対するものであり、これら 4 つの分類における課題を網羅しているものでない。

なお、開発要望技術に（※印）が付与されているものは、現場におけるニーズが高く、重要である

と判断されたものである。 

 
1）身体介護関連                （※印：医療福祉現場でのニーズが高い技術） 

医療・福祉現場の課題 開発要望技術 
【排泄介助・食事介助関連】  
おむつは一日に何度も交換するため、使用後のゴミが体

積、重量共に大きくなり、保管・処分が大変である。 
家庭で処理可能な紙おむつ ※ 
  （機能例：トイレに流せる） 

重度障がい者は、運動が十分にできないため、体重が増え

やすく、身体介護者の負担が増す。 重度障がい者用ダイエット技術 ※ 

排泄物の臭気への対応には限界があるので、体内、若しく

は排泄後すぐに、排泄物自体（主に細菌）が臭気を出さな

いようにする技術が必要である。 
排泄物の臭いを防ぐバイオ技術 

【清拭・入浴・室内衛生関連】  
室内における革新的な排泄物臭気処理技術

※ 
ポータブルトイレ等で、必ずしも介護者が排泄物をすぐに

処理できるわけでないため、排泄物の匂いが部屋に充満す

る。 完全に密閉できる室内トイレ 
要介護者宅における、介助の人手には限界があり、十分に

掃除、換気がなされないため、湿気、埃が溜まりやすく、

不衛生になりやすい。 

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

（例：掃除ロボット 等） 

小児の体の大きさに対応した、介護用品が少ない。また、

既存の小児用介護用品でも、成長する度に買い換えないと

いけないものが多い。 

小児用（成長対応）介護用品 
 

【身体整容関連】  
医療用テープは、一定の部位に常時つける必要がある場合

が多く、皮膚がかぶれやすい。特に、健常者と比べて、皮

膚が弱い高齢者等でもかぶれないテープが必要である。 

高齢者、障がい者用医療テープ 
（機能例：かぶれない、適度な粘着力） 

通気性に優れ、褥瘡などの原因にならないリネンが必要で

ある。利用者が不快感、寝苦しさを感じない、心地よい肌

触りであることとの両立が重要である。しかし、心地よさ

を追求する余り、支持性がないベット・リネンだと、体位

変換等の身体介護の負担が増す。 

通気性等の機能、肌触り、支持性を兼ね揃

えた、高齢者、障がい者用リネン・ベット

材料、機器 
  

【体位変換（褥そう予防）関連】  
褥瘡（じょくそう：床ずれのこと）や不快感防止のため、

一定時間ごとに体位を変換する必要がある。介護者の負担

を減らすためにも、自動体位変換装置が必要である。ただ

し、体位変換時に患者が目を覚ましたり、不快感を感じた

りしないものである必要がある。 

小型で安価な体位変換装置 
（機能例：体位変換時に患者が目を覚ま

さない、蒸れない、など） 

寝たきりの場合、頻繁に体位変換等をしても、褥瘡防止に

は限界があるため、根本的な解決策が必要である。 褥そう予防バイオ技術 

るいそう者等、褥瘡になりやすい患者を対象にした、特別

な褥瘡予防技術が必要である。 るいそう者用褥そう予防器具 
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【自立生活支援関連】  
人工呼吸器は輸入品が多いため、国内でのメンテナンスが

容易でなく、また急な需要に対応できない。 
国産人工呼吸器（安価） ※ 

 
カニューレ吸引は一定時間ごとに必要な上、感染防止等の

ため処置が煩雑で、人手がかかる。 
カニューレ吸引作業の自動化 ※ 

（機能例：簡易吸引、在宅用） 
人工呼吸器の回路に水が溜まりやすいため、逆流し窒息の

恐れがある。より持続的に使えるコンパクトなバッテリー

が必要である。また、温かい呼気が通る回路は結露しやす

く、濡れてしまう。 

人工呼吸器回路の改良 ※ 
回路、バッテリーの改良・コンパクト化 
（機能例：選択透過性素材の開発、管の

中に水がたまる点の解決 etc.) 
脳性小児麻痺等により、手足が弛緩している小児用に、負

担無く自然に着こなせる姿勢保持スーツが必要である。 
小児用姿勢保持用スーツ 

 
革新的な筋力の補助技術 

（機能例：10 万円程度の筋力の部分補助。

装置、装着が容易） 
革新的な筋力の補助技術 
（機能例：2 万円程度の筋力の部分補助。

装具、装着が容易） 
革新的な筋力の補助技術 
（機能例：装着が容易・快適で自然な動

きを補助できる機能的電気刺激装置） 

体の一箇所の筋力が落ちることで、運動が制限され、その

周辺の筋力、さらには体全体の筋力が落ちてしまう。筋力

が落ちた部分を局所的に補助することで、運動制限を減ら

せれば、連鎖的筋力低下を防げる。装着が容易で、自然な

動きができるものが望ましい。 

筋力増強バイオ技術 

 

2）生活支援関連                （※印：医療福祉現場でのニーズが高い技術） 

医療・福祉現場の課題 開発要望技術 
【障がい者（児）用支援技術関連】  
視覚障がい者が、教育現場において、文字（点字）のみで

なく、図、グラフ、絵等を認識できる方法が必要である。

触れることができる立体表示機器 ※ 
（機能例：PC の端末機器となる） 

白杖を持つと、手が塞がってしまう。片麻痺の視覚障がい

者は、歩行用杖か白杖どちらかしか持てず、また雨天の際、

傘なども持てない。GPS 機能、障害物認識機能などを備

え、音声説明をしてくれる盲導ロボットが必要である。 

白丈をうまく使えない方用盲導ロボット※

（機能例：GPS 連動、視覚情報提示）

白杖による歩行は周りの人・ものに当てて状況を把握する

ため、周りの人に当てて誤解を招いてしまう。また、主に

足下の障害物を認識するので、天井や壁など、上や横から

飛び出ている障害物を認識できない。 

非接触白丈 ※ 
（機能例：光センサー等で距離を測定、

振動などで提示、数万円以内） 

小児障がい者が、一般の公園の遊具等でも遊べるように、

簡単な補助具が必要である。 小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具 

車椅子等では、行動範囲に限界があるため、障がい者を乗

せて走れる、安定性の高い二人乗り用自転車が必要であ

る。 

障がい者用電動アシスト自転車 
（二人乗り、後部座席の身体保持機能） 

歩行能力には制限があるが、一定の運動ができる障がい者

が、一人で自立して乗れる自転車が必要である。 
障がい者用電動アシスト自転車（障がい者

が自立して乗れるもの） 
 

聴覚障がい児は、擬音語の学習が困難なため、臨場感のあ

る映像等で、擬音語の学習ができる教材が必要である。 聴覚障がい者用映像教材（ソフト） 

手話では、コミュニィケーション速度、表現の幅に限界が

ある。聴覚障がい者が伝えたいことを文字等で表示できる

機器が必要である。 

聴覚障がい者用 
意思映像化技術（ソフト） 

小児障がい者は、様々な感覚的体験（例：動物の毛の肌触

り、風を切って走る感覚）が制限されている。教育現場で、

実際にこれらの感覚を体験してもらいたい。 

小児障がい者用体験ソフト 
（機能例：小児が犬、猫、ハムスターな

どのイキモノを体感できるゲーム） 
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視覚障がい者には音声説明家電が有効であるが、色々な家

電が音声説明をすると、どの家電が鳴っているか、どこか

ら鳴っているのか（方向性）が分からない。また、難聴等

の高齢者にも聞き取りやすい、音声への改善が必要であ

る。 

視覚障がい者・高齢者用、ハザード音など

の音色の分別技術または音声説明技術 

点字ブロックは、杖等が滑りやすく、車椅子に過度の振動

を与える。 点字ブロックの改良 

【コミュニケーション補助技術関連】  
高齢者が孫のゲームなどを楽しんでいる例がしばしば見

られる。より高齢者の趣味、能力に適合した、高齢者を対

象とした（ネットゲーム）があれば、高齢者の楽しみが増

える。 

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム 

 言語以外のコミュニケーションツール 
（機能例：高齢者には重量感や肌に当

たる心地よさの感覚が重要） 
家電等を自由に操作できない身体障がい者は、介護者等に

操作を頼まなければならない。様々な家電を、一つのリモ

ートコントローラで集約的に操作できる仕組みが必要で

ある。 

ブレイン・マシンインタフェース(BMI)によ

る環境制御装置（ECS）又は家電機器制御

装置 

 

3）介護者支援関連               （※印：医療福祉現場でのニーズが高い技術） 

医療・福祉現場の課題 開発要望技術 
軽快に連続装着可能なロボットスーツ 
※（30～40 万円） 

身体介護には、大きな力が必要であり、腰痛等の健康障害

の原因となる。リフト等様々な機械があるが、使用準備に

時間がかかり、利用環境条件の制約もあるため、介護者は

自力での介護を選択してしまう。容易に装着でき、不快感、

苦痛が無く、且つ自然な動作を補助できるロボットスーツ

が必要である。この種のロボットスーツは、階段以外の外

出路がない住宅に居住の要介護者を介護者が背負って外

出させる際の負担軽減の手段として特に有効である。 

4 分以内に装脱着可能なロボットスーツ 
※（30～40 万円） 

 

4）その他支援関連 

医療・福祉現場の課題 開発要望技術 

円背になると、身体介護機器の対応が難しく、身体介護が

困難になる。一度円背になると改善は困難なため、予防の

段階で何らかの対策が必要である。 

日本人に多い円背予防用機器、装具 

バリアフリー建具は、高価過ぎるものや、設置が容易でな

いものが多い。 
簡易バリアフリー建具 

 
（２）技術開発以外の課題 
 医療福祉の充実は技術・機器の発展によるが、ブレイン・ストーミングを行う過程で、技術開発だ

けでは不十分で、他の様々な課題が存在することが明らかになった。これらの課題を総合的に改善し

ていくことが、更なる医療福祉の充実に不可欠である。 
 
1) ニーズとシーズの情報共有 

① マーケティング（ニーズからシーズへの情報提供） 
医療福祉機器の開発において、現場でどんな問題があり、どのような技術・機器が必要とさ

れているかを、開発側が正確に把握する必要がある。既に、求められている機器を製造するた



 

 33

めの技術は開発されているにもかかわらず、ニーズが把握されていないために、医療福祉現場

に必要な機器が提供されていない例がある。 
② 広告（シーズからニーズへの情報提供） 

ブレイン・ストーミングの際に、医療福祉現場の委員が必要と提言した技術が、開発側の委

員や、後の文献調査により、既に開発されていることが判明した例が多数あった。イノベーシ

ョンには、開発と、開発したものの普及、事業化という二つの局面があるが、後者の局面で失

敗し、現場に必要な機器が届かない場合が多い。そのため、開発した技術・製造した製品を、

現場に伝える画期的広告戦略、若しくは、情報提供の場の開発が必要である。 
 

2)  国の役割 
① セイフティネットの整備 

医療福祉機器は不具合が生じた場合等のリスクが高く、リスク計算が困難であることから、

企業が取り組む際のハードルが高い。革新的医療福祉機器においては、最新技術のパイオニア

として負わなければならない一定のリスクへの補償と、再挑戦できるようなセーフティーネッ

トの整備が必要である。 
② 医療福祉制度の改善 
  高齢者、障がい者それぞれに、福祉制度が整備されているが、様々な必要を持った各個人

に柔軟に対応できない場合が多い。福祉機器への助成も、制度により細部まで決まっている

ため、必要なものが購入できないが、不必要なものに助成がつくということが起こっている。

各ケースに柔軟に対応できる制度の整備が進まなければ、革新的な医療福祉機器は有効に活

用されない。 
③ 標準化の推進 

産業構造上の問題から、技術的には問題が無いにも関わらず、医療福祉現場に必要な技術が

提供されない場合がある。例えば、全ての家庭用電気製品を集約的に操作できるような環境制

御装置（ECS）は、各企業の利害から、家庭用電気製品制御リモートコントローラの標準化で

きず、製品化されていない。このような問題は、政府が利害調整をとりつつ、整備していくこ

とが求められる。 
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２．２ 個別ヒアリングによる現場ニーズ課題の抽出 
２．２．１ 個別ヒアリングの実施概要 
 ブレイン・ストーミングの他に下記要領にて、大手介護サービス事業者、訪問介護ステーションへ

の個別ヒアリング調査を実施した。 
 
 （１）ヒアリング協力者 

大手介護サービス事業者  
   訪問看護ステーション（作業療法士 1 名、看護師 1 名（訪問看護師、介護支援専門員） 
（２）ヒアリング実施日：２０１０年１月２７日 午前、午後  
（３）ヒアリング調査項目  

   現状の医療福祉機器の使い勝手と問題点・課題・要望ニーズ 
   ・介護サービス、福祉用具提供における問題点・課題  
   ・疾病予防・管理、介護支援のための介護福祉機器の現場ニーズ 
   ・利用機器の効果と課題、機能改善すべき項目・要件等 

 ・ブレイン・ストーミング（12 月 16 日、21 日、1 月 9 日実施）の補足として実施 
 
２．２．２ 個別ヒアリング調査結果の概要 
 ２件のヒアリング記録の要点を以下に整理する。詳細な個別ヒアリング調査記録は、資料編 参考

資料４を参照。 
 
（１）大手介護サービス事業者 
 ○高齢社会では、医療行為と生活支援行為の切れ目の見極めが難しい。 
 ○日本の生活支援は個人の生活全体を支援するようになっていない 。 
 ○ニーズとシーズのすり合わせに基づく福祉機器開発は実際上難しい 。 
 ○福祉機器を開発するための視点  
  ・福祉機器開発において重要なことは要介護者の生活を第一に考えること 
  ・福祉機器を開発するコーディネータとサービスを提供するコーディネータを繋ぐこと 
  ・医療分野と福祉分野の垣根を払って両者を繋ぐこと 
  ・福祉機器の試験評価、ニーズの検討、制度を総合的に検討すること  
 ○医療と福祉の狭間のリハビリテーションをどう捉えるかが今後の課題 
 ○住宅改造における関連分野（医療、福祉、建築設計、施工）連携が重要  
（介護保険制度に関連して意見） 
 ○介護保険制度についての評価 
  ・介護保険制度の成立は、介護が個人レベルから社会レベルに移行した面では良かった。 
 ○要介護度の段階はあまり変化しない 
  →要介護度の変化に応じて福祉用具を取り替えていくといったことは少ない。 
 ○介護サービスでは事業収益性が重要 
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（２）訪問看護ステーションにおける現場ニーズ 
 １）現場レベルでの医療福祉機器ニーズとして次に示すものが得られた。 
【入浴関連】  
 ○安全に着脱でき、入浴者が浴槽内で姿勢を変え易い浴槽台 
 ○浴槽まわりの過剰装備の改善  
 ○立ったまま入浴可能なリフト 
【バリアフリー関連】  
 ○高齢者、子供等被介護者と介護者の動線を考慮した機器設計 
 ○30 年～40 年後を見越し、成長に合わせた住宅機器の設計・開発 
 ○日常に溶け込むシンプルな福祉用具   
【移動機器関連】  
 ○姿勢が傾いたときに元に戻せる車いす用クッション、あるいは制御装置   
 ○車いすのスリングシートからシートタイプへ（日本の特殊事情）  
【コミュニケーション機器関連】  
 ○ポータブルな会話補助用具 
【認知症患者関連】  
 ○徘徊検知用 GPS の小型化、防水化  
 ○生活習慣に合った徘徊検知用 GPS グッズ（バス定期券、名刺、腕時計、ネックレス、ブレスレ

ット、念珠タイプ等）  
 ○小型バッテリー（充電後で２日程度使用可能） 
【高齢者の外出支援関連】  
 ○高層階での外出路確保と介助者の負担軽減 
 ○外出を支援する装置（窓拭き型ゴンドラ） 
 
２）医療福祉機器開発に関する共通課題  
福祉用具の開発関連の共通課題としては、次の課題が挙げられた。  

 ○福祉用具とコスト意識 
 ○福祉道具のフィッティングと安全性の問題 
 ○福祉用具トライアルの仕組みの構築  
 ○病院と在宅の違いを考慮した設計（一般家庭への普及の壁が存在）  
 ○既存技術を福祉分野に移転する仕組みの構築（cf.米国 NASA 技術の福祉分野への技術移転）  
 ○開発部門へのフィードバックの仕組みの構築（看護者・介護者やユーザーが開発部門に対して意

見を言える窓口開設）  
３）介護福祉制度関連に係る課題  
 ○福祉用具と労災の問題  

ヨーロッパでは、労働災害が発生すると休業補償が高額になるため、福祉用具の普及と労働災

害は密接に関係している。看護職・介護職の労働災害を抑えるため福祉用具を普及させるという

考え方を浸透する必要がある。介助者や福祉専門職スタッフにとっても福祉用具が必要だという

意識がもっと定着すれば普及につながる。 
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第３章 医療福祉機器メーカに対するアンケート調査 
 
３．１ アンケート調査の実施概要 
 アンケート調査の実施概要は、以下の通りである。 
 
３．１．１ アンケート調査項目 
 アンケート調査項目は下記の通りである。 
１）回答企業の概要（資本金、従業員） 
２）医療福祉、介護現場からの開発要望技術課題への評価 

・ブレイン・ストーミングで抽出された機器開発ニーズに対する関心度、技術開発の困難度、 
公的研究機関からの技術支援、実用化の可能性 

 ・保有技術の医療福祉機器への活用可能性等 
３）医療福祉機器開発の商品化及び技術開発の現状 
４）医療福祉機器開発への関心度、今後の事業参入意向 
５）今後の医療福祉機器市場に対する考え方 

・将来、有望となる（社会ニーズが高まる）と想定される医療福祉機器 
 ・革新的な医療福祉機器開発において、公的研究機関に求めたい支援内容 

ここで、２）医療福祉、介護現場からの開発要望技術課題は、ブレイン・ストーミングにより抽出

された開発要望技術課題を主体にレスパイト注）技術関連の課題を２項目追加した（アンケート調査票

は、資料編参考資料５を参照） 
注）「レスパイト」とは、一般に「障がい者と特にその介護者の生活の質（QOL）を改善する事」を意味する。 

 
３．１．２ アンケート調査対象 

アンケート調査対象は、近畿２府５県に所在する医療福祉機器メーカ・ものづくりメーカ（大企

業、中小企業、ベンチャー企業）とした。具体的には下記のとおりである。 
（１）医療福祉機器を開発している医療・介護機関 
  次世代医療システム産業化フォーラム会員企業 １５０社 
  （大阪商工会議所が経済産業省産業クラスター計画関西バイオクラスタープロジェクトの 

一環として国内外大手医療機器企業とモノづくり企業のビジネスマッチングを目指して 
実施しているフォーラム） 

（２）中堅・中小のものづくりメーカ 
「平成 16 年度近畿圏の AIST 中堅・中小企業ネットワーク構築のための調査事業」： 
（独立行政法人産業技術総合研所が財団法人日本システム開発研究所委託して実施） 
対象企業３８０社 計５３０社（名目上） 

 
３．１．３ アンケート実施方法 
 アンケート調査は下記の二つの方法で実施した。 
 

（１） 次世代医療システム産業化フォーラム第 10 回 1 月例会（2010 年 1 月 26 日神戸地区開催）
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アンケート配布後日回収（～2 月 5 日（金）） 
（２）郵送回収方式（1 月 22 日（金）～2 月 5 日（金）） 

 
３．１．４ アンケート調査回収数 

有効回答数５１社（回収率 9.6％） 
 
３．２ アンケート調査の実施結果 
 ３．２．１ 回答企業の概要（資本金、従業員） 
 回答者５１社の属性をみると、図 3.2.1 に示すように資本金では明記されていた４０社のうち、３

６社が３億円以下の企業であった。また、従業員規模では、４１社のうち３７社が３００人以下の企

業であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.1 回答者の属性（資本金） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.2 回答者の属性（従業員） 
 

 
資本金

36, 86%

6, 14%

３億円以下 ３億円超

 
従業員

4, 10%

37, 90%

300人以下 300人超
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３．２．２ 革新的な医療福祉機器について 
（１）革新的な医療福祉機器の使用想定先（問２） 
 革新的な医療福祉機器が、どのような医療福祉介護現場で使用されることを想定しているかを尋ね

た。排泄介助関連、清拭・入浴介助関連、自立生活支援関連の場面を想定している回答が多かった。

この３つの場面で要望が高いことを示しているものと考えられる（図 3.2.3 参照）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               図 3.2.3 革新的な医療福祉機器の想定先 
 
（２）革新的な医療福祉機器で、保有する技術 
問１に挙げたような革新的な医療福祉機器に関連する技術を保有しているかどうかを尋ねた。回答

者の半数が保有しているとの回答であった（図 3.2.4(a)参照）。バイオ技術に関連する技術シーズを保

有しているかどうかの設問では、今回のアンケート回答者ではゼロであった（図 3.2.4(b)参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.4(a) 革新的な医療福祉機器に生かせる保有技術の有無 
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図 3.2.4(b) バイオ技術関連技術シーズ保有の有無 
 

（３）医療福祉機器開発への関心度 
 医療福祉機器開発への関心度について尋ねた。関心ありは、回答者の６割であった（図 3.2.5 参照）。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.5 医療福祉機器開発への関心度 
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（４）今後の医療福祉機器事業への新規参入の関心度 
 今後の医療福祉機器事業への新規参入への関心度を尋ねた。回答者 47 名の半数弱の 23 名が参入の

意志があると回答している（図 3.2.6 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.6 医療福祉機器事業への参入への関心度 
 
（５）今後の医療福祉機器市場に対する考え方 
将来、有望となる（社会的ニーズが高まる）と想定される医療福祉機器市場に対する考え方を尋ね

た。回答者は 34 名程度であったが、複数回答可の設問で比較的多かったのは、「多くの分野の一つの

事業」と捉えているという回答であった。また、「病院、福祉施設などと連携を推進し、新規ビジネ

スの足掛り」といった回答も比較的多かった（図 3.2.7 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.7 医療福祉機器市場への参入の考え方 
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（６）大学等公的機関研究機関に支援を求めたい内容 
 革新的な医療福祉機器開発において、大学等公的機関研究機関に支援を求めたい内容について、複

数回答可で尋ねた。市場規模、現場ニーズの情報提供、技術開発支援が多く、次いで公的な助成金制

度が多かった（図 3.2.8 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.2.8 大学等公的機関研究機関に支援を求めたい内容 
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３．３ アンケート調査結果から抽出される重要課題 

３．３．１ 開発要望技術に対する評価 
（１）開発要望技術の各項目の評価一覧 
 40 件の開発要望技術に対する関心度、技術開発の困難度、公的支援期待度、10 年後の実用化可能

性に対する評価を全回答対する比率を一覧にした。関心度については、30％以上に色を付けた。 
また、技術開発の困難度、公的支援期待度については 60％以上に色を付けた。実用化可能性につい

ては 70％以上に色付けした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.3.1(a) 開発要望技術に対する各項目の評価一覧 

表 3.3.1(b) 開発要望技術に対する各項目の評価一覧 

要求技術例
関心度

（はい/全回答）
困難度

（高い/全回答）
公的支援期待度
（必要/全回答）

実用可能性
（高い／全回答）

1 家庭で処理可能な紙おむつ ※ 27.1% 35.7% 46.4% 85.7%

2 重度障がい者用ダイエット技術 ※ 18.8% 57.1% 53.6% 57.1%

3 排泄物の臭いを防ぐバイオ技術 31.3% 64.3% 64.3% 71.4%

4 室内における革新的な排泄物臭気処理技術 ※ 35.4% 73.3% 58.6% 69.0%

5 在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術 31.3% 44.8% 46.4% 78.6%

6 小児用介護用品 20.8% 44.4% 65.4% 80.0%

7 高齢者、障がい者用医療テープ 25.0% 60.7% 39.3% 85.7%

8 高齢者、障がい者用リネン材料、機器 22.9% 50.0% 39.3% 82.1%

9 小型で安価な体位変換装置 29.2% 48.1% 63.0% 74.1%

10 褥そう予防バイオ技術 25.0% 77.8% 70.4% 63.0%

11 るいそう者用褥そう予防器具 19.1% 53.8% 65.4% 69.2%

12 国産人工呼吸器 ※ 31.3% 66.7% 70.4% 85.2%

13 カニューレ吸引作業の自動化 ※ 29.8% 74.1% 77.8% 81.5%

14 人工呼吸器回路の改良 ※ 31.3% 85.2% 81.5% 88.9%

15 革新的な筋力の補助技術　１ ※ 31.3% 83.9% 77.4% 83.9%

16 革新的な筋力の補助技術　２ ※ 44.7% 78.1% 74.2% 84.4%

17 革新的な筋力の補助技術　３ ※ 44.7% 87.5% 83.9% 56.3%

18 革新的な筋力の補助技術　４ ※ 29.8% 82.1% 78.6% 60.7%

19 国産人工呼吸器 38.3% 78.6% 82.1% 67.9%

20 筋力増強バイオ技術 19.1% 82.1% 60.7% 29.6%

要求技術例
関心度

（はい/全回答）
困難度

（高い/全回答）
公的支援期待度
（必要/全回答）

実用可能性
（高い／全回答）

21 触れることができる立体表示機器 ※ 34.0% 70.0% 69.0% 62.1%

22 白杖をうまく使えない方用盲導ロボット ※ 42.6% 80.6% 80.6% 66.7%

23 非接触白杖 ※ 36.2% 76.7% 80.0% 70.0%

24 小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具 23.9% 48.1% 55.6% 57.7%

25 障がい者用電動アシスト自転車 １ 23.4% 42.9% 46.4% 71.4%

26 障がい者用電動アシスト自転車 ２ 29.8% 67.9% 60.7% 60.7%

27 聴覚障がい者用映像化技術（ソフト） 27.7% 57.1% 60.7% 78.6%

28 小児障がい用体験ソフト 21.3% 35.7% 42.9% 64.3%

29 音色の分別技術または音声説明技術 29.8% 53.6% 67.9% 85.7%

30 点字ブロックの改良 28.3% 59.3% 74.1% 85.2%

31 革新的障がい者―コンピュータインターフェース ※ 31.9% 83.3% 63.3% 73.3%

32 高齢者用楽しい（ネット）ゲーム 21.3% 32.1% 25.0% 75.0%

33 言語以外のコミュニケーションツール 25.5% 66.7% 56.7% 55.2%

34 BMIによるECS又は家電機器制御装置 29.8% 69.0% 53.6% 51.7%

35 ロボットスーツ　１ ※ 44.7% 90.6% 74.2% 64.5%

36 ロボットスーツ　２ ※ 41.3% 93.5% 76.7% 58.6%

37 介護者の生活を補助するレスパイト技術 25.5% 66.7% 70.4% 66.7%

38 日本人に多い円背予防用機器、装具 21.3% 42.9% 50.0% 70.4%

39 簡易バリアフリー建具 27.7% 25.9% 51.9% 88.9%

40 レスパイトハウス関連技術 19.1% 44.4% 55.6% 74.1%
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（２）開発要望技術評価項目のクロス分析 
 表 3.3.1 を用いて、技術開発困難度評価を横軸に、実用化可能性評価を縦軸に 40 件の開発要望技

術を座標軸上にプロットし、横軸、縦軸それぞれ 70％の境界線を入れると、同じ傾向を示す３つの

領域に分けることができる。1）技術開発困難度の高い領域、2）技術開発困難度は低いが実用化可能

性も低い領域、3）技術開発困難度は低く、実用化可能性が高い領域である（図 3.3.1 参照）。 
 これらを仮に｢革新的技術開発領域｣、「公的助成領域」、｢民間開発促進領域｣と名付ける。 

 
図 3.3.1 技術開発困難度と実用化可能性による開発要望技術の分類 

 
 

 これらの３つの領域に含まれる課題をさらに詳細に検討するために、技術開発困難度と公的支援期

待度との相関を見てみた。一般に技術開発困難度と公的支援期待度は正の相関を持つことが予想され

る。図 3.3.2 は、確かにふたつの指標に正の相関があることを示している。 
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技術開発困難度評価（高い／全回答）
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性
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価
（高
い
／
全
回
答
）

人工呼吸器回路の改良※

革新的な筋力の補助技術 １ ※

革新的な筋力の補助技術 ２ ※

カニューレ吸引作業の自動化※

ロボットスーツ １ ※

ロボットスーツ ２ ※

筋力増強バイオ技術

室内における革新的な
排泄物臭気処理技術※

革新的な筋力の補助技術 ３ ※
小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

小児障がい用体験ソフト

簡易バリアフリー建具

家庭で処理可能な紙おむつ※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

国産人工呼吸器※

高齢者、障がい者用
医療テープ

排泄物の臭いを
防ぐバイオ技術

点字ブロックの改良

BMIによるECS又は家電機器制御装置

言語以外のコミュ
ニケーションツール

るいそう者用褥そう予防器具

小児用介護用品

小型で安価な体位変換装置

民間開発促進領域

革新的技術開発領域

公的助成領域

重度障がい者用ダイエット技術※
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図 3.3.2 技術開発困難度と公的支援期待度との正の相関 

 
 表 3.3.2 の赤い部分は、図 3.3.2 で正の相関から若干外れて、技術開発困難度の低い割に公的支援

期待度が高いものを示している。 
表 3.3.2 技術開発困難度が低いにも関わらず公的支援期待度が課題 
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度
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全
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要求技術例
困難度

（高い/全回答）
実用可能性

（高い／全回答）
困難度

（高い/全回答）
公的支援期待度
（必要/全回答）

備　考　

1 家庭で処理可能な紙おむつ ※ 35.7% 85.7% 35.7% 46.4%

2 重度障がい者用ダイエット技術 ※ 57.1% 57.1% 57.1% 53.6%

3 排泄物の臭いを防ぐバイオ技術 64.3% 71.4% 64.3% 64.3%

4 室内における革新的な排泄物臭気処理技術 ※ 73.3% 69.0% 73.3% 58.6%

5 在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術 44.8% 78.6% 44.8% 46.4%

6 小児用介護用品 44.4% 80.0% ⇔ 44.4% 65.4% 困難度が低いが公的支援期待度が高い

7 高齢者、障がい者用医療テープ 60.7% 85.7% 60.7% 39.3%

8 高齢者、障がい者用リネン材料、機器 50.0% 82.1% 50.0% 39.3%

9 小型で安価な体位変換装置 48.1% 74.1% ⇔ 48.1% 63.0% 困難度が低いが公的支援期待度が高い

10 褥そう予防バイオ技術 77.8% 63.0% 77.8% 70.4%

11 るいそう者用褥そう予防器具 53.8% 69.2% ⇔ 53.8% 65.4% 困難度が低いが公的支援期待度が高い

12 国産人工呼吸器 ※ 66.7% 85.2% 66.7% 70.4%

13 カニューレ吸引作業の自動化 ※ 74.1% 81.5% 74.1% 77.8%

14 人工呼吸器回路の改良 ※ 85.2% 88.9% 85.2% 81.5%

15 革新的な筋力の補助技術　１ ※ 83.9% 83.9% 83.9% 77.4%

16 革新的な筋力の補助技術　２ ※ 78.1% 84.4% 78.1% 74.2%

17 革新的な筋力の補助技術　３ ※ 87.5% 56.3% 87.5% 83.9%

18 革新的な筋力の補助技術　４ ※ 82.1% 60.7% 82.1% 78.6%

19 国産人工呼吸器 78.6% 67.9% 78.6% 82.1%

20 筋力増強バイオ技術 82.1% 29.6% 82.1% 60.7%
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さて、次に公的支援期待度と実用化可能性の相関を見てみた。一般に実用化可能性の高いと評価さ

れた技術は、公的支援期待度が低く、負の相関を持つと考えられる。図 3.3.3 を見ると概ね負の相関

を示しているが、一部、この相関から外れる開発要望技術が存在していることが分かる。表 3.3.3 は、

負の相関から外れるテーマを一覧にしたものである。表 3.3.1 の 40 件の開発要望技術のうち、12 国

産人工呼吸器から 30 点字ブロックの改良の 7 件がそれに該当する（表 3.3.3 参照）。 
 

 
図 3.3.3 公的支援期待度と実用化可能性と負の相関から外れるテーマ 

 
表 3.3.3 公的支援期待度と実用化可能性の「負の相関」から外れるテーマ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO 要求技術例 公的支援期待度 実用化可能性

12 国産人工呼吸器 ※ 67.9% 85.7%

13 カニューレ吸引作業の自動化 ※ 75.0% 82.1%

14 人工呼吸器回路の改良 ※ 85.7% 85.7%

15 革新的な筋力の補助技術　１ ※ 84.4% 84.4%

16 革新的な筋力の補助技術　２ ※ 78.8% 84.8%

29 音色の分別技術または音声説明技術 51.7% 86.2%

30 点字ブロックの改良 57.1% 85.7%
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人工呼吸器回路の改良※

革新的な筋力の補助技術 １ ※

カニューレ吸引作業の自動化※

革新的な筋力の補助技術 ２ ※

点字ブロックの改良

国産人工呼吸器※

音色の分別技術または音声説明技術
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 図 3.3.4 は、表 3.3.2、表 3.3.3 の開発要望技術を考慮して、図 3.3.1 の３つの領域の範囲を修正し

たものである。国産人工呼吸器は、民間開発促進領域から革新的技術開発領域に含めるようにした。 

 
図 3.3.4 技術開発困難度と実用化可能性による開発要望技術の分類（再検討） 

 
３．３．２ アンケート調査結果に基づく技術開発課題の分類 

アンケート調査結果のクロス分析から以下の３つの技術開発課題の分類を行った。 

 

Ａ．革新的技術開発領域（困難度が高いもの） 

Ｂ．公的助成領域（困難度は高くないが、実用化可能性が低いもの） 

Ｃ．民間開発促進領域（困難度は比較的低く、実用化可能性が高いもの） 

 

Ａ．革新的技術開発領域 

・１．身体介護関連では、自立生活支援関連の人工呼吸器、筋力の補助技術関連の全ての

技術がこの領域に入る。その他では、「室内における革新的な排泄物臭気処理技術」、

「褥そう予防バイオ技術」がある。 

・２．生活支援関連では、視覚障がい者関連の４テーマと、障がい者用電動アシスト自転

車（機能例：障がい者が自立して乗れる）が含まれる。コミュニケーション補助技

術関連では、「高齢者用楽しい（ネット）ゲーム」を除く 3テーマがこの領域に入る。 

・３．介護者支援技術関連のロボットスーツなど３テーマが含まれる。 
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公的助成領域

人工呼吸器回路の改良※

革新的な筋力の補助技術 １ ※

革新的な筋力の補助技術 ２ ※

カニューレ吸引作業の自動化※

革新的障がい者―コンピュータインターフェース※

ロボットスーツ １ ※

ロボットスーツ ２ ※

筋力増強バイオ技術

室内における革新的な
排泄物臭気処理技術※

革新的な筋力の補助技術 ３ ※

重度障がい者用ダイエット技術※

小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

小児障がい用体験ソフト

民間開発促進領域
簡易バリアフリー建具

家庭で処理可能な紙おむつ※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

国産人工呼吸器※

高齢者、障がい者用
医療テープ

革新的技術開発領域

排泄物の臭いを
防ぐバイオ技術

点字ブロックの改良

BMIによるECS又は家電機器制御装置

言語以外のコミュ
ニケーションツール

るいそう者用褥そう予防器具

小児用介護用品

小型で安価な体位変換装置

音色の分別技術または音声説明技術
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 Ｂ．公的助成領域 

   ・１．身体介護関連では、「重度障がい者用ダイエット技術」、「小児用介護用品」、「小型で

安価な体位変換装置」、「るいそう者用褥そう予防器具」等がこの領域に入る。 

  ・２．生活支援関連では、「小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具」、「障がい者用電動ア

シスト自転車（機能例：後部座席の身体保持機能）」、「小児障がい用体験ソフト」等

小児向けの用具類がこの領域に含まれる。また｢点字ブロックの改良｣もこの領域に含

まれる。 

   ・３．その他支援関連では、「日本人に多い円背予防用機器、装具」、「レスパイトハウス関

連技術」がこの領域に入る。 

Ｃ．民間開発促進領域 

     上記以外の要望技術は、民間開発を促進すべき領域。 

 

              表 3.3.5  アンケート調査結果に基づく技術開発支援領域分類 
１．身体介護関連                 （※印：医療福祉現場でのニーズが高い技術） 

医療・福祉現場からの開発要望技術 技術開発支援領域の分類 
【排泄介助・食事介助関連】  
家庭で処理可能な紙おむつ ※  （機能例：トイレに流せる） 民間開発促進 
重度障がい者用ダイエット技術  ※  公的助成 
排泄物の臭いを防ぐバイオ技術 革新的技術開発 
【清拭・入浴・室内衛生関連】  
室内における革新的な排泄物臭気処理技術 ※ 革新的技術開発 
在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術 民間開発促進 
小児用介護用品（小児用がないため）（機能例：成長対応用具など) 公的助成 
【身体整容関連】  
高齢者、障がい者用医療テープ（機能例：かぶれない，適度な粘着

力） 民間開発促進 

高齢者、障がい者用リネン材料、機器 
 （機能例：肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両立） 民間開発促進 

【体位変換（褥そう予防）関連】  
小型で安価な体位変換装置 （機能例：体位変換時に患者が目を覚

まさない，蒸れない，など） 公的助成 

褥そう予防バイオ技術 革新的技術開発 
るいそう者用褥そう予防器具 公的助成 
【自立生活支援関連】  
国産人工呼吸器 ※ （機能例：管の中に水がたまる点の解決） 革新的技術開発 
カニューレ吸引作業の自動化 ※ （機能例：簡易吸引、在宅用） 革新的技術開発 
人工呼吸器回路の改良 ※ （機能例：選択透過性素材の開発、

etc.)  革新的技術開発 

革新的な筋力の補助技術  ※   
（機能例：小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易） 革新的技術開発 

革新的な筋力の補助技術  ※  （機能例：10 万円程度の筋力の

部分補助装置、装着が容易） 革新的技術開発 

革新的な筋力の補助技術  ※ （機能例：2 万円程度の筋力の部

分補助装具、装着が容易） 革新的技術開発 

革新的な筋力の補助技術  ※ （機能例：装着が容易・快適で自然

な動きを補助できる機能的電気刺激装置） 革新的技術開発 

国産人工呼吸器  （機能例：安価、コンパクト） 革新的技術開発 
筋力増強バイオ技術 革新的技術開発 
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２．生活支援関連                 （※印：医療福祉現場でのニーズが高い技術） 

医療・福祉現場からの開発要望技術 技術開発支援領域の分類 
【障がい者（児）用支援技術関連】  
触れることができる立体表示機器 ※ 
 （機能例：PC の端末機器となる） 革新的技術開発 

白丈をうまく使えない方用盲導ロボット ※ 
 （機能例：GPS 連動、視覚情報提示） 革新的技術開発 

非接触白丈 ※ （機能例：光センサー等で距離を測定、振動などで

提示、数万円以内） 革新的技術開発 

小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具 公的助成 
障がい者用電動アシスト自転車 （機能例：後部座席の身体保持機

能） 公的助成 

障がい者用電動アシスト自転車 （機能例：障がい者が自立して乗

れる） 革新的技術開発 

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト） 民間開発促進 
小児障がい用体験ソフト （機能例：小児が犬、猫、ハムスターなど

のイキモノに接することができるゲーム） 公的助成 

視覚障がい者用、ハザード音などの音色の分別技術または音声説

明 
技術 

公的助成 

点字ブロックの改良（非接触白丈対応） 公的助成 
【コミュニケーション補助技術関連】  
革新的障がい者－コンピュータインターフェ―ス  ※ 革新的技術開発 
高齢者用楽しい（ネット）ゲーム 民間開発促進 
言語以外のコミュニケーションツール 
（機能例：高齢者には重量感や肌に当たる心地よさの感覚が重要）

革新的技術開発 

ブレイン・マシンインタフェース(BMI)による環境制御装置（ECS）又

は家電機器制御装置 革新的技術開発 

 

３．介護者支援技術関連                      （※印：医療福祉現場でのニーズが高い技術） 

医療・福祉現場からの開発要望技術 技術開発支援領域の分類 

ロボットスーツ  ※  
 （機能例：軽快に連続装着可能、30～40 万円） 

革新的技術開発 

ロボットスーツ  ※  
 （機能例：4 分以内に装脱着可能、30～40 万円） 

革新的技術開発 

介護者の生活を補助するレスパイト技術＊ 民間開発促進 

４．その他支援技術関連                  

医療・福祉現場からの開発要望技術 技術開発支援領域の分類 

日本人に多い円背予防用機器、装具 公的助成 

簡易バリアフリー建具 民間開発促進 

レスパイトハウス関連技術＊ 公的助成 

＊「レスパイト」とは、一般に「障がい者と特にその介護者の生活の質（QOL）を改善する事」を意味する。 
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第４章 革新的医療福祉機器開発の重要課題の抽出 
 
４．１ 医療福祉機器開発の有望テーマの分類 
 医療福祉現場のニーズに基づく 40 件の医療福祉機器の開発要望技術を、アンケート調査のクロス

分析に基づき、「革新的技術開発領域」、「公的助成領域」、「民間開発促進領域」の技術開発テーマに

分類した。さらに委員会での議論に基づき、若干、開発要望技術項目を 40 件から 36 件に集約した。

36件の開発要望技術をベースに本調査で対象とした高齢化社会におけるQOL向上の社会的ニーズの

拡大を見込み下記４つの医療福祉機器の対象領域 
 
１）疾病者（慢性疾患、身体障がい等）の日常生活の QOL を高めるための医療福祉機器 
２）要介護者等が身の回り世話を自立して行えるようにし社会参画を促進する医療福祉機器 
３）高齢者の介護予防、健康管理、健康増進をするための医療福祉機器 
４）手術や治療後の回復を早期化しできるだけ疾病前の健康状態に近づける医療福祉機器 

 
にまとめたものを表 4.1.1 に示す。 
 それぞれの医療福祉機器の技術開発テーマを 
 １）ブレイン・ストーミングにおいて医療福祉現場での要望が大きいとされたもの 
 ２）企業に対するアンケート調査において全回答者に対する関心度の比率が 30％を超えたもの 
 ３）企業に対するアンケート調査において全回答者のうち、公的研究機関からの技術支援の期待度

の比率が 70％を超えたもの 
等を明記した。 
 バイオ技術適用可能性、表 3.3.5 に分類した技術開発支援領域の分類を各技術開発テーマに付した。 
次節では、この表 4.1.1 をベースに委員会において、委員会における検討結果に基づき重要課題の抽

出を行った。 
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４．２ 革新的な医療福祉機器開発課題の提案 
４．２．１ 革新的な医療福祉機器開発課題の提案 
４．１で整理した革新的な医療福祉機器開発テーマのうち、医療福祉現場からの要望も高く、企業

の関心度も高く、アンケート調査のクロス分析でも革新的技術開発領域のテーマに挙げられたものの

中から委員会での議論に基づき下記に４つの重要課題として提案する。 
 
 （１）革新的な臭気処理技術の開発 

  「排泄物の臭いを防ぐバイオ技術」、「室内における革新的な排泄物臭気処理技術」の二つの

課題を革新的な臭気処理技術とする重要開発課題とする。 
（２）革新的な呼吸管理機器技術の開発 
   管の中に水がたまる点を解決する簡易吸引、在宅用で、カニューレ吸引作業の自動化を可能

とする人工呼吸器の国産化を目指した関連技術の開発を呼吸管理技術として重要開発課題と

して取り上げる。 

（３）革新的な筋力補助技術の開発 

   革新的な筋力の補助技術としては、装着が容易な小児用姿勢保持用スーツ、モータを使用し

ない、安価な筋力補助装置、装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気刺激装置

等並びに筋力増強バイオ技術など、革新的な筋力の補助技術の複数のアプローチに開発を重要

開発課題として取り上げる。 

（４）触れることができるヴァーチャルリアリティ装置の開発 

    さまざまな触角体験が可能、対象は視覚障がい者に限定されず幅広く提供する技術開発であ

る。小児障がい者用の体験ソフトも含まれる。 

 

 なお、上記のうち、「（２）革新的な呼吸管理機器技術の開発」は他に比較して対象となる障がい

者の範囲が狭いが、今回のブレイン・ストーミングによって、特に重要な技術課題として抽出された。

さらに、上記のように介護者の時間的な余裕を改善し、介護者の社会貢献を支援する技術の経済的社

会的意味の大きさも示唆された。 

 

４．２．２ バイオ技術の可能性の追求 

上記、重要課題として取り上げた４つの課題のうち、（１）～（３）は、バイオ技術に関連課題で

ある（関連の開発動向、商品化動向については資料編、参考資料６を参照）。これら３課題に関して

はバイオ技術関連課題として近畿地域イノベーション創出協議会で取り組むべき課題として優先的に

取り上げていくべき課題であると言える。 

 

４．２．３ 重要課題の実施方法 

ここで取り上げた革新的な医療福祉技術は、特に近畿地域イノベーション創出協議会がテーマとし

て取り上げることを前提に選定した。研究開発の実施に際しては、今回の重要課題の選定過程を考慮

し、あくまでも医療福祉現場における問題解決を目指すことを主眼としているため、医療福祉機器開

発に当たっては、医療福祉現場の関係者と密な連携を持ちながら実施するか、あるいは現場関係者が

研究開発チームに加わるような形態で実施することが重要である。 
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第５章 今後の産学官の連携を行う上での支援体制の提言 
 

今回、医療福祉現場のニーズを踏まえ、ブレイン・ストーミングを実施し、現場からの開発要望の

高かった医療福祉機器技術 40 課題について近畿地域の大手、中堅中小企業にアンケート調査を実施

し、関心度、技術開発困難度、公的研究機関への支援期待度、実用可能性への評価を取りまとめた。

それらの評価指標のクロス分析から 40 課題を「革新的技術開発領域」、「公的助成領域」、「民間開発

促進領域に分類することができた。 
「革新的技術開発領域」に属する課題のうち、医療福祉現場からの要望の高いもの、企業の関心度

の高いもの、またバイオ技術に関連する課題を考慮して４つの重要課題を選定した。これを近畿地域

イノベーション創出協議会で積極的に取り上げていくべき課題として提案した。 
また、アンケート調査で、大学公的機関に求める支援内容として、医療福祉機器の市場規模、現場

ニーズの情報提供、医療福祉機器の技術開発支援、公的な助成制度に対する要望が高かった。 
したがって、上記４つの重要課題以外の残りの課題についても、「革新的技術開発領域」、「公的助

成領域」、「民間開発促進領域」それぞれに即した技術開発支援を行っていくことが求められる。 
また、ブレイン・ストーミングや個別ヒアリング調査で得られた要望を踏まえ、単に医療福祉機器

開発の技術開発支援を行うばかりでなく、医療福祉機器ビジネスが継続していくためのコミュニケー

ション環境整備が重要である。 
図 5.1.1 では、これらを踏まえ、革新的な医療福祉機器の技術開発支援スキームを提示した。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1.1 革新的な医療福祉機器の技術開発支援スキーム 
 

 

 

 

革新的医療福祉機器の技術開発支援スキーム

医療福祉機器ビジネスを
継続するための環境整備

医療福祉機器普及
のための支援策

公的助成
（ＮＥＤＯ開発助成）

民間開発促進
（促進税制等）

医療福祉現場

革新的技術開発
（産総研・大学）

経済産業省

NEDO

開発成果供給

厚労省 国交省他

施策協力
施策協力

現場と研究開発との直接のコミュニケーション



 

 54

この技術開発支援スキームを実施して行く上で考慮しなければならない点について明記しておく。 

（１）医療福祉現場の共通的課題 

  ・医療行為と生活支援行為の切れ目の見極めが難しい。  

  ・日本の生活支援は個人の生活全体を支援するようになっていない。  

  ・医療、福祉、リハビリテーションの相互の関係をどう捉えるか。  

  ・生活の場としての住宅改造・改善が大きな課題  

 

（２）福祉機器を開発するための視点 

・開発の初期に、現場を知る者と開発技術者とがチームとして問題解決に当たることができる環

境を作ることが肝要である。 

・現場を知る者、患者、障がい者を擁する医療福祉機器評価施設（テクニカルエイドセンター）

の設立と評価人材の育成が望ましい。 

・要介護者（特に在宅介護）の生活を第一に考えることが重要である。 

・医療分野と福祉分野の垣根を払って両者を繋ぐ考え方をとることが重要である。 

・福祉機器を開発するコーディネータとサービスを提供するコーディネータを繋ぐことが重要で

ある。 

・福祉機器の試験評価、ニーズ、制度を総合的に検討することが重要である。 

 

また、図 5.1.1 において、「医療福祉機器普及のための支援策」、「医療福祉機器ビジネスを継続する

ための環境整備」の施策例をヒアリング調査等の要望に基づき下記のように整理した。 

 

（１） 医療福祉機器普及のための支援策 

○病院と在宅の違いの考慮した設計の推進（一般家庭への普及の壁が存在）  

○福祉道具のフィッティングと安全性の担保  

○福祉用具トライアルの仕組みの構築  

○制度の不備に伴う問題（ex.標準化、維持管理 etc.）の解決  

○既存技術を福祉分野に移転する仕組みの構築（Cf.米国 NASA 技術の福祉分野への技術移転） 

○開発部門へのフィードバックの仕組みの構築  

 （看護者・介護者やユーザーが開発部門に対して意見を言える窓口開設）  

○住宅改造における関連分野（医療、福祉、建築設計、施工）連携が重要  

○ビジネスとしてみた開発可能性と技術としての開発可能性のギャップを埋める仕組み  

 （ニーズの重要性や社会的貢献性から判断） 

 

 

 （２）医療福祉機器ビジネスを継続するための環境整備 

○福祉用具とコスト意識の醸成  

○福祉事業が社会で安定的に機能するための技術や仕組みの構築  

○治療機器などで生じた不具合のリスク評価を行う環境の整備  

（リスク計算文化的背景のない我が国で可能な仕組み）  

○医療福祉技術を産業として成立させるための医療福祉現場のモチベーションと意義の醸成  

○福祉用具と労災問題の解決策  
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結び： 
 
医療・福祉技術の開発では、言葉や数字に表されない多様な知識（暗黙知）を考慮した職人的な作

業が必須ですが、研究分野の細分化によって研究者と現場との結びつきが希薄となった現在では、な

かなか技術シーズが現場に応用されにくい問題があります。また例えば、誰でもが持っている（つま

り、市場が大きな）問題を、簡便に（リスクが少なく）診断・治療できる技術は精力的に開発されま

すが、たとえ大きな効果を生む技術であっても（一般に効果が大きいほど副作用も大きくなりますの

で）リスクが大きく市場の小さな技術は、なかなか実用化されない問題があります。これらの問題の

解決のためには、国の適切な補助と共に、直接に顔を合わせるコミュニケーション環境の設定が必要

不可欠であると考えます。今回は、現場、研究開発者、学生などが直接に顔を合わせ、お互いの悪い

点、至らぬ点を「ほがらかに」指摘しあうブレイン・ストーミングを試みましたが、４ヶ月の期間で

は特定の need に関する解決策を具体的に検討するところにまで至ることができませんでした。しか

し、研究開発の方向性のみならず、そのモチベーションを形成させる効果も、主観的には確認された

と考えています。 
生物学的に見ても、ヒトの社会は利他行為によって支えられており、ヒトはその特異的なコミュニ

ケーション環境の中で利他行為を獲得していると考えられています。医療・福祉関連の研究開発にお

いても、利他的なモチベーションが最も重要な基本姿勢であり、その育成のためには、現場、研究開

発者などが直接に顔を合わせ、お互いの悪い点、至らぬ点を「ほがらかに」指摘しあうコミュニケー

ション環境の設定が必要不可欠であると考えます。 
なお、４ヶ月という短い期間に精力的な議論をしていただいた、委員、ブレイン・ストーミング参

加者の方々に感謝いたします。さらに、多くの資料・データを収集していただき、その意味分析を行

っていただいた日本システム開発研究所の大熊氏の見識の広さには多くを学ばせていただきました。

ありがとうございました。 
（近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する委員会委員長 富田直秀） 
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究

(C
) 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
 /

 認
知

症
高

齢
者

 /
 足

底
圧

計
測

 /
 バ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
 /

 運
動

機
能

評
価

 /
 遊

び
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

 /
 自

立
歩

行
支

援
 /

 予
防

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

2
0
0
6
～

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

大
阪

歯
科

大
学

青
木

 秀
哲

ポ
ス

ト
ポ

リ
オ

症
候

群
と

耳
鼻

咽
喉

科
・
歯

科
的

疾
患

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
の

研
究

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

大
阪

電
気

通
信

大
学

海
本

 浩
一

人
と

環
境

に
や

さ
し

い
在

宅
用

消
毒

液
生

成
装

置
の

作
製

と
利

用
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

大
阪

電
気

通
信

大
学

南
部

 雅
幸

行
動

情
報

の
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
に

基
づ

く
健

康
状

態
自

動
診

断
シ

ス
テ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

(C
) 

エ
ン

ト
ロ

ピ
ー

 /
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 /

 在
宅

医
療

 /
 B

lu
e
to

o
th

 /
 生

体
計

測
2
0
0
6
～

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

大
阪

電
気

通
信

大
学

松
村

 雅
史

会
話

,摂
食

嚥
下

,行
動

の
無

拘
束

計
測

に
基

づ
く
在

宅
高

齢
者

の
対

話
型

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム

基
盤

研
究

(C
) 

口
腔

機
能

 /
 摂

食
嚥

下
障

害
 /

 舌
運

動
解

析
 /

 笑
い

声
の

音
響

分
析

 /
 骨

伝
導

マ
イ

ク
ロ

ホ
ン

 /
Q

O
L
(生

活
の

質
) 

/
 医

用
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 /
 健

康
管

理
シ

ス
テ

ム
 /

 V
it
al

 s
ig

n
s 

/
 B

io
m

e
di

c
al

M
e
as

u
re

m
e
n
t 

/
 H

e
al

th
-
c
ar

e
 /

 顎
口

蓋
 /

 L
au

gh
in

g 
V
o
ic

e
 /

 H
o
m

e
bo

u
n
d 

e
ld

e
rl
y 

pe
o
pl

e
 /

E
le

c
tr

o
c
ar

di
o
gr

am
 /

 健
康

科
学

 /
 「

笑
い

」
音

声
 /

 生
体

情
報

 /
 健

康
管

理
 /

 無
拘

束
計

測
 /

 医
療

福
祉

 /
 舌

運
動

 /
 S

tr
e
ss

 r
e
du

c
ti
o
n
 /

 Q
u
al

it
y 

o
f 

L
if
e

2
0
0
2
～

2
0
0
4
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

関
西

医
科

大
学

菅
 俊

光
 

下
肢

人
工

関
節

置
換

術
後

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

に
お

け
る

認
知

行
動

療
法

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
有

効
性

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

関
西

医
科

大
学

久
寳

 真
一

小
脳

変
性

症
に

対
す

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

効
果

の
分

子
機

構
解

明
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
7
～

2
0
0
9
年

度

 

 60

 



 
科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究

 
                       

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

関
西

医
科

大
学

玄
番

 央
恵

運
動

方
式

と
高

次
認

知
機

能
に

お
け

る
改

善
度

と
の

相
関

基
盤

研
究

(C
) 

頭
頂

連
合

野
 /

 さ
る

運
動

装
置

 /
 サ

ル
 /

 空
間

認
知

 /
 聴

覚
始

動
性

上
肢

運
動

 /
 視

覚
始

動
性

上
肢

運
動

 /
 学

習
能

力
 /

 m
ac

h
in

e
 f

o
r 

m
o
n
ke

y 
e
xe

rc
is

e
 /

 c
o
lo

r 
di

sc
ri
m

in
at

io
n
 /

 n
o
go

電
位

 /
 下

肢
運

動
/
 l
o
n
g 

te
rm

 e
xe

rc
is

e
 /

 a
u
di

o
-
in

it
ia

te
d 

h
an

d 
m

o
ve

m
e
n
t 

/
 a

re
a 

7
 /

 s
pa

ti
al

 r
e
c
o
gn

it
io

n
 /

 体
性

感
覚

誘
発

電
位

 /
 弁

別
課

題
 /

 随
意

性
下

肢
運

動
 /

 前
頭

前
野

 /
 m

o
n
ke

y 
/
 大

脳
皮

質
フ

イ
ー

ル
ド

電
位

/
 b

ra
in

 p
o
w

e
r 

fo
r 

le
ar

n
in

g

2
0
0
4
～

2
0
0
5
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

近
畿

大
学

加
藤

 天
美

皮
質

脳
波

信
号

処
理

に
基

づ
く
運

動
・
言

語
の

脳
-
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
の

開
発

基
盤

研
究

(B
) 

2
0
0
8
～

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

近
畿

大
学

伊
藤

 龍
生

脳
外

傷
後

の
運

動
に

よ
る

神
経

再
生

促
進

効
果

の
研

究
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
8
～

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

摂
南

大
学

奥
野

 竜
平

バ
ー

バ
ル

情
報

を
用

い
た

義
手

把
持

状
態

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

大
阪

河
崎

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

大
学

津
田

 勇
人

視
覚

入
力

の
有

無
が

精
密

把
握

運
動

に
お

け
る

把
握

力
調

節
に

及
ぼ

す
影

響
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
7
～

2
0
0
8
年

度

【
京

都
府

】

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

玉
木

 彰
 

呼
吸

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

の
た

め
の

遠
心

性
収

縮
ペ

ダ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
開

発
と

臨
床

応
用

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

玉
木

 彰
 

重
症

呼
吸

不
全

患
者

に
対

す
る

機
能

的
電

気
刺

激
を

用
い

た
運

動
療

法
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
と

検
証

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
7
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

玉
木

 彰
 

運
動

-
呼

吸
リ

ズ
ム

同
調

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
呼

吸
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

確
立

基
盤

研
究

(C
) 

L
R

C
 /

 C
O

P
D

 /
 呼

吸
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 /
 運

動
療

法
 /

 P
u
lm

o
n
ar

y 
R
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n
 /

 T
h
e
ra

pe
u
ti
c

E
xe

rc
is

e
 /

 運
動

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

岡
 徹

骨
軟

骨
移

植
術

症
例

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

黒
木

 裕
士

骨
軟

骨
移

植
術

お
よ

び
関

節
軟

骨
損

傷
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
基

盤
研

究
(Ａ

) 
2
0
0
8
～

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

黒
木

 裕
士

骨
軟

骨
移

植
術

後
の

荷
重

と
運

動
開

始
が

軟
骨

硬
度

お
よ

び
関

節
可

動
域

に
及

ぼ
す

影
響

基
盤

研
究

(B
) 

超
音

波
 /

 加
齢

 /
 骨

軟
骨

移
植

術
 /

 硬
度

 /
 軟

骨
 /

 膝
 /

 家
兎

2
0
0
5
～

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

黒
木

 裕
士

遠
心

性
収

縮
に

よ
る

運
動

療
法

が
ラ

ッ
ト

骨
格

筋
に

及
ぼ

す
影

響
基

盤
研

究
(C

) 
運

動
療

法
 /

 遠
心

性
収

縮
 /

 ラ
ッ

ト
 /

 骨
格

筋
 /

 ト
レ

ッ
ド

ミ
ル

 /
 s

ke
le

ta
l 
m

u
sc

le
 /

 r
at

 /
 t

h
e
ra

pe
u
ti
c

e
xe

rc
is

e
 /

 e
c
c
e
n
tr

ic
 c

o
n
tr

ac
ti
o
n
 /

 t
re

ad
m

ill
2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

三
谷

 章
運

動
機

能
回

復
の

神
経

基
盤

と
な

る
脳

領
域

特
異

性
の

検
証

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

介
入

の
作

用
機

序
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
7
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

赤
松

 智
子

 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
認

知
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
開

発
基

盤
研

究
(C

) 
刺

激
反

応
適

合
性

 /
 意

思
決

定
 /

 パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
 /

 認
知

 /
 遂

行
機

能
2
0
0
6
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

大
学

そ
う

け
島

 茂
 

自
律

神
経

活
動

性
情

報
の

フ
ィ

ー
ド

・
バ

ッ
ク

を
用

い
る

睡
眠

環
境

調
節

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(B

) 
温

熱
環

境
 /

 脳
波

 /
 睡

眠
 /

 自
律

神
経

 /
 Q

O
L
 /

 心
拍

変
動

 /
 フ

ィ
ー

ド
・
バ

ッ
ク

 /
 動

脈
血

酸
素

飽
和

度
 /

 副
交

感
神

経
 /

 認
知

 /
 f

e
e
d-

ba
c
k 

/
 a

u
to

n
o
m

ic
 n

e
rv

e
 /

 t
h
e
rm

al
 e

n
vi

ro
n
m

e
n
t 

/
e
le

c
tr

o
e
n
c
e
ph

al
o
gr

am
 /

 h
e
ar

t 
ra

te
 v

ar
ia

bi
lit

y 
/
 q

u
al

it
y 

o
f 

lif
e
 /

 s
le

e
p 

/
 p

ar
as

ym
pa

th
e
ti
c
 n

e
rv

e
2
0
0
3
～

2
0
0
5
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

工
芸

繊
維

大
学

森
本

 一
成

 
病

院
に

お
け

る
聴

覚
障

害
者

の
受

療
時

の
対

話
支

援
用

手
話

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

の
研

究
開

発
基

盤
研

究
(B

) 
手

話
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

 /
 立

体
視

 /
 手

話
通

訳
者

 /
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

 /
 受

療
拒

否
 /

 手
話

翻
訳

2
0
0
6
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

府
立

医
科

大
学

岡
島

 誠
一

郎
直

流
電

気
通

電
に

よ
る

軸
索

再
生

促
進

効
果

を
利

用
し

た
新

し
い

治
療

法
の

確
立

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

府
立

医
科

大
学

古
倉

聡
関

節
リ

ウ
マ

チ
の

発
症

早
期

に
対

す
る

治
療

法
と

し
て

の
温

熱
療

法
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

全
身

温
熱

療
法

 /
 転

写
因

子
N

F
-
kB

 /
 細

胞
接

着
分

子
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
惹

起
関

節
炎

 /
 血

管
内

皮
細

胞
 /

炎
症

性
サ

イ
ト

カ
イ

ン
2
0
0
6
～

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

府
立

医
科

大
学

古
倉

 聡
→

内
藤

 裕
二

関
節

リ
ウ

マ
チ

の
発

症
早

期
に

対
す

る
治

療
法

と
し

て
の

温
熱

療
法

の
開

発
に

関
す

る
検

討
基

盤
研

究
(C

)
抗

炎
症

 /
 サ

イ
ト

カ
イ

ン
 /

 関
節

リ
ウ

マ
チ

 /
 温

熱
療

法
 /

 熱
シ

ョ
ッ

ク
蛋

白
 /

 H
yp

e
rt

h
e
rm

ia
 /

 滑
膜

細
胞

 /
 コ

ラ
ー

ゲ
ン

誘
発

関
節

炎
 /

 A
lt
e
rn

at
iv

e
 m

e
di

c
in

e
 /

 H
e
at

 s
h
o
c
k 

pr
o
te

in
 /

 血
管

内
皮

細
胞

 /
R
h
e
u
m

at
o
id

 a
rt

h
ri
ti
s 

/
 A

n
ti
-
in

fl
am

m
at

io
n
 /

 G
e
n
e
 C

h
ip

2
0
0
4
～

2
0
0
5
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

京
都

府
立

医
科

大
学

荒
巻

 駿
三

実
験

的
脊

髄
損

傷
モ

デ
ル

に
お

け
る

脊
髄

お
よ

び
交

感
神

経
活

動
電

位
の

電
気

生
理

学
的

研
究

基
盤

研
究

(C
)

微
小

神
経

電
図

法
 /

 筋
交

感
神

経
活

動
 /

 M
ic

ro
n
e
u
ro

gr
am

 /
 治

療
的

電
気

刺
激

 /
 脊

髄
損

傷
 /

 s
ki

n
sy

m
pa

th
e
ti
c
 n

e
rv

e
 a

c
ti
vi

ty
 /

 m
u
sc

le
 s

ym
pa

th
e
ti
c
 n

e
rv

e
 a

c
ti
vi

ty
 /

 R
V
L
M

 /
 t

h
e
ra

pe
u
ti
c

e
le

c
tr

ic
al

 s
ti
m

u
la

ti
o
n
 /

 r
o
st

ra
l 
ve

n
tr

o
la

te
ra

l 
m

e
du

lla
 o

bl
o
n
ga

ta
 /

 皮
膚

交
感

神
経

活
動

 /
 s

pi
n
al

c
o
rd

 i
n
ju

ry
 /

 T
o
po

gr
ap

h
ic

 m
ap

pi
n
g 

/
 H

o
rs

e
ra

di
sh

 p
e
ro

xi
da

se
 /

 交
感

神
経

活
動

 /
 逆

行
性

軸
索

内
輸

送
標

識
法

 /
 ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

2
0
0
0
～

2
0
0
3
年

度
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科
学
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究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
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け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
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【
兵

庫
県

】

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

神
戸

大
学

三
木

 明
徳

 
末

梢
神

経
の

再
生

と
萎

縮
筋

に
対

す
る

物
理

刺
激

な
ら

び
に

各
種

増
殖

因
子

の
影

響
基

盤
研

究
(C

) 
神

経
成

長
因

子
 /

 物
理

刺
激

 /
 末

梢
神

経
再

生
 /

 褥
瘡

 /
 末

梢
血

液
循

環
 /

 筋
再

生
2
0
0
6
～

2
0
0
7年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

神
戸

大
学

三
木

 明
徳

 
末

梢
神

経
の

再
生

と
脱

神
経

筋
に

対
す

る
各

種
物

理
刺

激
の

影
響

基
盤

研
究

(C
) 

電
気

刺
激

 /
 神

経
再

生
 /

 磁
気

刺
激

 /
 免

疫
組

織
化

学
 /

 w
ou

nd
 h

ea
lin

g 
/ 

物
理

療
法

 /
 再

生
 /

 廃
用

性
筋

萎
縮

 /
 末

梢
神

経
 /

 骨
格

筋
 /

 マ
ウ

ス
坐

骨
神

経
 /

 筋
再

生
 /

 脱
神

経
 /

 創
傷

治
癒

 /
 物

理
刺

激
 /

el
ec

tr
ica

l s
tim

ul
at

io
n 

/ 
ul

tr
as

ou
nd

 s
tim

ul
at

io
n 

/ 
関

節
可

動
域

運
動

 /
 n

er
ve

 r
eg

en
er

at
io

n 
/ 

超
音

波
刺

激
 /

 e
le

ct
ro

m
ag

ne
tic

 s
tim

ul
at

io
n 

/ 
m

us
cle

 r
eg

en
er

at
io

n

2
0
0
4
～

2
0
0
5年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

神
戸

大
学

古
川

 宏
切

断
者

の
断

端
管

理
の

研
究

と
金

属
フ

タ
ロ

シ
ア

ニ
ン

消
臭

・
抗

菌
ソ

ケ
ッ

ト
の

開
発

基
盤

研
究

(C
) 

医
療

・
福

祉
 /

 消
臭

・
抗

菌
 /

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

 /
 衛

生
 /

 義
肢

 /
 R

e
h
ab

ili
ta

ti
o
n
 /

 d
e
o
do

ra
n
t 

/
P
ro

st
h
e
si

s 
/
 a

n
ti
-
ba

c
te

ri
al

 a
c
ti
vi

ty
2
0
0
5
～

2
0
0
6年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

神
戸

大
学

矢
野

 澄
雄

 
前

腕
の

固
有

振
動

数
と

生
体

特
性

を
利

用
し

た
骨

強
度

評
価

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(C
) 

前
腕

 /
 骨

強
度

 /
 生

体
特

性
 /

 固
有

振
動

数
 /

 S
tr

e
n
gt

h
 o

f 
bo

n
e
 /

 N
at

u
ra

l 
fr

e
qu

e
n
c
y 

/
B

io
m

e
c
h
an

ic
al

 c
h
ar

ac
te

ri
st

ic
 /

 F
o
re

ar
m

2
0
0
4
～

2
0
0
6年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

神
戸

大
学

佐
浦

 隆
一

低
出

力
間

歇
的

超
音

波
物

理
療

法
に

よ
る

血
管

新
生

誘
導

を
利

用
し

た
褥

瘡
治

療
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

) 

血
管

新
生

 /
 塩

基
性

線
維

芽
細

胞
増

殖
因

子
 /

 低
出

力
間

歇
的

超
音

波
 /

 プ
ロ

ス
タ

グ
ラ

ン
デ

ィ
ン

E_
2 

/ 
ド

レ
ッ
シ

ン
グ

材
 /

 褥
創

 /
 r

ea
l t

im
e 

PC
R 

/ 
超

音
波

透
過

率
 /

 b
as

ic 
Fi

br
ob

la
st

 g
ro

w
th

 f
ac

to
r 

/ 
鶏

胎
芽

尿
漿

膜
血

管
モ

デ
ル

 /
 P

ro
st

ag
la

nd
in

 E
2 

/ 
血

管
内

皮
細

胞
増

殖
因

子
 /

 H
ep

at
oc

yt
e 

gr
ow

th
 f

ac
to

r 
/

褥
瘡

 /
 V

as
cu

la
r 

en
do

th
el

ia
l c

el
l g

ro
w

th
 f

ac
to

r 
/ 

Pr
es

su
re

 s
or

e 
/ 

鶏
胎

芽
漿

膜
血

管
モ

デ
ル

 /
An

gi
og

en
es

is 
/ 

肝
細

胞
増

殖
因

子
 /

 U
ltr

as
ou

nd

2
0
0
4
～

2
0
0
5年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

神
戸

大
学

関
 啓

子
自

発
的

言
語

教
示

を
用

い
た

半
側

空
間

無
視

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
法

の
開

発
基

盤
研

究
(C

) 
言

語
的

教
示

 /
 半

側
空

間
無

視
 /

 病
識

 /
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 /
 視

空
間

性
課

題
 /

 自
発

的
 /

 代
償

2
0
0
5
～

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

姫
路

工
業

大
学

土
川

 忠
浩

高
齢

者
の

居
住

環
境

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
と

体
力

維
持

予
測

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(B
) 

高
齢

者
 /

 居
住

環
境

 /
 体

力
 /

 温
熱

環
境

 /
 A

D
L
 /

 バ
リ

ア
フ

リ
ー

 /
 Q

O
L
 /

 e
ld

e
rl
y 

/
 高

齢
者

独
居

/
 b

ar
ri
e
r 

fr
e
e
 /

 日
常

生
活

動
作

(A
D

L
) 

/
 住

宅
改

修
 /

 ア
フ

ォ
ー

ダ
ン

ス
 /

 t
h
e
rm

al
 e

n
vi

ro
n
m

e
n
t 

/
 生

活
の

質
(Q

O
L
) 

/
 p

h
ys

ic
al

 s
tr

e
n
gt

h
 /

 暖
冷

房
 /

 h
o
u
si

n
g 

e
n
vi

ro
n
m

e
n
t

2
0
0
1
～

2
0
0
3
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

神
戸

学
院

大
学

高
見

 正
利

安
全

で
快

適
な

車
い

す
走

行
を

実
現

す
る

た
め

の
定

量
的

評
価

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(C
) 

人
間

生
活

環
境

 /
 医

療
・
福

祉
 /

 計
測

工
学

 /
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 /
 都

市
計

画
・
建

築
計

画
2
0
0
6
～

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

兵
庫

医
科

大
学

道
免

 和
久

リ
ハ

ビ
リ

ロ
ボ

ッ
ト

を
併

用
し

た
脳

卒
中

片
麻

痺
上

肢
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

C
I療

法
基

盤
研

究
(B

) 
脳

卒
中

 /
 ロ

ボ
ッ

ト
 /

 上
肢

 /
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 /
 C

I療
法

2
0
0
6
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

兵
庫

医
科

大
学

道
免

 和
久

リ
ー

チ
ン

グ
動

作
に

お
け

る
運

動
学

習
の

基
礎

理
論

の
検

討
基

盤
研

究
(B

) 
汎

化
 /

 運
動

学
習

 /
 フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

 /
 運

動
認

知
 /

 模
倣

 /
 m

o
to

r 
le

ar
n
in

g 
/
 m

o
to

r 
pe

rc
e
pt

io
n
 /

fe
e
db

ac
k 

/
 片

麻
痺

 /
 見

ま
ね

学
習

 /
 g

e
n
e
ra

liz
at

io
n
 /

 i
m

it
at

io
n

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

姫
路

獨
協

大
学

藤
野

 英
己

高
濃

度
酸

素
プ

レ
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

に
よ

る
筋

萎
縮

と
微

小
循

環
の

ク
ロ

ス
ト

ー
ク

予
防

効
果

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

姫
路

獨
協

大
学

上
月

 久
治

→
武

田
 功

糖
尿

病
性

筋
萎

縮
・
後

肢
虚

血
に

対
す

る
治

療
的

運
動

プ
レ

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ
ニ

ン
グ

法
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

姫
路

獨
協

大
学

藤
野

 英
己

 
分

子
シ

ャ
ペ

ロ
ン

誘
導

剤
が

骨
格

筋
の

廃
用

性
萎

縮
に

及
ぼ

す
予

防
効

果
基

盤
研

究
(B

)
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
 /

 廃
用

性
萎

縮
 /

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

 /
 熱

シ
ョ
ッ

ク
プ

ロ
テ

イ
ン

 /
 シ

グ
ナ

ル
伝

達
 /

 骨
格

筋
 /

 テ
プ

レ
ノ

ン
 /

 分
子

シ
ャ

ペ
ロ

ン
2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
7
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

姫
路

獨
協

大
学

武
田

 功
 

廃
用

性
萎

縮
に

対
す

る
温

熱
負

荷
が

筋
機

能
に

及
ぼ

す
萎

縮
予

防
効

果
基

盤
研

究
(B

)
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
 /

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

 /
 予

防
 /

 毛
細

血
管

内
血

流
動

態
 /

 ミ
オ

シ
ン

重
鎖

ア
イ

ソ
フ

ォ
ー

ム
/
 温

熱
 /

 廃
用

性
萎

縮
 /

 後
肢

懸
垂

 /
 シ

グ
ナ

ル
伝

達
 /

 筋
原

線
維

タ
ン

パ
ク

質
 /

 熱
シ

ョ
ッ

ク
タ

ン
パ

ク
質

 /
 骨

格
筋

 /
 筋

萎
縮

 /
 生

理
学

 /
 環

境
 /

 毛
細

血
管

構
造

 /
 熱

ス
ト

レ
ス

タ
ン

パ
ク

質
 /

 温
熱

負
荷

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
6
年

度
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【
奈

良
県

】

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
小

笠
原

 司
生

体
信

号
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

統
合

ヒ
ュ

ー
マ

ン
モ

デ
ル

に
よ

る
身

体
運

動
時

の
筋

力
設

計
基

盤
研

究
(B

) 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

モ
デ

ル
 /

 筋
力

設
計

 /
 生

体
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
2
0
0
6
～

2
0
0
9
年

度

【
滋

賀
県

】

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

滋
賀

医
科

大
学

今
井

 晋
二

力
学

的
刺

激
に

よ
る

関
節

軟
骨

再
生

の
試

み
基

盤
研

究
(C

) 
コ

ラ
ー

ゲ
ン

 /
 3

次
元

培
養

 /
 関

節
軟

骨
 /

 軟
骨

細
胞

 /
 力

学
的

刺
激

2
0
0
6
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

滋
賀

県
立

大
学

安
田

 寿
彦

操
作

者
の

操
作

能
力

の
変

化
に

自
律

的
に

適
応

す
る

電
動

車
椅

子
操

作
支

援
機

能
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

滋
賀

県
立

大
学

安
田

 寿
彦

操
作

者
の

残
存

能
力

に
適

合
し

た
操

作
装

置
と

操
作

支
援

機
能

を
有

す
る

知
的

電
動

車
椅

子
の

研
究

基
盤

研
究

(C
) 

操
作

支
援

 /
 レ

バ
ー

式
操

作
装

置
 /

 衝
突

防
止

 /
 知

的
電

動
車

椅
子

 /
 人

間
機

械
協

調
系

 /
 生

活
支

援
技

術
 /

 自
立

支
援

 /
 ボ

タ
ン

式
操

作
装

置
2
0
0
6
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

滋
賀

県
立

大
学

安
田

 寿
彦

操
作

者
の

意
思

を
必

要
以

上
に

妨
げ

る
こ

と
の

な
い

電
動

車
椅

子
操

作
支

援
シ

ス
テ

ム
の

研
究

基
盤

研
究

(C
) 

支
援

度
 /

 電
動

車
椅

子
 /

 ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 /

 仮
想

セ
ン

サ
 /

 ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
 /

 操
作

支
援

 /
結

合
荷

重
変

動
型

 /
 障

害
物

回
避

 /
 A

ss
is

t 
R
at

e
 /

 L
if
e
 S

u
pp

o
rt

 /
 O

bs
ta

c
le

 A
vo

id
an

c
e
 /

 福
祉

ロ
ボ

ッ
ト

 /
 P

S
D

セ
ン

サ
 /

 E
le

c
tr

ic
 P

o
w

e
re

d 
W

h
e
e
lc

h
ai

r 
/
 V

ar
ia

bl
e
 T

yp
e
 C

o
n
n
e
c
ti
o
n
 W

e
ig

h
t 

/
O

pe
ra

ti
o
n
 A

ss
is

t 
/
 超

音
波

セ
ン

サ
 /

 V
ir
tu

al
 S

e
n
so

r 
/
 N

e
u
ra

l 
N

e
tw

o
rk

2
0
0
4
～

2
0
0
5
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

立
命

館
大

学
手

嶋
 教

之
車

い
す

用
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
快

適
性

評
価

指
標

の
開

発
基

盤
研

究
(C

) 
快

適
性

 /
 温

湿
度

 /
 じ

ょ
く
そ

う
予

防
 /

 褥
瘡

予
防

 /
 座

位
保

持
 /

 ク
ッ

シ
ョ
ン

 /
 福

祉
機

器
 /

 車
い

す
 /

車
い

す
用

ク
ッ

シ
ョ
ン

2
0
0
5
～

2
0
0
8
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

立
命

館
大

学
牧

川
 方

昭
睡

眠
状

態
の

常
時

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
睡

眠
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

) 
ス

ト
レ

ス
社

会
 /

 寝
具

 /
 睡

眠
 /

 R
E
M

期
 /

 温
度

 /
 S

W
S
期

 /
 1

 /
 f

ゆ
ら

ぎ
 /

 生
体

リ
ズ

ム
 /

In
te

rp
re

ta
ti
o
n
 /

 S
le

e
p 

/
 T

e
m

pe
ra

tu
re

 /
 脳

血
流

 /
 A

u
to

n
o
m

o
u
s 

n
e
rv

e
 /

 耳
内

温
 /

 R
e
sp

ir
at

io
n

/
 B

io
si

gn
al

 /
 H

e
ar

t 
va

ri
ab

ili
ty

 /
 B

e
d-

c
lo

th
e
s

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

滋
賀

大
学

渡
邉

 凡
夫

視
覚

障
害

者
を

対
象

と
し

た
W

E
B

に
よ

る
図

書
文

献
案

内
シ

ス
テ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

(C
) 

高
齢

者
用

「
点

字
図

書
」
 /

 盲
人

用
「
録

音
図

書
」
 /

 P
D

A
端

末
利

用
 /

 蔵
書

リ
ス

ト
情

報
の

提
供

 /
 3

層
R
D

B
 /

 盲
人

図
書

館
 /

 B
ra

ill
e
 b

o
o
k 

/
 D

ig
it
al

 l
ib

ra
ry

 /
 P

D
A
 t

e
rm

in
al

-
w

ar
e
 /

 S
o
u
n
d 

L
ib

ra
ry

 f
o
r

bl
in

ds
 /

 S
u
pp

ly
 o

f 
c
o
lle

c
ti
o
n
 i
n
fo

rm
at

io
n
 /

 3
-
L
ay

e
r-

R
D

B
 /

 イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
・
デ

ジ
タ

ル
図

書
 /

 イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
・
デ

ジ
タ

ル
図

2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

度

【
和

歌
山

県
】

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

和
歌

山
県

立
医

科
大

学
辻

 亜
紀

子
手

根
管

症
候

群
の

病
態

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
と

装
具

療
法

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
8
～

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

和
歌

山
県

立
医

科
大

学
宮

下
 和

久
高

濃
度

人
工

炭
酸

浴
に

よ
る

血
行

促
進

効
果

が
も

た
ら

す
下

肢
痛

改
善

効
果

と
そ

の
介

護
予

防
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

) 
2
0
0
8
～

2
0
0
9
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

和
歌

山
県

立
医

科
大

学
田

島
 文

博
脊

髄
損

傷
対

麻
痺

者
に

お
け

る
運

動
時

N
at

u
ra

l 
K
ill
e
r 

C
e
ll活

動
変

動
基

盤
研

究
(C

) 
運

動
器

リ
ハ

ビ
リ

 /
 ス

ポ
ー

ツ
医

学
 /

 免
疫

学
 /

 脊
椎

脊
髄

病
学

 /
 理

学
療

法
学

 /
 E

xe
rc

is
e
 /

 理
学

療
法

 /
 S

pi
n
al

 c
o
rd

 i
n
ju

ri
e
s 

/
 P

ro
st

ag
la

n
di

n
 /

 I
m

m
u
n
e
 s

ys
te

m
 /

 A
dr

e
n
al

in
e
 /

 C
o
rt

is
o
l

2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

度

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

科
学

・
福

祉
工

学
 

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

北
山

 一
郎

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

セ
ン

サ
を

用
い

た
義

足
使

用
者

の
歩

行
モ

ー
ド

識
別

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
9
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                      

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
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/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 

 

【
大

阪
府

】

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

明
石

 満
ヒ

ト
・
ト

ロ
ン

ボ
モ

ジ
ュ

リ
ン

の
高

分
子

超
薄

膜
へ

の
固

定
化

と
医

療
材

料
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(B

) 
物

理
吸

着
 /

 産
学

官
連

携
 /

 抗
血

栓
性

 /
 高

分
子

超
薄

膜
 /

 ト
ロ

ン
ボ

モ
ジ

ュ
リ

ン
 /

 医
療

材
料

 /
 ポ

リ
ス

ル
ホ

ン
 /

 表
面

 /
S

u
rf

ac
e
 /

 P
h
ys

ic
al

 A
ds

o
rp

ti
o
n
 /

 プ
ロ

テ
イ

ン
C

活
性

 /
 I
n
du

st
ry

-
U

n
iv

e
rs

it
y 

A
lig

n
m

e
n
t 

/
 P

o
ly

m
e
ri
c
 t

h
in

fi
lm

 /
T
h
ro

m
bo

m
o
du

lin
 /

 A
n
ti
c
o
ag

u
la

n
t 

A
c
ti
vi

ty
 /

 B
io

m
e
di

c
al

 M
at

e
ri
al

 /
 P

o
ly

su
lf
o
n
e

2
0
0
4
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

赤
澤

 堅
造

皮
膚

電
気

刺
激

感
覚

情
報

伝
達

機
能

を
備

え
た

筋
電

義
手

の
開

発
基

盤
研

究
(B

) 
電

気
刺

激
 /

 応
力

 /
 筋

電
図

 /
 義

手
 /

 歪
み

 /
 バ

ー
バ

ル
情

報
 /

 皮
膚

 /
 筋

電
義

手
 /

 感
覚

情
報

伝
達

 /
 感

覚
情

報
伝

達
機

構
 /

 s
e
n
so

ry
 f

e
e
db

ac
k 

/
 神

経
-
筋

制
御

機
構

 /
 s

tr
e
ss

 /
 電

子
回

路
 /

 f
in

ge
r 

/
 P

ro
st

h
e
ti
c
 H

an
d 

/
 感

覚
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

 /
 コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 /

 v
e
rb

al
 /

 e
le

c
tr

o
 s

ti
m

u
li 

/
 s

tr
ai

n
 /

 E
le

c
tr

o
m

yo
gr

am
 /

 指
2
0
0
3
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

荒
木

 勉
非

線
形

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

に
よ

る
リ

ア
ル

タ
イ

ム
生

体
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
顕

微
鏡

群
の

開
発

と
応

用
基

盤
研

究
(Ａ

) 
2
0
0
8
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

荒
木

 勉
無

染
色

・
生

体
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
顕

微
鏡

の
開

発
と

培
養

細
胞

の
品

質
制

御
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(Ａ

) 
C

A
R
S
顕

微
鏡

 /
 S

H
G

顕
微

鏡
 /

 分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 /
 コ

ラ
ー

ゲ
ン

分
子

配
向

 /
 細

胞
培

養
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
ゲ

ル
 /

 カ
ル

シ
ウ

ム
イ

オ
ン

 /
 ナ

ノ
秒

蛍
光

寿
命

 /
 光

老
化

 /
 皮

膚
2
0
0
5
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

荒
木

 勉
極

短
パ

ル
ス

レ
ー

ザ
ー

に
よ

る
生

体
分

子
認

識
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
法

の
開

発
と

組
織

診
断

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(B
)

生
体

S
H

G
光

 /
 非

線
形

光
学

現
象

 /
 顕

微
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
分

子
 /

 極
短

パ
ル

ス
レ

ー
ザ

ー
 /

 組
織

診
断

 /
 皮

膚
/
 s

ki
n
 /

 b
io

-
S
H

G
 /

 u
lt
ra

-
sh

o
rt

 d
u
ra

ti
o
n
 p

u
ls

e
 l
as

e
r 

/
 t

is
su

e
 d

ia
gn

o
si

s 
/
 n

o
n
lin

e
ar

 o
pt

ic
al

 e
ff

e
c
t 

/
 m

ic
ro

sc
o
pi

c
im

ag
e
 /

 c
o
lla

ge
n
 m

o
le

c
u
le

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

荒
木

 勉
生

体
反

応
を

利
用

し
た

新
し

い
細

胞
セ

ン
サ

ー
型

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

・
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
の

開
発

と
応

用
基

盤
研

究
(B

)

細
胞

セ
ン

サ
 /

 マ
イ

ク
ロ

セ
ン

サ
 /

 ゾ
ウ

リ
ム

シ
 /

 S
H

G
光

 /
 蛍

光
 /

 局
所

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 /
 キ

ャ
ピ

ラ
リ

電
気

泳
動

 /
S

A
C

C
H

A
R

O
M

Y
C

E
S

 C
E
R
E
V
IS

IA
E
 /

 F
E
M

T
O

S
E
C

O
N

D
 L

A
S

E
R
 /

 P
A
R

A
M

E
C

IU
M

 C
A
U

D
A

T
U

M
 /

 キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

電
気

泳
動

 /
 酵

母
菌

 /
 フ

ェ
ム

ト
秒

レ
ー

ザ
ー

 /
 M

IC
R

O
S
E
N

S
O

R
 /

 C
A
P
IL

L
A
R
Y
 E

L
E
C

T
R
O

P
H

O
R
E
S
IS

 /
 S

E
C

O
N

D
 H

A
R

M
O

N
IC

G
E
N

E
R
A
T
IO

N
 L

IG
H

T
 /

 蛍
光

顕
微

鏡
 /

 F
L
U

O
R

E
S
C

E
N

C
E
 M

IC
R
O

S
C

O
P

E
 /

 C
E
L
L
 S

E
N

S
O

R

2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

荒
木

 勉
架

橋
コ

ラ
ー

ゲ
ン

の
光

学
特

性
を

指
標

と
し

た
生

体
組

織
老

化
診

断
法

の
開

発
と

老
化

局
在

因
子

の
探

究
基

盤
研

究
(B

)
A
G

E
 /

 ナ
ノ

秒
蛍

光
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
 /

 老
化

 /
 顕

微
蛍

光
測

定
 /

 組
織

自
己

蛍
光

 /
 非

線
形

光
学

効
果

 /
 ヒ

ト
歯

 /
F
L
U

O
R

E
S
C

E
N

E
 M

IC
R
O

S
C

O
P
E
 /

 S
E
L
F
-
F
L
U

O
R

E
S
C

E
N

C
E
 /

 C
O

L
L
A
G

E
N

 M
O

L
E
C

U
L
E
 /

 T
IS

S
U

E
-
A
G

IN
G

 /
A
R
T
E
R

IO
S
C

L
E
R
O

S
IS

 /
 S

E
C

O
N

D
-
H

A
R

M
O

N
IC

-
G

E
N

E
R
A
T
IO

N
 L

IG
H

T
 /

 N
A
N

O
S

E
C

O
N

D
-
F
L
U

O
R

E
S
C

E
N

E
2
0
0
0
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

荒
木

 勉
 

A
G

E
(ブ

ド
ウ

糖
誘

導
体

)の
ナ

ノ
秒

自
己

蛍
光

を
指

標
に

し
た

生
体

組
織

加
齢

情
報

の
検

出
基

盤
研

究
(B

)
A
G

E
 /

 加
齢

 /
 ナ

ノ
秒

蛍
光

 /
 コ

ラ
ー

ゲ
ン

 /
 蛍

光
顕

微
鏡

 /
 組

織
自

己
蛍

光
 /

 老
化

架
橋

 /
 ラ

マ
ン

顕
微

鏡
 /

 R
A
M

A
N

S
P
E
C

T
R

O
S
C

O
P
Y
 /

 C
O

L
L
A
G

E
N

 C
R

O
S
S
-
L
IN

K
IN

G
 /

 S
E
L
F
-
F
L
U

O
R
E
S
C

E
N

C
E
 /

 N
A
N

O
S
E
C

O
N

D
-

F
L
U

O
R

E
S
C

E
N

C
E
 /

 時
間

分
解

測
光

 /
 T

IS
S
U

E
-
A
G

IN
G

 /
 F

L
U

O
R
E
S
C

E
N

C
E
 M

IC
R

O
S
C

O
P
E

1
9
9
9
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

荒
木

 勉
 

細
胞

内
微

量
金

属
イ

オ
ン

の
可

視
化

・
定

量
シ

ス
テ

ム
の

開
発

と
妊

娠
循

環
へ

の
M

g動
態

関
与

の
解

明
基

盤
研

究
(B

)

顕
微

蛍
光

 /
 マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
イ

オ
ン

 /
 細

胞
蛍

光
 /

 マ
イ

ク
ロ

波
誘

導
プ

ラ
ズ

マ
発

光
分

析
 /

 カ
ル

シ
ウ

ム
イ

オ
ン

 /
 妊

娠
中

毒
症

 /
 P

R
E
E
C

L
A
M

P
T
IC

 P
R
A
G

N
A
N

T
 W

O
M

A
N

 /
 F

L
U

O
R

E
S
C

E
N

C
E
 /

 C
A
L
C

IU
M

 I
O

N
 /

 時
間

分
解

測
光

 /
 組

織
蛍

光
 /

M
A
G

U
N

E
S
IU

M
 I
O

N
 /

 M
IC

R
O

-
F
L
U

O
R
O

M
E
T
E
R

 /
 マ

イ
ク

ロ
波

誘
起

プ
ラ

ズ
マ

発
光

分
析

 /
 自

己
蛍

光
 /

 V
IS

U
A
L
IZ

A
T

IO
N

/
 R

A
M

A
N

 S
P
E
C

T
R

O
S
C

O
P
Y
 /

 カ
ル

シ
ウ

ム
指

示
薬

1
9
9
8
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

植
原

 敏
勇

 
心

筋
S
P
E
C

T
と

心
エ

コ
-
図

の
重

ね
合

わ
せ

に
よ

る
心

筋
灌

流
・
代

謝
と

壁
運

動
の

同
時

評
価

試
験

研
究

(B
)→

基
盤

研
究

(A
)

心
エ

コ
-
図

 /
 心

筋
S
P
E
C

T
 /

 E
c
h
o
-
c
ar

di
o
gr

ap
h
y 

/
 多

断
面

長
軸

S
P
E
C

T
 /

 代
謝

 /
 M

yo
c
ar

di
al

 S
P
E
C

T
 /

 壁
運

動
 /

 潅
流

1
9
9
4
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

近
江

 雅
人

光
コ

ヒ
ー

レ
ン

ス
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
に

よ
る

末
梢

血
管

系
の

動
態

機
能

解
析

と
立

体
イ

メ
ー

ジ
構

築
基

盤
研

究
(B

) 
2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

近
江

 雅
人

ヒ
ト

汗
腺

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

観
察

の
た

め
の

光
コ

ヒ
ー

レ
ン

ス
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
立

体
イ

メ
ー

ジ
の

構
築

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
7
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

近
江

 雅
人

高
分

解
能

光
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
に

よ
る

皮
膚

の
高

精
度

光
学

定
数

測
定

と
老

化
予

測
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

) 
高

分
解

能
O

C
T
 /

 皮
膚

の
光

学
定

数
 /

 角
層

厚
測

定
 /

 光
コ

ヒ
ー

レ
ン

ス
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
 /

 フ
ェ

ム
ト

秒
レ

ー
ザ

 /
 O

pt
ic

al
c
o
n
st

an
t 

o
f 

sk
in

 /
 F

e
m

to
-
se

c
o
n
d 

la
se

r 
/
 H

ig
h
-
re

so
lu

ti
o
n
 O

C
T
 /

 M
e
as

u
re

m
e
n
t 

o
f 

th
ic

kn
e
ss

 o
f 

c
o
rn

e
u
m

 /
O

pt
ic

al
 c

o
h
e
re

n
c
e
 t

o
m

o
gr

ap
h
y

2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

岡
崎

 正
之

ア
フ

ィ
ニ

テ
ィ

ー
生

体
結

合
を

応
用

し
た

骨
セ

メ
ン

ト
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

生
体

結
合

 /
 骨

セ
メ

ン
ト

 /
 ア

フ
ィ

ニ
テ

ィ
-
 /

 リ
ン

酸
エ

ス
テ

ル
 /

 M
g含

有
ア

パ
タ

イ
ト

 /
 p

h
o
sp

h
o
ri
c
 e

st
e
r 

/
 M

g-
c
o
n
ta

in
in

g
ap

at
it
e
 /

 a
ff

in
it
y 

/
 b

o
n
e
 c

e
m

e
n
t 

/
 ア

パ
タ

ィ
ト

 /
 フ

フ
ィ

ニ
テ

ィ
ー

 /
 b

io
-
ad

h
e
si

o
n
 /

 ア
フ

ィ
ニ

テ
ィ

ー
 /

 ア
パ

タ
イ

ト
1
9
9
7
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

加
藤

 天
美

 
脳

皮
質

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

に
よ

る
運

動
機

能
再

建
の

研
究

基
盤

研
究

(B
)

皮
質

脳
波

 /
 脳

磁
図

 /
 脳

-
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
 /

 運
動

企
図

 /
 帯

域
フ

ィ
ル

タ
 /

 事
象

関
連

脱
同

期
 /

 コ
ヒ

ー
レ

ン
ス

 /
 合

成
開

口
法

 /
 運

動
賦

活
 /

 m
ag

n
e
to

e
n
c
e
ph

al
o
gr

ap
h
y 

/
 b

ra
in

-
c
o
m

pu
te

r 
in

te
rf

ac
e
 /

 運
動

皮
質

 /
 c

o
rt

ic
al

 g
ri
d

e
le

c
tr

o
de

s 
/
 運

動
機

能
再

建
 /

 ブ
レ

イ
ン

-
コ

ン
ビ

ュ
ー

タ
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
 /

 b
ra

in
 a

c
ti
va

ti
o
n
 /

 e
ve

n
t 

re
la

te
d

de
sy

n
c
h
ro

n
iz

at
io

n
 /

 事
象

関
連

同
期

 /
 脳

皮
質

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

 /
 e

le
c
tr

o
c
o
rt

ic
o
gr

am
 /

 s
ig

n
al

 p
ro

c
e
ss

in
g 

/
 r

e
st

o
ra

ti
o
n

o
f 

m
o
to

r 
fu

n
c
ti
o
n
 /

 大
脳

生
理

2
0
0
3
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

笠
井

 健
輻

輳
性

眼
球

運
動

が
脳

の
空

間
知

覚
に

及
ぼ

す
影

響
と

そ
の

し
く
み

の
解

明
基

盤
研

究
(C

)
siz

e 
pe

rc
ep

tio
n 

/ 
3D

 d
isp

la
y 

/ 
di

st
an

ce
 p

er
ce

pt
io

n 
/ 

ve
rg

en
ce

 /
 m

ot
io

n 
de

fin
ed

 e
dg

e 
/ 

輻
輳

 /
 m

ot
io

n
de

fin
ed

ed
ge

 /
 大

き
さ

知
覚

 /
 距

離
知

覚
 /

 3
次

元
映

像
提

示
シ

ス
テ

ム
 /

 3
次

元
認

知
1
9
9
9
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

金
田

 安
史

S
iR

N
A
を

用
い

た
転

写
制

御
に

よ
る

骨
形

成
促

進
機

序
の

解
明

と
治

療
応

用
基

盤
研

究
(B

) 
B

M
P
 /

 T
w

is
t-

1
 /

 S
m

ad
 /

 s
iR

N
A
 /

 E
4
7
 /

 骨
分

化
 /

 I
dl

 /
 h

is
to

n
e
 d

e
ac

e
ty

la
se

 /
 骨

形
成

 /
 ヒ

ス
ト

ン
脱

ア
セ

チ
ル

化
酵

素
 /

 I
d1

 /
 H

V
J
 e

n
ve

lo
pe

 v
e
c
to

r 
/
 o

st
e
o
ge

n
e
si

s
2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                       

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 
 

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

金
田

 安
史

H
V
J
-
E
と

si
R
N

A
を

用
い

た
多

段
階

的
抗

癌
機

能
増

強
法

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
si

R
N

A
 /

 R
ad

5
1
 /

 H
V
J
 e

n
ve

lo
pe

 v
e
c
to

r 
/
 シ

ス
プ

ラ
チ

ン
 /

 癌
治

療
 /

 c
is

pl
at

in
 /

 ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
 /

 ブ
レ

オ
マ

イ
シ

ン
 /

 H
V
J
-
E
 /

 c
an

c
e
r 

th
e
ra

py
 /

 癌
2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

金
田

 安
史

慢
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

治
療

の
た

め
の

N
F
kB

デ
コ

イ
オ

リ
ゴ

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

徐
放

化
剤

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
N

F
kB

 /
 デ

コ
イ

核
酸

 /
 分

子
治

療
 /

 ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

ー
 /

 ポ
リ

マ
ー

 /
 徐

放
化

製
剤

 /
 m

o
le

c
u
la

r 
th

e
ra

py
 /

 d
ru

g
de

liv
e
ry

 /
 遺

伝
子

導
入

 /
 p

o
ly

m
e
r 

/
 慢

性
関

節
リ

ウ
マ

チ
 /

 d
e
c
o
y 

o
lig

o
de

o
xy

n
u
c
le

o
ti
de

s 
/
 N

F
κ

B
 /

 転
写

因
子

 /
 遺

伝
子

治
療

 /
 H

V
J
-
lip

o
so

m
e
 /

 デ
コ

イ
オ

リ
ゴ

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

金
田

 安
史

細
胞

工
学

的
手

法
に

よ
る

特
定

組
織

へ
の

D
D

S
の

開
発

と
疾

病
治

療
へ

の
応

用
試

験
研

究
(B

)→
基

盤
研

究
(A

)
D

D
S
 /

 リ
ポ

ソ
-
ム

 /
 H

V
J
-
リ

ポ
ソ

-
ム

 /
 疾

病
治

療
 /

 G
e
n
e
 t

h
e
ra

py
 /

 遺
伝

子
導

入
 /

 D
D

S
 (

D
ru

g 
D

e
liv

e
ry

 S
ys

te
m

) 
/

L
ip

o
so

m
e
 /

 H
V
J
-
lip

o
so

m
e

1
9
9
5
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

木
村

 敦
臣

生
理

機
能

診
断

に
資

す
る

超
偏

極
希

ガ
ス

の
生

体
磁

気
共

鳴
計

測
法

の
開

発
と

応
用

基
盤

研
究

(C
) 

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

楠
岡

 英
雄

摘
出

潅
流

心
に

お
け

る
心

筋
内

イ
オ

ン
動

態
測

定
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
開

発
試

験
研

究
(B

)→
基

盤
研

究
(A

)
細

胞
内

イ
オ

ン
濃

度
 /

 心
筋

 /
 灌

流
心

 /
 蛍

光
色

素
 /

 P
e
rf

u
se

d 
H

e
ar

t 
/
 潅

流
心

 /
 M

yo
c
ar

di
u
m

 /
 F

lu
o
re

sc
e
n
t 

D
ye

 /
In

tr
ac

e
llu

la
r 

Io
n
 C

o
n
c
e
n
tr

at
io

n
1
9
9
5
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

黒
田

 俊
一

バ
イ

オ
ナ

ノ
カ

プ
セ

ル
の

細
胞

内
侵

入
機

構
及

び
生

体
内

ス
テ

ル
ス

性
の

解
析

基
盤

研
究

(Ａ
) 

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

 
黒

田
 俊

一
→

谷
澤

 克
行

B
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

表
面

抗
原

ナ
ノ

粒
子

を
用

い
る

生
体

内
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
遺

伝
子

導
入

法
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

B
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

 /
 遺

伝
子

治
療

 /
 細

胞
特

異
的

送
達

 /
 n

an
o
pa

rt
ic

le
s 

/
 D

D
S
 /

 血
友

病
 /

 d
ru

g 
de

liv
e
ry

 s
ys

te
m

 /
 肝

臓
 /

 l
iv

e
r 

/
 が

ん
治

療
 /

 バ
イ

オ
ナ

ノ
粒

子
 /

 中
空

ナ
ノ

粒
子

 /
 g

e
n
e
th

e
ra

py
 /

 ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

シ
ス

テ
ム

 /
 ナ

ノ
粒

子
 /

非
ウ

イ
ル

ス
ベ

ク
タ

ー
 /

 組
織

特
異

的
送

達
 /

 h
e
pa

ti
ti
s 

B
 v

ir
u
s 

/
 y

e
as

t 
/
 酵

母
2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

佐
藤

 俊
輔

 
心

拍
・
呼

吸
・
歩

行
リ

ズ
ム

の
協

調
と

ホ
メ

オ
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
…

実
験

・
理

論
的

研
究

…
基

盤
研

究
(C

)
ホ

メ
オ

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
 /

 リ
ズ

ム
協

調
 /

 歩
行

モ
デ

ル
 /

 心
拍

・
呼

吸
・
歩

行
 /

 動
的

安
定

性
 /

 c
o
o
pe

ra
ti
o
n
 o

f 
rh

yt
h
m

s 
/

h
e
ar

t 
ra

re
, 
re

sp
ir
at

io
n
, 
an

d 
lo

c
o
m

o
ti
o
n
 /

 l
o
c
o
m

o
ti
o
n
 m

o
de

l 
/
 d

yn
am

ic
 s

ta
bi

lit
y 

/
 h

o
m

e
o
dy

n
am

ic
s 

/
 酸

素
消

費
量

1
9
9
7
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

座
古

 勝
C

T
画

像
併

用
人

工
関

節
設

計
シ

ス
テ

ム
開

発
お

よ
び

複
合

材
料

製
ス

テ
ム

の
製

作
基

盤
研

究
(S

)
人

工
関

節
 /

 C
T
画

像
 /

 複
合

材
料

 /
 剛

性
評

価
試

験
 /

 有
限

要
素

モ
デ

リ
ン

グ
 /

 ミ
ク

ロ
-
マ

ク
ロ

達
成

 /
 三

次
元

有
限

要
素

モ
デ

リ
ン

グ
 /

 ミ
ク

ロ
-
マ

ク
ロ

連
成

 /
 損

傷
進

展
 /

 生
体

適
合

性
 /

 ミ
ク

ロ
-
マ

ク
ロ

連
成

解
析

 /
 損

傷
進

展
解

析
 /

 剛
性

・
耐

久
性

実
証

試
験

2
0
0
4
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

菅
 健

一
 

遺
伝

子
増

幅
系

を
用

い
た

組
換

え
動

物
細

胞
に

よ
る

肝
機

能
補

助
シ

ス
テ

ム
の

開
発

試
験

研
究

(B
)→

基
盤

研
究

(A
)

ア
ン

モ
ニ

ア
除

去
 /

 遺
伝

子
組

換
え

 /
 薬

物
代

謝
 /

 グ
ル

タ
ミ

ン
合

成
酵

素
 /

 ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

人
工

肝
 /

 遺
伝

子
増

幅
 /

 h
yb

ri
d

ar
ti
fi
c
ia

l 
liv

e
r 

su
pp

o
rt

 s
ys

te
m

 /
 r

e
c
o
m

bi
n
an

t 
D

N
A
 /

 組
伝

子
組

換
え

 /
 g

lu
ta

m
in

e
 s

yn
th

e
ta

se
 /

 a
m

m
o
n
ia

 r
e
m

o
va

l 
/

人
工

肝
臓

 /
 g

e
n
e
 a

m
pl

if
ic

at
io

n
 /

 ア
ン

モ
ニ

ア
 /

 G
S
 /

 M
S
X
 /

 人
工

肝
 /

 d
ru

g 
m

e
ta

bo
lis

m
1
9
9
5
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

鷹
岡

 昭
夫

細
胞

立
体

解
析

・
電

子
顕

微
鏡

ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
自

動
化

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(C

) 
細

胞
診

断
 /

 電
子

顕
微

鏡
自

動
制

御
 /

 自
動

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

 /
 電

子
線

ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
 /

 C
T
自

動
化

 /
 細

胞
3
次

元
観

察
 /

A
u
to

m
at

ic
 C

T
 /

 A
u
to

m
at

ic
 a

lig
n
m

e
n
t 

/
 3

D
 o

bs
e
rv

at
io

n
 o

f 
c
e
lls

 /
 E

le
c
tr

o
n
 t

o
m

o
gr

ap
h
y 

/
 立

体
解

析
 /

 ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
 /

 A
u
to

m
at

ic
 e

le
c
tr

o
n
 m

ic
ro

sc
o
pe

 /
 自

動
化

 /
 ソ

フ
ト

開
発

 /
 電

子
顕

微
鏡

2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

高
木

 睦
力

学
的

刺
激

負
荷

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
自

家
幹

細
胞

か
ら

の
軟

骨
再

生
基

盤
研

究
(B

)
培

養
装

置
 /

 ア
グ

リ
カ

ン
 /

 生
体

吸
収

性
ポ

リ
マ

ー
 /

 力
学

的
刺

激
 /

 圧
力

負
荷

 /
 三

次
元

培
養

 /
 軟

骨
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
ゲ

ル
/
 c

ar
ti
la

ge
 /

 b
io

de
gr

ad
ab

le
 p

o
ly

m
e
r 

/
 c

o
lla

ge
n
 g

e
l 
/
 t

h
re

e
-
di

m
e
n
si

o
n
al

 c
u
lt
u
re

 /
 a

gg
re

c
an

 /
 p

h
ys

ic
al

 l
o
ad

in
g 

/
c
u
lt
u
re

 a
pp

ar
at

u
s 

/
 p

re
ss

u
ri
za

ti
o
n

2
0
0
2
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

高
木

 睦
 

組
織

工
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
新

規
バ

イ
オ

ミ
メ

テ
ィ

ッ
ク

組
織

デ
バ

イ
ス

開
発

の
現

状
と

課
題

基
盤

研
究

(C
)

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
 /

 細
胞

培
養

工
学

 /
 バ

イ
オ

ミ
メ

テ
ィ

ッ
ク

ス
 /

 マ
テ

リ
ア

ル
 /

 デ
バ

イ
ス

 /
 組

織
工

学
 /

 足
場

 /
 再

生
医

療
2
0
0
3
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

田
村

 進
一

内
視

鏡
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

基
盤

研
究

(B
)

超
音

波
 /

 内
視

鏡
 /

 ト
ラ

ン
ス

ジ
ュ

ー
サ

 /
 体

内
位

置
決

め
 /

 3
次

元
位

置
セ

ン
サ

ー
 /

 X
線

透
視

 /
 3

D
 p

o
si

ti
o
n
 s

e
n
so

r 
/
 3

次
元

位
置

セ
ン

サ
 /

 斜
視

鏡
 /

 E
n
do

sc
o
pe

 /
 T

ra
n
sd

u
c
e
r 

/
 I
n
tr

a-
bo

dy
 l
o
c
al

iz
at

io
n
 /

 磁
気

 /
 体

内
位

置
決

め
装

置
 /

U
lt
ra

so
u
n
d 

/
 磁

気
セ

ン
サ

ー
2
0
0
0
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

田
村

 進
一

 
M

R
Iに

お
け

る
体

動
ア

-
チ

フ
ァ

ク
ト

除
去

シ
ス

テ
ム

試
験

研
究

(B
)→

基
盤

研
究

(B
)

画
像

修
復

 /
 ア

-
チ

フ
ァ

ク
ト

 /
 フ

-
リ

エ
変

換
 /

 M
R
I 
/
 呼

吸
運

動
 /

 回
転

運
動

 /
 非

均
一

標
本

化
 /

 非
均

一
標

本
1
9
9
5
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

田
村

 進
一

 
時

空
間

フ
ィ

ル
タ

に
よ

る
微

小
血

管
中

の
白

血
球

追
跡

一
般

研
究

(C
)→

基
盤

研
究

(C
)

時
空

間
画

像
 /

 眼
底

画
像

 /
 微

小
血

管
 /

 白
血

球
速

度
 /

 S
n
ak

e
 /

 G
ab

o
rフ

ィ
ル

タ
 /

 レ
-
ザ

検
眼

鏡
 /

 s
n
ak

e
 /

 G
o
bo

rフ
ィ

ル
タ

 /
 レ

-
ザ

-
検

眼
鏡

1
9
9
5
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

田
中

 正
夫

顎
関

節
シ

ス
テ

ム
の

患
者

個
体

別
計

算
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
と

顎
関

節
症

診
断

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(C
)

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 計

算
生

体
力

学
 /

 顎
関

節
 /

 個
体

別
モ

デ
ル

 /
 B

io
m

e
c
h
an

ic
s 

/
 T

e
m

po
ro

m
an

di
bu

la
r 

jo
in

t 
/

C
o
m

pu
ta

ti
o
n
al

 M
e
c
h
an

ic
s 

/
 I
n
di

vi
du

al
 m

o
de

lin
g

2
0
0
0
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

田
中

 正
夫

 
患

者
別

計
算

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

に
よ

る
顎

関
節

シ
ス

テ
ム

の
機

能
評

価
と

顎
関

節
症

診
断

・
治

療
計

画
基

盤
研

究
(B

)
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
 /

 計
算

生
体

力
学

 /
 顎

関
節

 /
 個

体
別

モ
デ

ル
 /

 B
io

m
e
c
h
an

ic
s 

/
 I

n
di

vi
du

al
 M

o
de

lin
g 

/
T
e
m

po
ro

m
an

di
bu

la
r 

jo
in

t 
/
 C

o
m

pu
ta

ti
o
n
al

 M
e
c
h
an

ic
s 

/
 個

体
別

モ
デ

リ
ン

グ
2
0
0
2
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

中
村

 収
5
0
0
μ

m
の

深
度

の
C

a^
<
2
+
>
ト

ラ
ン

ジ
エ

ン
ト

を
1
ミ

リ
秒

で
捉

え
る

多
光

子
顕

微
鏡

の
試

作
基

盤
研

究
(B

)
マ

イ
ク

ロ
レ

ン
ズ

ア
レ

イ
 /

 多
光

子
過

程
 /

 カ
ル

シ
ウ

ム
イ

オ
ン

ウ
ェ

ー
ブ

 /
 多

光
子

顕
微

鏡
 /

 カ
ル

シ
ウ

ム
イ

オ
ン

ト
ラ

ン
ジ

エ
ン

ト
/
 m

u
lt
i-

ph
o
to

n
 f

lu
o
re

sc
e
n
se

 m
ic

ro
sc

o
pe

 /
 C

a^
<
2
+
>
 t

ra
n
si

e
n
t 

/
 m

ic
ro

le
n
s 

ar
ra

y 
/
 カ

ル
シ

ウ
ム

イ
オ

ン
ト

ラ
ン

ジ
ェ

ン
ト

/
 C

a^
<
2
+
>
 w

av
e
 /

 再
生

増
幅

器
 /

 m
u
lt
i-

ph
o
to

n
 p

ro
c
e
ss

1
9
9
9
～

2
0
0
0
年

度

 

 65

 



 
科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                       

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

野
村

 泰
伸

ヒ
ト

立
位

お
よ

び
歩

行
時

の
身

体
キ

ネ
マ

テ
ィ

ク
ス

と
下

肢
筋

群
活

動
の

計
測

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
基

盤
研

究
(B

) 
2
0
0
7
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

野
村

 泰
伸

神
経

解
剖

学
・
生

理
学

の
知

見
に

基
づ

く
脳

幹
・
脊

髄
神

経
系

の
超

詳
細

数
理

モ
デ

ル
の

構
築

基
盤

研
究

(B
) 

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

 /
 オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
指

向
 /

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 /
 イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

 /
 ニ

ュ
ー

ロ
ン

 /
 階

層
性

 /
 数

理
モ

デ
ル

 /
 脊

髄
神

経
回

路
 /

 s
pi

n
al

 c
o
rd

 n
e
u
ra

l 
n
e
tw

o
rk

 /
 n

e
tw

o
rk

 /
 ア

ナ
ロ

グ
・
デ

ジ
タ

ル
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
 /

 シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 /
 脊

髄
神

経
系

 /
m

at
h
e
m

at
ic

al
 m

o
de

l 
/
 ニ

ュ
ー

ロ
ン

モ
デ

ル
 /

 n
e
u
ro

n
 /

 階
層

構
造

 /
 d

yn
am

ic
s 

/
 h

ie
ra

rc
h
y 

/
 o

bj
e
c
t-

o
ri
e
n
te

d 
/
 i
o
n

c
h
an

n
e
l

2
0
0
4
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

野
村

 泰
伸

 
歩

行
運

動
の

計
算

理
論

と
小

脳
・
脊

髄
神

経
系

の
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
基

盤
研

究
(B

)
C

P
G

 /
 非

線
形

力
学

系
 /

 リ
ミ

ッ
ト

サ
イ

ク
ル

 /
 計

算
論

 /
 位

相
リ

セ
ッ

ト
 /

 動
的

安
定

性
 /

 脊
髄

神
経

回
路

 /
 歩

行
運

動
 /

 脊
髄

 /
 歩

行
 /

 ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

 /
 計

算
モ

デ
ル

 /
 p

h
as

e
 r

e
se

t 
/
 ス

テ
ィ

ッ
フ

ネ
ス

 /
 d

yn
am

ic
 s

ta
bi

lit
y 

/
 n

o
n
lin

e
ar

 d
yn

am
ic

al
sy

st
e
m

 /
 c

o
m

pu
ta

ti
o
n
al

 t
h
e
o
ry

 /
 l
im

it
 c

yc
le

 /
 s

pi
n
al

 n
e
tw

o
rk

 /
 Z

M
P
 /

 l
o
c
o
m

o
ti
o
n

2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

橋
本

 守
 

紫
外

励
起

C
A
R
S
顕

微
鏡

シ
ス

テ
ム

の
開

発
と

生
物

組
織

観
察

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(B
)

C
A
R
S
 /

 ラ
マ

ン
散

乱
分

光
 /

 多
光

子
顕

微
鏡

 /
 分

子
構

造
 /

 非
線

形
光

学
 /

 3
次

元
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
 /

 生
体

計
測

 /
 3

D
im

ag
in

g 
/
 キ

ー
ワ

ー
ド

7
 /

 R
am

an
 S

pe
c
tr

o
sc

o
py

 /
 m

u
lt
i-

ph
o
to

n
 m

ic
ro

sc
o
py

 /
 キ

ー
ワ

ー
ド

8
 /

 B
io

m
e
di

c
al

m
e
as

u
re

m
e
n
ts

 /
 M

o
le

c
u
la

r 
S
tr

u
c
tu

re
 /

 N
o
n
lin

e
ar

 O
pt

ic
s

2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

林
 紘

三
郎

単
一

細
胞

用
力

学
的

負
荷

応
答

解
析

装
置

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
細

胞
応

答
 /

 力
学

的
負

荷
 /

 細
胞

 /
 細

胞
骨

格
 /

 リ
モ

デ
リ

ン
グ

 /
 細

胞
内

C
aイ

オ
ン

 /
 R

e
m

o
de

lin
g 

/
 C

yt
o
sk

e
le

to
n
 /

C
e
llu

la
r 

re
so

n
an

n
se

 /
 M

e
c
h
an

ic
al

 s
tr

e
ss

 /
 I
n
tr

ac
e
lli
ila

r 
C

a^
<
2
+
>
 /

 C
e
ll

2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

林
 紘

三
郎

 
マ

イ
ク

ロ
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
に

よ
る

生
体

組
織

・
細

胞
の

相
互

作
用

と
リ

モ
デ

リ
ン

グ
機

構
の

解
析

基
盤

研
究

(A
)

細
胞

 /
 リ

モ
デ

リ
ン

グ
 /

 膝
蓋

腱
 /

 再
生

組
織

 /
 生

体
組

織
 /

 動
脈

壁
 /

 マ
イ

ク
ロ

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 損

傷
治

癒
 /

 海
面

骨
/
 R

e
m

o
de

lin
g 

/
 腱

・
靭

帯
 /

 動
脈

 /
 応

力
 /

 バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 静

脈
壁

 /
 T

e
n
do

n
 a

n
d 

L
ig

am
e
n
t 

/
M

ic
ro

bi
o
m

e
c
h
an

ic
s 

/
 V

as
c
u
la

r 
w

al
l 
/
 血

管
壁

 /
 C

an
c
e
llo

u
s 

B
o
n
e
 /

 S
tr

e
ss

 /
 T

is
su

e
 R

e
ge

n
e
ra

ti
o
n
 /

 海
面

骨
と

皮
質

骨
 /

 成
長

因
子

 /
 C

e
ll 

/
 皮

質
骨

2
0
0
3
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

林
 紘

三
郎

 
生

体
組

織
・
細

胞
の

機
能

的
適

応
制

御
と

再
構

築
の

マ
イ

ク
ロ

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

と
統

合
的

解
析

基
盤

研
究

(A
)

生
体

組
織

 /
 膝

蓋
腱

 /
 再

構
築

 /
 細

胞
 /

 骨
 /

 機
能

的
適

応
制

御
 /

 動
脈

壁
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
線

維
 /

 R
e
m

o
de

lin
g 

/
 静

脈
壁

/
 コ

ラ
ー

ゲ
ン

線
維

束
 /

 P
at

e
lla

r 
te

n
do

n
 /

 A
rt

e
ri
al

 w
al

l 
/
 B

o
n
e
 /

 F
u
n
c
ti
o
n
a
l 
ad

ap
ta

ti
o
n
 /

 B
io

lo
gi

c
al

 t
is

su
e
 /

C
o
lla

ge
n
 f

ib
e
r 

/
 C

e
ll 

/
 コ

ラ
ー

ゲ
ン

繊
維

2
0
0
0
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

林
 紘

三
郎

 
動

脈
壁

の
リ

モ
デ

リ
ン

グ
に

及
ぼ

す
血

流
お

よ
び

血
圧

の
影

響
の

解
明

と
力

学
的

適
応

機
構

の
モ

デ
ル

化
基

盤
研

究
(B

)
血

圧
 /

 力
学

的
適

応
 /

 血
流

 /
 リ

モ
デ

リ
ン

グ
 /

 動
脈

壁
 /

 バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 構

成
法

則
 /

 R
e
m

o
de

lin
g 

/
 A

rt
e
ri
al

 w
al

l
/
 B

io
m

e
c
h
an

ic
s 

/
 C

o
n
st

it
u
ti
ve

 l
aw

 /
 B

lo
o
d 

pr
e
ss

u
re

 /
 モ

デ
ル

化
 /

 M
e
c
h
an

ic
al

 a
da

pt
at

io
n
 /

 B
lo

o
d 

fl
o
w

1
9
9
8
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

林
 紘

三
郎

 
細

胞
及

び
生

体
タ

ン
パ

ク
分

子
の

力
学

的
性

質
測

定
装

置
の

開
発

基
盤

研
究

(A
)

細
胞

 /
 引

張
試

験
 /

 生
体

タ
ン

パ
ク

分
子

 /
 ス

テ
ィ

フ
ネ

ス
 /

 バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 生

体
組

織
 /

 力
学

的
性

質
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
線

維
 /

 B
io

m
e
c
h
an

ic
s 

/
 S

ti
ff

n
e
ss

 /
 C

o
lla

ge
n
 f

ib
e
r 

/
 C

e
ll 

/
 T

e
n
si

le
 t

e
st

e
r

1
9
9
7
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

林
 紘

三
郎

 
動

的
負

荷
環

境
下

生
体

組
織

培
養

シ
ス

テ
ム

の
開

発
試

験
研

究
(B

)→
基

盤
研

究
(A

)
組

織
培

養
シ

ス
テ

ム
 /

 動
的

負
荷

 /
 生

体
組

織
 /

 B
io

m
e
c
h
an

ic
s 

/
 R

e
m

o
de

lin
g 

/
 C

o
lla

ge
n
 F

as
c
ic

le
 /

 D
yn

am
ic

L
o
ad

in
g 

/
 L

iv
in

g 
T
is

su
e
 /

 T
is

su
e
 C

u
lt
u
re

1
9
9
5
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

春
名

 正
光

光
コ

ヒ
ー

レ
ン

ス
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
に

よ
る

皮
膚

交
感

神
経

活
動

の
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
機

能
解

析
と

診
断

応
用

基
盤

研
究

(B
) 

2
0
0
7
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

春
名

 正
光

高
速

光
コ

ヒ
ー

レ
ン

ス
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
に

よ
る

生
体

表
皮

下
組

識
の

時
間

分
解

マ
イ

ク
ロ

機
能

解
析

基
盤

研
究

(B
) 

マ
イ

ク
ロ

機
能

解
析

 /
 高

速
O

C
T
 /

 時
間

分
解

解
析

 /
 光

コ
ヒ

ー
レ

ン
ス

ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

 /
 末

梢
血

管
 /

 T
im

e
-
re

so
lv

e
d 

an
al

ys
is

/
 M

ic
ro

 f
u
n
c
ti
o
n
al

 a
n
al

ys
is

 /
 P

e
ri
ph

e
ra

l 
ve

ss
e
ls

 /
 光

コ
ヒ

ー
レ

ン
ス

ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

(2
)(

3
)(

5
)(

6
) 

/
 O

pt
ic

al
 c

o
h
e
re

n
c
e

to
m

o
gr

ap
h
y 

/
 H

ig
h
-
sp

e
e
d 

O
C

T
2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

春
名

 正
光

フ
ァ

ン
ク

シ
ョ
ナ

ル
反

射
光

ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

に
よ

る
ラ

ッ
ト

大
脳

皮
質

の
神

経
活

動
電

位
の

計
測

基
盤

研
究

(B
)

脳
機

能
計

測
 /

 フ
ァ

ン
ク

シ
ョ
ナ

ル
反

射
光

ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

 /
 生

体
屈

折
率

測
定

 /
 神

経
活

動
電

位
 /

 コ
ヒ

ー
レ

ン
ス

ゲ
ー

ト
(O

C
T
)

/
 F

u
n
c
ti
o
n
al

 r
e
fl
e
c
ti
o
n
 o

pt
ic

al
 t

o
m

o
gr

ap
h
y 

(f
-
O

R
T
) 

/
 C

o
h
e
re

n
c
e
 g

at
e
 (

O
C

T
) 

/
 N

e
u
ra

l 
ac

ti
va

ti
o
n
 p

o
te

n
ti
al

 /
A
n
al

ys
is

 o
f 

br
ai

n
 f

u
n
c
ti
o
n
 /

 M
e
as

u
re

m
e
n
t 

o
f 

re
fr

ac
ti
ve

 i
n
de

x 
o
f 

bi
o
lo

gi
c
al

 t
is

su
e

2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

春
名

 正
光

 
組

織
学

的
イ

ン
ビ

ボ
観

察
が

可
能

な
高

解
像

度
光

ト
モ

グ
ラ

フ
ィ

の
開

発
と

早
期

・
表

在
癌

の
診

断
基

盤
研

究
(B

)
高

速
O

C
T
 /

 高
解

像
度

光
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
 /

 線
維

肉
腫

 /
 イ

ン
フ

ォ
ー

カ
ス

O
C

T
 /

 胃
癌

の
早

期
診

断
 /

 E
ar

ly
-
st

ag
e
 d

ia
gn

o
si

s
o
f 

st
o
m

ac
h
 c

an
c
e
r 

/
 H

ig
h
-
re

so
lu

ti
o
n
 o

pt
ic

al
 t

o
m

o
gr

ap
h
y 

/
 I
n
-
fo

c
u
s 

O
C

T
 /

 H
i-

sp
e
e
d 

O
C

T
 /

 f
ib

ro
 s

ar
c
o
m

a
2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

春
名

 正
光

 
生

体
レ

ー
ザ

ア
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
ナ

ノ
秒

時
間

ゲ
ー

ト
分

光
に

よ
る

カ
ル

シ
ウ

ム
検

出
と

医
療

応
用

基
盤

研
究

(B
)

生
体

レ
ー

ザ
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

 /
 ナ

ノ
秒

時
間

ゲ
ー

ト
分

光
 /

 マ
イ

ク
ロ

光
診

断
・
治

療
 /

 高
分

解
能

O
C

T
 /

 光
コ

ヒ
ー

レ
ン

ス
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
 /

 C
a検

出
モ

ニ
タ

ー
 /

 O
pt

ic
al

 c
o
h
e
re

n
c
e
 t

o
m

o
gr

ap
h
y 

(O
C

T
) 

/
 カ

ル
シ

ウ
ム

検
出

 /
 h

ig
h
-
re

so
lu

ti
o
n
 O

C
T
 /

光
バ

イ
オ

プ
シ

 /
 L

as
e
r 

ab
la

ti
o
n
 o

f 
bi

o
lo

gi
c
al

 t
is

su
e
 /

 骨
粗

鬆
症

診
断

 /
 N

an
o
se

c
o
n
d 

ti
m

e
-
ga

te
d 

sp
e
c
tr

o
sc

o
py

 /
M

o
n
it
o
r 

o
f 

da
ily

 C
a 

in
ta

ke
 /

 M
ic

ro
m

e
te

r-
sc

al
e
 o

pt
ic

al
 d

ia
gn

o
se

s 
an

d 
su

rg
e
ri
e
s

1
9
9
9
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

東
 照

正
 

細
胞

の
形

態
形

成
、

接
着

、
運

動
に

お
よ

ぼ
す

定
常

磁
場

の
効

果
基

盤
研

究
(C

)
磁

場
配

向
 /

 定
常

磁
場

 /
 細

胞
浸

潤
 /

 反
磁

性
 /

 細
胞

増
殖

 /
 遊

走
 /

 細
胞

接
着

 /
 ヒ

ト
脳

腫
瘍

細
胞

 /
 ヒ

ト
脳

腫
瘍

膠
芽

細
胞

 /
 m

ag
n
e
ti
c
 o

ri
e
n
ta

ti
o
n
 /

 h
u
m

an
 b

ra
in

 t
u
m

o
r 

c
e
ll 

/
 c

e
ll 

m
ig

ra
ti
o
n
 /

 d
ia

m
ag

n
e
ti
sm

 /
 c

e
ll 

in
ve

st
ig

at
io

n
 /

 c
e
ll

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 /

 s
ta

ti
c
 m

ag
n
e
ti
c
 f

ie
ld

 /
 c

e
ll 

ad
h
e
si

o
n

2
0
0
2
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

→
工

学
院

大
学

藤
江

 裕
道

運
動

負
荷

停
止

に
対

す
る

骨
の

リ
モ

デ
リ

ン
グ

-
海

綿
骨

骨
梁

の
力

学
試

験
装

置
の

開
発

-
基

盤
研

究
(C

)
皮

質
骨

と
海

綿
骨

 /
 形

態
計

測
 /

 運
動

負
荷

と
運

動
停

止
 /

 骨
梁

 /
 骨

の
リ

モ
デ

リ
ン

グ
 /

 骨
の

力
学

的
特

性
 /

 M
e
c
h
an

ic
al

pr
o
pe

rt
y 

/
 C

o
rt

ic
al

 a
n
d 

tr
ab

e
c
u
la

r 
bo

n
e
s 

/
 M

o
rp

h
o
lo

gi
c
al

 a
n
al

ys
is

 /
 海

綿
骨

 /
 運

動
負

荷
停

止
 /

 B
o
n
e
 r

e
m

o
de

lin
g

/
 材

料
強

度
 /

 ラ
ッ

ト
 /

 異
方

性
 /

 C
e
ss

at
io

n
 o

f 
e
xe

rc
is

e
 /

 リ
モ

デ
リ

ン
グ

 /
 B

e
n
di

n
g 

te
st

 /
 構

造
強

度
 /

 皮
質

骨
2
0
0
1
～

2
0
0
2
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究

 
                        

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

松
本

 健
志

反
復

的
マ

イ
ク

ロ
バ

ブ
ル

破
壊

刺
激

を
利

用
し

た
血

管
新

生
誘

導
に

よ
る

骨
修

復
促

進
法

の
開

発
と

評
価

基
盤

研
究

(B
) 

骨
修

復
 /

 放
射

光
C

T
 /

 皮
質

骨
脈

管
孔

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 /
 骨

微
小

循
環

2
0
0
5
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

宮
崎

 浩
ひ

ず
み

負
荷

に
伴

う
血

管
平

滑
筋

細
胞

の
内

部
微

細
構

造
お

よ
び

力
学

的
特

性
の

変
化

の
解

析
基

盤
研

究
(B

) 
血

管
平

滑
筋

細
胞

 /
 伸

展
 /

 ひ
ず

み
負

荷
 /

 ア
ク

チ
ン

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

 /
 細

胞
骨

格
 /

 バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 力

学
的

特
性

 /
 原

子
間

力
顕

微
鏡

2
0
0
6
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

宮
崎

 純
一

 
グ

ル
コ

-
ス

反
応

性
β

細
胞

株
M

IN
6
を

用
い

た
バ

イ
オ

人
工

膵
島

の
開

発
試

験
研

究
(B

)→
基

盤
研

究
(A

)
糖

尿
病

 /
 イ

ン
ス

リ
ン

分
泌

 /
 バ

イ
オ

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
人

工
膵

島
 /

 人
工

臓
器

 /
 M

IN
6
細

胞
 /

 グ
ル

コ
-
ス

ト
ラ

ン
ス

ポ
-
タ

-
 /

in
su

lin
 s

e
c
re

ti
o
n
 /

 バ
イ

オ
人

工
膵

島
 /

 g
lu

c
o
se

 t
ra

n
sp

o
rt

e
r 

/
 b

io
ar

ti
fi
c
ia

l 
e
n
do

c
ri
n
e
 p

an
c
re

as
 /

 M
IN

6
 c

e
ll 

/
di

ab
e
te

s 
/
 イ

ン
ス

リ
ン

1
9
9
5
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

安
井

 武
史

生
体

非
線

形
光

学
を

利
用

し
た

高
度

非
接

触
皮

膚
診

断
シ

ス
テ

ム
の

開
発

と
応

用
基

盤
研

究
(B

) 
第

2
高

調
波

発
生

光
 /

 フ
ェ

ム
ト

秒
レ

ー
ザ

ー
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
 /

 真
皮

 /
 非

線
形

光
学

効
果

 /
 エ

ラ
ス

チ
ン

 /
 2

光
子

蛍
光

 /
de

rm
is

 /
 c

o
lla

ge
n
 /

 o
pt

ic
al

 n
o
n
lin

e
ar

 e
ff

e
c
t 

/
 f

e
m

to
se

c
o
n
d 

la
se

r 
/
 s

e
c
o
n
d-

h
e
rm

o
n
ic

-
ge

n
e
ra

ti
o
n

2
0
0
4
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

山
口

 俊
郎

 
生

理
活

性
有

機
化

合
物

を
内

包
す

る
超

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

ア
パ

タ
イ

ト
に

よ
る

人
工

骨
材

料
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

ア
パ

タ
イ

ト
 /

 人
工

骨
 /

 バ
イ

オ
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
 /

 バ
イ

オ
ア

ク
テ

ィ
ブ

 /
 A

pa
ti
te

 /
 ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 a

rt
if
ic

ia
l 
bo

n
e

m
at

e
ri
al

 /
 b

io
c
e
ra

m
ic

s
1
9
9
8
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

吉
田

 敏
臣

 
遺

伝
子

導
入

に
よ

る
未

分
化

骨
髄

細
胞

増
幅

シ
ス

テ
ム

基
盤

研
究

(B
)

多
孔

性
担

体
 /

 サ
イ

ト
カ

イ
ン

 /
 未

分
化

細
胞

 /
 遺

伝
子

導
入

 /
 前

駆
細

胞
 /

 幹
細

胞
 /

 骨
髄

細
胞

 /
 ス

ト
ロ

ー
マ

細
胞

 /
c
u
lt
iv

at
io

n
 /

 ス
ト

ロ
-
マ

細
胞

 /
 s

te
m

 c
e
lls

 /
 s

tr
o
m

al
 c

e
lls

 /
 p

ro
ge

n
it
o
rs

 /
 b

o
n
e
 m

ar
ro

w
 c

e
lls

 /
 c

vt
o
ki

n
e
 /

 p
o
ro

u
s

c
ar

ri
e
rs

 /
 g

e
n
e
ti
c
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g

1
9
9
8
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

吉
田

 敏
臣

→
相

馬
 俊

裕
隔

膜
自

動
制

御
培

養
に

よ
る

造
血

前
駆

細
胞

の
低

コ
ス

ト
増

幅
シ

ス
テ

ム
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
2
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

李
 紹

良
 

基
底

膜
を

標
的

と
し

た
新

し
い

バ
イ

オ
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

技
術

の
開

発
と

応
用

基
盤

研
究

(C
)

H
G

F
 /

 ラ
ミ

ニ
ン

 /
 V

E
G

F
 /

 基
底

膜
 /

 b
F
G

F
 /

 l
aw

ia
in

 /
 タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

 /
 B

as
e
m

e
n
t 

m
e
m

br
a
n
e

2
0
0
2
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

大
学

和
田

 成
生

血
行

力
学

因
子

が
も

た
ら

す
脳

血
管

の
病

的
リ

モ
デ

リ
ン

グ
と

動
脈

瘤
成

長
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
基

盤
研

究
(B

) 
血

流
 /

 リ
モ

デ
リ

ン
グ

 /
 計

算
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
 /

 壁
せ

ん
断

応
力

 /
 血

栓
 /

 脳
動

脈
瘤

 /
 血

行
力

学
因

子
 /

 成
長

 /
 動

脈
瘤

 /
 血

流
計

測
 /

 計
算

機
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 /
 M

R
I 
/
 脳

血
管

 /
 計

算
生

体
力

学
2
0
0
5
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

乾
 隆

 
生

体
内

輸
送

蛋
白

質
を

用
い

た
ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

三
重

短
期

大
学

→
大

阪
府

立
大

学
乾

 隆
 

分
子

選
択

的
認

識
機

能
を

有
す

る
テ

ー
ラ

メ
ー

ド
・
マ

イ
ク

ロ
キ

ャ
リ

ア
蛋

白
質

の
設

計
基

盤
研

究
(B

)
疎

水
性

薬
剤

 /
 リ

ポ
カ

リ
ン

蛋
白

質
 /

 輸
送

蛋
白

質
 /

 分
子

認
識

機
能

 /
 ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

 /
 ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
 /

 d
ru

g 
de

liv
e
ry

 s
ys

te
m

 /
 t

ra
n
sp

o
rt

e
r 

pr
o
te

in
 /

 h
yd

ro
ph

o
bi

c
 l
ig

an
d 

/
 m

o
le

c
u
la

r-
se

le
c
ti
ve

 r
e
c
o
gn

it
io

n
 /

lip
o
c
al

in
 f

am
ily

 p
ro

te
in

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

→
大

阪
府

立
大

学
平

野
 義

明
 →

岡
 勝

仁
生

理
活

性
ペ

プ
チ

ド
を

用
い

た
組

織
工

学
用

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

マ
テ

リ
ア

ル
の

創
成

基
盤

研
究

(C
)

コ
ン

ホ
メ

ー
シ

ョ
ン

 /
 ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
体

 /
 細

胞
接

着
活

性
 /

 バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
 /

 ペ
プ

チ
ド

 /
 フ

ィ
ブ

ロ
ネ

ク
チ

ン
/
 ア

メ
ロ

ゲ
ニ

ン
 /

 p
e
pt

id
e
 /

 p
o
ly

pe
pt

id
e
 /

 c
o
n
fo

rm
at

io
n
 /

 h
yb

ri
ds

 /
 f

ib
ro

n
e
c
ti
n
 /

 t
is

su
e
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 b

io
m

at
e
ri
al

/
 c

e
ll-

at
ta

c
h
m

e
n
t 

ac
ti
vi

ty
 /

 組
織

工
学

 /
 フ

イ
ブ

ロ
ネ

ク
チ

ン
2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

岡
 勝

仁
 

ポ
リ

ペ
プ

チ
ド

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

体
か

ら
な

る
医

用
高

分
子

材
料

の
設

計
開

発
の

た
め

の
基

礎
的

研
究

基
盤

研
究

(C
)

1
9
9
8
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

岡
 勝

仁
医

療
工

学
材

料
設

計
開

発
の

た
め

の
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
の

構
造

機
能

解
析

と
機

能
設

計
一

般
研

究
(C

)→
基

盤
研

究
(C

)
分

子
力

学
計

算
 /

 タ
ン

パ
ク

質
 /

 ペ
プ

チ
ド

合
成

 /
 コ

ン
ホ

メ
-
シ

ョ
ン

 /
 医

療
工

学
材

料
 /

 ヘ
リ

ッ
ク

ス
 /

 ポ
リ

ペ
プ

チ
ド

 /
 円

偏
光

二
色

性
 /

 p
o
ly

pe
pt

id
e
s 

/
 h

e
lix

 /
 m

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

ic
s 

/
 p

e
pt

id
e
 s

yn
th

e
si

s 
/
 c

ir
c
u
la

r 
di

c
ro

is
m

 /
 円

二
色

性
 /

c
o
n
fo

rm
at

io
n
 /

 p
ro

te
in

s 
/
 b

io
m

at
e
ri
al

s
1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

河
野

 健
司

 
精

密
な

薬
物

送
達

の
た

め
の

標
的

集
積

・
温

度
応

答
・
可

視
化

多
重

機
能

性
ナ

ノ
ベ

シ
ク

ル
の

創
製

基
盤

研
究

(A
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

河
野

 健
司

 
高

効
率

遺
伝

子
導

入
を

実
現

す
る

多
機

能
集

積
型

人
工

ベ
ク

タ
ー

の
創

製
基

盤
研

究
(B

)
遺

伝
子

導
入

 /
 ナ

ノ
バ

イ
オ

 /
 リ

ポ
ソ

ー
ム

 /
 遺

伝
子

治
療

 /
 リ

ポ
プ

レ
ッ

ク
ス

 /
 ベ

ク
タ

ー
 /

 ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
 /

ナ
ノ

医
薬

 /
 ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
 /

 d
ru

g 
de

liv
e
ry

 s
ys

te
m

 /
 l
ip

o
so

m
e
 /

 g
e
n
e
 t

h
e
ra

py
 /

 n
an

o
-
m

e
di

c
in

e
 /

 n
an

o
-

bi
o
 /

 g
e
n
e
 d

e
liv

e
ry

 /
 ベ

ク
タ

 /
 ナ

ノ
医

療
 /

 l
ip

o
pl

e
x 

/
 n

o
n
-
vi

ra
l 
ve

c
to

r
2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

河
野

 健
司

 
細

胞
と

の
融

合
能

を
も

つ
新

し
い

人
工

遺
伝

子
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
：
デ

ン
ド

リ
マ

ー
 /

 リ
ポ

ソ
ー

ム
 /

 遺
伝

子
デ

リ
バ

リ
ー

 /
 非

ウ
イ

ル
ス

ベ
ク

タ
ー

 /
 遺

伝
子

治
療

 /
 ナ

ノ
バ

イ
オ

 /
 生

体
材

料
 /

 リ
ポ

プ
レ

ッ
ク

ス
 /

 n
an

o
-
bi

o
 /

 g
e
n
e
 d

e
liv

e
ry

 /
 l
ip

o
so

m
e
 /

 d
e
n
dr

im
e
r 

/
 g

e
n
e
 t

h
e
ra

py
 /

 b
io

m
at

e
ri
al

 /
 l
ip

o
pl

e
x 

/
 n

o
n
-

vi
ra

l 
ve

c
to

r
2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

河
野

 健
司

デ
ン

ド
リ

マ
ー

を
用

い
る

新
規

な
標

的
指

向
性

ナ
ノ

カ
プ

セ
ル

の
創

製
基

盤
研

究
(C

)

デ
ン

ド
リ

マ
ー

 /
 ナ

ノ
カ

プ
セ

ル
 /

 ナ
ノ

材
料

 /
 薬

物
送

達
シ

ス
テ

ム
 /

 ナ
ノ

バ
イ

オ
 /

 生
体

材
料

 /
 タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

 /
 フ

ォ
ト

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

セ
ラ

ピ
ー

 /
 d

ru
g 

de
liv

e
ry

 s
ys

te
m

 /
 ナ

ノ
キ

ャ
リ

ア
 /

 n
an

o
c
ar

ri
e
r 

/
 n

an
o
m

at
e
ri
al

s 
/
 n

an
o
c
ap

su
le

 /
 メ

ト
ト

レ
キ

セ
ー

ト
 /

 ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
 /

 ア
ド

リ
ア

マ
イ

シ
ン

 /
 b

io
m

at
e
ri
al

s 
/
 t

ar
ge

ti
n
g 

/
 ポ

リ
エ

チ
レ

ン
グ

リ
コ

ー
ル

 /
de

n
dr

im
e
r 

/
 n

an
o
bi

o
te

c
h
n
o
lo

gy

2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

河
野

 健
司

 
刺

激
応

答
性

ナ
ノ

カ
プ

セ
ル

：
刺

激
応

答
性

高
分

子
－

デ
ン

ド
リ

マ
ー

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

の
合

成
と

機
能

基
盤

研
究

(C
)

1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
7
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                       

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
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/s
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hk
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gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 
 

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

高
岸

 徹
 

膜
融

合
活

性
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
を

用
い

た
融

合
性

リ
ポ

ソ
-
ム

の
創

製
と

遺
伝

子
送

達
シ

ス
テ

ム
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

)

リ
ポ

ソ
-
ム

 /
 膜

融
合

 /
 遺

伝
子

治
療

 /
 温

度
感

受
性

高
分

子
 /

 薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

 /
 両

親
媒

性
高

分
子

 /
 ポ

リ
ペ

プ
チ

ド
 /

T
H

E
R
M

O
S
E
N

S
IT

IV
E
 P

O
L
Y
M

E
R
 /

 M
E
M

B
R
A
N

E
 F

U
S
IO

N
 /

 ホ
ス

フ
ァ

チ
ジ

ル
エ

タ
ノ

-
ル

ア
ミ

ン
 /

 遺
伝

子
導

入
 /

L
IP

O
S
O

M
E
 /

 ポ
リ

エ
チ

レ
ン

グ
リ

コ
-
ル

 /
 A

M
P
H

IP
H

IL
IC

 P
O

L
Y
M

E
R
 /

 G
E
N

E
 D

E
L
IV

E
R
Y
 /

 P
O

L
Y
P
E
P
T
ID

E
 /

 D
R
U

G
D

E
L
IV

E
R
Y
 S

Y
S
T
E
M

S
 /

 G
E
N

E
 T

H
E
R
A
P
Y
 /

 プ
ラ

ス
ミ

ド
D

N
A
 /

 カ
ル

セ
イ

ン

1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

林
 壽

郎
 

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

医
用

材
料

の
放

射
線

照
射

効
果

基
盤

研
究

(A
)

ガ
ン

マ
線

 /
 放

射
線

照
射

効
果

 /
 材

料
劣

化
 /

 固
定

化
酵

素
 /

 ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

医
用

材
料

 /
 電

子
線

 /
 指

標
菌

 /
 放

射
線

滅
菌

/
 R

ad
ia

ti
o
n
 E

ff
e
c
ts

 /
 H

yb
ri
d-

T
yp

e
 M

e
di

c
al

 M
at

e
ri
al

s 
/
 S

te
ri
liz

at
io

n
 b

y 
R
ad

ia
ti
o
n
 /

 B
ac

te
ri
a 

o
f 

In
de

x 
fo

r
S
te

ri
liz

at
io

n
 /

 I
m

m
o
bi

liz
e
d 

E
n
zy

m
e
s 

/
 放

射
線

減
菌

 /
 E

le
c
tr

o
n
 B

e
am

 /
 D

e
st

ru
c
ti
o
n
 o

f 
M

at
e
ri
al

s 
/
 g

am
m

a-
ra

y
R
ad

ia
ti
o
n

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

林
 寿

郎
→

林
 壽

郎
→

林
寿

郎
→

林
 壽

郎
生

分
解

性
癒

着
防

止
材

料
の

設
計

一
般

研
究

(B
)→

基
盤

研
究

(B
)

ハ
イ

ド
ロ

ゲ
ル

膜
 /

 天
然

高
分

子
材

料
 /

 多
糖

類
 /

 生
分

解
性

材
料

 /
 酵

素
分

解
性

 /
 癒

着
防

止
材

料
 /

 天
然

タ
ン

パ
ク

質
 /

合
成

ポ
リ

ペ
プ

チ
ド

 /
 N

at
u
ra

l 
P
ro

te
in

s 
/
 A

dh
e
si

o
n
 P

re
ve

n
ti
o
n
 /

 H
yd

ro
ge

ls
 /

 S
yn

th
e
ti
c
 P

o
ly

pe
pt

id
e
s 

/
 N

at
u
ra

l
P
o
ly

m
e
rs

 /
 E

n
zy

m
at

ic
 D

e
gr

ad
at

io
n
 /

 B
io

de
gr

ad
ab

le
 M

at
e
ri
al

s 
/
 P

o
ly

sa
c
c
h
ar

id
e
s

1
9
9
4
年

度
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

府
立

大
学

古
田

 雅
一

 
乳

化
重

合
法

に
よ

る
ポ

リ
ア

ミ
ノ

酸
ビ

ー
ズ

の
設

計
と

生
体

材
料

と
し

て
の

応
用

基
盤

研
究

(C
)

固
定

化
 /

 ポ
リ

ア
ミ

ノ
酸

 /
 微

粒
子

 /
 酵

素
 /

 乳
化

重
合

法
 /

 界
面

活
性

剤
 /

 E
n
zy

m
e
 /

 P
o
ly

 (
am

in
o
 a

c
id

) 
/

M
ic

ro
sp

h
e
re

 /
 I
m

m
o
bi

liz
at

io
n
 /

 S
u
rf

ac
e
 S

u
rf

ac
ta

n
t 

/
 E

m
u
ls

io
n
 p

o
ly

m
e
ri
za

ti
o
n

2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

立
花

 亮
 

人
工

ニ
ッ

チ
に

よ
る

幹
細

胞
の

未
分

化
維

持
/
分

化
誘

導
の

同
時

制
御

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

香
月

 憲
一

 
組

織
再

生
促

進
サ

イ
ト

カ
イ

ン
含

有
ナ

ノ
フ

ァ
イ

バ
ー

を
用

い
た

新
し

い
腱

縫
合

糸
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

腱
縫

合
 /

 ナ
ノ

フ
ァ

イ
バ

ー
 /

 組
織

再
生

促
進

サ
イ

ト
カ

イ
ン

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

立
花

 亮
 

バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

ス
キ

ャ
ホ

ー
ル

ド
を

ド
ラ

ッ
グ

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

田
辺

 利
住

 
再

生
医

療
用

細
胞

足
場

と
し

て
の

圧
縮

成
型

ケ
ラ

チ
ン

多
孔

体
の

研
究

基
盤

研
究

(C
)

細
胞

足
場

 /
 再

生
医

療
 /

 多
孔

体
 /

 ケ
ラ

チ
ン

 /
 N

aC
lリ

ー
チ

ン
グ

 /
 圧

縮
成

型
 /

 抗
原

性
 /

 c
e
ll 

c
u
lt
u
re

 /
 細

胞
培

養
 /

圧
縮

成
形

 /
 モ

ル
モ

ッ
ト

 /
 尿

素
 /

 t
is

su
e
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 s

po
n
ge

 /
 c

e
ll 

sc
af

fo
ld

 /
 ア

ル
ギ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
 /

 k
e
ra

ti
n
 /

an
ti
ge

n
ic

it
y 

/
 c

o
m

pr
e
ss

io
n
-
m

o
ld

in
g

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

田
辺

 利
住

 
再

生
医

療
へ

の
応

用
を

目
指

し
た

ケ
ラ

チ
ン

を
基

本
材

料
と

す
る

生
体

適
合

性
材

料
の

研
究

基
盤

研
究

(C
)

生
体

適
合

性
材

料
 /

 再
生

医
療

 /
 ケ

ラ
チ

ン
 /

 細
胞

支
持

体
 /

 薄
膜

 /
 ス

ポ
ン

ジ
 /

 徐
放

化
 /

 圧
縮

成
型

 /
 F

ilm
 /

 複
合

フ
ィ

ル
ム

 /
 固

定
化

担
体

 /
 B

io
c
o
m

pa
ti
bl

e
 M

at
e
ri
al

 /
 K

e
ra

ti
n
 /

 C
o
m

pr
e
ss

io
n
 M

o
ld

in
g 

/
 C

o
n
tr

o
lle

d 
R
e
le

as
e
 /

 キ
ト

サ
ン

 /
細

胞
接

着
性

配
列

 /
 C

e
ll 

S
c
af

fo
ld

 /
 化

学
架

橋
 /

 抗
菌

性
 /

 T
is

su
e
 E

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 S

po
n
ge

 /
 多

孔
性

ス
ポ

ン
ジ

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

黒
田

 輝
 

M
R
Iに

よ
る

温
熱

冷
凍

療
法

下
に

お
け

る
人

体
内

温
度

分
布

の
非

侵
襲

画
像

計
測

に
関

す
る

共
同

研
究

基
盤

研
究

(B
)

M
R
I 
/
 レ

ー
ザ

ー
 /

 超
高

速
磁

気
共

鳴
分

光
画

像
化

法
 /

 温
度

 /
 画

像
化

 /
 位

相
画

像
化

法
 /

 プ
ロ

ト
ン

化
学

シ
フ

ト
 /

 超
音

波
 /

 プ
ロ

ト
ン

科
学

シ
フ

ト
 /

 P
h
as

e
 /

 L
as

e
r 

/
 E

P
S
I 
/
 M

ap
pi

n
g 

/
 P

ro
to

n
 c

h
e
m

ic
a
l 
sh

if
t 

/
 T

e
m

pe
ra

tu
re

 /
 L

S
E
P
S
I

1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

山
内

 清
 

ケ
ラ

チ
ン

中
間

繊
維

の
再

構
成

と
生

体
材

料
と

し
て

の
力

学
的

,生
物

化
学

的
研

究
基

盤
研

究
(C

)
髪

 /
 羊

毛
 /

 ケ
ラ

チ
ン

 /
 細

胞
接

着
性

 /
 細

胞
増

殖
性

 /
 タ

ン
パ

ク
質

 /
 繊

維
 /

 自
己

組
織

化
 /

 K
E
R
A
T
IN

 /
 W

O
O

L
 /

 中
間

繊
維

 /
 生

体
材

料
 /

 C
E
L
L
 A

T
T
A
C

H
M

E
N

T
 /

 C
E
L
L
 G

R
O

W
T
H

 /
 P

R
O

T
E
IN

 R
E
F
O

L
D

IN
G

 /
 H

A
IR

 /
 タ

ン
パ

ク
膜

1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

濱
 裕

光
 

形
成

外
科

手
術

支
援

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

奥
行

き
画

像
生

成
・
重

ね
合

わ
せ

表
示

方
法

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
医

用
画

像
処

理
 /

 X
線

画
像

 /
 仮

想
現

実
 /

 奥
行

き
再

構
成

像
 /

 手
術

支
援

 /
 c

o
m

pu
te

r 
as

si
st

e
d 

o
pe

ra
ti
n
g 

/
 m

e
di

c
al

im
ag

e
 p

ro
c
e
ss

in
g 

/
 v

ir
tu

al
 r

e
al

it
y 

/
 r

ad
ia

te
d 

di
gi

ta
l 
im

ag
e
s 

/
 奥

行
き

再
構

成
 /

 診
断

支
援

 /
 t

o
m

o
gr

am
s

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

市
立

大
学

柳
原

 圭
雄

 
心

血
管

走
行

図
作

成
機

能
を

も
つ

狭
窄

診
断

支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
一

般
研

究
(C

)→
基

盤
研

究
(C

)
医

用
画

像
処

理
 /

 心
血

管
走

行
 /

 診
断

支
援

 /
 冠

動
脈

計
測

 /
 m

e
di

al
 i
m

ag
e
 p

ro
c
e
ss

in
g 

/
 c

o
ro

n
ar

y 
ar

te
ri
al

m
e
as

u
re

m
e
n
t 

/
 d

ia
gn

o
si

s 
as

si
st

an
c
e
 /

 v
e
ss

e
l 
fo

llo
w

in
g

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

赤
澤

 堅
造

 
感

覚
情

報
伝

達
機

能
と

柔
軟

指
先

部
を

備
え

た
バ

イ
オ

ミ
メ

テ
ィ

ッ
ク

筋
電

義
手

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

赤
澤

 堅
造

 
皮

膚
電

気
刺

激
感

覚
情

報
伝

達
機

能
を

備
え

た
筋

電
義

手
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

電
気

刺
激

 /
 応

力
 /

 筋
電

図
 /

 義
手

 /
 歪

み
 /

 バ
ー

バ
ル

情
報

 /
 皮

膚
 /

 筋
電

義
手

 /
 感

覚
情

報
伝

達
 /

 感
覚

情
報

伝
達

機
構

 /
 s

e
n
so

ry
 f

e
e
db

ac
k 

/
 神

経
-
筋

制
御

機
構

 /
 s

tr
e
ss

 /
 電

子
回

路
 /

 f
in

ge
r 

/
 P

ro
st

h
e
ti
c
 H

an
d 

/
 感

覚
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

 /
 コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 /

 v
e
rb

al
 /

 e
le

c
tr

o
 s

ti
m

u
li 

/
 s

tr
ai

n
 /

 E
le

c
tr

o
m

yo
gr

am
 /

 指
2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

橋
本

 成
広

 
生

体
組

織
ゲ

ル
の

局
所

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
の

バ
イ

オ
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

的
計

測
シ

ス
テ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

電
極

 /
 生

体
計

測
 /

 生
体

医
工

学
 /

 電
気

抵
抗

 /
 バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
 /

 生
体

組
織

 /
 電

気
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

 /
 生

理
流

動
体

/
 振

動
 /

 周
波

数
 /

 粘
性

係
数

 /
 機

械
電

気
的

性
質

 /
 E

le
c
tr

o
de

 /
 B

io
m

e
as

u
re

m
e
n
t 

/
 M

e
c
h
at

ro
n
ic

 p
ro

pe
rt

y 
/

E
le

c
tr

ic
 i
m

pe
da

n
c
e
 /

 V
ib

ra
ti
o
n
 /

 B
io

m
e
di

c
al

 E
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 B

io
lo

gi
c
al

 g
e
l

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

橋
本

 成
広

 
血

栓
形

成
・
血

球
破

壊
に

対
す

る
拍

動
流

の
影

響
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

)
血

球
破

壊
 /

 血
栓

形
成

 /
 人

工
臓

器
 /

 生
体

計
測

 /
 拍

動
流

 /
 バ

イ
オ

レ
オ

ロ
ジ

ー
 /

 R
e
d 

B
lo

o
d 

C
e
ll 

D
e
st

ru
c
ti
o
n
 /

B
io

m
e
di

c
al

 M
e
as

u
re

m
e
n
t 

/
 A

rt
if
ic

ia
l 
O

rg
an

s 
/
 P

u
ls

at
ile

 F
lo

w
 /

 T
h
ro

m
bu

s 
F
o
rm

at
io

n
1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

平
野

 義
明

 
機

能
性

ペ
プ

チ
ド

を
用

い
た

再
生

医
工

学
用

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

材
料

の
創

成
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

 

 68

 



 
科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                        

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

平
野

 義
明

 
ペ

プ
チ

ド
を

ツ
ー

ル
と

し
た

再
生

医
工

学
用

高
機

能
性

足
場

の
創

成
基

盤
研

究
(C

)
再

生
医

工
学

 /
 自

己
組

織
化

 /
 ペ

プ
チ

ド
 /

 足
場

 /
 細

胞
接

着
 /

 P
e
pt

id
e
 /

 構
造

解
析

 /
 R

G
D

S
 /

 ペ
プ

チ
ド

フ
ァ

イ
バ

ー
 /

S
c
af

fo
ld

 /
 コ

ン
ホ

メ
ー

シ
ョ
ン

解
析

 /
 R

G
D

S
 p

e
pt

id
e
 /

 β
-
シ

ー
ト

構
造

 /
 C

o
n
fo

rm
at

io
n
al

 A
n
al

ys
is

 /
 S

e
lf
-
as

se
m

bl
y 

/
T
is

su
e
 E

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 C

e
ll-

at
ta

c
h
m

e
n
t 

pe
pt

id
e

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

平
野

 義
明

 
ペ

プ
チ

ド
を

ツ
ー

ル
と

し
た

組
織

工
学

用
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
マ

テ
リ

ア
ル

の
創

成
基

盤
研

究
(C

)

S
c
af

fo
ld

 /
 構

造
活

性
相

関
 /

 再
生

医
工

学
 /

 コ
ン

ホ
メ

ー
シ

ョ
ン

解
析

 /
 ア

ル
ギ

ン
酸

 /
 細

胞
接

着
性

オ
リ

ゴ
ペ

プ
チ

ド
 /

 A
rg

-
G

ly
-
A
sp

-
S
e
r 

(R
G

D
S
) 

/
 R

G
D

S
ペ

プ
チ

ド
-
高

分
子

複
合

体
 /

 A
rg

-
G

ly
-
A
sp

-
S
e
r(

R
G

D
S
) 

/
 R

G
D

S
 /

 S
tr

u
c
tu

re
-
ac

ti
vi

ty
re

la
ti
o
n
sh

ip
 /

 R
G

D
S
 ペ

プ
チ

ド
-
高

分
子

複
合

体
 /

 A
lg

in
at

e
 /

 C
o
n
fo

rm
at

io
n
al

 A
n
al

ys
is

 /
 T

is
su

e
 E

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
R
G

D
S
-
n
at

u
ra

l 
po

ly
m

e
r 

h
yb

ri
d 

/
 C

e
ll-

at
ta

c
h
m

e
n
t 

pe
pt

id
e

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

平
野

 義
明

 
組

織
工

学
用

材
料

と
し

て
の

細
胞

接
着

性
ペ

プ
チ

ド
の

分
子

設
計

と
人

工
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

の
構

築
基

盤
研

究
(C

)

構
造

活
性

相
関

 /
 細

胞
接

着
実

験
 /

 血
小

板
凝

集
阻

害
活

性
 /

 A
rg

-
G

ly
-
A
sp

-
S
e
r(

R
G

D
S
) 

/
 コ

ン
ホ

メ
ー

シ
ョ
ン

解
析

 /
 細

胞
接

着
性

ペ
プ

チ
ド

 /
 ア

ル
ギ

ン
酸

ハ
イ

ド
ロ

ゲ
ル

 /
 R

G
D

S
ミ

メ
テ

ィ
ッ

ク
ペ

プ
チ

ド
 /

 R
O

D
S
 m

im
e
ti
c
 p

e
pt

id
e
 /

 生
医

学
材

料
 /

E
C

E
P
P
 /

 R
O

D
S
 /

 S
tr

u
c
tu

re
-
ac

ti
vi

ty
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
 /

 P
e
pt

id
e
-
im

m
o
bi

liz
e
d 

m
at

e
ri
al

s 
/
 細

胞
接

着
性

オ
リ

ゴ
ペ

プ
チ

ド
 /

C
e
ll-

at
ta

c
h
m

e
n
t 

o
lig

o
pe

pt
id

e
s 

/
 R

G
D

S
ミ

メ
チ

ィ
ッ

ク
ペ

プ
チ

ド
 /

 I
n
h
ib

it
io

n
 o

f 
pl

at
e
le

t 
ag

gr
e
ga

ti
o
n
 /

 C
o
n
fo

rm
at

io
n
al

an
al

ys
is

2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

平
野

 義
明

 
生

理
活

性
オ

リ
ゴ

ペ
プ

チ
ド

の
分

子
設

計
と

医
療

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(C
)

E
C

E
P
P
 /

 R
G

D
S
 m

im
e
ti
c
 p

e
pt

id
e
 /

 構
造

活
性

相
関

 /
 血

小
板

凝
集

阻
害

活
性

 /
 A

rg
-
G

ly
-
A
sp

-
S
e
r(

R
G

D
S
) 

/
 生

医
学

材
料

 /
 細

胞
接

着
性

オ
リ

ゴ
ペ

プ
チ

ド
 /

 コ
ン

ホ
メ

ー
シ

ョ
ン

解
析

 /
 M

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

ic
s 

/
 R

G
D

S
 /

 C
e
ll-

at
ta

c
h
m

e
n
t

o
lig

o
pe

pt
id

e
s 

/
 I
n
h
ib

it
io

n
 o

f 
pl

at
e
le

t 
ag

gr
e
ga

ti
o
n
 /

 コ
ン

ホ
メ

-
シ

ョ
ン

解
析

 /
 S

tr
u
c
tu

re
-
ac

ti
vi

ty
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
 /

C
o
n
fo

rm
at

io
n
al

 a
n
al

ys
is

1
9
9
8
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

工
業

大
学

平
野

 義
明

 
オ

リ
ゴ

ペ
プ

チ
ド

を
固

定
化

し
た

細
胞

接
着

性
材

料
の

分
子

設
計

基
盤

研
究

(C
)

R
G

D
S
 /

 p
o
ly

(R
G

D
S
) 

/
 分

子
力

学
計

算
 /

 細
胞

接
着

性
オ

リ
ゴ

ペ
プ

チ
ド

 /
 コ

ン
ホ

メ
-
シ

ョ
ン

解
析

 /
 血

小
板

凝
集

阻
害

 /
 医

用
材

料
 /

 構
造

活
性

相
関

 /
 S

tr
u
c
tu

re
-
ac

ti
vi

ty
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
 /

 ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

材
料

 /
 M

o
le

c
u
la

r 
m

e
c
h
an

ic
s 

/
 C

e
ll-

at
ta

c
h
m

e
n
t 

o
lig

o
pe

pt
id

e
s 

/
 I
n
h
ib

it
io

n
 o

f 
pl

at
e
le

t 
ag

gr
e
ga

ti
o
n
 /

 構
造

-
活

性
相

関
 /

 p
o
ly

 (
R
G

D
S
) 

/
 C

o
n
fo

rm
at

io
n
al

an
al

ys
is

 /
 機

能
構

造
活

性
相

関
 /

 R
G

D
S
 m

im
e
ti
c
 p

e
pt

id
e
 /

 R
G

D
S
ミ

メ
テ

ィ
ッ

ク
ペ

プ
チ

ド

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

大
阪

電
気

通
信

大
学

吉
田

 正
樹

 
感

覚
情

報
伝

達
機

能
を

備
え

た
バ

イ
オ

シ
メ

テ
ィ

ッ
ク

筋
電

義
手

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
筋

電
義

手
 /

 干
渉

波
 /

 電
気

刺
激

 /
 制

御
装

置
 /

 感
覚

情
報

伝
達

 /
 フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

 /
 i
n
te

rf
e
re

n
c
e
 c

u
rr

e
n
t 

/
 e

le
c
tr

ic
al

st
im

u
la

ti
o
n
 /

 f
e
e
d 

ba
c
k 

/
 c

o
n
tr

o
l 
u
n
it
 /

 ソ
ケ

ッ
ト

 /
 p

ro
st

h
e
si

c
 h

an
d
 /

 間
隔

情
報

伝
達

 /
 s

e
n
so

ry
 a

id
 /

 グ
ロ

ー
ブ

2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

鈴
鹿

医
療

科
学

大
学

→
大

阪
電

気
通

信
大

学
長

倉
 俊

明
 

多
次

元
情

報
と

時
空

間
解

析
に

よ
る

血
管

弾
性

可
視

化
の

研
究

基
盤

研
究

(C
)

多
次

元
情

報
 /

 機
能

的
組

織
診

断
法

 /
 I
M

T
 /

 β
 /

 動
脈

硬
化

指
標

 /
 4

D
モ

ー
ド

画
像

 /
 3

D
モ

ー
ド

画
像

 /
A
rt

e
ri
o
sc

le
ro

si
s 

/
 F

u
n
c
ti
o
n
al

 t
is

su
e
 c

h
ar

ac
te

ri
za

ti
o
n
 /

 I
n
de

x 
/
 3

D
 m

o
de

 i
m

ag
e
 /

 3
D

モ
ー

ド
 /

 M
u
lt
ip

le
 d

im
e
n
si

o
n
s

/
 4

D
 m

o
de

 i
m

ag
e
 /

 4
D

モ
ー

ド
2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

大
内

 辰
郎

 
マ

ル
チ

ア
ー

ム
型

P
E
G

―
ポ

リ
乳

酸
共

重
合

体
の

分
解

性
ソ

フ
ト

バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

と
し

て
の

応
用

基
盤

研
究

(B
)

吸
水

性
 /

 力
学

物
性

 /
 ソ

フ
ト

医
用

材
料

 /
 分

岐
ブ

ロ
ッ

ク
共

重
合

体
 /

 ポ
リ

エ
チ

レ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
 /

 ポ
リ

乳
酸

 /
 マ

ル
チ

ア
ー

ム
 /

 生
分

解
性

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

大
内

 辰
郎

 
反

応
性

官
能

基
を

有
す

る
乳

酸
ア

ミ
ノ

酸
共

重
合

体
の

分
解

性
組

織
工

学
材

料
と

し
て

の
応

用
基

盤
研

究
(B

)
分

解
性

材
料

 /
 ポ

リ
乳

酸
 /

 細
胞

培
養

 /
 再

生
医

学
 /

 組
織

工
学

 /
 ポ

リ
デ

プ
シ

ペ
プ

チ
ド

 /
 共

重
合

 /
 ラ

ン
ダ

ム
共

重
合

体
/
 C

e
ll 

c
u
lt
u
re

 /
 R

e
ge

n
e
ra

ti
o
n
 /

 R
an

do
m

 c
o
po

ly
m

e
r 

/
 T

is
su

e
 E

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 細

胞
分

化
共

重
合

 /
 B

io
de

gr
ad

ab
le

M
at

e
ri
al

s 
/
 化

学
修

飾
 /

 P
o
ly

(l
ac

ti
c
 a

c
id

) 
/
 P

o
ly

de
ps

ip
e
pt

id
e
 /

 C
o
po

ly
m

e
ri
za

ti
o
n

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

大
内

 辰
郎

M
D

P
ア

ナ
ロ

グ
/
多

糖
結

合
体

に
よ

る
糖

鎖
認

識
を

利
用

し
た

高
分

子
免

疫
賦

活
剤

の
開

発
基

盤
研

究
(C

)
C

M
化

多
糖

 /
 ア

ジ
ュ

バ
ン

ド
活

性
 /

 マ
ク

ロ
フ

ァ
-
ジ

 /
 免

疫
賦

活
剤

 /
 免

疫
賦

活
能

 /
 細

胞
認

識
能

 /
 マ

ン
ノ

-
ス

 /
 グ

ル
コ

マ
ン

ナ
ン

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

大
場

 謙
吉

 
コ

ー
ン

ジ
ェ

ッ
ト

モ
ー

ド
静

電
噴

霧
法

に
よ

る
模

擬
血

球
の

製
作

と
人

工
血

球
の

創
製

基
盤

研
究

(B
)

高
分

子
ゲ

ル
 /

 模
擬

赤
血

球
 /

 静
電

噴
霧

法
 /

 超
音

波
造

影
剤

 /
 D

D
S
 /

 ミ
ク

ロ
ン

サ
イ

ズ
ゲ

ル
微

粒
子

 /
 コ

ー
ン

ジ
ェ

ッ
ト

モ
ー

ド
E
H

D
噴

霧
 /

 コ
ー

ン
ジ

ェ
ッ

ト
モ

ー
ド

 /
 柔

軟
弾

塑
性

粒
子

 /
 模

擬
血

小
板

 /
 ゲ

ル
微

粒
子

 /
 粒

子
の

柔
ら

か
さ

 /
e
le

c
tr

o
-
h
yd

ro
dy

n
am

ic
 s

pr
ay

in
g 

m
e
th

o
d 

/
 u

lt
ra

so
u
n
d 

c
o
n
tr

as
t 

ag
e
n
t 

/
 m

ic
ro

n
-
si

ze
d 

ge
l 
pa

rt
ic

le
 /

 d
e
fo

rm
ab

ili
ty

 o
f

pa
rt

ic
le

 /
 m

o
de

l 
e
ry

th
ro

c
yt

e
 /

 p
o
ly

m
e
ri
c
 g

e
l 
/
 c

o
n
e
-
je

t 
m

o
de

2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

大
場

 謙
吉

 
模

擬
赤

血
球

の
開

発
・
利

用
と

人
工

赤
血

球
創

製
の

基
礎

研
究

基
盤

研
究

(B
)

模
擬

赤
血

球
 /

 ヘ
ル

ツ
の

接
触

理
論

 /
 弾

塑
性

変
形

 /
 模

擬
血

液
 /

 高
分

子
ゲ

ル
微

粒
子

 /
 高

分
子

ゲ
ル

粒
子

 /
 人

工
赤

血
球

 /
 変

形
能

 /
 膜

面
拡

張
係

数
 /

 M
o
de

l 
e
ry

th
ro

c
yt

e
 /

 粒
子

の
ヤ

ン
グ

率
 /

 粘
弾

性
粒

子
 /

 C
o
e
ff

ic
ie

n
t 

o
f 

su
rf

ac
e

e
xt

e
n
si

o
n
 /

 塑
性

変
形

 /
 柔

軟
弾

塑
性

粒
子

 /
 見

か
け

粘
度

 /
 D

e
fo

rm
ab

ili
ty

 /
 H

e
rt

z'
s 

c
o
n
ac

t 
th

e
o
ry

 /
 T

in
y

po
ly

m
e
ri
c
 g

e
l 
pa

rt
ic

le
 /

 高
分

子
ゲ

ル
粒

子
分

散
液

 /
 ミ

ク
ロ

ン
サ

イ
ズ

粒
子

 /
 ず

り
応

力
-
ず

り
速

度
図

 /
 カ

ッ
ソ

ン
流

体
 /

 応
力

緩
和

 /
 M

o
de

l 
h
u
m

an
 b

lo
o
d 

/
 A

rt
if
ic

al
 e

ry
th

ro
c
yt

e
 /

 粒
子

の
変

形
能

 /
 E

la
st

o
-
pl

as
ti
c
 d

e
fo

rm
at

io
n

1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

大
矢

 裕
一

 
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
グ

リ
コ

ー
ル

を
含

む
生

体
吸

収
性

ブ
ロ

ッ
ク

共
重

合
体

の
医

用
材

料
と

し
て

の
応

用
基

盤
研

究
(B

)
生

分
解

性
材

料
 /

 ポ
リ

乳
酸

 /
 ブ

ロ
ッ

ク
共

重
合

体
 /

 生
体

適
合

性
 /

 生
体

吸
収

性
 /

 ポ
リ

エ
チ

レ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
 /

 ポ
リ

デ
プ

シ
ペ

プ
チ

ド
 /

 癒
着

防
止

膜
 /

 B
lo

c
k 

c
o
po

ly
m

e
rs

 /
 B

io
de

gr
ad

ab
le

 m
at

e
ri
al

s 
/
 P

o
ly

(e
th

yl
e
n
e
 g

ly
c
o
l)
 /

 B
io

ab
sr

o
ba

bi
lit

y 
/

A
n
ti
-
ad

h
e
si

ve
 m

e
m

br
an

e
 /

 B
io

c
o
m

pa
ti
bi

lit
y 

/
 P

o
ly

de
ps

ip
e
pt

id
e
 /

 P
o
ly

(l
ac

ti
c
 a

c
id

)
2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

板
東

 潔
 

呼
吸

器
系

の
マ

ル
チ

ス
ケ

ー
ル

連
成

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

板
東

 潔
 

バ
イ

オ
チ

ッ
プ

内
マ

イ
ク

ロ
流

路
中

の
全

血
に

対
す

る
血

流
解

析
シ

ス
テ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

マ
イ

ク
ロ

流
路

 /
 バ

イ
オ

チ
ッ

プ
 /

 変
形

能
 /

 赤
血

球
 /

 連
成

解
析

 /
 毛

細
血

管
 /

 生
体

外
実

験
 /

 I
m

m
e
rs

e
d 

bo
u
n
da

ry
法

 /
生

態
外

実
験

 /
 D

e
fo

rm
ab

ili
ty

 /
 R

e
d 

bl
o
o
d 

c
e
ll 

/
 I
m

m
e
rs

e
d 

bo
u
n
da

ry
 m

e
th

o
d 

/
 C

o
u
pl

e
d 

an
a
ly

si
s 

/
 数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 /
 M

ic
ro

-
c
h
an

n
e
l 
/
 C

ap
ill
ar

y 
bl

o
o
d 

ve
ss

e
l 
/
 I
n
 v

it
ro

 e
xp

e
ri
m

e
n
t 

/
 B

io
c
h
ip

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

板
東

 潔
 

動
脈

瘤
の

血
管

内
治

療
用

器
具

と
し

て
の

ス
テ

ン
ト

の
最

適
設

計
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

)

ス
テ

ン
ト

 /
 動

脈
瘤

 /
 有

限
要

素
法

 /
 連

成
解

析
 /

 血
流

 /
 数

値
流

体
力

学
 /

 バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 最

適
設

計
 /

 血
管

病
変

/
 数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 /
 O

pt
im

u
m

 D
e
si

gn
 /

 イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ
ン

 /
 S

te
n
t 

/
 B

lo
o
d 

F
lo

w
 /

 B
io

m
e
c
h
an

ic
s 

/
A
n
e
u
ry

sm
 /

 赤
血

球
 /

 C
o
u
pl

e
d 

A
n
al

ys
is

 /
 拍

動
流

 /
 N

u
m

e
ri
c
al

 S
im

u
la

ti
o
n
 /

 F
in

it
e
 E

le
m

e
n
t 

M
e
th

o
d 

/
 ず

り
速

度
 /

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
4
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                       

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 
 
 

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

板
東

 潔
 

計
算

力
学

的
手

法
に

よ
る

コ
ラ

プ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

と
拍

動
流

れ
の

連
成

問
題

の
解

析
基

盤
研

究
(C

)
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
 /

 連
成

問
題

 /
 計

算
力

学
 /

 数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 /
 コ

ラ
プ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
 /

 血
流

 /
 拍

動
流

 /
 有

限
要

素
法

 /
 C

o
lla

ps
ib

le
 T

u
be

 /
 チ

ュ
ー

ブ
則

 /
 B

lo
o
d 

F
lo

w
 /

 B
io

m
e
c
h
an

ic
s 

/
 C

o
m

pu
ta

ti
o
n
al

 M
e
c
h
n
ic

s 
/
 C

o
u
pl

e
d

P
ro

bl
e
m

 /
 P

u
ls

at
ile

 F
lo

w
 /

 N
u
m

e
ri
c
al

 S
im

u
la

ti
o
n
 /

 T
u
be

 L
aw

1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

宮
田

 隆
志

 
生

体
分

子
応

答
性

ゲ
ル

の
合

成
と

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ト

医
用

シ
ス

テ
ム

の
構

築
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

宮
田

 隆
志

ス
マ

ー
ト

バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

と
し

て
の

生
体

分
子

応
答

性
ゲ

ル
の

創
製

と
そ

の
応

用
基

盤
研

究
(B

)
抗

原
抗

体
結

合
 /

 生
体

分
子

複
合

体
 /

 ゲ
ル

 /
 D

N
A

 /
 刺

激
応

答
性

ゲ
ル

 /
 分

子
イ

ン
プ

リ
ン

ト
法

 /
 分

子
認

識
 /

 バ
イ

オ
コ

ン
ジ

ュ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

関
西

大
学

宮
田

 隆
志

生
体

分
子

シ
グ

ナ
ル

に
応

答
す

る
バ

イ
オ

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

ゲ
ル

の
合

成
と

生
医

学
的

応
用

基
盤

研
究

(B
)

抗
原

抗
体

結
合

 /
 分

子
イ

ン
プ

リ
ン

ト
法

 /
 レ

ク
チ

ン
 /

 ゲ
ル

 /
 生

体
分

子
間

相
互

作
用

 /
 刺

激
応

答
性

ゲ
ル

 /
 バ

イ
オ

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

 /
 分

子
認

識
 /

 m
o
le

c
u
la

r 
re

c
o
gn

it
io

n
 /

 b
io

m
o
le

c
u
la

r 
in

te
ra

c
ti
o
n
 /

 m
o
le

c
u
la

r 
im

pr
in

ti
n
g 

/
 g

e
l 
/
 a

n
ti
ge

n
-

an
ti
bo

dy
 b

in
di

n
g 

/
 b

io
h
yb

ri
d 

/
 s

ti
m

u
li-

re
sp

o
n
si

ve
 g

e
l 
/
 l
e
c
ti
n

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

内
田

 熊
男

生
分

解
/
pH

応
答

が
可

能
な

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

デ
バ

イ
ス

の
開

発
と

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

型
D

D
S
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

)
高

分
子

ゲ
ル

 /
 フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
 /

 生
体

材
料

 /
 イ

ン
プ

ラ
ン

ト
 /

 薬
物

放
出

シ
ス

テ
ム

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

嘉
悦

 勲
信

号
応

答
性

化
学

放
出

シ
ス

テ
ム

の
研

究
基

盤
研

究
(B

)

固
定

化
酵

素
 /

 ポ
リ

ア
ク

リ
ル

酸
 /

 ポ
リ

エ
チ

レ
ン

テ
レ

フ
タ

レ
-
ト

フ
ィ

ル
ム

 /
 信

号
応

答
放

出
制

御
 /

 信
号

伝
達

 /
 集

積
化

 /
 イ

オ
ン

感
応

性
電

界
効

果
型

ト
ラ

ン
ジ

ス
タ

-
 /

 光
重

合
 /

 信
号

応
答

性
セ

ン
サ

-
ゲ

-
ト

 /
 S

ig
n
al

 T
ra

n
sf

e
r 

/
 コ

ン
ト

ロ
-
ル

ド
リ

リ
-

ス
 /

 I
m

m
o
bi

liz
e
d 

E
n
zy

m
e
 /

 S
ig

n
al

 R
e
sp

o
n
si

ve
 S

e
n
so

r-
G

at
e
 /

 ド
ラ

ッ
グ

デ
リ

バ
リ

-
シ

ス
テ

ム
 /

 S
ig

n
al

 R
e
sp

o
n
si

ve
C

o
n
tr

o
lle

d 
R
e
le

as
e
 /

 I
n
te

gr
at

io
n
 S

ys
te

m
 /

 I
S
F
E
T
 /

 P
o
ly

ac
ry

lic
 A

c
id

 /
 ア

ク
チ

ュ
エ

-
タ

-
 /

 信
号

応
答

物
質

放
出

 /
P
E
T

 F
ilm

 /
 神

経
伝

達
物

質

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

白
石

 浩
平

線
溶

因
子

結
合

部
位

を
も

つ
ト

ロ
ン

ビ
ン

阻
害

高
分

子
の

抗
凝

血
性

評
価

と
生

医
学

材
料

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(C
)

po
ly

(O
-
m

e
th

ac
ry

lo
yl

-
L
-
se

ri
n
e
) 

/
 プ

ラ
ス

ミ
ノ

ー
ゲ

ン
結

合
部

位
 /

 p
o
ly

(N
^α

-
m

e
th

ac
ry

la
m

id
e
-
L
-
ly

si
n
e
) 

/
 ト

ロ
ン

ビ
ン

活
性

阻
害

 /
 p

o
ly

(N
^ε

-
m

e
th

ac
ry

la
m

id
e
-
L
-
ly

si
n
e
) 

/
 線

溶
因

子
 /

 生
体

分
子

間
相

互
作

用
解

析
 /

 f
ib

ri
n
o
ly

ti
c
 f

ac
to

r 
/
 プ

ラ
ス

ミ
ン

活
性

促
進

 /
 R

e
so

n
an

t 
m

ir
ro

r 
bi

o
se

n
so

r 
/
 P

o
ly

(O
-m

e
th

ac
ry

lo
yl

-
L
-
se

ri
n
e
) 

/
 合

成
発

色
基

質
S
2
2
5
1
 /

 フ
ィ

ブ
リ

ン
線

溶
活

性
 /

 合
成

発
色

基
質

S
2
2
3
8
 /

 p
la

sm
in

o
ge

n
 b

in
di

n
g 

/
 p

o
ly

(N
-
α

-
m

e
th

ac
ry

la
m

id
e
-
L
-
ly

si
n
e
) 

/
 t

h
ro

m
bi

n
in

h
ib

it
io

n

2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

杉
山

 一
男

細
胞

機
能

の
制

御
・
評

価
を

指
向

し
た

刺
激

応
答

型
マ

テ
リ

ア
ル

の
創

製
と

組
織

工
学

材
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

)

S
o
di

u
m

 C
o
pp

e
r-

c
h
lo

ro
ph

yl
lin

 /
 m

e
th

yl
 m

e
th

ac
ry

la
te

 /
 細

胞
剥

離
 /

 熱
応

答
性

ポ
リ

マ
ー

 /
 光

応
答

性
ポ

リ
マ

ー
 /

 3
T
3

細
胞

 /
 H

e
L
a細

胞
 /

 2
-
h
yd

ro
xy

pr
o
py

l 
m

e
th

ac
ry

la
m

id
e
 /

 2
-
h
yd

ro
xy

pr
o
py

lm
e
th

ac
ry

la
m

id
e
 /

 H
e
L
a 

C
e
ll 

/
 3

T
3
 C

e
ll 

/
lig

h
t-

re
sp

o
n
si

bl
e
 p

o
ly

m
e
r 

/
 2

-
h
yd

o
rx

yp
ro

py
lm

e
th

ac
ry

la
m

ld
e
 /

 c
e
ll 

e
xf

o
lia

ti
o
n
 /

 t
h
e
rm

o
re

sp
o
n
si

bl
e
 p

o
ly

m
e
r 

/
 2

-
h
yd

o
rx

yp
ro

py
lm

e
th

ac
ry

la
m

id
e

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

杉
山

 一
男

テ
ィ

ッ
シ

ュ
・
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
用

足
場

材
と

し
て

の
刺

激
応

答
性

ポ
リ

マ
ー

ヒ
ド

ロ
ゲ

ル
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

プ
ラ

ズ
マ

照
射

-
ポ

ス
ト

重
合

 /
 光

応
答

性
ポ

リ
マ

ー
 /

 H
e
L
a細

胞
の

接
着

・
増

殖
 /

 熱
刺

激
細

胞
剥

離
 /

 p
o
ly

(2
-

h
yd

ro
xy

pr
o
py

lm
e
th

ac
ry

la
m

id
e
) 

/
 p

o
ly

(N
-
is

o
pr

o
py

la
c
ry

la
m

id
e
) 

/
 光

刺
激

細
胞

剥
離

 /
 H

e
L
a 

c
e
lls

 a
tt

ac
h
m

e
n
t 

an
d

pr
o
lif

e
ra

ti
o
n
 /

 温
度

応
答

性
ポ

リ
マ

ー
 /

 2
-
(ヒ

ド
ロ

キ
シ

プ
ロ

ピ
ル

)メ
タ

ク
リ

ル
ア

ミ
ド

 /
 感

温
性

ポ
リ

マ
ー

 /
 温

度
刺

激
細

胞
剥

離
 /

 低
温

プ
ラ

ズ
マ

処
理

・
ポ

ス
ト

重
合

 /
 メ

タ
ク

リ
ル

酸
メ

チ
ル

 /
 l
ig

h
t-

se
n
si

ti
ve

 p
o
ly

m
e
r 

/
 細

胞
培

養
用

基
材

 /
 l
ig

h
t-

st
im

u
li 

c
e
lls

 d
e
ta

c
h
m

e
n
t 

/
 p

la
sm

a 
ir
ra

di
at

io
n
-
po

st
 p

o
ly

m
e
ri
za

ti
o
n
 /

 t
h
e
rm

o
-
se

n
si

ti
ve

 p
o
ly

m
e
r 

/
 感

熱
性

ポ
リ

マ
ー

 /
po

ly
(i
so

pr
o
py

la
c
ry

la
m

id
e
) 

/
 t

h
e
rm

o
-
st

im
u
li 

c
e
lls

 d
e
ta

c
h
m

e
n
t 
/
 H

e
L
a細

胞
 /

 p
o
ly

(N
-
2
-

h
yd

ro
xy

pr
o
py

lm
e
th

ac
ry

la
m

id
e
) 

/
 フ

ロ
ー

サ
イ

ト
メ

ト
リ

ー

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

杉
山

 一
男

抗
血

栓
性

を
有

す
る

生
医

学
材

料
用

ジ
メ

チ
ル

シ
ロ

キ
サ

ン
ブ

ロ
ッ

ク
コ

ポ
リ

マ
-
の

創
製

基
盤

研
究

(C
)

ヒ
ド

ロ
ゲ

ル
層

 /
 ブ

ロ
ッ

ク
コ

ポ
リ

マ
-
 /

 ポ
リ

ジ
メ

チ
ル

シ
ロ

キ
サ

ン
 /

 マ
ク

ロ
ア

ゾ
開

始
剤

 /
 抗

血
栓

性
 /

 血
漿

タ
ン

パ
ク

質
 /

 2
-

(メ
タ

ク
リ

ロ
イ

ル
オ

キ
シ

)エ
チ

ル
ホ

ス
ホ

リ
ル

コ
リ

ン
 /

 ポ
リ

エ
-
テ

ル
ウ

レ
タ

ン
 /

 ミ
ク

ロ
相

分
離

構
造

 /
 エ

チ
ル

ホ
ス

ホ
リ

ル
コ

リ
ン

/
 抗

血
栓

性
材

料
 /

 P
o
ly

e
th

e
r 

u
re

th
an

e
 /

 P
o
ly

di
m

e
th

yl
si

lo
xa

n
e
 /

 P
h
o
sp

h
o
lip

id
 m

o
n
o
m

e
r 

/
 T

h
ro

m
bo

ge
n
ic

it
y 

/
B

lo
c
k 

c
o
po

ly
m

e
r 

/
 M

ac
ro

az
o
 i
n
it
ia

to
r 

/
 P

ro
te

in
 a

ds
o
rp

ti
o
n
 /

 O
-
メ

タ
ク

リ
ロ

イ
ル

-
L
-
セ

リ
ン

 /
 H

yd
ro

ge
l 
la

ye
r

1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
8
年

度

【
京

都
府

】

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

E
K
T
E
S

S
A
B

IA
.M

→
モ

-
タ

メ
 

ド
 エ

ク
テ

サ
ビ

・
ア

リ
モ

-
タ

メ
ド

 エ
ク

テ
サ

ビ
イ

オ
ン

ビ
-
ム

表
面

加
工

に
よ

る
金

属
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
の

生
体

親
和

性
向

上
に

関
す

る
研

究
一

般
研

究
(C

)→
基

盤
研

究
(C

)
チ

タ
ン

 /
 生

体
適

合
性

 /
 イ

ン
プ

ラ
ン

ト
 /

 生
体

親
和

性
 /

 耐
食

性
 /

 イ
オ

ン
ビ

-
ム

 /
 表

面
加

工
 /

 マ
イ

ク
ロ

イ
オ

ン
ビ

-
ム

 /
bi

o
af

fi
n
it
y 

/
 i
m

pl
an

t 
/
 b

io
c
o
m

pa
ti
bi

lit
y 

/
 t

it
an

iu
m

 /
 s

u
rf

ac
e
 m

o
di

fi
c
at

io
n
 /

 m
ic

ro
 i
o
n
 b

e
am

 /
 c

o
rr

o
si

o
n
 r

e
si

st
iv

it
y

/
 i
o
n
 b

e
am

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

モ
ー

タ
メ

ド
 エ

ク
テ

サ
ビ

ア
リ

 細
胞

組
織

内
の

超
微

量
元

素
の

マ
ッ

ピ
ン

グ
と

定
量

化
基

盤
研

究
(C

)

イ
オ

ン
溶

出
 /

 放
射

光
 /

 イ
ン

プ
ラ

ン
ト

 /
 超

微
量

元
素

分
析

 /
 細

胞
元

素
マ

ッ
ピ

ン
グ

 /
 人

工
股

関
節

 /
 マ

イ
ク

ロ
ビ

ー
ム

 /
ハ

イ
ト

ロ
キ

シ
ア

パ
タ

イ
ト

 /
 T

it
an

iu
m

 /
 S

yn
c
h
ro

tr
o
n
 R

ad
ia

ti
o
n
 /

 チ
タ

ン
 /

 M
ac

ro
ph

a
ge

 /
 I
m

pl
an

t 
/
 マ

イ
ク

ロ
ビ

-
ム

 /
M

ic
ro

 B
e
am

 /
 細

胞
 /

 I
o
n
 R

e
le

as
e
 /

 元
素

分
析

 /
 マ

ク
ロ

フ
ァ

ジ
ー

 /
 E

le
m

e
n
ta

l 
A
n
al

ys
is

 /
 C

e
ll 

/
 ハ

イ
ド

ロ
キ

シ
ア

パ
タ

イ
ト

1
9
9
8
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

赤
松

 映
明

 
シ

-
ル

レ
ス

遠
心

血
液

ポ
ン

プ
の

基
礎

研
究

試
験

研
究

(B
)→

基
盤

研
究

(A
)

シ
-
ル

レ
ス

ポ
ン

プ
 /

 磁
気

浮
上

イ
ン

ペ
ラ

-
の

ふ
れ

ま
わ

り
 /

 流
量

・
圧

力
の

間
接

計
測

 /
 歳

差
式

遠
心

ポ
ン

プ
 /

 溶
血

特
性

の
推

算
 /

 C
e
n
tr

if
u
ga

l 
P
u
m

p 
w

it
h
 M

ag
n
e
ti
c
al

ly
 S

u
sp

e
n
de

d 
Im

pe
lle

r 
/
 間

接
計

測
 /

 磁
気

浮
上

遠
心

ポ
ン

プ
 /

 P
re

di
c
ti
o
n

o
f 

H
e
m

o
ly

si
s 

/
 磁

気
浮

上
式

ポ
ン

プ
 /

 磁
気

浮
上

式
遠

心
ポ

ン
プ

 /
 遠

心
血

液
ポ

ン
プ

 /
 歳

差
式

ポ
ン

プ
 /

 I
n
di

re
c
t

M
e
as

u
re

m
e
n
t 

o
f 

F
lo

w
 r

at
e
 a

n
d 

P
re

ss
u
re

 /
 R

o
ta

ti
n
g 

fl
u
c
tu

at
io

n
 o

f 
M

ag
n
e
ti
c
al

ly
 S

u
sp

e
n
de

d 
Im

pe
lle

r 
/
 S

e
al

-
le

ss
P
u
m

p 
/
 N

u
ta

ti
o
n
 T

yp
e
 C

e
n
tr

if
u
ga

l 
P
u
m

p 
/
 溶

血
特

性
の

堆
算

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

浅
見

 耕
司

 
交

流
電

場
を

用
い

た
単

一
細

胞
操

作
と

誘
電

ス
ペ

ク
ト

ロ
ス

コ
ピ

ー
基

盤
研

究
(C

)
誘

電
緩

和
 /

 界
面

分
極

 /
 細

胞
分

別
 /

 誘
電

ス
ペ

ク
ト

ロ
ス

コ
ピ

ー
 /

 単
一

細
胞

操
作

 /
 交

流
電

場
 /

 細
胞

構
造

 /
 細

胞
破

壊
 /

 誘
電

泳
動

 /
 d

ie
le

c
tr

ic
 r

e
la

xa
ti
o
n
 /

 d
ie

le
c
tr

o
ph

o
re

si
s 

/
 回

転
電

場
法

 /
 b

io
lo

gi
c
al

 c
e
ll 

/
 誘

電
分

光
 /

e
le

c
tr

o
ro

ta
ti
o
n
 /

 d
ie

le
c
tr

ic
 s

pe
c
tr

o
sc

o
py

 /
 i
n
te

rf
ac

ia
l 
po

la
ri
z
at

io
n
 /

 生
物

細
胞

2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
3
年

度

 

 70

 



 
科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                       

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 
 

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

浅
見

 耕
司

 
走

査
型

誘
電

顕
微

鏡
に

よ
る

生
体

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
の

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

基
盤

研
究

(C
)

誘
電

緩
和

 /
 細

胞
膜

 /
 生

体
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

 /
 界

面
分

極
 /

 生
物

細
胞

 /
 走

査
型

誘
電

顕
微

鏡
 /

 i
n
te

rf
ac

ia
l 
po

la
ri
za

ti
o
n

/
 B

io
-
im

pe
da

n
c
e
 /

 D
ie

le
c
tr

ic
 r

e
la

xa
ti
o
n
 /

 イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 /
 S

c
an

n
in

g 
di

e
le

c
tr

ic
 m

ic
ro

sc
o
pe

 /
 細

胞
構

造
 /

 C
e
ll

m
e
m

br
an

e
 /

 b
io

lo
gi

c
al

 c
e
ll 

/
 誘

電
ス

ペ
ク

ト
ロ

ス
コ

ピ
ー

 /
 プ

ロ
ー

ブ
顕

微
鏡

2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

筏
 義

人
吸

収
性

か
つ

圧
電

性
ポ

リ
乳

酸
に

よ
る

骨
形

成
に

関
す

る
研

究
一

般
研

究
(A

)→
基

盤
研

究
(A

)

骨
形

成
 /

 圧
電

性
 /

 医
用

工
学

 /
 磁

場
 /

 ポ
リ

乳
酸

 /
 ポ

リ
L
-
乳

酸
 /

 吸
収

速
度

 /
 R

e
so

rb
ab

le
 p

o
ly

m
e
r 

/
 B

io
m

at
e
ri
al

s
fo

r 
bo

n
e
 f

ix
at

io
n
 /

 骨
接

合
材

 /
 ポ

リ
-
L
-
乳

酸
 /

 M
ag

n
e
ti
c
 f

ie
ld

 /
 頭

蓋
骨

再
生

 /
 分

解
吸

収
性

高
分

子
 /

 生
体

材
料

 /
P
ie

zo
e
le

c
tr

ic
it
y 

/
 b

F
G

F
 /

 T
G

F
-
β

 /
 整

形
外

科
 /

 生
体

吸
収

性
高

分
子

 /
 骨

再
生

 /
 吸

収
性

材
料

 /
 吸

収
性

繊
維

 /
B

o
n
e
 f

o
rm

at
io

n
 /

 生
体

吸
収

性
材

料
 /

 P
o
ly

 (
L
-
la

c
ti
de

) 
/
 乳

酸
重

合
 /

 生
体

吸
収

速
度

 /
 R

e
so

rp
ti
o
n
 k

in
e
ti
c
s 

/
 顎

骨
再

建
 /

 ピ
エ

ゾ
 /

 骨
 /

 B
io

m
e
di

c
al

 e
n
gi

n
e
e
ri
n
g

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

池
内

 健
 

体
内

ロ
ボ

ッ
ト

を
用

い
る

診
断

・
治

療
シ

ス
テ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

低
侵

襲
医

療
 /

 内
視

鏡
 /

 マ
イ

ク
ロ

ロ
ボ

ッ
ト

 /
 粘

液
 /

 人
工

粘
液

 /
 カ

テ
ー

テ
ル

 /
 L

o
w

 I
n
va

si
ve

 M
e
di

c
in

e
 /

 M
u
c
u
s 

/
 摩

擦
制

御
 /

 E
n
do

sc
o
pe

 /
 液

体
潤

滑
 /

 軟
式

内
視

鏡
 /

 C
at

h
e
te

r 
/
 超

弾
性

ワ
イ

ヤ
 /

 M
ic

ro
ro

bo
t 

/
 ロ

ボ
ッ

ト
 /

 A
rt

if
ic

ia
l

M
u
c
u
s 

/
 体

内
ロ

ボ
ッ

ト
1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

岩
田

 博
夫

 
移

植
後

膵
島

の
生

存
率

向
上

の
た

め
の

膵
島

表
面

修
飾

基
盤

研
究

(A
)

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

岩
田

 博
夫

 
両

親
媒

性
高

分
子

か
ら

な
る

極
薄

マ
イ

ク
ロ

カ
プ

セ
ル

に
よ

る
膵

島
の

免
疫

隔
離

基
盤

研
究

(A
)

交
互

積
層

法
 /

 膵
島

 /
 イ

ン
ス

リ
ン

 /
 ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

島
 /

 カ
プ

セ
ル

化
 /

 長
鎖

ア
ル

キ
ル

鎖
 /

 ポ
リ

ビ
ニ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

 /
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
グ

リ
コ

ー
ル

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

岩
田

 博
夫

 
バ

イ
オ

人
工

膵
臓

の
臨

床
応

用
へ

向
け

て
の

有
効

性
評

価
試

験
研

究
(B

)→
基

盤
研

究
(A

)
バ

イ
オ

人
工

膵
臓

 /
 ア

ガ
ロ

-
ス

 /
 異

種
移

植
 /

 ブ
タ

 /
 マ

イ
ク

ロ
カ

プ
セ

ル
 /

 膵
ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

島
 /

 犬
 /

 補
体

 /
 同

種
移

植
 /

 イ
ヌ

 /
 B

io
ar

ti
fi
c
al

 P
an

c
re

as
 /

 M
ic

ro
c
ap

su
le

 /
 X

e
ro

-
tr

an
sp

la
n
ta

ti
o
n
 /

 p
ig

 /
 a

ga
ro

se
 /

 C
o
m

pl
e
m

e
n
t 

/
 d

o
g 

/
is

le
t 

o
f 

L
an

ge
rh

an
s 

/
 糖

尿
病

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

加
藤

 功
一

タ
ン

パ
ク

質
工

学
に

よ
る

神
経

幹
細

胞
移

植
用

ス
キ

ャ
フ

ォ
ー

ル
ド

の
設

計
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

川
那

辺
 圭

一
 →

池
田

 登
骨

折
治

療
へ

の
生

体
活

性
骨

セ
メ

ン
ト

の
応

用
(新

し
い

骨
折

治
療

の
開

発
)

基
盤

研
究

(C
)

生
体

活
性

骨
セ

メ
ン

ト
 /

 骨
欠

損
 /

 S
e
gm

e
n
ta

l 
bo

n
e
 d

e
fe

c
t 

/
 B

io
ac

ti
ve

 b
o
n
e
 c

e
m

e
n
t

1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

小
久

保
 正

 
カ

ル
ボ

キ
シ

基
を

有
す

る
有

機
高

分
子

の
ア

パ
タ

イ
ト

形
成

能
基

盤
研

究
(C

)
擬

似
体

液
 /

 ア
パ

タ
イ

ト
 /

 カ
ル

ボ
キ

シ
基

 /
 キ

チ
ン

 /
 三

次
元

構
造

 /
 繊

維
 /

 複
合

体
 /

 ア
ル

ギ
ン

酸
 /

 ジ
ェ

ラ
ン

ガ
ム

 /
C

H
IT

IN
 /

 S
IM

U
L
A
T

E
D

 B
O

D
Y
 F

L
U

ID
 /

 C
A
R
B

O
X

Y
 G

R
O

U
P
 /

 A
P
A
T
IT

E
 /

 F
IB

E
R

S
 /

 3
D

-
C

O
M

P
O

S
IT

E
 /

 カ
ー

ド
ラ

ン
/
 三

次
元

複
合

体
 /

 G
E
L
L
A
N

 G
U

M
 /

 A
L
G

IN
A
T
E

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

小
森

 優
 

医
師

の
触

診
教

育
・
手

術
手

技
訓

練
を

目
的

と
し

た
心

臓
手

術
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

開
発

基
盤

研
究

(C
)

手
術

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 /
 仮

想
現

実
技

術
 /

 有
限

要
素

法
 /

 h
ap

ti
c
s 

/
 触

診
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 /
 H

ap
ti
c
s 

/
 S

u
rg

ic
al

S
im

u
la

to
r 

/
 P

al
pa

ti
o
n
 /

 F
in

it
e
 E

le
m

e
n
ts

 M
e
th

o
d 

/
 V

ir
tu

al
 R

e
al

it
y 

T
e
c
h
n
o
lo

gy
2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

近
藤

 科
江

病
的

低
酸

素
を

可
視

化
す

る
バ

イ
オ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

プ
ロ

ー
ブ

の
構

築
基

盤
研

究
(A

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

近
藤

 科
江

 
新

規
ナ

ノ
キ

ャ
リ

ア
に

よ
る

伝
達

シ
ス

テ
ム

と
生

体
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
を

利
用

し
た

評
価

系
の

構
築

基
盤

研
究

(B
)

生
体

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 /
 デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

 /
 化

学
発

光
 /

 蛍
光

 /
 ナ

ノ
キ

ャ
リ

ア
2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

佐
藤

 弘
子

 
血

管
内

皮
お

よ
び

神
経

細
胞

誘
導

を
目

的
と

す
る

負
イ

オ
ン

注
入

医
用

材
料

の
研

究
基

盤
研

究
(C

)

銀
負

イ
オ

ン
 /

 血
管

内
皮

細
胞

 /
 材

料
表

面
 /

 組
織

培
養

用
ポ

リ
ス

チ
レ

ン
 /

 注
入

エ
ネ

ル
ギ

-
 /

 神
経

細
胞

 /
 接

触
角

測
定

/
 細

胞
接

着
タ

ン
パ

ク
質

 /
 負

イ
オ

ン
注

入
(N

IA
B

N
IS

) 
/
 親

疎
水

性
 /

 t
is

su
e
 c

u
lt
u
re

 p
o
ly

st
yr

e
n
e
 /

 負
イ

オ
ン

注
入

装
置

 /
h
yd

ro
ph

o
bi

c
it
v 

/
 m

at
e
ri
al

 s
u
rf

ac
e
s 

/
 材

料
表

面
物

性
 /

 細
胞

培
養

用
ポ

リ
ス

チ
レ

ン
(T

C
P
S
) 

/
 ポ

リ
ス

チ
レ

ン
 /

 v
as

c
u
la

r
e
n
do

-
th

e
lia

l 
c
e
lls

 /
 s

ilv
e
r 

n
e
ga

ti
ve

 i
o
n
s 

/
 h

yd
ro

ph
ili
c
it
y 

/
 n

e
ga

ti
ve

 i
o
n
 i
m

pl
an

ta
ti
o
n
 (

N
IA

B
N

IS
) 

/
 負

イ
オ

ン
注

入
法

/
 親

水
,疎

水
性

 /
 n

e
u
ra

l 
c
e
lls

 /
 生

育
細

胞
密

度
 /

 c
e
ll 

ad
h
e
si

o
n
-
pr

o
te

in
s

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

清
水

 慶
彦

自
己

幹
細

胞
を

用
い

た
自

己
組

織
再

生
誘

導
型

バ
イ

オ
人

工
臓

器
基

盤
研

究
(A

)
コ

ラ
ー

ゲ
ン

 /
 細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

 /
 気

管
 /

 神
経

 /
 組

織
工

学
 /

 再
生

医
学

 /
 再

生
 /

 マ
ト

リ
ッ

ク
ス

 /
 足

場
 /

 食
道

 /
 胆

管
 /

 場
の

理
論

 /
 神

経
再

生
 /

 大
腸

 /
 自

己
幹

細
胞

 /
 再

生
医

療
2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

杉
本

 直
三

臨
床

診
断

及
び

治
療

支
援

の
た

め
の

4
次

元
画

像
処

理
基

盤
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

開
発

と
そ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

)
医

用
画

像
処

理
 /

 心
臓

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 /
 多

次
元

画
像

 /
 高

速
撮

影
 /

 動
画

像
 /

 画
像

の
重

ね
あ

わ
せ

 /
 R

ap
id

 I
m

ag
in

g 
/

M
e
di

c
al

 I
m

ag
e
 P

ro
c
e
ss

in
g 

/
 I
m

ag
e
 R

e
gi

st
ra

ti
o
n
 /

 D
yn

am
ic

 I
m

ag
e
 /

 C
ar

di
ac

 I
m

ag
in

g 
/
 M

u
lt
i 
D

im
e
n
si

o
n
al

 I
m

ag
e

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

杉
本

 直
三

 
高

解
像

度
多

次
元

医
用

動
画

像
の

撮
像

と
そ

の
時

空
間

4
お

よ
び

5
次

元
画

像
処

理
法

の
研

究
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

竹
本

 充
 

生
体

活
性

チ
タ

ン
材

料
の

高
機

能
型

運
動

器
再

建
医

療
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

田
畑

 泰
彦

徐
放

性
細

胞
増

殖
因

子
を

組
み

込
ん

だ
生

体
材

料
一

般
研

究
(C

)→
基

盤
研

究
(C

)
：
細

胞
増

殖
因

子
 /

 徐
放

 /
 ハ

イ
ド

ロ
ゲ

ル
 /

 生
体

内
分

解
吸

収
性

 /
 ゼ

ラ
チ

ン
 /

 塩
基

性
繊

維
芽

細
胞

増
殖

因
子

 /
 血

管
新

生
作

用
 /

 R
e
le

as
e
 /

 H
yd

ro
ge

l 
/
 G

ro
w

th
 f

ac
to

r 
/
 B

io
de

gr
ad

at
io

n
 /

 G
e
la

ti
n
 /

 N
e
o
va

sc
u
la

ri
za

ti
o
n
 /

 b
F
G

F
1
9
9
4
年

度
～

1
9
9
6
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                       

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
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ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

田
畑

 泰
彦

 
次

世
代

幹
細

胞
治

療
の

た
め

の
生

物
機

能
改

変
技

術
の

開
発

基
盤

研
究

(S
)

2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

田
畑

 泰
彦

 
幹

細
胞

再
生

医
療

の
た

め
の

機
能

性
足

場
と

バ
イ

オ
リ

ア
ク

タ
の

開
発

基
盤

研
究

(S
)

機
能

性
足

場
 /

 バ
イ

オ
リ

ア
ク

タ
 /

 不
織

布
 /

 幹
細

胞
 /

 生
体

吸
収

性
高

分
子

材
料

 /
 増

殖
と

分
化

 /
 ス

ポ
ン

ジ
2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

田
村

 治
郎

 
新

し
い

高
強

度
ジ

ル
コ

ニ
ア

(複
合

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

)の
人

工
関

節
摺

動
面

材
料

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(C
)

人
工

関
節

 /
 ジ

ル
コ

ニ
ア

 /
 生

体
親

和
性

 /
 ア

ル
ミ

ナ
 /

 ナ
ノ

複
合

材
 /

 相
変

態
 /

 耐
摩

耗
性

 /
 z

iv
c
o
n
ia

 /
 b

io
c
o
m

pa
ti
bi

lit
y 

/
 a

rt
if
ic

al
 j
o
in

t 
/
 摩

耗
 /

 w
e
ar

 r
e
si

st
an

c
e
 /

 n
an

o
c
o
m

 p
o
si

te
 /

 p
h
as

e
 t

ra
n
sf

o
rm

at
io

n
 /

 a
lu

m
in

a
2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

坪
井

 陽
一

イ
オ

ン
ビ

ー
ム

ア
シ

ス
ト

蒸
着

法
に

よ
る

ハ
イ

ド
ロ

キ
シ

ア
パ

タ
イ

ト
薄

膜
加

工
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

 /
 イ

オ
ン

ビ
ー

ム
 /

 H
A
P
 /

 ハ
イ

ド
ロ

キ
シ

ア
パ

タ
イ

ト
 /

 I
O

N
 B

E
A
M

 P
R
O

C
E
S
S
IN

G
 /

 溶
出

 /
 チ

タ
ン

 /
 形

態
学

的
観

察
 /

 I
M

P
L
A
N

T
 /

 M
O

R
P
H

O
M

E
T
R
IC

 A
N

A
L
Y
S
IS

 /
 C

O
R
R
O

S
IO

N
 /

 骨
接

触
率

 /
 T

IT
A

N
IU

M
 /

 B
O

N
E

R
E
A
C

T
IO

N
 /

 イ
オ

ン
ビ

ー
ム

加
工

 /
 骨

の
反

応
 /

 B
O

N
E
 C

O
N

T
A
C

T
2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

坪
井

 陽
一

 
チ

タ
ン

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

か
ら

の
イ

オ
ン

溶
出

と
組

織
反

応
に

関
す

る
基

礎
研

究
基

盤
研

究
(C

)
：
チ

タ
ン

 /
 生

体
材

料
 /

 金
属

溶
出

 /
 イ

オ
ン

ビ
-
ム

法
 /

 B
io

m
at

e
ri
al

s 
/
 T

it
an

iu
m

 /
 M

e
ta

l 
R
e
le

as
e
 /

 I
o
n
 B

e
am

P
ro

c
e
du

re
1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

戸
口

田
 淳

也
 

p5
3
遺

伝
子

欠
損

軟
骨

細
胞

を
用

い
た

軟
骨

分
化

制
御

機
構

の
解

明
基

盤
研

究
(B

)
石

灰
化

 /
 軟

骨
 /

 マ
イ

ク
ロ

ア
レ

イ
 /

 P
G

E
2
 /

 O
B

カ
ド

ヘ
リ

ン
 /

 プ
ロ

テ
オ

ー
ム

解
析

 /
 c

ar
ti
la

ge
 /

 O
B

-
c
ad

h
e
ri
n
 /

 p
5
3
遺

伝
子

 /
 c

al
c
if
ic

at
io

n
 /

 m
ic

ro
ar

ra
y

2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

中
村

 孝
志

 
生

体
活

性
を

有
す

る
多

孔
体

チ
タ

ン
の

運
動

器
再

建
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(A

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

中
村

 孝
志

 
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

用
い

て
作

成
し

た
骨

結
合

生
体

活
性

チ
タ

ン
の

整
形

外
科

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(A
)

陽
極

酸
化

 /
 チ

タ
ン

 /
 骨

セ
メ

ン
ト

 /
 人

工
材

料
 /

 ナ
ノ

 /
 ア

ナ
タ

ー
ゼ

 /
 生

体
活

性
 /

 ナ
ノ

構
造

 /
 動

物
実

験
 /

 a
n
o
di

c
al

ly
o
xi

di
za

ti
o
n
 /

 骨
結

合
 /

 骨
伝

統
 /

 o
st

e
o
c
o
n
du

c
ti
o
n
 /

 t
it
an

iu
m

 /
 a

n
at

as
e
 /

 骨
伝

導
 /

 生
体

材
料

 /
 a

n
im

al
 s

tu
dy

 /
n
an

o
 /

 b
o
n
e
 c

e
m

e
n
t 

/
 b

io
m

at
e
ri
al

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

中
村

 孝
志

 
ア

ル
カ

リ
熱

処
理

生
体

活
性

化
チ

タ
ン

お
よ

び
チ

タ
ン

合
金

の
整

形
外

科
用

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

の
開

発
基

盤
研

究
(A

)

骨
結

合
 /

 チ
タ

ン
 /

 チ
タ

ン
合

金
 /

 バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 ア

ル
カ

リ
加

熱
処

理
 /

 p
u
sh

 o
u
t 

te
st

 /
 多

孔
性

 /
 A

n
im

al
E
xp

e
ri
m

e
n
t 

/
 T

it
an

iu
m

 /
 ポ

ー
ラ

ス
材

料
 /

 B
io

ac
ti
ve

 M
at

e
ri
al

 /
 生

体
活

性
 /

 A
lk

al
i-

H
e
at

-
T
re

at
m

e
n
t 

/
 動

物
実

験
 /

P
u
sh

-
O

u
t 

T
e
st

 /
 プ

ラ
ズ

マ
ス

プ
レ

ー
 /

 生
体

活
性

材
料

 /
 ア

ル
カ

リ
熱

処
理

 /
 p

u
sh

-
o
u
t 

T
e
st

 /
 P

o
ro

u
s 

M
at

e
ri
al

 /
 プ

ラ
ズ

マ
ス

プ
レ

-
 /

 B
o
n
e
 B

o
n
di

n
g

1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

根
尾

 昌
志

 
ハ

イ
ド

ロ
キ

シ
ア

パ
タ

イ
ト

マ
イ

ク
ロ

パ
タ

ー
ン

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
骨

形
成

促
進

効
果

基
盤

研
究

(C
)

骨
芽

細
胞

 /
 マ

イ
ク

ロ
パ

タ
ー

ン
 /

 骨
形

成
 /

 バ
イ

オ
ア

ク
テ

ィ
ブ

(生
体

活
性

) 
/
 コ

ー
テ

ィ
ン

グ
 /

 バ
イ

オ
ミ

メ
テ

ィ
ッ

ク
 /

 ア
パ

タ
イ

ト
 /

 B
o
n
e
 f

o
rm

at
io

n
 /

 B
io

ac
ti
ve

 /
 A

pa
ti
te

 /
 O

st
e
o
bl

as
t 

/
 ア

ル
カ

リ
フ

ォ
ス

フ
ァ

タ
ー

ゼ
 /

 M
ic

ro
pa

tt
e
rn

 /
 C

o
at

in
g 

/
B

io
m

im
e
ti
c
 /

 ハ
イ

ド
ロ

キ
シ

ア
パ

タ
イ

ト
2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

根
尾

 昌
志

 
骨

内
に

埋
入

さ
れ

た
生

体
活

性
材

料
周

囲
で

の
遺

伝
子

発
現

基
盤

研
究

(C
)

オ
ス

テ
オ

ネ
ク

チ
ン

 /
 オ

ス
テ

オ
ポ

ン
チ

ン
 /

 オ
ス

テ
オ

カ
ル

シ
ン

 /
 ポ

リ
メ

チ
ル

メ
タ

ク
リ

レ
ー

ト
 /

 コ
ラ

ー
ゲ

ン
 /

 組
織

適
合

性
 /

In
 s

it
u
 h

yb
ri
di

za
ti
o
n
 /

 O
st

e
o
n
e
c
ti
n
 /

 C
o
lla

ge
n
 /

 ユ
ラ

ー
ゲ

ン
 /

 β
-
tr

ic
al

c
iu

m
ph

o
sp

h
at

e
 /

 リ
ン

酸
三

カ
ル

シ
ウ

ム
 /

 I
n

S
it
u
 h

yb
ri
di

za
ti
o
n
 /

 P
o
ly

m
e
th

yl
m

e
th

ac
ry

la
te

 /
 生

体
活

性
 /

 O
st

e
o
c
al

c
in

 /
 生

体
親

和
性

 /
 β

-
燐

酸
三

カ
ル

シ
ウ

ム
 /

in
 s

it
u
 h

yb
ri
di

za
ti
o
n
 /

 B
io

c
o
m

pa
ti
bi

lit
y 

/
 O

st
e
o
po

n
ti
n
 /

 骨
セ

メ
ン

ト

1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

濱
田

 昌
司

 
ミ

リ
サ

イ
ズ

頭
部

ボ
ク

セ
ル

モ
デ

ル
の

高
速

電
磁

界
解

析
に

基
づ

く
脳

磁
界

計
測

法
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

松
田

 哲
也

 
M

R
Iを

用
い

た
生

体
組

織
に

お
け

る
各

種
物

理
特

性
の

異
方

性
に

関
す

る
検

討
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

松
田

 哲
也

 
M

R
弾

性
画

像
法

に
よ

る
生

体
弾

性
率

実
測

値
を

反
映

し
た

仮
想

触
感

表
現

シ
ス

テ
ム

の
構

築
基

盤
研

究
(B

)
情

報
シ

ス
テ

ム
 /

 触
感

 /
 画

像
解

析
 /

 バ
ー

チ
ャ

ル
リ

ア
リ

テ
ィ

 /
 生

物
物

理
2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

森
安

 史
典

 
遺

伝
子

・
薬

剤
の

細
胞

内
導

入
の

た
め

の
超

音
波

治
療

機
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

超
音

波
 /

 マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
 /

 遺
伝

子
導

入
 /

 微
小

気
泡

 /
 イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ロ

ン
 /

 超
音

波
照

射
 /

 K
u
pf

fe
r細

胞
 /

in
te

rf
e
ro

n
(I

F
N

) 
/
 u

lt
ra

so
u
n
d 

/
 遺

伝
子

 /
 肝

臓
 /

 照
射

条
件

 /
 細

胞
内

導
入

 /
 B

型
肝

炎
 /

 h
e
pa

ti
ti
s 

C
 /

 2
-
5
A
S
濃

度
/
 C

型
肝

炎
 /

 h
e
pa

ti
ti
s 

B
 /

 イ
ト

カ
イ

ン
1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

森
安

 史
典

 
微

少
気

泡
か

ら
の

ハ
-
モ

ニ
ッ

ク
信

号
と

特
殊

シ
-
ケ

ン
ス

を
用

い
た

肝
癌

診
断

の
た

め
の

超
音

波
装

置
基

盤
研

究
(B

)

微
小

気
泡

 /
 超

音
波

造
影

剤
 /

 間
歇

歇
信

法
 /

 肝
臓

癌
 /

 肝
動

脈
血

流
 /

 門
脈

血
流

 /
 ハ

-
モ

ニ
ッ

ク
イ

メ
-
ジ

ン
グ

法
 /

 腫
瘍

血
流

 /
 超

音
波

 /
 p

o
rt

al
 b

lo
o
d 

fl
o
w

 /
 ウ

ッ
ド

チ
ャ

ッ
ク

 /
 i
n
te

rm
it
te

n
t 

sc
an

n
in

g 
/
 h

e
pa

ti
c
 a

rt
e
ry

 /
 h

ar
m

o
n
ic

 i
m

ag
in

g 
/

ハ
-
モ

ニ
ッ

ク
 /

 u
lt
ra

so
u
n
d 

c
o
n
tr

as
t 

ag
e
n
t 

/
 V

X
2
腫

瘍
 /

 h
e
pa

to
c
e
llu

la
r 

c
ar

c
in

o
m

a 
/
 m

ic
ro

bu
bb

le
 /

 肝
癌

 /
 t

u
m

o
r

bl
o
o
d 

fl
o
w

 /
 音

圧

1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

山
本

 雅
哉

 
生

体
因

子
グ

ラ
ジ

エ
ン

ト
化

足
場

材
料

を
利

用
し

た
幹

細
胞

か
ら

の
骨

-
軟

骨
組

織
界

面
の

再
生

基
盤

研
究

(B
)

骨
軟

骨
再

生
 /

 生
体

因
子

 /
 グ

ラ
ジ

エ
ン

ト
化

 /
 幹

細
胞

 /
 足

場
材

料
2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

工
芸

繊
維

大
学

岸
本

 通
雅

癌
診

断
の

為
の

ト
ラ

ン
ス

ク
リ

プ
ト

ー
ム

解
析

情
報

を
利

用
し

た
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
解

析
方

法
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

肝
癌

 /
 プ

ロ
テ

オ
ー

ム
解

析
 /

 ト
ラ

ン
ス

ク
リ

プ
ト

ー
ム

解
析

 /
 P

M
F
法

 /
 ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

工
芸

繊
維

大
学

村
上

 章
 

水
溶

性
キ

ャ
リ

ヤ
-
を

用
い

た
in

 v
iv

o
遺

伝
子

デ
リ

バ
リ

-
シ

ス
テ

ム
基

盤
研

究
(C

)
遺

伝
子

キ
ャ

リ
ヤ

-
 /

 プ
ラ

ス
ミ

ド
 /

 遺
伝

子
導

入
 /

 カ
チ

オ
ン

ポ
リ

マ
-
 /

 D
E
A
E
 /

 D
D

S
 /

 g
e
n
e
 c

ar
ri
e
r 

/
 蛍

光
異

方
性

 /
pl

as
m

id
 /

 c
at

io
n
ic

 p
o
ly

m
e
r 

/
 g

e
n
e
 t

ra
n
sf

e
c
ti
o
n

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

 

 72

 



 
科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

               

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

工
芸

繊
維

大
学

山
岡

 哲
二

 
造

血
幹

細
胞

特
異

的
吸

着
性

表
面

を
有

す
る

生
体

吸
収

性
ス

キ
ャ

ホ
ー

ル
ド

を
用

い
た

血
管

組
識

再
生

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

工
芸

繊
維

大
学

山
岡

 哲
二

 
生

分
解

性
ス

キ
ャ

ホ
ー

ル
ド

表
面

で
の

細
胞

内
直

接
遺

伝
子

導
入

を
利

用
し

た
組

織
再

生
基

盤
研

究
(C

)
疎

水
基

 /
 遺

伝
子

導
入

 /
 ル

シ
フ

ェ
ラ

ー
ゼ

 /
 組

織
再

生
 /

 非
ウ

ィ
ル

ス
合

成
ベ

ク
タ

ー
 /

 d
is

as
se

m
bl

y 
/
 n

o
n
vi

ra
l 
ve

c
to

r 
/

re
ge

n
e
ra

ti
ve

 m
e
di

c
in

e
 /

 h
yd

ro
ph

o
bi

c
 g

ro
u
p 

/
 ポ

リ
乳

酸
 /

 p
o
ly

 (
la

c
ti
c
 a

c
id

) 
/
 ミ

セ
ル

 /
 m

ic
e
lle

 /
 g

e
n
e
 d

e
liv

e
ry

 /
ge

n
e
 c

ar
ri
e
r 

/
 非

ウ
ィ

ル
ス

ベ
ク

タ
ー

 /
 ス

キ
ャ

ホ
ー

ル
ド

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

府
立

医
科

大
学

伊
藤

 和
弘

 
L
E
D

光
源

と
サ

ー
モ

ビ
ュ

ー
ア

に
よ

る
手

掌
多

汗
症

・
胸

部
交

感
神

経
焼

灼
術

の
医

療
工

学
的

検
討

基
盤

研
究

(C
)

L
E
D

 /
 胸

部
交

感
神

経
焼

灼
術

 /
 多

汗
症

 /
 t

h
o
ra

c
ic

 s
ym

pa
th

e
c
to

m
y 

/
 P

la
m

 h
id

ro
si

s
2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

府
立

医
科

大
学

高
松

 哲
郎

 
近

赤
外

超
短

パ
ル

ス
レ

ー
ザ

に
よ

る
光

音
響

生
体

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

技
術

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
生

体
医

用
工

学
 /

 多
光

子
吸

収
 /

 非
線

形
光

学
 /

 近
赤

外
光

 /
 光

音
響

 /
 超

短
光

パ
ル

ス
 /

 生
体

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 /
 血

管
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

府
立

医
科

大
学

徳
永

 大
作

 
足

部
疾

患
に

対
す

る
3
次

元
動

態
解

析
法

の
確

立
ー

足
部

疾
患

患
者

の
歩

行
改

善
を

目
指

し
て

ー
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

府
立

医
科

大
学

原
田

 義
規

 
ラ

マ
ン

光
を

用
い

た
細

胞
内

薬
物

代
謝

の
可

視
化

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

府
立

医
科

大
学

藤
原

 浩
芳

 
末

梢
神

経
再

生
に

お
け

る
グ

ル
コ

コ
ル

チ
コ

イ
ド

作
用

の
蛍

光
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
解

析
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

府
立

医
科

大
学

森
 敏

 
ポ

ー
タ

ブ
ル

型
尿

失
禁

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
開

発
と

高
齢

者
尿

失
禁

へ
の

臨
床

応
用

基
盤

研
究

(B
)

半
導

体
セ

ン
サ

 /
 携

帯
型

 /
 尿

失
禁

 /
 i
n
c
o
n
ti
-
n
e
n
c
e
 /

 n
o
rt

ab
le

 t
yp

e
 /

 s
e
m

ic
o
n
du

c
to

r 
o
do

r 
se

n
so

r
1
9
9
8
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

教
育

大
学

手
島

 光
司

細
胞

小
器

官
お

よ
び

種
々

の
分

化
細

胞
に

対
す

る
高

圧
力

パ
ル

ス
の

影
響

基
盤

研
究

(C
)

衝
撃

波
 /

 高
圧

力
パ

ル
ス

 /
 正

常
細

胞
 /

 細
胞

強
度

 /
 腫

瘍
細

胞
 /

 細
胞

膜
 /

 細
胞

の
接

着
性

 /
 細

胞
の

衝
撃

波
耐

性
 /

C
E
L
L
 W

A
L
L
 /

 T
U

M
O

R
 C

E
L
L
 /

 H
IG

H
 P

R
E
S
S
U

R
E
 P

U
L
S
E
 /

 L
D

H
法

 /
 C

E
L
L
U

L
A
R

 T
O

L
E
R
A
N

C
E
 T

O
 S

H
O

C
K
 W

A
V
E

/
 細

胞
の

衝
撃

波
耐

生
 /

 C
E
L
L
 S

T
R
E
N

G
T
H

 /
 S

H
O

C
K
 W

A
V
E
 /

 A
D

D
H

E
S
IV

E
N

E
S
S
 O

F
 C

E
L
L
 /

 ト
リ

パ
ン

ブ
ル

染
色

法
 /

N
O

R
M

A
L
 C

E
L
L

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

【
兵

庫
県

】

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

九
州

大
学

→
神

戸
大

学
坂

本
 憲

広
広

域
分

散
環

境
に

お
け

る
電

子
カ

ル
テ

の
安

全
性

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(C
)

電
子

カ
ル

テ
 /

 H
L
7
 /

 公
開

鍵
基

盤
 /

 属
性

証
明

書
 /

 利
用

者
認

証
 /

 権
限

管
理

 /
 電

子
署

名
 /

 開
鍵

証
明

書
 /

 電
子

書
名

/
 P

ri
vi

le
ge

 M
an

ag
e
m

e
n
t 

/
 公

開
鍵

証
明

書
 /

 P
u
bl

ic
 K

e
y 

C
e
rt

if
ic

at
e
 /

 U
se

r 
Id

e
n
ti
fi
c
at

io
n
 a

n
d 

A
u
th

e
n
ti
c
at

io
n
 /

P
u
bl

ic
 K

e
y 

In
fr

as
tr

u
c
tu

re
 /

 D
ig

it
al

 S
ig

n
at

u
re

 /
 E

le
c
tr

o
n
ic

 H
e
al

th
c
ar

e
 R

e
c
o
rd

 /
 情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
 /

 A
tt

ri
bu

te
C

e
rt

if
ic

at
e

2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

大
学

中
前

 勝
彦

次
世

代
眼

内
レ

ン
ズ

の
創

出
基

盤
研

究
(A

)
生

体
適

合
性

 /
 水

晶
体

 /
 眼

内
レ

ン
ズ

 /
 焦

点
距

離
 /

 グ
リ

ス
ニ

ン
グ

 /
 表

面
劣

化
 /

 タ
ン

パ
ク

質
吸

着
 /

 高
分

子
表

面
 /

 高
分

子
 /

 ゲ
ル

 /
 ハ

イ
ド

ロ
ゲ

ル
 /

 L
e
n
s 

/
 G

lis
te

n
in

g 
/
 硝

子
体

 /
 疎

水
性

 /
 I
n
tr

ao
c
u
la

r 
le

n
s 

/
 P

ro
te

in
 a

ds
o
rp

ti
o
n
 /

H
yd

ro
ge

l 
/
 B

io
c
o
m

pa
ti
bi

lit
y 

/
 F

o
c
al

 l
e
n
gt

h
 /

 P
o
ly

m
e
r 

su
rf

ac
e

1
9
9
8
年

度
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

大
学

西
野

 孝
 

X
線

回
折

測
定

に
よ

る
生

体
材

料
表

面
の

構
造

解
析

基
盤

研
究

(C
)

X
線

回
折

 /
 生

体
材

料
 /

 高
分

子
 /

 表
面

 /
 構

造
 /

 結
晶

 /
 構

造
解

析
 /

 薄
膜

 /
 ア

イ
ソ

タ
ク

チ
ッ

ク
・
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

 /
 ア

イ
ソ

タ
ク

チ
ッ

ク
・
ポ

リ
ブ

テ
ン

-
1
 /

 S
u
rf

ac
e
 /

 結
晶

化
度

 /
 T

h
in

 F
ilm

 /
 S

tr
u
c
tu

ra
l 
A
n
al

ys
is

 /
 P

o
ly

m
e
r 

/
 B

io
m

at
e
ri
al

s 
/
 X

-
ra

y 
D

if
fr

ac
ti
o
n
 /

 C
ry

st
al

 /
 S

tr
u
c
tu

re
1
9
9
8
年

度
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

大
学

正
井

 栄
一

マ
ニ

ピ
ュ

レ
ー

タ
を

使
用

し
た

人
体

精
密

穿
刺

装
置

の
開

発
及

び
密

封
小

線
源

装
置

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(B
)

3
D

表
示

 /
 P

E
I 
/
 ラ

ジ
オ

メ
ス

 /
 C

T
 /

 ヘ
リ

カ
ル

ス
キ

ャ
ン

C
T
 /

 微
小

放
射

線
源

 /
 手

術
ロ

ボ
ッ

ト
 /

 低
侵

襲
手

術
 /

o
pe

ra
ti
o
n
 r

o
bo

t 
/
 r

ad
io

 s
c
al

pe
l 
/
 l
o
w

 i
n
va

si
o
n
 o

pe
ra

ti
o
n
 /

 h
e
lic

al
 s

c
an

 c
o
m

pu
te

d 
to

m
o
gr

ap
h
 /

 C
T
内

視
鏡

 /
 ロ

ボ
ッ

ト
 /

 3
D

 /
 t

h
re

e
-
di

m
e
n
si

o
n
al

 d
is

pl
ay

 /
 m

in
u
te

 r
ad

ia
ti
o
n
 s

o
u
rc

e
1
9
9
8
年

度
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

大
学

中
前

 勝
彦

側
鎖

に
糖

を
有

す
る

高
分

子
に

よ
る

酵
素

の
安

定
化

と
そ

の
機

構
基

盤
研

究
(B

)
相

互
作

用
 /

 糖
鎖

 /
 高

分
子

 /
 安

定
化

 /
 活

性
 /

 酵
素

 /
 失

活
 /

 糖
 /

 配
糖

体
 /

 S
u
ga

r 
C

o
n
ta

in
in

g 
P
o
ly

m
e
r 

/
P
o
ly

m
e
r 

/
 D

e
n
at

u
ra

ti
o
n
 /

 酸
素

 /
 保

存
 /

 I
n
te

ra
c
ti
o
n
 /

 E
n
zy

m
e
 /

 S
u
ga

r 
c
h
ai

n
 /

 A
c
ti
vi

ty
 /

 S
ta

bi
liz

at
io

n
1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

甲
南

大
久

後
 行

平
 

高
分

子
材

料
表

面
へ

の
吸

着
に

基
づ

く
タ

ン
パ

ク
質

の
コ

ン
ホ

メ
ー

シ
ョ
ン

変
化

基
盤

研
究

(C
)

接
触

角
 /

 N
,N

-
ジ

メ
チ

ル
ア

ミ
ノ

エ
チ

ル
ア

ク
リ

レ
-
ト

 /
 U

V
照

射
処

理
 /

 N
,N

-
ジ

メ
チ

ル
ア

ミ
ノ

プ
ロ

ピ
ル

ア
ク

リ
ル

ア
ミ

ド
 /

 ス
チ

レ
ン

 /
 メ

タ
ク

リ
ル

酸
メ

チ
ル

 /
 顕

微
F
T

IR
A
T

R
 /

 共
重

合
体

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

薬
科

大
学

→
武

蔵
野

大
学

大
塚

 誠
3
次

元
空

間
制

御
細

胞
ス

キ
ャ

ホ
ー

ル
ド

と
骨

刺
激

因
子

放
出

制
御

に
よ

る
骨

細
胞

活
性

誘
導

基
盤

研
究

(C
)

人
工

骨
 /

 骨
再

生
医

療
 /

 バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 ナ

ノ
粒

子
 /

 リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

 /
 骨

粗
し

ょ
う

症
 /

 薬
物

放
出

制
御

 /
 薬

物
送

達
シ

ス
テ

ム
 /

 C
o
n
tr

o
lle

d 
dr

u
g 

re
le

as
e
 /

 B
io

m
at

e
ri
al

s 
/
 o

st
e
o
po

ro
si

s 
/
 薬

物
送

還
シ

ス
テ

ム
 /

 A
rt

if
ic

ia
l 
bo

n
e
 /

n
an

o
pa

rt
ic

le
 /

 B
o
n
e
 r

e
ge

n
e
ra

ti
ve

 m
e
di

c
in

e
 /

 D
ru

g 
de

liv
e
ry

 s
ys

te
m

 /
 c

al
c
iu

m
 p

h
o
sp

h
at

e
s

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

薬
科

大
学

大
塚

 誠
ナ

ノ
レ

ベ
ル

有
機

・
無

機
複

合
化

粒
子

か
ら

の
生

体
必

須
微

量
金

属
の

放
出

制
御

基
盤

研
究

(C
)

バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 生

体
必

須
微

量
金

属
 /

 有
機

・
無

機
複

合
化

粒
子

 /
 D

D
S
 /

 生
体

親
和

性
 /

 人
工

骨
セ

メ
ン

ト
 /

 ナ
ノ

レ
ベ

ル
構

造
体

 /
 b

io
af

fi
n
it
y 

/
 有

機
・
無

機
複

合
体

セ
メ

ン
ト

 /
 d

ru
g 

de
liv

e
ry

 s
ys

te
m

 /
 c

o
n
tr

o
lle

d 
dr

u
g 

re
le

as
e
 /

 放
出

制
御

 /
 b

io
-
e
ss

e
n
ti
al

 r
e
ar

 m
e
ta

l 
/
 ア

パ
タ

イ
ト

 /
 人

工
骨

材
料

 /
 b

io
m

at
e
ri
al

s 
/
 O

rg
an

ic
 /

 N
an

o
-
L
e
ve

l 
st

ru
c
tu

re
s 

/
ar

ti
fi
c
ia

l 
bo

n
e
 c

e
m

e
n
t 

/
 薬

物
放

出
制

御
 /

 I
n
o
rg

an
ic

 c
o
m

po
si

te
 p

ar
ti
c
le

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
2
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

             

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）

 

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

薬
科

大
学

大
塚

 誠
 

骨
親

和
性

高
分

子
/
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
複

合
体

を
用

い
る

生
体

内
信

号
応

答
性

薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

基
盤

研
究

(C
)

B
is

-
G

M
A
 /

 セ
フ

ァ
レ

キ
シ

ン
 /

 バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 骨

親
和

性
 /

 薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

 /
 人

工
骨

 /
 ハ

イ
ド

ロ
シ

ア
パ

タ
イ

ト
/
 生

体
親

和
性

 /
 b

io
af

fi
n
it
y 

/
 B

io
m

at
e
ri
al

s 
/
 b

o
n
e
 a

c
ti
vi

ty
 /

 h
yd

ro
xy

a
pa

ti
te

 /
 A

rt
if
ic

ia
l 
bo

n
e
 /

 C
e
ph

al
e
xi

n
 /

 D
ru

g
de

liv
e
ry

 s
ys

te
m

1
9
9
8
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

神
戸

薬
科

大
学

大
塚

 誠
生

体
内

信
号

に
応

答
す

る
薬

物
放

出
特

性
を

有
す

る
生

体
硬

組
織

親
和

性
薬

物
送

達
シ

ス
テ

ム
基

盤
研

究
(C

)

骨
密

度
 /

 薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

 /
 人

工
骨

 /
 ア

パ
タ

イ
ト

 /
 イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 バ

イ
オ

マ
テ

リ
ア

ル
 /

 骨
粗

鬆
症

 /
徐

放
化

, 
/
 除

放
化

 /
 バ

イ
オ

マ
テ

リ
ア

ル
, 
/
 骨

粗
鬆

症
, 
/
 a

ti
fi
c
ia

l 
bo

n
e
 /

 s
u
st

ai
n
e
d 

dr
u
g 

re
le

as
e
 /

 O
st

e
o
po

ro
si

s 
/

bo
n
e
 m

in
e
ra

l 
de

n
si

ty
 /

 i
n
te

lli
ge

n
t 

m
at

e
ri
al

s 
/
 a

pa
ti
te

 /
 徐

放
化

 /
 b

io
m

at
e
ri
al

s 
/
 薬

物
送

達
シ

ス
テ

ム
, 
/
 イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
マ

テ
リ

ア
ル

, 
/
 D

ru
g 

de
liv

e
ry

 s
ys

te
m

 /
 ア

パ
タ

イ
ト

, 
/
 人

工
骨

,

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

兵
庫

県
立

大
学

水
野

(松
本

) 
由

子
 

脳
機

能
・
自

律
神

経
機

能
の

測
定

・
解

析
に

よ
る

若
年

者
の

性
格

安
定

度
の

定
量

化
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

兵
庫

県
立

大
学

水
野

(松
本

) 
由

子
 

4
次

元
的

非
定

常
解

析
に

よ
る

児
童

の
安

定
的

性
格

形
成

に
関

連
し

た
脳

機
能

の
定

量
化

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(C
)

臨
床

神
経

生
理

学
 /

 生
物

・
生

体
工

学
 /

 精
神

神
経

科
学

 /
 脳

機
能

解
析

・
評

価
 /

 P
sy

c
h
ia

tr
y 

/
 B

ra
in

 F
u
n
c
ti
o
n
 A

n
al

ys
is

an
d 

A
ss

e
ss

m
e
n
t 

/
 C

lin
ic

al
 N

e
u
ro

ph
ys

io
lo

gy
 /

 B
io

lo
gy

 a
n
d 

B
io

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

金
沢

大
学

→
兵

庫
医

療
大

学
甲

谷
 繁

 
ヘ

ル
ス

ケ
ア

に
つ

な
げ

る
光

触
媒

型
活

性
酸

素
パ

ッ
チ

の
開

発
基

盤
研

究
(C

)
医

用
材

料
 /

 パ
ッ

チ
テ

ス
ト

 /
 活

性
酸

素
 /

 光
触

媒
 /

 化
学

発
光

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
8
年

度

【
奈

良
県

】

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
安

藤
 剛

重
金

属
含

有
精

密
設

計
高

分
子

に
よ

る
X
線

増
感

型
が

ん
治

療
法

の
創

出
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
→

徳
島

大
学

伊
藤

 嘉
浩

遺
伝

子
導

入
に

よ
る

細
胞

設
計

と
生

体
分

子
固

定
化

に
よ

る
材

料
設

計
を

総
合

し
た

細
胞

培
養

系
の

構
築

基
盤

研
究

(B
)

細
胞

培
養

系
 /

 材
料

設
計

 /
 遺

伝
子

導
入

 /
 細

胞
設

計
 /

 生
体

分
子

固
定

化
 /

 臓
器

再
生

 /
 ゼ

ラ
チ

ン
固

定
化

 /
 C

e
ll

c
u
lt
u
re

 /
 上

皮
細

胞
成

長
因

子
(E

G
F
) 

/
 ヘ

パ
リ

ン
固

定
化

 /
 光

固
定

化
 /

 ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

人
工

臓
器

 /
 M

at
e
ri
al

 d
e
si

gn
 /

 光
リ

ソ
グ

ラ
フ

法
 /

 C
e
ll 

de
si

gn
 /

 E
G

F
レ

セ
プ

タ
ー

遺
伝

子
 /

 光
リ

ソ
グ

ラ
フ

ィ
 /

 I
m

m
o
bi

liz
at

io
n
 /

 細
胞

分
化

 /
 バ

イ
オ

マ
テ

リ
ア

ル
/
 情

報
伝

達
分

子
 /

 成
長

因
子

固
定

化
 /

 細
胞

成
長

 /
 B

io
si

gn
al

 M
o
le

c
u
le

s

1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
谷

原
 正

夫
ア

ル
ギ

ン
酸

人
工

細
胞

外
マ

ト
リ

ク
ス

基
盤

研
究

(A
)

骨
形

成
ペ

プ
チ

ド
 /

 ア
ル

ギ
ン

酸
 /

 再
生

医
療

 /
 ア

パ
タ

イ
ト

 /
 細

胞
外

マ
ト

リ
ク

ス
 /

 組
織

工
学

 /
 ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
体

 /
 細

胞
死

制
御

 /
 b

o
n
e
-
fo

rm
in

g 
pe

pt
id

e
 /

 e
xt

ra
c
e
llu

la
r 

m
at

ri
x 

/
 ネ

ト
リ

ン
 /

 r
e
ge

n
e
ra

ti
ve

 m
e
di

c
in

e
 /

 h
yb

ri
d 

m
at

e
ri
al

s 
/
 c

e
ll-

de
at

h
 c

o
n
tr

o
l 
/
 A

lg
in

at
e
 /

 a
pa

ti
te

 /
 t

is
su

e
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g

2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
千

原
 國

宏
 

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

・
エ

コ
ー

診
断

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(A

)
P
D

A
 /

 ユ
ビ

キ
タ

ス
環

境
 /

 超
音

波
 /

 携
帯

型
プ

ロ
ー

ブ
 /

 計
算

サ
ー

バ
 /

 画
像

 /
 ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

 /
 無

線
L
A
N

 /
 U

bi
qu

it
o
u
s 

E
n
vi

ro
n
m

e
n
t 

/
 W

e
ar

ab
le

 C
o
m

pu
ti
n
g 

/
 P

ro
c
e
ss

in
g 

U
n
bi

t 
/
 M

o
bi

le
 P

ro
be

 /
 無

線
L
A
B

 /
E
c
h
o
gr

ap
h
y 

/
 W

ir
e
le

ss
 L

A
N

 /
 U

lt
ra

so
n
ic

 d
ia

gn
o
si

s
2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
湊

 小
太

郎
 

ハ
プ

テ
ィ

ッ
ク

・
フ

ォ
ー

ス
・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
よ

る
フ

ェ
ム

ト
ニ

ュ
ー

ト
ン

細
胞

触
診

法
の

研
究

基
盤

研
究

(B
)

細
胞

触
診

 /
 光

ピ
ン

セ
ッ

ト
 /

 力
計

測
 /

 ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

 /
 ハ

プ
テ

ィ
ッ

ク
デ

バ
イ

ス
 /

 O
pt

ic
al

 t
w

e
e
ze

rs
 /

 H
ap

ti
c
 d

e
vi

c
e

/
 ハ

プ
テ

ッ
ク

デ
バ

イ
ス

 /
 N

an
o
 t

e
c
h
n
o
lo

gy
 /

 P
al

pa
ti
o
n
 o

f 
th

e
 c

e
ll 

/
 F

o
rc

e
 m

e
as

u
re

m
e
n
t

2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
湊

 小
太

郎
M

R
拡

散
テ

ン
ソ

ル
画

像
か

ら
の

脳
内

神
経

束
走

行
抽

出
と

そ
の

3
次

元
構

成
基

盤
研

究
(C

)
M

R
I 
/
 神

経
束

抽
出

 /
 拡

散
テ

ン
ソ

ル
 /

 拡
散

強
調

画
像

 /
 対

称
性

 /
 M

R
 d

if
fu

si
o
n
 I
m

ag
in

g 
/
 s

ym
m

e
tr

y 
/
 d

if
fu

si
o
n

te
n
so

r 
/
 c

o
n
n
e
c
ti
vi

ty
 o

f 
w

h
it
e
 m

at
te

r
1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
0
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
湊

 小
太

郎
細

胞
骨

格
の

応
力

分
布

計
測

-
共

焦
点

レ
ー

ザ
顕

微
鏡

と
光

ピ
ン

セ
ッ

ト
に

よ
る

イ
ン

ビ
ボ

細
胞

診
断

基
盤

研
究

(B
)

細
胞

・
組

織
 /

 生
物

・
生

体
工

学
 /

 光
ピ

ン
セ

ッ
ト

 /
 共

焦
点

顕
微

鏡
 /

 O
pt

ic
al

 t
w

e
e
ze

rs
 /

 B
io

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 C

o
n
fo

c
al

M
ic

ro
sc

o
pe

 /
 C

e
ll,
 T

is
su

e
2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

県
立

医
科

大
学

大
串

 始
 

免
疫

抑
制

剤
を

用
い

た
同

種
骨

髄
細

胞
と

セ
ラ

ミ
ッ

ク
の

複
合

移
植

基
盤

研
究

(B
)

骨
形

成
 /

 免
疫

抑
制

剤
 /

 同
種

移
植

 /
 骨

髄
細

胞
 /

 骨
髄

 /
 セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
 /

 i
m

m
u
n
o
su

pp
re

ss
io

n
 /

 b
o
n
e
 m

ar
ro

w
 /

bo
n
e
 f

o
rm

at
io

n
 /

 セ
ラ

ミ
ッ

ク
1
9
9
7
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

県
立

医
科

大
学

大
串

 始
 

遺
伝

子
発

現
よ

り
と

ら
え

た
骨

形
成

能
を

有
す

る
生

体
材

料
の

開
発

(種
々

生
体

材
料

上
で

の
骨

髄
細

胞
の

一
般

研
究

(C
)→

基
盤

研
究

(C
)

骨
形

成
 /

 骨
髄

 /
 セ

ラ
ミ

ッ
ク

 /
 O

st
e
o
ge

n
e
si

s 
/
 C

e
ra

m
ic

s 
/
 B

o
n
e
 M

ar
ro

w
 /

 遺
伝

子
発

現
 /

 生
体

材
料

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

県
立

医
科

大
学

清
水

 壽
一

郎
心

室
壁

の
不

均
一

性
に

基
づ

く
心

筋
分

子
モ

ー
タ

挙
動

と
興

奮
収

縮
連

関
の

統
合

的
解

析
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

県
立

医
科

大
学

吉
川

 隆
章

 
骨

髄
間

葉
系

幹
細

胞
に

よ
る

骨
お

よ
び

皮
膚

の
再

生
治

療
研

究
基

盤
研

究
(C

)
sk

in
 /

 t
h
e
ra

py
 /

 r
e
ge

n
e
ra

ti
o
n
 /

 e
st

ri
o
l 
/
 b

o
n
e
 /

 m
ar

ro
w

 /
 d

e
xa

m
e
th

as
o
n
e
 /

 D
e
xa

m
e
th

as
o
n
e
 /

 B
o
n
e
 /

 m
ar

ro
w

c
e
ll

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

県
立

医
科

大
学

吉
川

 隆
章

 
遺

伝
子

工
学

的
手

法
を

併
用

し
た

組
織

修
復

治
療

の
研

究
基

盤
研

究
(C

)
th

e
ra

py
 /

 w
o
u
n
d 

/
 b

o
n
e
 /

 g
e
n
e
 /

 r
e
ge

n
e
ra

ti
o
n
 /

 t
is

su
e
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g

2
0
0
0
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

奈
良

県
立

医
科

大
学

吉
川

 隆
章

生
体

材
料

上
で

の
骨

形
成

過
程

に
お

け
る

c
-
S
R
C

遺
伝

子
発

現
-
in

 v
it
ro

お
よ

び
in

 v
iv

o
基

盤
研

究
(C

)
B

io
m

at
e
ri
al

 /
 o

st
e
o
ge

n
e
si

s 
/
 O

st
e
o
ge

n
e
si

s 
/
 S

R
C

 g
e
n
e
 /

 c
S
R
C

 g
e
n
e
 /

 A
lk

al
in

e
 p

h
o
sp

h
at

as
e
 /

 T
is

su
e

e
n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 O

st
e
o
c
al

c
in

 /
 o

st
e
o
c
al

c
in

 /
 t

is
su

e
 e

n
gi

n
e
e
ri
n
g 

/
 b

io
m

at
e
ri
al

 /
 a

lk
al

in
e
 p

h
o
sp

h
at

as
e
 /

 c
-
S
R
C

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
8
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

                     

（
U

R
L：

ht
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ke
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rc
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gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 

 

【
滋

賀
県

】

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

滋
賀

医
科

大
学

犬
伏

 俊
郎

M
R

画
像

に
よ

る
生

体
内

標
識

幹
細

胞
の

無
侵

襲
追

跡
技

術
と

再
生

医
療

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(S
)

近
赤

外
 /

 細
胞

標
識

 /
 幹

細
胞

 /
 M

R
I 
/
 蛍

光
プ

ロ
ー

ブ
 /

 分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 /
 ナ

ノ
粒

子
 /

 常
時

性
鉄

粒
子

 /
 H

V
J
-
E
 /

組
胞

画
像

 /
 超

常
磁

性
鉄

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

滋
賀

医
科

大
学

犬
伏

 俊
郎

安
定

同
位

体
標

識
を

用
い

た
M

R
法

に
よ

る
脳

死
患

者
の

脳
・
肝

機
能

ス
テ

-
ジ

ン
グ

一
般

研
究

(A
)→

基
盤

研
究

(A
)

脳
死

 /
 代

謝
動

態
 /

 ^
<
1
3
>
C

 N
M

R
 /

 非
侵

襲
的

計
測

 /
 多

量
子

遷
移

 /
 生

体
N

M
R
 /

 ス
テ

-
ジ

ン
グ

 /
 多

重
共

鳴
N

M
R
 /

肝
代

謝
機

能
 /

 ア
ラ

ニ
ン

代
謝

 /
 デ

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

 /
 グ

ル
コ

-
ス

代
謝

 /
 s

ta
gi

n
g 

/
 ^

<
1
3
>
C

, 
/
 b

ra
in

, 
/
 n

o
n
-
in

va
si

ve
, 
/

liv
e
r,
 /

 b
ra

in
 d

e
at

h
, 
/
 N

M
R
-
tr

ac
e
r,
 /

 g
lu

c
o
se

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

京
都

大
学

→
滋

賀
医

科
大

学
小

森
 優

 
医

師
の

触
診

教
育

・
手

術
手

技
訓

練
を

目
的

と
し

た
心

臓
手

術
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

開
発

基
盤

研
究

(C
)

手
術

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

 /
 仮

想
現

実
技

術
 /

 有
限

要
素

法
 /

 h
ap

ti
c
s 

/
 触

診
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

 /
 H

ap
ti
c
s 

/
 S

u
rg

ic
al

S
im

u
la

to
r 

/
 P

al
pa

ti
o
n
 /

 F
in

it
e
 E

le
m

e
n
ts

 M
e
th

o
d 

/
 V

ir
tu

al
 R

e
al

it
y 

T
e
c
h
n
o
lo

gy
2
0
0
1
年

度
～

2
0
0
2
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

滋
賀

医
科

大
学

遠
山

 育
夫

 
高

磁
場

M
R

装
置

を
用

い
た

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
の

画
像

診
断

法
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

立
命

館
大

学
小

西
 聡

再
生

医
療

移
植

技
術

支
援

の
た

め
の

マ
イ

ク
ロ

マ
シ

ン
基

盤
技

術
の

研
究

開
発

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

立
命

館
大

学
牧

川
 方

昭
 

日
常

生
活

に
お

け
る

精
神

的
ス

ト
レ

ス
の

定
量

計
測

基
盤

研
究

(C
)

精
神

的
ス

ト
レ

ス
 /

 蠕
動

運
動

 /
 無

拘
束

計
測

 /
 近

赤
外

光
 /

 胃
 /

 マ
イ

ク
ロ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

 /
 i
n
fr

ar
e
d 

lig
h
t 

/
m

ic
ro

c
o
m

pu
te

r 
/
 p

e
ri
st

al
ti
c
 m

o
ti
o
n
 /

 s
to

m
ac

h
 /

 コ
ー

ル
ド

テ
ス

ト
 /

 胃
電

図
 /

 m
e
n
ta

l 
st

re
ss

 /
 a

m
bu

la
to

ry
m

o
n
it
o
ri
n
g 

/
 血

液
1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
1
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

立
命

館
大

学
山

本
 憲

隆
生

体
内

張
力

計
測

用
マ

イ
ク

ロ
フ

ォ
ー

ス
セ

ン
サ

ー
の

開
発

と
評

価
基

盤
研

究
(B

)
ひ

ず
み

ゲ
ー

ジ
 /

 腱
 /

 バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 生

体
内

張
力

 /
 マ

イ
ク

ロ
セ

ン
サ

 /
 靭

帯
 /

 生
体

内
計

測
 /

 生
体

内
 /

 靱
帯

 /
フ

ォ
ー

ス
セ

ン
サ

 /
 張

力
 /

 I
n
 v

iv
o
 t

e
n
si

o
n
 /

 B
io

m
e
c
h
an

ic
s 

/
 L

ig
am

e
n
t 

/
 S

tr
a
in

 g
au

ge
 /

 荷
重

 /
 I

n
 v

iv
o

m
e
as

u
re

m
e
n
t 

/
 M

ic
ro

 s
e
n
so

r 
/
 T

e
n
do

n
1
9
9
9
年

度
～

2
0
0
0
年

度

【
和

歌
山

県
】

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

速
水

 尚
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

利
用

し
た

部
位

選
択

的
骨

伝
導

能
を

有
す

る
人

工
関

節
軟

骨
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

速
水

 尚
ナ

ノ
ス

ケ
ー

ル
ア

パ
タ

イ
ト

生
体

結
合

膜
に

よ
る

人
工

関
節

軟
骨

へ
の

高
度

組
織

親
和

性
付

与
基

盤
研

究
(C

)
人

工
関

節
軟

骨
 /

 超
薄

膜
 /

 生
体

親
和

性
 /

 バ
イ

オ
マ

テ
リ

ア
ル

 /
 バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
 /

 ハ
イ

ド
ロ

ゲ
ル

 /
 レ

ー
ザ

ア
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

 /
 ア

パ
タ

イ
ト

 /
 a

pa
ti
te

 /
 b

io
c
o
m

pa
ti
bi

lit
y 

/
 a

rt
if
ic

ia
l 
ar

ti
c
u
la

r 
c
ar

ti
la

ge
 /

 b
io

m
at

e
ri
al

 /
 h

yd
ro

ge
l 
/

bi
o
m

e
c
h
an

ic
s 

/
 t

h
in

 f
ilm

 /
 ハ

イ
ド

ロ
キ

シ
ア

パ
タ

イ
ト

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

速
水

 尚
骨

粗
鬆

症
に

よ
る

大
腿

骨
頚

部
骨

折
の

発
生

機
序

と
骨

固
定

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

の
開

発
基

盤
研

究
(C

)
骨

粗
鬆

症
 /

 大
腿

骨
頚

部
骨

折
 /

 骨
伝

導
能

 /
 摩

擦
 /

 骨
固

定
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
 /

 破
壊

様
式

 /
 B

o
n
e
 f

ix
at

io
n
 i
n
pl

an
ts

 /
 構

造
脆

弱
性

 /
 骨

梁
構

造
 /

 F
e
m

o
ra

l 
n
e
c
k 

fr
ac

tu
re

 /
 マ

イ
ク

ロ
C

T
 /

 B
o
n
e
 c

o
n
du

c
ti
o
n
 /

 F
ra

c
tu

re
 m

o
de

s 
/
 F

ri
c
ti
o
n
 /

O
st

e
o
po

ro
si

s 
/
 バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ッ

ク
ス

2
0
0
2
年

度
～

2
0
0
3
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

速
水

 尚
骨

粗
鬆

症
に

よ
る

海
綿

骨
の

病
的

変
化

過
程

の
解

明
と

骨
折

予
防

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(C
)

骨
折

 /
 骨

粗
鬆

症
 /

 生
体

力
学

 /
 亀

裂
 /

 海
綿

骨
1
9
9
8
年

度
～

1
9
9
9
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

速
水

 尚
骨

粗
鬆

症
海

綿
骨

の
骨

梁
構

造
形

態
と

骨
折

機
序

に
関

す
る

生
体

力
学

的
研

究
基

盤
研

究
(C

)
骨

粗
鬆

症
 /

 海
綿

骨
 /

 骨
形

態
計

測
 /

 バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

 /
 骨

梁
 /

 大
腿

骨
頚

部
骨

折
 /

 I
n
tr

ac
ap

su
la

r 
F
e
m

o
ra

l 
N

e
c
k

F
ra

c
tu

re
 /

 B
io

m
e
c
h
an

ic
s 

/
 B

o
n
e
 M

o
rp

h
o
m

e
tr

y 
/
 骨

梁
構

造
 /

 大
腿

骨
頸

部
骨

折
 /

 生
体

力
学

 /
 O

st
e
o
po

ro
si

s 
/

C
an

c
e
llo

u
s 

B
o
n
e
 /

 T
ra

be
c
u
la

1
9
9
6
年

度
～

1
9
9
7
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

本
津

 茂
樹

レ
ザ

-
ア

ブ
レ

-
シ

ョ
ン

法
に

よ
る

骨
組

織
の

薄
膜

化
と

そ
の

生
体

へ
の

適
用

基
盤

研
究

(C
)

バ
イ

オ
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
 /

 ハ
イ

ド
ロ

キ
シ

ア
パ

タ
イ

ト
 /

 イ
ン

プ
ラ

ン
ト

材
 /

 レ
-
ザ

-
ア

ブ
レ

-
シ

ョ
ン

 /
 生

体
親

和
性

 /
 i
n
-
vi

tr
o
 /

B
IO

C
O

M
P

A
T
IB

L
E
 /

 P
U

L
S
E
D

 L
A
S

E
R
 D

E
P

O
S
IT

IO
N

 /
 薄

膜
 /

 パ
ル

ス
レ

-
ザ

-
デ

ポ
ジ

シ
ョ
ン

 /
 H

Y
D

R
O

X
Y
A
P
A
T
IT

E
 /

in
-
vi

vo
 /

 イ
ン

プ
ラ

ン
ト

 /
 B

IO
C

E
R
A
M

IC
S
 /

 I
N

-
V
IT

R
O

 /
 I
M

P
L
A
N

T
 M

A
T
E
R
IA

L
S

1
9
9
5
年

度
～

1
9
9
6
年

度

医
用

生
体

工
学

・
生

体
材

料
学

近
畿

大
学

生
物

理
工

学
部

森
本

 康
一

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
を

有
す

る
新

奇
I型

コ
ラ

ー
ゲ

ン
の

機
能

解
析

と
培

養
工

学
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

)

細
胞

培
養

 /
 走

査
型

電
子

顕
微

鏡
観

察
 /

 好
中

球
 /

 細
胞

接
着

 /
 線

維
芽

細
胞

3
T
3
-
L
1
 /

 免
疫

電
子

顕
微

鏡
観

察
 /

 蛍
光

顕
微

鏡
観

察
 /

 網
目

形
成

コ
ラ

ー
ゲ

ン
 /

 C
e
ll 

c
u
lt
u
re

 /
 C

o
lla

ge
n
 /

 F
ib

ro
bl

as
t 

3
T
3
-
L
1
 /

 3
本

螺
旋

構
造

 /
 細

胞
浸

潤
 /

C
e
ll 

ad
h
e
si

o
n
 /

 N
e
u
tr

o
ph

il 
/
 止

血
効

果
 /

 I
m

m
u
n
o
e
le

c
tr

o
n
 m

ic
ro

sc
o
py

 /
 F

lu
o
re

sc
e
n
c
e
 m

ic
ro

sc
o
py

 /
 微

細
網

目
形

成
コ

ラ
ー

ゲ
ン

 /
 S

c
an

n
in

g 
e
le

c
tr

o
n
 m

ic
ro

sc
o
py

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
5
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）
 
 
 
 

 

【
大

阪
府

】

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

浅
沼

 俊
彦

胸
痛

消
失

後
の

心
筋

虚
血

診
断

:組
織

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

に
よ

る
高

感
度

超
音

波
診

断
シ

ス
テ

ム
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

浅
沼

 俊
彦

低
周

波
超

音
波

に
よ

る
血

管
拡

張
と

組
織

潅
流

改
善

効
果

:組
織

内
一

酸
化

窒
素

の
検

討
基

盤
研

究
(C

)
超

音
波

 /
 一

酸
化

窒
素

 /
 生

体
分

子
 /

 B
io

m
o
le

c
u
le

 /
 U

n
tr

as
o
u
n
d 

/
 N

it
ri
c
 O

xi
de

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

石
蔵

 文
信

 
小

動
物

に
お

い
て

ス
ト

レ
ス

が
心

機
能

に
及

ぼ
す

影
響

を
評

価
す

る
た

め
の

超
音

波
指

標
の

応
用

開
発

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

石
蔵

 文
信

 
心

筋
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
エ

コ
ー

法
に

よ
る

冠
細

動
脈

叢
の

可
視

化
と

動
態

変
化

の
意

義
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

)
超

音
波

 /
 マ

イ
ク

ロ
バ

ブ
ル

 /
 細

動
脈

 /
 冠

動
脈

 /
 音

圧
 /

 心
筋

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

法
 /

 C
o
ro

n
ar

y 
A
rt

e
ry

 /
M

ic
ro

bu
bb

le
 /

 M
e
c
h
an

ic
al

 I
n
de

x 
/
 C

o
n
tr

as
t 

E
c
h
o
c
ar

di
o
gr

ap
h
y 

/
 U

lt
ra

so
u
n
d 

/
 C

o
ro

n
ar

y
A

rt
e
ri
o
le

 /
 心

筋
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
エ

コ
ー

法
2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

→
兵

庫
医

科
大

学
上

甲
 剛

→
富

山
 憲

幸
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
断

層
画

像
を

用
い

た
肺

リ
モ

デ
リ

ン
グ

評
価

用
バ

イ
マ

ー
カ

ー
の

創
出

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

上
甲

 剛
 

高
次

統
計

量
を

用
い

た
原

因
不

明
の

間
質

性
肺

炎
診

断
支

援
シ

ス
テ

ム
の

構
築

基
盤

研
究

(C
)

C
T
 /

 e
n
tr

o
py

 /
 v

ar
ia

n
c
e
 /

 c
o
n
tr

as
t 

/
 v

o
lu

m
e
 h

is
to

gr
am

 a
n
al

ys
is

 /
 原

因
不

明
の

間
質

性
肺

炎
 /

U
IP

 /
 c

o
m

pu
te

d 
to

m
o
gr

ap
h
y 

/
 C

o
n
tr

as
t 

/
 間

質
性

肺
炎

 /
 V

ar
ia

n
t 

/
 i
di

o
pa

th
ic

 i
n
te

rs
ti
ti
al

pn
e
u
m

o
n
ia

 /
 E

n
tr

o
py

 /
 ボ

リ
ュ

ー
ム

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

 /
 テ

ク
ス

チ
ャ

ー
解

析
 /

 V
o
lu

m
e
 H

is
to

gr
am

A
n
al

ys
is

 /
 v

o
lu

m
e
 d

at
a 

/
 特

発
性

間
質

性
肺

炎
 /

 N
S
IP

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

金
子

 真
 

生
体

眼
角

膜
変

形
遅

れ
特

性
の

発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

坂
田

 泰
史

 
超

音
波

法
を

用
い

た
新

し
い

拡
張

機
能

評
価

法
の

確
立

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

谷
山

 義
明

 
超

音
波

を
用

い
た

難
治

性
疾

患
へ

の
新

規
治

療
法

の
開

発
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

別
府

 慎
太

郎
マ

イ
ク

ロ
バ

ブ
ル

と
超

音
波

を
用

い
た

ド
ラ

ッ
グ

・
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

新
手

法
開

発
基

盤
研

究
(B

)
超

音
波

 /
 マ

イ
ク

ロ
バ

ブ
ル

 /
 ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

 /
 M

ic
ro

bu
bb

le
 /

 U
lt
ra

so
u
n
d 

/
 D

ru
g 

D
e
liv

e
ry

 /
 ド

ラ
ッ

グ
・
デ

リ
バ

リ
ー

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

別
府

 慎
太

郎
 

選
択

的
支

配
領

域
造

影
を

可
能

と
す

る
静

脈
性

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

エ
コ

ー
法

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
超

音
波

 /
 潅

流
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
 /

 コ
ン

ト
ラ

ス
ト

エ
コ

ー
 /

 選
択

的
 /

 造
影

 /
 微

小
気

泡
 /

 M
ic

ro
bu

bb
le

 /
C

o
n
tr

as
t 

/
 C

o
n
tr

as
t 

E
c
h
o
 /

 P
e
rf

u
si

o
n
 I
m

ag
in

g 
/
 U

lt
ra

so
u
n
d 

/
 S

e
le

c
ti
ve

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

増
山

 理
 

心
不

全
の

進
展

・
治

療
評

価
の

た
め

の
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

リ
モ

デ
リ

ン
グ

の
超

音
波

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

基
盤

研
究

(B
)

心
不

全
 /

 超
音

波
 /

 細
胞

外
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
 /

 組
織

性
状

診
断

 /
 レ

ニ
ン

・
ア

ン
ジ

オ
テ

ン
シ

ン
系

 /
R

e
m

o
de

lin
g 

/
 C

ar
di

ac
 H

yp
e
rt

ro
ph

y 
/
 H

e
ar

t 
F
ai

lu
re

 /
 U

lt
ra

so
u
n
d

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

松
村

 泰
志

 
初

期
診

断
の

支
援

シ
ス

テ
ム

の
た

め
の

知
識

収
集

お
よ

び
処

理
方

法
に

関
す

る
研

究
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

松
村

 泰
志

 
診

療
情

報
の

構
造

化
と

検
索

の
仕

組
み

に
関

す
る

研
究

基
盤

研
究

(C
)

退
院

時
サ

マ
リ

 /
 X

M
L
 /

 デ
ー

タ
ウ

ェ
ア

ハ
ウ

ス
 /

 電
子

カ
ル

テ
 /

 経
過

記
録

 /
 構

造
化

デ
ー

タ
 /

 テ
ン

プ
レ

ー
ト

 /
 リ

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
 /

 d
at

a 
w

ar
e
h
o
u
se

 /
 X

M
K
 /

 テ
ン

プ
レ

ー
ト

入
力

 /
 プ

ロ
グ

レ
ス

ノ
ー

ト
 /

 S
tr

u
c
tu

re
d 

da
ta

 e
n
tr

y 
/
 e

le
c
tr

o
n
ic

 p
at

ie
n
t 

re
c
o
rd

 /
 検

査
レ

ポ
ー

ト
 /

 t
e
m

pl
at

e
 /

 構
造

化
デ

ー
タ

登
録

 /
 e

xa
m

in
at

io
n
 r

e
po

rt
 /

 d
is

c
h
ar

ge
 s

u
m

m
ar

y 
/
 p

ro
gr

e
ss

 n
o
te

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

大
学

山
田

 憲
嗣

 
複

眼
光

学
系

を
利

用
し

た
マ

ル
チ

機
能

フ
ィ

ル
タ

ビ
ジ

ョ
ン

内
視

鏡
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

医
科

大
学

梶
本

 宜
永

セ
ン

サ
ー

型
腫

瘍
切

除
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

-
が

ん
特

異
的

光
フ

ァ
イ

バ
ー

型
腫

瘍
セ

ン
サ

ー
の

応
用

-
基

盤
研

究
(C

)

脳
腫

瘍
 /

 手
術

ロ
ボ

ッ
ト

 /
 光

線
力

学
診

断
 /

 腫
瘍

セ
ン

サ
ー

 /
 ア

ミ
ノ

レ
ブ

リ
ン

酸
 /

 蛍
光

ガ
イ

ド
 /

 悪
性

神
経

膠
腫

 /
 腫

瘍
可

視
化

 /
 F

L
U

O
R
E
S
C

E
N

C
E
 G

U
ID

E
 /

 T
U

M
O

R
 S

E
N

S
O

R
 /

P
H

O
T
O

D
Y
N

A
M

IC
 D

IA
G

N
O

S
IS

 /
 A

M
IN

O
L
E
V
U

L
IN

IC
 A

C
ID

 /
 自

動
制

御
 /

 T
U

M
O

R
V

IS
U

A
L
IZ

A
T
IO

N
 /

 O
P

E
R

A
T
T
O

N
 R

O
B

O
T
 /

 B
R
A
IN

 T
U

M
O

R
 /

 癌
 /

 M
A
L
IG

N
A
N

T
 G

L
IO

M
A

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
4
年

度
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科
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研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

府
立

大
学

堀
中

 博
道

 
光

ア
シ

ス
ト

超
音

波
速

度
変

化
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
法

に
よ

る
生

体
画

像
診

断
装

置
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

電
気

通
信

大
学

長
倉

 俊
明

近
赤

外
散

乱
光

に
よ

る
3
次

元
的

粘
膜

下
組

織
診

断
の

内
視

鏡
へ

の
応

用
基

盤
研

究
(C

)
近

赤
外

光
 /

 3
次

元
計

測
 /

 内
視

鏡
画

像
 /

 粘
膜

組
織

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

大
阪

電
気

通
信

大
学

長
倉

 俊
明

時
空

間
的

位
相

差
に

よ
る

3
次

元
計

測
と

超
解

像
の

3
次

元
内

視
鏡

診
断

へ
の

応
用

検
討

基
盤

研
究

(C
)

3
次

元
計

測
 /

 内
視

鏡
画

像
 /

 粘
膜

組
織

 /
 近

赤
外

 /
 空

間
的

視
差

画
像

 /
 複

眼
ビ

ジ
ョ
ン

チ
ッ

プ
 /

 時
間

的
位

相
差

画
像

 /
 内

視
鏡

診
断

 /
 M

u
c
o
sa

l 
ti
ss

u
e
 /

 E
n
do

sc
o
pe

 /
 E

n
do

sc
o
pi

c
 d

ia
gn

o
si

s
2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

近
畿

大
学

北
野

 雅
之

 
超

音
波

内
視

鏡
下

バ
イ

オ
セ

ン
サ

ー
穿

刺
法

の
開

発
と

膵
疾

患
の

局
所

病
態

評
価

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(C
)

消
化

器
内

視
鏡

 /
 検

査
診

断
シ

ス
テ

ム
 /

 膵
臓

病
学

 /
 超

音
波

医
学

科
2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

近
畿

大
学

北
野

 雅
之

高
分

解
能

超
音

波
内

視
鏡

造
影

に
よ

る
膵

微
小

循
環

動
態

の
検

討
-
診

断
お

よ
び

治
療

へ
の

応
用

-
基

盤
研

究
(C

)
微

小
循

環
 /

 超
音

波
内

視
鏡

 /
 造

影
ハ

ー
モ

ニ
ッ

ク
法

 /
 e

n
do

so
n
o
gr

ap
h
y 

/
 超

音
波

内
視

鏡
検

査
 /

膵
腫

瘍
 /

 超
音

波
造

影
剤

 /
 m

ic
ro

c
ir
c
u
la

ti
o
n
 /

 c
o
n
tr

as
t-

e
n
h
an

c
e
d 

h
ar

m
o
n
ic

 m
o
de

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

近
畿

大
学

工
藤

 正
俊

 
精

密
血

流
画

像
解

析
法

の
新

規
開

発
に

よ
る

動
・
門

脈
血

流
の

分
離

定
量

評
価

と
肝

発
癌

研
究

へ
の

応
用

基
盤

研
究

(B
)

P
u
re

 a
rt

e
ri
al

 p
h
as

e
 i
m

ag
in

g 
/
 純

動
脈

相
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
 /

 肝
腫

瘍
 /

 肝
細

胞
癌

 /
 腺

腫
様

過
形

成
 /

S
o
n
az

o
id

 /
 前

癌
病

変
 /

 L
e
vo

vi
st

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

近
畿

大
学

工
藤

 正
俊

肝
発

癌
の

進
展

と
血

流
動

態
お

よ
び

肝
類

洞
細

胞
機

能
変

化
:造

影
ハ

ー
モ

ニ
ッ

ク
法

に
よ

る
病

態
解

明
基

盤
研

究
(C

)

腺
腫

様
過

形
成

 /
 動

脈
血

流
 /

 肝
細

胞
癌

 /
 門

脈
血

流
 /

 高
分

化
型

肝
癌

 /
 血

流
イ

メ
ー

ジ
 /

 純
動

脈
相

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

 /
 P

u
re

 a
rt

e
ri
al

 p
h
as

e
 i
m

ag
in

g 
/
 P

o
rt

al
 f

lo
w

 /
 N

o
du

le
-
in

-
n
o
du

le
 H

C
C

 /
n
o
du

le
-
in

-
n
o
du

le
 H

C
C

 /
 E

ar
ly

 h
e
pa

to
c
e
llu

la
r 

c
ar

c
in

o
m

a 
/
 H

e
pa

to
c
e
llu

la
r 

C
ar

c
in

o
m

a 
/

n
o
du

le
-
in

-
n
o
du

le
 /

 V
as

c
u
la

r 
im

ag
in

g 
/
 C

D
6
8
 /

 D
ys

pl
as

ti
c
 n

o
du

le
 /

 K
u
pf

fe
r細

胞
 /

 A
rt

e
ri
al

fl
o
w

 /
 C

o
de

d 
ph

as
e
 i
n
ve

rs
io

n
 h

ar
m

o
n
ic

2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

近
畿

大
学

白
石

 浩
平

 
診

断
/
制

御
と

分
取

デ
バ

イ
ス

と
し

て
の

細
胞

マ
イ

ク
ロ

ア
レ

イ
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

近
畿

大
学

白
石

 浩
平

 
刺

激
応

答
性

高
分

子
を

表
面

修
飾

し
た

細
胞

診
断

・
分

取
用

マ
イ

ク
ロ

ア
レ

イ
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

【
京

都
府

】

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

大
学

梅
村

 晋
一

郎
超

音
波

エ
コ

ー
反

転
検

出
に

よ
る

低
侵

襲
治

療
モ

ニ
タ

法
の

開
発

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

大
学

玄
 丞

烋
 

細
胞

増
殖

制
御

に
よ

る
生

体
組

織
及

び
臓

器
保

存
・
治

療
シ

ス
テ

ム
基

盤
研

究
(B

)

生
体

組
織

保
存

 /
 E

G
C

G
 /

 神
経

保
存

 /
 ポ

リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

 /
 移

植
 /

 ヒ
ト

角
膜

 /
 膵

島
及

び
皮

膚
組

織
 /

生
体

組
織

移
植

 /
 血

小
板

 /
 エ

ピ
ガ

ロ
カ

テ
キ

ン
ガ

レ
ー

ト
 /

 i
m

m
u
n
o
to

le
ra

n
c
e
 /

 i
n
ti
m

al
 h

yp
e
rp

la
si

a 
/

pl
at

e
le

t 
/
 l
iv

in
g 

ti
ss

u
e
 p

re
se

rv
at

io
n
 /

 血
小

板
保

存
 /

 膵
島

 /
 i
sl

e
t 

/
 免

疫
抑

制
効

果
 /

 膵
島

保
存

/
 免

疫
抑

制
 /

 t
ra

n
sp

la
n
ta

ti
o
n
 /

 内
膜

肥
厚

抑
制

 /
 細

胞
増

殖
制

御
 /

 c
o
rn

e
a 

/
 内

膜
肥

厚
 /

 角
膜

/
 角

膜
保

存

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

大
学

古
林

 徹
 

加
速

器
中

性
子

捕
捉

療
法

照
射

シ
ス

テ
ム

用
の

液
体

リ
チ

ウ
ム

中
性

子
発

生
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
開

発
基

盤
研

究
(A

)
2
0
0
8
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

大
学

古
林

 徹
 

小
型

陽
子

加
速

機
で

発
生

す
る

中
性

子
を

直
設

用
い

る
中

性
子

捕
捉

療
法

用
照

射
場

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
小

型
陽

子
加

速
器

 /
 中

性
子

発
生

タ
ー

ゲ
ッ

ト
 /

 直
接

中
性

子
 /

 B
N

C
T
 /

 バ
ッ

キ
ン

グ
材

 /
 中

性
子

捕
捉

療
法

 /
 陽

子
エ

ネ
ル

ギ
ー

 /
 リ

チ
ウ

ム
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

大
学

酒
井

 晃
マ

ル
チ

モ
ダ

リ
テ

ィ
磁

気
共

鳴
像

を
用

い
た

統
計

的
病

態
解

析
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

す
る

基
礎

的
検

討
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

大
学

椎
名

 毅
 

超
音

波
サ

テ
ラ

イ
ト

ビ
ュ

ー
映

像
法

:高
次

生
体

機
能

・
性

状
情

報
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

大
学

平
岡

 眞
寛

 
強

磁
性

セ
ラ

ミ
ッ

ク
微

少
球

を
用

い
た

深
部

が
ん

局
所

高
温

度
治

療
法

の
開

発
基

盤
研

究
(A

)

肝
腫

瘍
 /

 深
部

加
温

 /
 磁

性
微

粒
子

 /
 温

熱
微

小
球

 /
 温

熱
治

療
 /

 F
e
_3

O
_4

 /
 マ

グ
ネ

タ
イ

ト
 /

m
ag

n
e
ti
c
 p

ar
ti
c
le

 /
 中

空
微

小
球

 /
 h

o
llo

w
 m

ic
ro

sp
h
e
re

s 
/
 F

e
3
0
4
 /

 d
e
e
p 

h
yp

e
rt

h
e
m

ia
 /

e
m

u
ls

io
n
 /

 m
ag

n
e
ti
te

 /
 h

yp
e
rt

h
e
rm

ia
 /

 l
iv

e
r 

tu
m

o
r 

/
 h

yp
e
rt

h
e
rm

ia
 m

ic
ro

 s
ph

e
re

 /
 エ

マ
ル

シ
ョ

ン

2
0
0
3
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

京
都

工
芸

繊
維

大
学

福
澤

 理
行

組
織

動
き

の
周

期
性

解
析

に
基

づ
く
超

音
波

エ
コ

ー
動

画
像

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
診

断
支

援
基

盤
研

究
(C

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
9
年

度
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科
学
研
究
費
補
助
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
み
る
近
畿
地
域
の
大
学
に
お
け
る
医
療
福
祉
関
連
研
究
 

（
U

R
L：

ht
tp

://
ka

ke
n.

ni
i.a

c.
jp

/ja
/s

ea
rc

hk
.c

gi
 検

索
結
果
よ
り
作
成
）

 

【
兵

庫
県

】

研
究

分
野

大
学

名
研

究
者

研
究

テ
ー

マ
研

究
種

目
キ

ー
ワ

ー
ド

研
究

期
間

医
用

シ
ス

テ
ム

神
戸

大
学

熊
本

 悦
子

 
M

R
装

置
の

傾
斜

磁
場

を
利

用
し

た
位

置
検

出
セ

ン
サ

に
よ

る
低

侵
襲

治
療

デ
バ

イ
ス

追
尾

シ
ス

テ
ム

基
盤

研
究

(C
)

傾
斜

磁
場

 /
 内

視
鏡

 /
 位

置
・
姿

勢
検

出
 /

 ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ
ン

 /
 M

R
2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

神
戸

大
学

坂
本

 憲
広

医
療

事
故

防
止

の
た

め
の

電
子

カ
ル

テ
の

シ
ス

テ
ム

監
査

手
法

に
関

す
る

実
証

的
研

究
基

盤
研

究
(C

)
電

子
カ

ル
テ

 /
 ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

信
頼

性
 /

 ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
安

全
性

 /
 リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
 /

 R
e
lia

bi
lit

y
o
f 

S
o
ft

w
ar

e
 /

 リ
ス

ク
分

析
 /

 S
af

e
ty

 o
f 

so
ft

w
ar

e
 /

 医
療

事
故

 /
 シ

ス
テ

ム
監

査
 /

 R
is

k
m

an
ag

e
m

e
n
t 

/
 E

le
c
tr

o
n
ic

 p
at

ie
n
t 

re
c
o
rd

s 
/
 ヒ

ア
リ

ハ
ッ

ト
2
0
0
4
年

度
～

2
0
0
5
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

神
戸

大
学

土
井

田
 稔

治
療

遺
伝

子
を

用
い

た
腰

痛
に

対
す

る
低

侵
襲

治
療

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
超

音
波

 /
 遺

伝
子

治
療

 /
 R

N
A
干

渉
 /

 蛋
白

分
解

酵
素

 /
 再

生
医

療
 /

 椎
間

板
変

性
2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

神
戸

大
学

西
田

 康
太

郎
 

椎
間

板
変

性
と

関
連

す
る

腰
痛

性
疾

患
の

病
態

の
解

明
と

最
小

侵
襲

治
療

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

神
戸

大
学

西
田

 康
太

郎
 

腰
部

脊
柱

管
狭

窄
症

に
対

す
る

最
小

侵
襲

手
術

シ
ス

テ
ム

の
開

発
基

盤
研

究
(B

)
2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

神
戸

大
学

村
津

 裕
嗣

 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
支

援
人

工
膝

関
節

置
換

術
の

精
度

向
上

の
た

め
の

超
音

波
装

置
の

開
発

と
臨

床
応

用
基

盤
研

究
(C

)
臨

床
 /

 超
音

波
 /

 人
工

関
節

 /
 整

形
外

科
 /

 情
報

工
学

 /
 電

磁
セ

ン
サ

 /
 膝

 /
 コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
支

援
手

術
 /

 コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

支
援

技
術

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

兵
庫

医
科

大
学

飯
島

 尋
子

超
音

波
医

学
を

駆
使

し
た

慢
性

肝
炎

お
よ

び
非

ア
ル

コ
ー

ル
性

脂
肪

性
肝

炎
の

非
侵

襲
的

診
断

法
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

2
0
0
9
年

度
～

2
0
0
9
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

兵
庫

医
科

大
学

飯
島

 尋
子

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
脂

肪
性

肝
炎

に
お

け
る

非
侵

襲
的

、
定

量
的

機
能

診
断

法
の

確
立

基
盤

研
究

(C
)

2
0
0
7
年

度
～

2
0
0
8
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

兵
庫

医
科

大
学

飯
島

 尋
子

 
早

期
肝

細
胞

癌
の

低
音

圧
超

音
波

映
像

法
と

血
管

新
生

因
子

に
よ

る
生

物
学

的
悪

性
度

の
解

析
基

盤
研

究
(C

)
超

音
波

医
科

学
 /

 検
査

診
断

シ
ス

テ
ム

 /
 肝

臓
病

学
 /

 画
像

診
断

学
 /

 h
e
pa

to
c
e
llu

la
r 

c
ar

c
in

o
m

a 
/

m
ic

ro
bu

bb
le

 /
 c

o
n
tr

as
t 

u
lt
ra

so
u
n
d 

/
 N

e
o
va

sc
u
la

ri
ze

2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

兵
庫

医
科

大
学

中
尾

 伸
二

 
超

音
波

心
筋

局
所

運
動

解
析

・
組

織
性

状
診

断
装

置
を

用
い

た
心

臓
再

同
期

療
法

適
応

決
定

技
法

の
開

発
基

盤
研

究
(C

)
超

音
波

 /
 循

環
器

・
心

不
全

2
0
0
6
年

度
～

2
0
0
7
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

兵
庫

医
科

大
学

増
山

 理
 

糖
尿

病
に

お
け

る
心

血
管

病
変

評
価

の
た

め
の

新
し

い
超

音
波

組
織

性
状

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

解
析

法
の

開
発

基
盤

研
究

(B
)

循
環

器
・
高

血
圧

 /
 糖

尿
病

 /
 R

e
m

o
de

lin
g 

/
 D

ia
be

te
s 

M
e
lli
tu

s 
/
 U

lt
ra

so
u
n
d 

/
 C

ar
di

ac
H

yp
e
rt

ro
ph

y 
/
 M

yo
c
ar

di
al

 F
ib

ro
si

s
2
0
0
5
年

度
～

2
0
0
6
年

度

医
用

シ
ス

テ
ム

兵
庫

医
科

大
学

増
山

 理
 

心
不

全
の

進
展

・
治

療
評

価
の

た
め

の
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

リ
モ

デ
リ

ン
グ

の
超

音
波

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

基
盤

研
究

(B
)

心
不

全
 /

 超
音

波
 /

 細
胞

外
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
 /

 組
織

性
状

診
断

 /
 レ

ニ
ン

・
ア

ン
ジ

オ
テ

ン
シ

ン
系

 /
R
e
m

o
de

lin
g 

/
 C

ar
di

ac
 H

yp
e
rt

ro
ph
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テ
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史
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0
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テ
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0
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テ
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膜
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滋
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ボ
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ボ
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ボ
ッ

ト
2
0
0
5
年

度
～

2
0
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参考資料２－１  

 
BMI（ブレイン・マシン・インタフェース） 

研究動向 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脳（神経信号を送受信する）
外界（コンピュータ、カーソル、

ロボットハンド、ロボットアーム、神経義肢etc.）

記録・操作する脳部位
どこから（どこへ）、何を、
どれだけ入出力するか？

推定アルゴリズム
・ターゲットの位地情報と脳情報
を連関させる直接法
・筋電情報の推定を利用
・高次脳情報のデコーディング

外界制御
・自立制御

生体特性への変化への
適応
・学習システム
・身体制御（FES）

脳機能変換予測
・フィードバック入力による
脳の可逆性計測

・情動・行動と脳活動の対
応解析

脳への入出力方法
侵襲型

刺入電極→皮質電極（ECoG）
非侵襲型

脳波、脳磁計、fMRI、NIRS
身体を介した入力

外界情報センシング
・検出能力
・情報の前処理

BMI研究の構成
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文科省の脳科学研究戦略推進プログラム
におけるＢＭＩ関連の研究について

出典：脳科学研究戦略推進プログラム 拠点長 川人光男 研究内容の詳細
（http:/ /brainprogram.mext.go.jp/media/missionA/a1_kawato_080811.pdf）

ＢＭＩの開発

日本の特徴をいかしたBMIの統合的研究開発

課題Ａ

研究開発拠点整備事業

課題Ｂ

個別研究ミッション

独創性の高いモデル動物の開発

課題Ｃ

研究開発拠点整備事業

社会的行動を支える脳基盤の計測・支援技術の開発

課題Ｄ

研究開発拠点整備事業

文科省の脳科学研究戦略推進プログラム概要

（URL：http://brainprogram.mext.go.jp/）より 
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双
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坂
上

雅
道

侵
襲

型
サ

ル
の

前
頭

前
野

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

活
動

を
デ

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

前
頭

前
野

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

活
動

か
ら

行
動

の
意

図
を

デ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
課

題
Ｂ

豊
橋

技
術

科
学

大
学

河
野

剛
史

侵
襲

型
ナ

ノ
形

状
シ

リ
コ

ン
を

用
い

た
電

極
を

開
発

長
期

安
定

細
胞

計
測

を
可

能
と

す
る

神
経

電
極

の
開

発
課

題
Ｂ

奈
良

先
端

技
術

大
学

太
田

淳
侵

襲
型

C
M

O
S
-
L
S
I技

術
を

用
い

て
網

膜
刺

激
チ

ッ
プ

の
研

究
大

き
な

文
字

が
認

識
で

き
る

位
の

視
力

を
提

供
で

き
る

人
工

網
膜

の
実

現
課

題
Ｂ

新
潟

大
学

長
谷

川
功

侵
襲

型
皮

質
脳

波
法

を
用

い
て

臨
床

実
験

視
覚

像
の

脳
内

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

解
読

す
る

課
題

Ｂ

 
日
本
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
Ｂ
Ｃ
Ｉ
と
そ
の
関
連
研
究

 

（
U

R
L：

ht
tp

://
br

ai
np

ro
gr

am
.m

ex
t.g

o.
jp

/）
を
用
い
作
成
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研
究

機
関

研
究

者
タ

イ
プ

特
徴

用
途

/
目

標

多
チ

ャ
ン

ネ
ル

神
経

細
胞

記
録

用
の

電
極

開
発

ラ
ッ

ト
の

空
間

記
憶

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

A
n
d
re

w
 J

. 
F
u
g
le

v
a
n
d

侵
襲

型
学

習
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
搭

載
の

F
E
S
シ

ス
テ

ム
を

開
発

E
C

o
G

な
ど

の
脳

活
動

で
の

制
御

J
e
a
n
 M

a
rc

 F
u
g
le

v
a
n
d

侵
襲

型
海

馬
ス

ラ
イ

ス
の

単
一

神
経

細
胞

の
活

動
を

信
号

と
し

て
取

り
込

む
回

路
の

挙
動

を
解

析
し

ド
ー

パ
ミ

ン
系

の
操

作
を

行
う

2
7
自

由
度

の
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

を
制

御
で

き
る

B
M

Iシ
ス

テ
ム

の
開

発

ヒ
ト

の
脳

の
機

能
マ

ッ
プ

を
凡

化
す

る

F
E
S
が

可
能

な
B

M
I/

B
C

I研
究

を
し

神
経

義
肢

を
市

場
に

出
す

Y
o
k
y
 M

a
ts

u
o
k
a

侵
襲

型
サ

ル
B

M
Iに

よ
る

精
緻

な
ロ

ボ
ッ

ト
ハ

ン
ド

制
御

機
構

ロ
ボ

ッ
ト

ハ
ン

ド
の

制
御

機
能

の
向

上

侵
襲

型
て

ん
か

ん
患

者
の

手
の

開
閉

状
態

を
脳

よ
り

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
推

測

ロ
ボ

ッ
ト

の
自

立
性

に
比

較
的

依
存

し
た

B
C

Iシ
ス

テ
ム

脳
波

に
よ

る
制

御
の

依
存

度
の

高
い

B
C

Iシ
ス

テ
ム

を
全

て
の

ロ
ボ

ッ
ト

に
汎

用
化

ヒ
ト

型
ロ

ボ
ッ

ト
の

脳
波

に
よ

る
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
脳

波
で

制
御

す
る

安
価

な
ヒ

ュ
ー

マ
ノ

イ
ド

の
「
お

手
伝

い
ロ

ボ
ッ

ト
」
の

開
発

J
e
ff

e
ry

　
G

. 
O

je
m

a
n
n

侵
襲

/
非

侵
襲

型
て

ん
か

ん
患

者
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
で

の
カ

ー
ソ

ル
操

作
E
F
G

と
E
C

o
G

双
方

で
B

C
I研

究
し

性
能

を
比

較

P
a
u
l 
G

. 
A
ll
e
n
 C

e
n
te

r
E
b
e
rh

a
rd

 E
. 
F
e
tz

侵
襲

型
サ

ル
に

意
識

的
に

特
定

の
単

一
細

胞
の

活
動

の
大

き
さ

を
制

御
さ

せ
る

ニ
ュ

ー
ロ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

皮
質

内
回

路
の

強
化

実
験

F
E
S
と

B
M

Iの
連

結
に

よ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

脳
と

運
動

実
行

組
織

の
双

方
向

性
B

M
I

人
為

的
に

麻
痺

を
引

き
起

こ
し

た
サ

ル
の

機
能

回
復

の
過

程
の

追
究

F
e
rd

in
a
n
d
o
 M

u
s
s
a
-
lv

a
ld

i
―

限
ら

れ
た

自
由

度
の

手
運

動
の

制
御

電
動

車
い

す
を

制
御

す
る

T
o
d
d
 K

u
ik

e
n

―
腕

の
切

れ
た

神
経

を
胸

の
筋

肉
に

接
続

し
そ

こ
か

ら
の

信
号

で
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

を
制

御
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

の
制

御
を

行
う

神
経

義
肢

の
実

用
化

の
た

め
の

臨
床

の
研

究

眼
球

運
動

に
関

す
る

B
M

Iが
可

能
で

あ
る

こ
と

を
証

明

眼
球

運
動

を
指

標
と

し
た

二
者

択
一

課
題

に
お

け
る

意
志

行
動

決
定

と
関

係
し

た
ニ

ュ
ー

ロ
ン

活
動

の
記

録

M
it
ra

 H
a
rt

m
a
n
n

―
外

部
セ

ン
サ

ー
に

知
性

を
持

た
せ

て
脳

に
信

号
を

送
信

す
る

ヒ
ゲ

の
働

き
と

ヒ
ゲ

が
獲

得
可

能
な

情
報

に
つ

い
て

D
B

S
と

B
M

Iの
融

合

ヒ
ト

に
装

着
可

能
な

耐
久

性
の

良
い

電
極

開
発

サ
ル

の
M

P
T
P
モ

デ
ル

に
よ

る
D

B
S
の

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
改

善
作

用
機

序
の

解
明

D
B

S
の

ヒ
ト

へ
の

臨
床

応
用

F
E
S
に

よ
る

上
腕

機
能

回
復

の
効

果
を

研
究

し
刺

激
電

極
を

開
発

・
商

品
化

表
面

電
極

に
よ

る
臨

床
研

究
の

成
果

F
E
S
を

用
い

た
随

意
的

な
運

動
機

能
の

回
復

医
療

関
係

者
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
、

神
経

科
学

の
三

領
域

か
ら

研
究

者
参

画
Q

O
L
の

客
観

化
（
定

量
化

）

M
ic

h
a
e
l 
W

.K
e
it
h
/
J
o
h
n
 C

h
侵

襲
型

手
の

内
材

筋
制

御
の

た
め

の
神

経
へ

の
刺

激
電

極
の

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

技
術

を
有

す
手

腕
と

下
腿

部
へ

の
神

経
義

肢
と

F
E
S
の

併
用

治
療

の
実

用
化

よ
り

洗
練

さ
れ

た
末

梢
神

経
系

へ
の

電
気

刺
激

手
法

の
確

立

色
識

別
の

感
度

の
向

上
と

安
全

性
の

向
上

A
n
n
 M

. 
G

ra
y
b
ie

l
侵

襲
型

多
チ

ャ
ン

ネ
ル

電
極

に
よ

る
神

経
細

胞
の

活
動

を
記

録
し

機
能

を
解

析
Q

O
L
の

向
上

E
m

il
io

 B
iz

z
i

―
霊

長
類

に
お

け
る

腕
の

運
動

制
御

と
そ

の
学

習
機

能
に

つ
い

て
の

研
究

L
F
P
に

よ
る

義
肢

制
御

電
極

の
耐

久
性

に
効

果
の

あ
る

薬
品

の
発

見
（
ラ

ッ
ト

）
臨

床
お

よ
び

家
庭

用
に

汎
用

性
の

高
い

B
M

Iの
開

発

電
極

の
刺

入
速

度
と

皮
質

組
織

の
免

疫
の

関
係

カ
ー

ソ
ル

制
御

か
ら

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
制

御
へ

の
移

行

B
C

I2
0
0
0
（
B

C
I用

の
デ

ー
タ

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

）
を

ソ
ー

ス
レ

ベ
ル

で
無

償
公

開
B

C
I関

連
装

置
・
シ

ス
テ

ム
の

簡
易

化

A
ik

o
 T

h
o
m

p
s
o
n

非
侵

襲
型

ヒ
ト

は
随

意
的

に
ホ

フ
マ

ン
反

射
の

振
幅

を
増

減
さ

せ
る

ホ
フ

マ
ン

反
射

の
振

幅
制

御

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

活
動

か
ら

脳
内

情
報

を
連

続
的

に
読

み
込

む
視

覚
情

報
処

理

視
覚

的
環

境
の

統
制

と
運

動
の

関
係

性
視

覚
情

報
処

理
に

基
づ

く
眼

球
運

動
の

制
御

L
IP

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

働
き

（
視

空
間

中
井

の
調

節
で

あ
る

と
す

る
仮

説
）
に

つ
い

て

A
c
ti
v
e
 V

is
io

n
を

脳
が

ど
の

よ
う

に
実

現
す

る
か

脳
の

働
き

を
知

る
た

め
に

B
M

I研
究

を
す

る

手
指

の
独

立
し

た
運

動
制

御
を

持
つ

神
経

義
肢

を
商

品
化

高
性

能
の

ロ
ボ

ッ
ト

ハ
ン

ド
制

御
技

術

ロ
ボ

ッ
ト

ハ
ン

ド
の

触
角

セ
ン

サ
情

報
を

サ
ル

の
感

覚
野

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

ス
タ

ン
フ

ォ
ー

ド
大

学
K
ri
s
h
h
a
 S

h
e
n
o
y

侵
襲

型
B

M
Iの

た
め

の
適

切
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

配
置

に
関

す
る

研
究

B
M

Iの
性

能
を

維
持

す
る

た
め

の
電

極
の

ず
れ

に
対

す
る

頑
健

性
の

向
上

南
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
学

G
e
ra

ld
 E

. 
L
o
e
b

B
IO

N
を

用
い

た
歩

行
運

動
複

数
の

B
IO

N
を

用
い

て
異

な
る

筋
肉

を
独

立
に

運
動

さ
せ

る

U
C

L
A

J
a
c
k
 W

. 
J
u
d
y

B
M

Iに
限

ら
ず

M
E
M

S
に

関
す

る
一

般
研

究
B

M
Iの

信
頼

性
の

向
上

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

の
良

い
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

開
発

出
展

：
G

－
T
e
C

報
告

書
　

「
ブ

レ
イ

ン
・
マ

シ
ン

・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
」
（
米

国
）
　

（
独

立
行

政
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
　

研
究

開
発

戦
略

セ
ン

タ
ー

発
行

）

コ
ロ

ン
ビ

ア
大

学

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

州
立

大
学

ワ
ド

ワ
ー

ス
セ

ン
タ

ー

高
性

能
の

三
次

元
制

御
の

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
を

用
い

る
B

M
I技

術
サ

ル
は

運
動

を
学

習
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

を
発

見
侵

襲
型

A
n
d
re

w
 S

c
h
w

a
rt

z
ピ

ッ
ツ

バ
ー

グ
大

学

マ
サ

チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ

工
科

大
学

刺
激

電
極

の
皮

質
に

お
け

る
ダ

メ
ー

ジ
を

検
証

し
安

全
性

を
証

明
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
症

状
と

D
B

S
の

効
果

の
定

量
化

J
o
n
a
th

a
n
 R

. 
W

o
lp

a
w

非
侵

襲
型

M
ic

h
a
e
l 
G

o
ld

b
e
rg

M
ic

h
a
e
l 
G

o
ld

b
e
rg

と
協

力
関

係
J
a
c
q
u
e
li
n
e
 P

 G
o
tt

li
e
b

ハ
ー

バ
ー

ド
大

学

記
憶

の
変

化
を

引
き

起
こ

す
脳

の
神

経
学

的
な

変
化

の
解

明
侵

襲
型

B
ru

c
e
 L

..
 M

c
N

a
u
g
h
to

n
ア

リ
ゾ

ナ
大

学

（
M

c
K
n
ig

h
t 

B
ra

in
In

s
ti
tu

te
）

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
工

科
大

学
R
ic

h
a
rd

 A
. 
A
n
d
e
rs

o
n

侵
襲

型

ワ
シ

ン
ト

ン
大

学

サ
ル

を
用

い
て

脳
神

経
活

動
の

多
チ

ャ
ン

ネ
ル

記
録

か
ら

F
E
S
に

よ
る

手
の

動
き

に
成

功
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

推
定

し
た

E
M

G
の

信
号

を
電

気
刺

激
と

し
手

首
の

屈
曲

伸
展

に
成

功
L
e
e
 E

. 
M

il
le

r
ノ

ー
ス

ウ
エ

ス
タ

ン
大

学
（
シ

カ
ゴ

）

運
動

を
意

図
す

る
脳

の
指

令
に

よ
っ

て
外

部
機

器
を

制
御

す
る

こ
と

に
成

功
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
に

よ
る

カ
ー

ソ
ル

操
作

を
脳

で
代

替
す

る
こ

と
に

成
功

R
a
je

s
h
 R

a
o

非
侵

襲
型

ノ
ー

ス
ウ

エ
ス

タ
ン

大
学

（
エ

バ
ン

ス
ト

ン
）

臨
床

外
科

医
や

サ
ル

の
研

究
者

と
の

共
同

研
究

C
a
m

e
ro

n
 C

. 
M

c
In

ty
re

ク
リ

ー
ブ

ラ
ン

ド
F
E
S
セ

ン
タ

ー

侵
襲

型

米
国

に
お

け
る

B
M

I/
B

C
Iと

そ
の

関
連

研
究

D
a
w

n
 M

. 
T
a
y
lo

r

侵
襲

/
非

侵
襲

型
J
a
n
is

 J
. 
D

a
ly

M
IT

と
と

も
に

B
P
IT

を
行

っ
て

い
る

侵
襲

型
J
o
s
e
p
h
 F

. 
R
iz

z
o
 Ⅲ

な
ど

シ
カ

ゴ
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

所

自
然

環
境

に
近

い
状

況
で

の
眼

球
運

動
制

御
に

関
す

る
基

礎
的

脳
研

究
M

a
rk

 S
e
g
ra

v
e
s
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参考資料２－２  
 

BMI（ブレイン・マシン・インタフェース） 

特許動向 
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１）NEDO による海外レポート 
『NEDO 海外レポート NO.1057，2009.12.16 ブレイン・マシン・インタフェース（BMI）の研究

開発動向（世界）』によると、特許の「出願数は顕著な増加を示しているが、全体数はまだ少ない（20
特許以下/年）」(p40)といった状態にある。最近の世界的な特許の動向を以下に示す。（同レポート

http://www.nedo.go.jp/kankobutsu/report/1057/1057-06.pdf p40,41 表２参照） 
企業/研究期間 タイトル 

Czech Technical University in Prague BMI およびユーザーの自動識別 

(Czech Republic)   

Tsinghua University (China)  左右の視野の 2 周波数刺激による視覚誘導 BMI 手法 

  高周波視覚誘発電位に基づいた BMI デバイス 

Shanghai University of Science and BMI における高性能な脳電気信号検出回路 

Technology (China) BMI 向け脳電気信号検出システムと検出方法 

Tianjin University (China) P300 信号及び信号処理方法による上肢回復訓練デバイス 

  用の知的 BMI  

  BMI による知的な車椅子制御システム、及び、その脳電気 

  信号処理方法 

  BMI マウス制御方法 

University of Florida (United States)  強化学習(reinforcement learning)を用いた BMI 制御のシス

  テムと方法 

New York University (United States)  BMI システムと方法 

  導電性のポリマー・ナノワイヤーBMI システムと方法（マ 

  サチューセッツ工科大学（米国）との共同研究） 

Nokia Corp. (Finland)  BCI を使用したコマンド制御タスクへの階層的なアプロ 

  ーチを提供する装置、方法、及びコンピュータ・プログラム 

Philips Electronics (Holland) BCI に関する改良 

Beijing Normal University (China)  人の顔認識用に特化したウェーブ N170(wave N170)コンポ 

  ーネントによる BMI システム 

Health Research Inc. (United States) & BCI  

University of Washington (United States)   

ST Microelectronics s.r.l. (Italy)  マンマシンインタフェースシステムと方法、例えば、リハ 

  ビリテーション分野におけるアプリケーション 

Neurosky Inc. (United States) 脳波信号処理システムによって定量的に精神状態を評価 

  するための方法と装置 

 
２）IPDL による特許検索最近の特許の動向 

特許電子図書館（IPDL）(http://www2.ipdl.inpit.go.jp/BE0/index.html)では、初心者向け検索を使

い平成 5 年以降の特許を調べることができる。 
これを用いて brain-machine interface 関連の特許について調べた。 
また、ブレイン・コンピュータ・インタフェースなどの単語でも検索した。 
ブレイン・マシン・インタフェース、脳機械インタフェース、brain-machine interface、brain-computer 

interface では、検索結果 0 件であった。 
表は、その検索結果である。 

 
 

表１ 最近の特許の動向 
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公開番号/登録番号 発明の名称 出願者 

特許公開 2009－

265876 

制御装置、制御方法、制御方法のプログラム及

び制御方法のプログラムを記録した記録媒体
ソニー/森平智久 

特許公開 2010－

019708  
車載装置 日立製作所/寺尾元康 

特許公開 2008－

225877  
ブレイン・コンピュータ・インタフェース 日本電気/山崎 敏正  

なお、BMI で検索した場合ボディマス指数（Body Mass Index）、化合物「ビスマレイミド」やポリ

コール遺伝子 BMI-R、最低電圧 Vbmin、英単語 submit なども混じっており、BCI にも BCID やポリ

マベース材料なども含まれるため、これらを取り除いた。 
 
３）J-STORE 科学技術振興機構研究成果展開総合データベースによる検索 

J-STORE 科学技術振興機構研究成果展開総合データベースの検索コンテンツ、公開特許検索

（http://jstore.jst.go.jp/cgi-bin/patent/advanced/search.cgi）をクリックし、さらに詳細検索を選ぶ。 
まず BMI で語句検索する。ここでワードプラスという欄に BMI の同義語、英語対訳が表示されるの

で、そのうちブレイン・マシン・インタフェース、脳機械インタフェース、脳コンピュータ・インタフ

ェース、brain-machine interface、brain-computer interface にチェックを入れ再検索する。 
 

詳細検索 出願人で探す IPC で探す 利用分野で探す  
絞

込

み

条

件  

語句検索  BMI
検索ノイズ低減  

データ提供機関  

 

出願人   

 

IPC  

 

 

       

ワードプラス：（異表記語・同義語・英語対訳も含めて検索する） 
BMI （異表記語： 0 件 同義語： 6 件 英語対訳： 3 件）： 

ボディマスインデックス 肥満度指数 ボディマス指数 ブレインマシンインタフェー

ス  
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脳機械インタフェース 脳コンピュータ・インタフェース body mass index 
 brain-machine interface brain-computer interface  

 
その結果、「BMI」や「BCI」という単語にはたくさん反応し多くを抽出できたが、調べている

brain-machine interface 関連に関係する特許は見当たらなかった。 
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参考資料３ ブレイン・ストーミング要約 
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「近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究」 
ブレイン・ストーミング要約 

 

（第１回２００９年１２月１６日、18:00～20:30、京都大学） 

（第２回２００９年１２月２１日、18:00～20:30、京都大学） 

（第３回２０１０年 １月 ９日、13:00～16：00、京都大学） 

 

目  的： 

 

現場におけるニーズを主体とした Problem Oriented な研究開発を実現させる第一歩と

して、１）ニーズ提供者とシーズ提供者が直接に問題点を検討して、可及的仕様形式に要

求技術を表現する。２）要求技術の社会的優先度を検討する。 
 
 

ブレイン・ストーミング心得（modified 京大 MD 方式）１） 

１） 悪い点、至らぬ点を「ほがらかに」指摘し、検討する。（非難、否定ではない） 

２） 人の話を聞き、さらに思いついたことを自由にしゃべる 

３） 会の終わりには、建設的な文章または図に纏める 

 

 

 

「１０年以内に実用化が望まれる医療福祉技術」 

（Problem Oriented Study） 
 

１．現場では何に困っているか(problem) 

 最重度で意志を伝えることのできる方への支援が遅れている 

 コミュニケーション支援が必要。しかし、機器は安価でなければならない（意思伝達装置：50 万円以内

であれば普及可能、200 万円では非現実） 

 言語以外のコミュニケーションツールが必要 

 認知症高齢者においては、重量感や肌に当たる心地よさが重要 

 障がい者だけでなく、介護者の社会生活を支援する技術が必要 

 人工呼吸器のコンパクト化、国産化が必要。管内の水分除去機能が重要。管内に水がたまるとその流入

によって窒息の危険があるため、頻繁に除去作業が必要となる 

 カニューレ吸引操作の自動化はできないか。簡易操作（カニューレ近辺）と高度操作（気管支の奥まで）

があるが、せめて簡易操作の自動化があれば手間を省くことができる 

 どこか一カ所の筋力が落ちると行動のアンバランスが生じる。弱い筋肉の簡便な一部補助が必要 

 在宅者宅の臭い制御技術が必要 

 在宅者宅の玄関の錠の開閉を本人の意志で行えるシステム。電気錠はあるが値段が高すぎる。遠隔操作

の生活支援機器（エアコン機器、テレビ、扇風機、電話、ナースコール、電動ベッドなど）はあるが、
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リモコンが一致しないためワンスイッチ入力で統一した管理ができない（本人が使用できない）。また、

ECS（環境制御装置）のベッドへの接続が必要（現在汎用化されていない） 

 ブレインマシンインターフェース(BMI)による環境制御はできないか 

 かぶれないテープ。むしろ、工業用テープの方がかぶれない場合がある 

 エアマット上では体位変換がしにくい 

 一般に、身体を柔らかく支えると動きが不自由になる。「良い感じ」に身体四肢が収まり、かつ、動きを

制限しない技術が必要 

 人の尊厳を保つためには「心地の悪さ」の改善が重要。「心地の悪さ」は擦れる感覚としての皮膚感覚や

通気性、支持性などの多要素の組み合わせによるものであり、いわゆる「良い肌触り」の生地とも感覚

が異なる 

 また時には、肌触りがコミュニケーション環境でもある（スキンシップ？） 

 やせた人の身体の凸部の除圧は難しい 

 不安を和らげる技術はないか 

 欧米では、重度の認知症患者が私物を持ち込んで落ち着いたふつうの生活をしている。日本人は殺風景

な環境に暮らしている。また日本人は個室生活が苦手 

 認知症患者の繰り返す質問に対して、毎回笑顔で応えてくれるロボットやプログラムがコミュニケーシ

ョン環境を改善しないだろうか 

 癒しロボットの電池が切れると、ときとして大騒ぎとなる 

認知症患者の癒しに使用される人形では、肌触りや、重量感が重要である 

 高齢者が孫のゲームに興じる場面もある 

 在宅において、大人用のおむつは 1ｋg ほどの重さとなる。その毎日の処理が大変である。庭に捨てられ

る、水洗トイレに流せる。絞れる等の技術が必要 

 おむつのポリマーを認知症の方が口に入れる 

 漏れを防ごうとしておむつを大量に使ってしまう 

 古い公団などのエレベータのないビルでの在宅介護では、背負子で細い多様な階段を上り下りしなけれ

ばならない。現在の階段用車いす、ロボットなどは、遅い、価格が高い。また、階段の端が丸い時には

使えない。ロボットスーツは装着に時間がかかる 

 たとえば、労働安全基準では、女性 15kg、男性 20kg まで。足が開けないと後ろ向きに背負うが、これ

にはもう一人補助者が必要となる 

 脳性麻痺など、低緊張の小児が着る感覚で姿勢を保持する装置（衣服）。たとえば、空気アクチュエータ

ー付き衣服。補強用ロッド、姿勢保持用 CWX（ワコール） 

 小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具 

 小児が犬、猫、ハムスター、などのイキモノに接することができるゲーム 

 一般的に、介護用品の小児用がない。たとえば、成長対応。シャワーいす、など 

 障がい児対応の二人乗り（電動アシスト）自転車（身体保持ができる）。 

 障がい児が自由に乗れる自転車。 

 機能的電気刺激（Bioness）が米国では実用化されている。米国ではビジネスモデルが優れている。高価

6、000～7、000 ドルだが広がりつつある。電極装着の問題、自然な動きを再現する制御。皮膚障がい、

劣化、など改善点はありそう 
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 重度障がい者用ダイエット技術 

 日本人は猫背（円背、えんぱい）が多く、重度の猫背は介護にも苦労する。「ジョウバ」の効果は？ 

 建物（集合住宅、日本家屋）の改造が大切。介護用住宅は絶対量が足りないし、また、自宅を離れたく

ない人も多い。手すり、トイレ、扉、風呂、等の改造コストを下げる技術 

 リクライニング車いす用雨具が必要 

 ハザード音などの音色の区別が必要 

 音声説明が必要 

 点字ブロックの改良必要 

 中途失明者は白丈をなかなかうまく使えない。中途失明者用盲導装置。今までの盲導ロボットは目的が

異なる 

 福祉作業への参加を妨げる要因は、１）重労働、２）排泄処理、等である 

 現在の自動排泄処理機は、人間尊厳の点において問題。また、褥そうの原因となったり汚れる場合もあ

る、患者が動けない。自動吸引式収尿器は、音のため眠れない時がある。便硬化剤、貼り付け型便拡散

防止シートもあるが、あまり用いられていない。実際には便秘が多い 

 聴覚障がい者の会話に吹き出しが出ないものか 

 視覚障がい者：相手が何を言っているか、授業、生活 

 聴覚障がい者：人工内耳が増えている。静電気があると不調（ノイズがのる）になる 

 聴覚障がい者：擬音語を伝える方法がない。 

 聴覚障がい者：満員になると掲示が見えない 

 視覚障がい者：地図、グラフ、が色でカラフルだが、立体表示 

 点字印字機械（音が静か、漢字変換が容易） 

 パソコン入力支援ソフト 

 触る教材、見える教材が欲しい 

 カメラやスキャナーから立体像をすぐ作る表示器（点字は？視覚、聴覚障がい重複の場合には？） 

 触ると音声が出る装置 

 弱視の人にはペンでなぞると音にする読書器の高性能化（２０万円以内、ポッケトに入れられる大きさ

重さ） 

 弱視の人には、ある部分を拡大して表示する 

 非接触に距離を知らせる装置（ex．光センサー白丈、数万円以内、） 

 視覚障がい者にとっては急に横を走る人が怖い 

 

総じて： 

１）コミュニケーション環境の改善が重要である 

２）肌の擦れる感じ、心地の悪さの改善が重要である 

３）現場では、モノよりもむしろ制度の不備に悩まされている（ex.標準化、維持管理、、、etc.）。制度の不

備を補うことのできる技術はあるのか 

４）福祉事業が社会に安定的に機能するための技術が必要 

５）10 年後ではなくとも、現在作る技術があるのに作ってもらえない例が多い 

６）政府は、ニーズの重要性や社会的貢献性を判断し、ビジネスとしてみた開発可能性と技術としての開
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発可能性のギャップを埋める役割をして欲しい 

７）日本では、治療機器などに不具合が生じた場合のリスクが大きく、リスク計算ができない文化的背景

がある。そのため、企業としては医療福祉分野に取り組みにくい 

８）医療福祉現場を支えているモチベーションと意義が社会全体に啓蒙されない限り、医療福祉技術は産

業として単独には成り立ち得ない 

 

２．要求技術例（アイデア） 

（社会的優先度：「Ａ」を判定） 

 

 人工呼吸器のコンパクト化、国産化        Ａ(一部進行中) 

予備バッテリーのコンパクト化が必要       既に進行中 

回路（機械とカニューレをつなぐ管）の中に水がたまる点の解決 

＝人工呼吸器回路内の不要な水分の除去 

人工呼吸器回路の改良（簡易、在宅用） 

（例：選択透過性素材、断熱、保湿、柔軟、保温、etc.）      Ａ 

カニューレ吸引作業の自動化（簡易、在宅用）          Ａ 

カニューレ吸引作業の自動化（高度）  

価格 200 万円前後 

 体位変換のしやすい、むれない褥そう予防装置 

30 万円まで 

予防バイオ技術 

 小型、安価な体位変換装置 

体位変換時に患者が目を覚まさないこと 

 高齢者、障がい者用かぶれない医療テープ 

あまり粘着力が高くないこと 

 革新的な筋力の部分補助技術              Ａ 

装置は 10 万円ぐらいまで 

装具では 2 万円ぐらいまで 

姿勢保持用スーツ（小児が着る感覚で姿勢を保持する装置）たとえば、空気チューブ・高圧ボンベ付き

衣服.脱着式空気チューブＣＷＸ）、 

装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気刺激装置 

埋め込み型機能的電気刺激装置 

その他、筋肉増強バイオ技術など 

 動きやすく、快適に装着し続けられるロボットスーツ         Ａ 

30～40 万円 で連続装着用 

最長でも 5 分以内で装着できる 

 革新的な在宅者宅の掃除、カビ対策、臭い対策技術 

 室内における革新的な排泄物臭気処理技術         Ａ  

臭いを排出する簡易排気機器 
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（コミュニケーション補助技術） 

 革新的障がい者－コンピュータ・インタフェース             Ａ 

障がい者用入力補助装置、システム 

障がい者用日常生活環境制御システム（50 万円以内、助成制度有り） 

高齢者用（ネット）ゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 

ブレインインターフェースによる環境制御 

 利用支援ソフトの多様化、標準化   

 擬人化された説明ソフト 

 点字ディスプレイ 

 電池交換のいらない癒しロボット 

 肌触り（通気性、安心性）の良さと支持性を両立させる安いリネン材料、機器 

 るいそう者用褥そう予防器具 

 家庭で処理が可能な紙おむつ（ごみの減少）              Ａ 

トイレに流せる紙おむつ 

 小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具（例、公園遊具など）. 

 小児用介護用品.たとえば、成長対応のシャワーいす、など. 

 障がい児対応の二人乗り（電動アシスト）自転車（身体保持ができる） 

 障がい児が自由に乗れる自転車（障がい児用自転車） 

 重度障がい者用ダイエット技術              Ａ 

 円背（えんぱい）予防用機器、装具 

 簡易バリアフリー建具（脱着、調整等） 

 リクライニング車いす用雨具が必要 

 ハザード音などの音色の弁別技術または制度.音声説明技術 

 点字ブロックの改良 

 盲動ロボット、GPS 機器、視覚情報提示機器        Ａ 

 非接触に距離を知らせる装置（ex.光センサー白丈、数万円以内） Ａ 

 自然運動を制限しない、自動排泄処理機 

 映像化技術（ソフト） 

 触れる立体表示機器                  Ａ 

小児が犬、猫、ハムスター、などのイキモノに接することができるゲーム、（小児用体験機器・ソフト）． 

 

参  考 
１）京大 MD 方式：京都大学工学研究科 CME Seminar2008、2008 にて、Guillermo Lopez、 Cefu Hong、 

Kyaw Kyaw Lin、 Hiroki Dobashi、 Keisuke Fujii、 Masatoshi Manabe らによって提唱された Ｍ

Ｄ（Multidisciplinary Discussions）方式コミュニケーションモデル（Collaboration Model for Effective 

Communication）．直接に顔を合わせて、自己及び他人に対する positive & negative questions を起点

とすることにより、創造的なコミュニケーションを実践する 
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参考資料４ 

医療・福祉現場への個別ヒアリング記録 
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近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究 ヒアリング記録① 

＜医療関連事業、ヘルスケア事業大手＞ 

 
■ 日 時：２０１０年１月２７日（水） １０：００～１２：００ 

■ 訪問先：医療関連事業、ヘルスケア事業等大手（神戸市） 

■ 面談者：役員クラス 
 
 

【ヒアリング概要】 
（高齢社会では、医療行為と生活支援行為の切れ目の見極めが難しい） 
 ・医療福祉機器に関して（例えば、人工呼吸器、吸引器など）言えば、医療現場での取り扱いと福祉

現場(在宅介護)での取り扱いは変わってくる。 
 ・例えば、ヘルパーが吸引を行っていいのかといった問題もある。 
 ・医療行為と生活支援のための行為とは本来かなり異なるが、高齢者の有病率は 94～5％と言われて

いる現在、医療行為と生活支援行為の切れ目が難しくなる。 
 ・福祉機器開発や提供を考える上でも同様なことが言え、福祉機器が上手く普及しない大きな理由の

ひとつになっている。 
（日本の生活支援は個人の生活全体を支援していない） 
 ・日本の生活支援の組み立て方は、個人としての生活を支援するようにはなっていない。海外では個

人生活があって、そのための支援が考えられている。 
 ・生活の流れというのは、本来繋がっているが、日本における生活支援は個々の場面ごとブツ切りに

なっており人の生活全体で支援できていない。 
・個人生活をトータルに捉え、どの福祉用具とどの福祉用具を組み合わせたら、その人の生活を適切

に支援できるかを考えなければならない。 
 ・わが国では道具が先で、こういう状態なら使えるという捉え方をする。 
 ・こんなニーズがあり、それに対してこんなシーズがあるからと具体的なものが出来あがっても、上

記のような事情から、日本では実際の生活支援の場で使えるものになるとは限らない。 
 ・さらに、制度の壁によって大きく影響されることもある。 
（ニーズとシーズのすり合わせに基づく福祉機器開発の難しさ） 
 ・ニーズとシーズをすり合わせ福祉機器を開発すると一言で言うがなかなか難しい。 
・過去 40 年、その種ことは何度も繰り返されてきた。福祉機器展でも 10 年ごとに同じようなアイデ

アに基づく福祉機器（例えば、ベッドとトイレが一体化した機器など)が出展されてきた。その都度、

一段上に進化しているかといえば、必ずしもそうとは限らない。 
 ・また、ニーズとシーズを突き合わせて医療福祉機器を開発しようとしても、最終的には制度問題、

仕組みの問題に必ず突き当たってしまう。 
（福祉機器を開発するための視点） 
・福祉機器の開発において重要なことは要介護者の生活を第一に考えること。 
・具体的には、福祉機器を開発するコーディネータとサービスを提供するコーディネー 
タを繋ぐこと。 
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・さらに言えば、医療分野と福祉分野の垣根を払って両者を繋ぐこと。 
・福祉機器の試験評価、ニーズの検討、制度を総合的に検討する必要がある。 
（医療行為と介護福祉の狭間のリハビリテーションをどう捉えるかが一つの課題） 
 ・医療行為と生活支援行為の切れ目が難しいという問題に関連して、リハビリテーションの意義をど

う捉えるかが今後の課題である。 
 ・つまり、リハビリ機器を医療機器と捉えるのか、介護機器として捉えるのかは機器の普及を考える

場合、重要になる。 
（介護保年制度は評価） 
 ・介護保険制度の成立は、介護が個人レベルから社会レベルに移行した面ではよかったといえる。 
（要介護度の段階はあまり変化しない） 
・これまでの経験からいえば、当初認定された要介護度は、想像するほど変化するものではなく、せ

いぜい変化しても 1 段階程度である。 
・要介護者が、要介護度の変化に応じて福祉用具を取り替えていくといったことは少ないと言える。 

（介護サービスの事業収益性） 
・人に対するサービス、もののサービス（福祉用具提供、住宅改造）、環境サービス（施設運営）等

をコーディネートし、事業展開したいが、事業収益性を考えると制度の壁に阻まれるケースが多く、

思うようにできない。 
（住宅改造における関連分野連携の重要性） 

・住宅改造、住居改善においては、その人の生活の動きをどのように捉えるかが重要。 
・医療、福祉、建築設計、施工の 4 つの専門チーム連携で計画を練っていくことが重要 
（京都身体障がい者連合会で 4 つのチームの連携を行う仕組みを作った経験から） 

（その他の活動） 
○リハビリレーニングの共同研究 
 ・下肢筋肉の訓練のためのリハビリトレーニングの共同研究を、久留米大学志波先生の指導の下、パ

ナソニックの子会社アクティブリンクと行っている。 
 ・NASA の宇宙開発の研究シーズを用いた、電磁刺激によるものである。 

以 上  
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近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究 ヒアリング記録② 

＜大阪府内の訪問看護ステーション＞ 

 
■ 日 時：２０１０年１月２７日（水）１５：００－１７：００ 

■ 場 所：大阪府内の訪問看護ステーション 

■ 対応者：作業療法士１名、看護師（元外科看護師、訪問看護師、介護支援専門員）１名 

 
【ヒアリング概要】 
 介護福祉機器に関する現場ニーズについて 
（入浴関連） 
○安全に着脱でき、入浴者が浴槽内で姿勢を変え易い浴槽台 
・ 腰痛の人は、入浴の際、体をひねったりするので腰に負担があるために、シャワーで済ませている

場合が多い。 
・ 高齢者は肩まで浸かった入浴をしたいという希望がある上、介助者にも肩まで浸かって疲れを癒し

て欲しいという思いがある。 
・ 入浴の際に浴槽の中に置く入浴台として、浴槽内で安全に脱着でき、入浴者が体の回転をしやすい

入浴台（浴槽内踏み台）がほしい。 
・ 現在の入浴台は、台の安定として吸盤タイプと自重タイプがあるが、取り外しが容易ではない。 
・ そのため入浴台を入れると肩まで浸かった入浴ができない上、浴槽内で自由に体を回転することが

できない。 
○浴槽まわりの過剰装備の改善 
・ 現在の浴槽は浅めで横長のタイプが一般的になっている上、浴槽の淵がカーブしていたり、曲線型

になっているため、グリップやボードといった道具を設置させることが難しくなっている。 
・ 最近の横長の浴槽は、内側に手すりがついているものもあるが、浴室床面から浴槽をまたぐ際、着

地位置が遠くなるので却って邪魔になることがある。 
・ 同様に、壁面に洗面器を置く台があらかじめ設置された形のものは、カランが遠くなり使いにくい。 
○立ったまま入浴可能なリフト 
・ 入浴台では、たとえ座ることができても、身体を回転させる際に腰に負担がかかる。 
・ スウェーデンの医療器具に、立ったまま身体を移動できるものがある。そのような形の器具として、

立ったまま風呂に入れるようにするうまい仕掛けの入浴用リフトができないか。 
・ ミ ス ト 浴 と い う の が 最 近 登 場 し た 。 浴 室 に 設 置 す る タ イ プ の も の も あ る 。

http://www.noritz.co.jp/onsui_danbou/kantanmist2/index.html 多くは美顔用の保湿手段として

使われているが、発汗作用があり、結構あたたまる（山下委員）。 
（バリアフリー関連） 
○高齢者、子供等被介護者と介護者の動線を考慮した機器設計 
・ 高齢者に危険なものは、子供にも危険である。 
・ 福祉用具は、本当のバリアフリーになっていない。 
・ 障がい者の動線や介護者の動線を把握していない設計が多いので、設計者は、実際に障がい者と生

活や行動を共にし、十分なヒアリングのもとに設計する必要がある。 
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○30 年～40 年後を見越した住宅機器の設計・開発 
・ 住宅のモジュール化など、子どもの成長に合わせ、パーテーションが変えられる住宅が出てきてい

る（パナソニック等） 
・ 加齢を考慮した住宅改造にも対応できるようにしてほしい。 
・ 多くの人は、自分が高齢化した際、あるいは高齢の親を引き取る際に、どのような問題が出てくる

のかイメージしにくい。高齢者の将来の住まい方を「映像化」して、住宅改造の手掛かりを得やす

くすることもできるのではないか。 
・ 住宅メーカーなどは、バリアフリーであることが一目でわかるように、機器をつけたがる。手すり

なども最初から装備してバリアフリーを強調するが、最初から手すりをつける必要はない。 
・ 手すりの設置にそなえて補強された壁の部分に色をつけておき、将来手すりの設置できる場所を見

分けやすくするといった方法をとれば、必要に応じて手すりを設置できる。このとき色の変化がデ

ザイン上でもうまく工夫されていれば、違和感はない。 
・ 30～40 年後に必要に応じてバリアフリーに改修しやすいように、あらかじめ構造上の対応がとら

れていれば、同じハウスメーカーにリフォームを発注するようになる。 
・ マンション業者も、あらかじめ壁に補強をしておくよう意識改革も必要。 
  （初めから補強しておけば、コストアップもそれほどでもないだろう）。 
・ 日本の建築の場合、とくにマンションでは防火上、板カベではなく石膏ボードを使うように指導さ

れているから、手すりはおろか、つっぱり棒さえ取り付けられないことがある。 
○日常に溶け込むシンプルな福祉用具 
・ 福祉用具を開発する際、大仰なものではなく従来の日常品と同じようなものが望ましい。デザイン

性を考慮し、機能性に優れ、しかもシンプルなものが欲しい。 
・ 子ども用の車いすでは、木製で色がきれいなものができている。健常者であっても使いたくなるデ

ザイン性の高いものがもっと製品化されて欲しい。 
・ 子ども用木製の車いすの場合も、身長の伸びに併せてサイズが変えられるものもある。 
・ 木製いすはスチール製のものより重いかもしれないが、介助者の身体にフィットしていれば、あま

り重さを感じずに済む。身体に馴染むデザインが重要だ。 
・ たとえばメガネは元来、視力矯正の役割を持つ用具だが、ファッション性が高まれば、視力に問題

のない人でも購入し、ファッションとして楽しむ。そういう発想が欲しい。 
（移動機器関連） 
○姿勢が傾いたときに元に戻せる車いす用クッション、あるいは制御装置 
・ パーキンソン病や高齢者などの被介護者を車いすに座らせる場合、最初に座らせた位置が悪いと、

位置を修正することが難しい。 
・ プロのヘルパーであれば上手くできても、家族の場合は（介護者が高齢で老老介護の場合は特に）

難しい。 
・ デイケアやデイサービスの施設にリハビリのセラピストがいれば、座り方の問題点を申し送りする

ことで改善できるが、それに気付かないと見過ごされたままになり、施設から戻ってきても姿勢が

傾いたままになる。 
・ 座り方に問題があると、それが原因で褥瘡ができることもあるし、誤嚥を招くこともある。 
・ エアマットにはリハモードがある（スイッチを入れると少しエアマットが硬くなる）。  
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・ 体重を自動で関知する電動車いすがあるのだから、重心を中央位置に制御できる車いす用のクッシ

ョンができないか。 
・ 同じ姿勢を続けることは健常者でもできない。障がい者も同様で、適度に姿勢を変えられることも

大事。 
・ 無理なく座れ、活動レベルが広がるもので、なおかつ誤嚥などが生じないよう安全が担保されてい

ることが基本。 
・ タイマーか何かで位置を適当に変えられるようにすればどうか。 
・ 姿勢が傾いた時に元に戻せるようにフィードバックループを組めばよいのではないか。  
・ 障がい者の場合、意識せずに姿勢が傾いているのか、何かをつかもうとして意識して姿勢を傾けた

のかの判断が難しい。 
・ 利用者の重症度と、介助する家族の高齢具合も考慮する必要がある。 
・ 常時姿勢を矯正されるものではなく、重心を戻したいときに戻せる機能があることが望ましい。 
○車いすのスリングシート 
・ 日本の車いすは、未だに座面がシートタイプである。その理由は、収納がしやすいということと、

低コストだから。 
・ スリングシートは、真ん中から少しでもずれると、身体が傾きやすい。 
・ 欧米のものは、座面がプレートになっているのが主流。 
（コミュニケンション機器関連） 
○ポータブルな会話補助用具 
・ トーキングエイド（ナムコの会話補助用具）は持ち運びできるが、もっとポータブルなものが欲し

い。できれば、カードサイズでポケットに入る大きさが望ましい。 
・ 声質も、機械音ではなく、自然な声になるといい。カーナビはもう人間に近い音声を出せるのだか

ら、カーナビ音声を開発している業者が音声に協力してくれたらいいと思う。 
（認知症患者関連） 
○徘徊検知用 GPS の小型化、防水化 
・ 徘徊の範囲は、想像される以上に広範にわたる。病院からいなくなった患者さんが病院のスリッパ

を履いたまま市を超えて徘徊することもある。 
・ 「どこにいったんや？」と訊くと「便所探してるんや」。距離感がないから、トイレを探してどこ

まででも延々と歩く。 
・ 徘徊者探しは、人海戦術になる。相当広域を探す必要があるので、施設の利用者かどうかに限らず

地域の包括支援センター単位でネットワークをつくり、傘下の全施設に不明者連絡を流す。それぞ

れの施設が利用者の送迎車を出す際などに不明者捜索に相互に協力している。 
・ 徒歩だけではなく、交通機関を利用して徘徊することもある。 
・ 高齢者だとバスは無料なので、バスの運転手が高齢者パスを確認せずに乗せてしまうこともあるし、

不思議なことに切符なしで電車の自動改札を通過できてしまう徘徊者が少なくない。 
・ GPS があれば、徘徊者の大体の位置が特定できるので、闇雲に探す必要はなくなる。 
・ GPS を持たせることによって、安全性がある程確保されれば、軽度な認知症患者の外出も可能にな

り、患者、介助者の双方に有益。 
・ 認知症患者に持たせる場所特定用の GPS の小型化、防水化が必要。 
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・ 防水が必要な理由は、GPS をつけた洋服を家族が洗濯してしまうケースがあるから。 
○生活習慣にあった徘徊検知用 GPS グッズ（バス定期券、名刺、腕時計、ネックレス、 
ブレスレット、念珠タイプ等） 

・ 内ポケットに入れられるカード型のもの（バスの定期券のようなもの）。小型で、その人が身につ

けておきたいと思う、日常的な品、思い出の品、思い入れのある品などに組み込むこと。 
・ 女性の場合はネックレス、ブレスレット、念珠タイプのものでもいい。ただし、ファッション性が

高く、健常者でも身につけたいと思うもの。 
・ 認知症用専用のものとして CM などを流すと、認知症であることが明白になってしまうので、却っ

て身につけにくくなる。 
・ 男性の場合は、名刺、腕時計、身分証明書など、それまでの生活習慣から身につけることが馴染ん

でいるものに GPS 機能がつくことが望ましい。 
・ 携帯電話を持たせるようにアプローチしているが、サイズが大きい上、高齢者にとって携帯電話は

必需品ではないので持ち歩かない人が多い。 
・ 児童であれば、防犯上の必要性を説明して携帯電話を持たせることができるが、認知症患者だとそ

れができないので携帯電話を携帯することを忘れやすい。 
○小型バッテリー（2 日程度未充電で使用可能） 
・ バッテリーのもちが重要。2 日程度は充電しなくても電池が持つものが必要。 
・ どんな服にでもカチっと取り付けられ、外れないという着脱タイプのものもいいかもしれない。 
・ 太陽光や振動で充電できる可能性は？  
・ GPS をインプラントすることは技術としては可能かもしれないが、家族が望んでも本人が望んでい

るかどうかわからないので、導入は難しい面がある。 
（高齢者の外出支援関連） 
○高層階での外出路確保と介助者の負担 
・ 閉じ籠もりはよくないと国は言うが、家から連れ出す経済的支援というのが一切ない。 
・ エレベータのない府営住宅の高層階に居住の要介護者を外出させるのは非常に大変。 
・ 施設への送迎のため介護者が危険をおかして５階から背負って降りてくるというケースがあるが、

被介護者・介護者とも転落しかねず非常に危ない。 
・ 高層階に住んでいる要介護者には、１階に空きが出たら引っ越しを勧めているが、引っ越し代がか

かるといって移らない人もいる。 
・ そういう人でも、ヘルパーがわざわざ担いで降りなければならないという問題がある。 
・ 自己中心的な家族がいると権利主張ばかりする。そのため現場の職員が犠牲になることが多い。 
・ 国が支援する場合でも、引っ越し代を現金で先渡しするのではなく、実費を支払うような形にしな

いと、国から現金をもらっても引っ越さない人も出る。 
・ 利用者の意識改革も重要だ。 
・ ヨーロッパでは、家を改修する場合のコストと、引っ越しする場合のコストを見積り、どちらを選

ぶか本人に決めさせると、「引っ越した方が国庫の出費が少ない」といって負担の低い方を選ぶ人

が多いが、そのような観念を持っている人は日本には少ない。 
・ 道具で解決する部分かどうかということを含めて外出路の問題は難しい。 
・ 意識改革の部分も必要。全部を道具に求めても、システムの問題と意識改革の問題も道具の問題が
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ある。すべてをモノで解決をしようとするのは難しい。 
○外出を支援する装置（窓拭き型ゴンドラ） 
・ 古い公団住宅などでは１階でも５段の階段があり、しかもエレベータなどない。 
・ 高槻市の北摂山系の斜面に面した住宅は、１階が車庫で 2 階に玄関があるケースも多く、外出路の

確保が問題になる。 
・ 障がいを持った人は、家族の負担も大きいので、引け目を感じて外出をしなくなり、すべて往診や

訪問サービスで済ませるようになる。 
・ 外界との接触がなくなると刺激もなくなるので、外出しやすくなる工夫が必要。 
・ 府営住宅などは消防法の関係で、階段に手すりや階段昇降機などをつけられない。 
・ はしご車とコンドラを組み合わせ公団のベランダから障がい者を降ろせればよい。 
（福祉用具の開発関連）】 
○福祉用具とコスト意識 
・ 従来、福祉用具は給付制度の枠内で作るように言われ続けていたので、メーカは機能のよいものを

つくるのではなく、予算内で用具をつくるという考えがあった。 
・ 自立支援法の施行(2006 年 10 月)により、現物支給から費用の支給に変わり、給付額を超えた用具

も超過分を自己負担すれば購入できるようになったが、利用者側も未だに給付制限内で済ませよう

とする意識がある。 
・ 特に高齢者が使用する福祉用具の場合は、その傾向が強い。 
・ 一方、子ども用車いすなど、児童の福祉用具に関しては、ある程度高額でも親が気に入ったもので

あれば費用を出すという傾向にある。 
・ 若い障がい者は、高額でもデザインや機能の高いものを購入する人が少なくない。 
○福祉用具のフィッティングと安全性 
・ 福祉道具の提供の仕方を考える必要がある。 
・ 福祉用具を紹介する際は、家族が無理なく使えるように正しく説明できる技術が求められる。 
・ 看護者・介護者の技術や業者やメーカの教え方によって、使い勝手が変わってくる。 
・ 最初に失敗したら次回から使わないので、用具の使い方を教える側の技術を向上させる必要がある。 
・ たとえば移乗シートの使い方を私たちが失敗したら、「あなたたちが失敗したら私たちもできな

い」ということになる。 
・ 道具のなかにも使い方が難しく使えないものもある。もう少し利用者のターゲットを絞ればシンプ

ルな道具になる。 
・ 「こういう人にはこれがいい」「あの人にはこれがいい」というように、モノと人のアダプテーシ

ョンが重要なのに、日本はモノにばかり焦点があたる。 
・ すべてをモノで解決しようとするから、道具が重装備になり重くなって、操作が煩雑になり、面倒

になるので敬遠される。 
・ モノが普及するための環境づくりがうまく機能していないのに、そのツケがモノにいくというとい

う場合もある。 
・ 被介護者や介助者の体格や能力に関係なく、見た目や値段のみで選択していることも少なくない。 
・ 選ぶ側の主張が優先されるので、メーカは、注文どおりにモノを運んできて、使い方だけ説明して

帰っていくが、もっと総合的な視点から道具の選択について提案できる人が福祉用具のメーカにい
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てもいい。 
・ A という製品のオーダーがあっても、「利用者の家族構成を聞いてみたら、製品 B の方が適してい

るのではないと思ったので A と B の両方を持ってきました。フィッティングしてみましょう」と

いう提案をできる人が必要。 
・ 医療事故にしても、道具そのものに問題があるのではなく、「この人にこれを使わせたら事故が起

きても不思議ではない」というケースもある。 
・ その場合は、用具を選定したケアマネや在宅スタッフに責任がある。にもかかわらずメーカの責任

にされたら、メーカが気の毒という事故がある。 
・ メーカが福祉用具になかなか手を出さないのも事故のリスクが高いため、なかには、責任がないに

もかかわらず、風評被害によってメーカが損害を受けることもある。 
・ 風評被害のひとつに、匿名によるネットへの書き込みがある。書き手は責任がないので言いたい放

題になっている。 
・ アメリカだと医療訴訟が頻繁にあり、その費用をカバーするために医療費が上がるという悪循環が

あるが、日本も今後アメリカ型になると同様のことが起きる。 
・ 事故を防止する上でも、道具をコーディネートすることの重要性を見直すべきだ。 
・ 介助者が使い切れない道具は必要ない。もっとシンプルなもの選択するための知識や能力を高めて

きいたい。 
○福祉用具トライアルの仕組みの構築 
・ メーカが新しい製品を出して、「試してみたい」という要望を受けると、営業を派遣することにな

るが、1 回の派遣で終わらず 2 回、3 回の訪問になると、その費用は会社負担。最後に「いらない」

ということになると会社は赤字。悪循環になり、メーカはさらに保守的になる。 
・ メーカのなかに PT（理学療法士）が入って一緒に開発している例も出てきた。（パナソニックなど） 
・ 福祉用具の選定にすべて OT（作業療法士）や PT（理学療法士）などリハビリ専門のスタッフが関

われればいいが、それは現実的ではない。 
・ 福祉用具選定に際しては、自分が望んでいるものかどうか確かめるための「お試し券」のようなも

のを、5 枚出して欲しいと現在大阪府に要請している。 
・ お試し券はいいアイデアだと思う。巡回 2 回に福祉用具 2 回。介護度がアップしたらまたお試し券

が出るというのがいいと思う。 
○病院と在宅の違いを考慮した設計 
・ 病院と家庭での用具使用環境は異なる。病院で入院しているときに最適な福祉用具であっても、家

庭に戻って使い続けられるとは限らない。 
・ 例えば、要介護度が低い場合は、身体介護ではなく生活支援型の介護を受けることになるので、病

院のリハビリで使用していたような福祉用具ではなく、生活に適した用具を選ぶ必要がある。 
・ 日本ではリハビリよりも病院での治療に主眼においていた時代が長い。「治療では解決しないから、

この状態でどう生活するかということを考えなければ」という風潮になったのはごく最近のこと。 
・ 介護保険からリハビリテーションを適用除外にしようという意見が審議会でも出されているらし

い。 
・ 病院での使用なら重装備になっても問題ないが、それが家庭に入ると道具が浮いてしまう。生活の

なかに自然に溶け込めるものであれば、もっと使えるし進化していくが、重装備の用具だと使いた
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くないと思うのが一般的だ。 
・ 医療施設は、日常生活から切り離して医療サイドが治療しやすいように管理しているので、画一化

しやすいが、家庭で暮らす場合は事情が違う。 
・ 在宅は、ケアスタッフが利用者さんの生活に中にお邪魔するというスタイルとなる。あくまでも主

体は利用者さんとそのご家族という点が病院とは大きく異なる。生活スタイル、価値観は人それぞ

れ、多様化が当り前。訪問看護・介護は画一化しにくい。 
・ 医療現場は治療がメインなので、患者さんも日常とは違うと割り切っている。画一化しやすいので、

この病院でよかったものは別の病院にも応用できるが、在宅ではそれが通用しない。 
○一般家庭への普及の壁 
・ 福祉専門職の思い込みが家庭での福祉用具の普及を阻んでいるケースもある。 
・ ある福祉用具に関して、金額が高いので紹介をためらったことがあった。ところが、「先生は、こ

の道具がなくても介助できるから道具は高いと思うかもしれないが、道具がなければ介助できない

人にとっては、この道具はちっとも高くないんや」と言われた。 
・ その道具の必要性は、家族構成、介助者の切実度によっても変わってくる。 
・ ヘルパーなどの介護者が、道具に対する抵抗感を持っていることもある。自分が使ったことのない

道具を使いたがらない傾向がみられる。 
○既存技術を福祉分野に移転する仕組みの構築 
・ IT やカーナビなど、市場にはすでにいい技術がたくさんある。特許の問題もあると思うが、開発の

進んでいる分野の技術が福祉分野でもっと活用されるといい。 
・ 大企業は市場規模が一定以上でないと開発をしないので、福祉用具専用の開発には投資をしないか

もしれないが、他分野での技術をうまくシェアリングすればいい。 
・ 福祉のために開発するのではなく、既にある技術を応用するという形。 
・ 大企業よりも中小企業の方が柔軟に商品開発をしているが、営業網が乏しいので販売後のメンテナ

ンスが難しく、全国展開に至らない。 
・ アメリカでは NASA の開発の副産物として、IT に限らずさまざまな技術が福祉分野で応用されて

いる。たとえば、NASA が開発した摩擦に強い布地。また大気圏から脱出するときの褥瘡予防素材

が福祉用具のクッション材としてとして市場に出てくる。その素早さを日本も見習ってほしい。 
・ 技術はすでに完成しているのに、市場に投入しない場合もある。例えば、某自動車会社は、ヨーロ

ッパの福祉機器展に非常にいい福祉車両を出展していたが、日本国内では発売していない。その理

由は、日本ではそこまでのクオリティが求められていないので商売にならないからという。 
・ ヨーロッパの福祉機器は基準が厳しく、一定水準をクリアしないとその市場に投入できない。それ

をクリアできる技術を持つメーカは少ないので、認定されるとマーケットシェアをとれる。しかし

日本ではそこまでの基準は設けられていないので、技術水準の高いものを出す必要がないというわ

けだ。 
・ マスキー法（米国の排ガス基準）がホンダの CVCC を産んだように、規制の強化が技術水準を高め

るという部分は確かにある。 
・ 日本では、なんらかの事故が起き、マスコミがメーカを責めると基準が設置され、技術開発につな

がるという循環がある。規制が厳しくなりすぎると困る面も出てくるが、マスコミが取り上げるこ

とによって、技術開発が進むということもある。 
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・ 医学分野は新しい器具や装置に対して前向きな人が多いが、介護やリハビリ分野では大学の先生が

積極的ではない。 
○開発部門へのフィードバックの仕組みの構築（看護者・介護者やユーザーが開発に対して意見を言え

る窓口開設） 
・ iPod などは、さまざまなユーザーの声を取り込んで商品にそれを活かしているので、福祉用具も開

発時に利用者の声を反映して欲しい。 
・ 実際に使ってみると不具合があることに気付くというケースがたくさんあるので、看護者・介護者

やユーザーが開発に対して意見を言える窓口があるといい。 
・ 意見を言えれば意識も高まるし、それが商品に反映されれば面白みも違ってくる。 
・ すでに技術を持っている企業と、「こんなものを作って欲しい」というニーズの橋渡しを産総研さ

んなどがしてくれるとありがたい。 
 

（制度関連の課題） 
○福祉用具と労災 
・ ヨーロッパでは福祉用具の普及と労働災害は密接に関係している。 
・ 労働災害が発生すると休業補償が高額になる。 
・ 看護職・介護職の労働災害を抑えるためには、用具導入が欠かせないので福祉用具が普及する。 
・ 一方、日本の介護職は、未だに使い捨てである。介護のせいで腰を痛めて椎間板ヘルニアで手術を

しても「これは労働災害だ」と声をあげることはない。身体の具合が悪くなれば、そのうちに介護

職を辞めてしまうため、問題が表面化しにくくなっている。 
・ 介助者や福祉専門職スタッフにとっても福祉用具が必用だという意識がもっと定着すれば普及に

つながる。 
以 上 
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医療福祉、介護現場からの開発要望技術課題への評価（問１）の単純集計 
 
 医療・福祉現場で実際に働く方々からブレイン・ストーミング等により抽出され、実用化の要望が多

く、１０年以内に実用化される可能性の高い技術等について医療・福祉の現場の場面別に 
１．身体介護関連 
（1）排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、 

体位変換関連 
（2）自立生活支援関連 

  ２. 生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 
  ３．介護者支援関連 
  ４．その他の支援関連 
に整理し、それらの技術に対する「関心度」、「技術開発の困難度」、「公的研究機関からの技術支援」、

「実用化の可能性（１０年以内）」について整理した。 
 
◆関心度 
１．身体介護関連（排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容 

関連、体位変換関連） 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両

立 
小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、な

ど 

図 1.1 関心度（身体介護関連） 

13
9

15
17

15
10
12
12
14

12
9

37
41

35
33

35
40
38
39
36

38
40

家庭で処理可能な紙おむつ ※

重度障がい者用ダイエット技術 ※

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術

室内における革新的な排泄物臭気処理技術※

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

小児用介護用品

高齢者、障がい者用医療テープ

高齢者、障がい者用リネン材料、機器

小型で安価な体位変換装置

褥そう予防バイオ技術

るいそう者用褥そう予防器具

関心度（1.身体介護関連）

関心あり 関心なし
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(2)自立生活支援関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 
カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 
革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 

革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気

刺激装置 
国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

 
図 1.2 関心度（身体介護関連（２）自立生活支援関連） 

2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

15
14
15
15

21
21

14
18

9

35
35
35
35

28
28

35
31

40

国産人工呼吸器 ※

カニューレ吸引作業の自動化※

人工呼吸器回路の改良 ※

革新的な筋力の補助技術１※

革新的な筋力の補助技術２※

革新的な筋力の補助技術３※

革新的な筋力の補助技術４※

国産人工呼吸器

筋力増強バイオ技術

関心度（１.身体介護関連）

関心あり 関心なし

16

20

17

12

11

14

13

10

14

13

15

10

13

14

33

29

32

37

38

35

36

39

35

35

34

39

37

35

触れることができる立体表示機器※

白杖をうまく使えない方用盲導ロボット※

非接触白杖※

小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

障がい者用電動アシスト自転車 １

障がい者用電動アシスト自転車 ２

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）

小児障がい用体験ソフト

音色の分別技術または音声説明技術

点字ブロックの改良

革新的障がい者コンピュ-タインタ-フェ-ス※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

言語以外のコミュニケーションツール

BMIによるECS又は家電機器制御装置

関心度（2,生活支援関連）

関心あり 関心なし
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補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボット GPS 連動、視覚情報提示 

非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万

円以内 
障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接すること 

ができるゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が

重要 

図 1.3 関心度（生活支援関連） 
 
3.介護者支援関連 及び 4.その他支援関連 

 
 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 1.4 関心度（介護者支援、その他支援関連） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関心度（3,4.介護者支援技術関連、その他）
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ロボットスーツ　１ ※

ロボットスーツ　２ ※

介護者の生活を補助するレスパイト技術

日本人に多い円背予防用機器、装具

簡易バリアフリー建具

レスパイトハウス関連技術

関心あり 関心なし
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◆技術開発の困難度 
1.身体介護関連 
(1)排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、 

体位変換関連、自立生活支援関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両立 
小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、など 

図 2.1 技術開発の困難度（身体介護関連（１）） 
 
 (2)自立生活支援関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

困難度（１.身体介護関連）

19

21

24

27

26

29

24

23

24

9

7

4

5

7

4

5

6

5

国産人工呼吸器 ※

カニューレ吸引作業の自動化※

人工呼吸器回路の改良 ※

革新的な筋力の補助技術１※

革新的な筋力の補助技術２※

革新的な筋力の補助技術３※

革新的な筋力の補助技術４※

国産人工呼吸器

筋力増強バイオ技術

開発困難度高い 開発困難度低い

11
16

19
23

13
12

18
14
14

22
15

18
13

10
8

17
16

11
16
14

6
12

家庭で処理可能な紙おむつ ※

重度障がい者用ダイエット技術 ※

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術

室内における革新的な排泄物臭気処理技術※

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

小児用介護用品

高齢者、障がい者用医療テープ

高齢者、障がい者用リネン材料、機器

小型で安価な体位変換装置

褥そう予防バイオ技術

るいそう者用褥そう予防器具

困難度（1.身体介護関連）

開発困難度高い 開発困難度低い



 

 111

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 
カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 
革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 

革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気

刺激装置 
国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

図 2.2 技術開発の困難度（身体介護関連（２）自立生活支援関連） 
 
2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボッ

ト 
GPS 連動、視覚情報提示 

非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万円

以内 
障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接することがで 

きるゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が重要 

 
図 2.3 技術開発の困難度（生活支援関連） 
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5

20
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9

触れることができる立体表示機器※

白杖をうまく使えない方用盲導ロボット※

非接触白杖※

小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

障がい者用電動アシスト自転車 １

障がい者用電動アシスト自転車 ２

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）

小児障がい用体験ソフト

音色の分別技術または音声説明技術

点字ブロックの改良

革新的障がい者コンピュ-タインタ-フェ-ス※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

言語以外のコミュニケーションツール

BMIによるECS又は家電機器制御装置

困難度（2,生活支援関連）

開発困難度高い 開発困難度低い
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3.介護者技術支援関連 及び 4.その他支援技術関連 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 2.4 技術開発の困難度（介護者支援、その他支援関連） 
 
◆公的研究機関からの技術支援 

1.身体介護関連 
(1)排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、体位変換関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両立 
小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、など 

図 3.1 公的研究機関からの技術支援要望度（身体介護関連（１）） 

困難度（3,4.介護者支援技術関連、その他）
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ロボットスーツ　１ ※

ロボットスーツ　２ ※

介護者の生活を補助するレスパイト技術

日本人に多い円背予防用機器、装具

簡易バリアフリー建具

レスパイトハウス関連技術

開発困難度高い 開発困難度低い
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家庭で処理可能な紙おむつ ※

重度障がい者用ダイエット技術 ※

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術

室内における革新的な排泄物臭気処理技術※

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

小児用介護用品

高齢者、障がい者用医療テープ

高齢者、障がい者用リネン材料、機器

小型で安価な体位変換装置

褥そう予防バイオ技術

るいそう者用褥そう予防器具

公的機関の技術支援（1.身体介護関連）

技術支援必要 技術支援不要
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(2)自立生活支援関連 

※印を伏したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 
カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 
革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気刺激装置

国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

図 3.2 公的研究機関からの技術支援要望度（身体介護関連（２）自立生活支援関連） 
 
2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

公的機関の技術支援（1.身体介護関連）
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国産人工呼吸器 ※

カニューレ吸引作業の自動化※

人工呼吸器回路の改良 ※

革新的な筋力の補助技術１※

革新的な筋力の補助技術２※

革新的な筋力の補助技術３※

革新的な筋力の補助技術４※

国産人工呼吸器

筋力増強バイオ技術

技術支援必要 技術支援不要
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触れることができる立体表示機器※

白杖をうまく使えない方用盲導ロボット※

非接触白杖※

小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

障がい者用電動アシスト自転車 １

障がい者用電動アシスト自転車 ２

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）

小児障がい用体験ソフト

音色の分別技術または音声説明技術

点字ブロックの改良

革新的障がい者コンピュ-タインタ-フェ-ス※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

言語以外のコミュニケーションツール

BMIによるECS又は家電機器制御装置

公的機関の技術支援（2.生活支援関連）

技術支援必要 技術支援不要
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補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボット GPS 連動、視覚情報提示 
非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万円以内

障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接することができ 

るゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が重要 

図 3.3 公的研究機関からの技術支援要望度（生活支援関連） 
 
3.介護者技術支援関連 及び 4.その他支援技術関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 3.4 公的研究機関からの技術支援要望度（介護者支援、その他支援関連） 
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◆実用化の可能性（10 年以内） 
1.身体介護関連 
(1)排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、体位変換関連 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両立

小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、など

図 4.1 実用化の可能性（身体介護関連（１）） 
 
 (2)自立生活支援関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※米印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

10年以内の実用化可能性（１.身体介護関連）
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革新的な筋力の補助技術３※

革新的な筋力の補助技術４※

国産人工呼吸器

筋力増強バイオ技術

実用可能性あり 実用可能性なし

24
17

21
21

23
21
24
25

21
17

18

5
12

8
9

6
5
5
5

7
11

9

家庭で処理可能な紙おむつ ※

重度障がい者用ダイエット技術 ※

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術

室内における革新的な排泄物臭気処理技術※

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

小児用介護用品

高齢者、障がい者用医療テープ

高齢者、障がい者用リネン材料、機器

小型で安価な体位変換装置

褥そう予防バイオ技術

るいそう者用褥そう予防器具

10年以内の実用化可能性（1.身体介護関連）

実用可能性あり 実用可能性なし
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補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 

カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 

革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気刺激装置

国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

図 4.2 実用化の可能性（身体介護関連（２）自立生活支援関連）） 
 
2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 

 
※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボット GPS 連動、視覚情報提示 
非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万円以内

障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接することができる

ゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が重要 

図 4.3 実用化の可能性（生活支援関連）） 
 
 
 

19
20
21

17
21

18
23

19
25
24

22
22

18
16

11
11
10

11
8

11
6

10
4
4

9
7

13
14

触れることができる立体表示機器※

白杖をうまく使えない方用盲導ロボット※

非接触白杖※

小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

障がい者用電動アシスト自転車 １

障がい者用電動アシスト自転車 ２

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）

小児障がい用体験ソフト

音色の分別技術または音声説明技術

点字ブロックの改良

革新的障がい者コンピュ-タインタ-フェ-ス※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

言語以外のコミュニケーションツール

BMIによるECS又は家電機器制御装置

10年以内の実用可能性（2.生活支援関連）

実用可能性あり 実用可能性なし
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3.介護者技術支援関連 及び 4.その他支援技術関連 

※米印を伏したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 4.4 実用化の可能性（介護者支援、その他支援関連） 
 
 
 
 
 

10年以内の実用可能性（3,4.介護者支援技術関連、その他）
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26
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13

9

8

3

8

ロボットスーツ　１ ※

ロボットスーツ　２ ※

介護者の生活を補助するレスパイト技術

日本人に多い円背予防用機器、装具

簡易バリアフリー建具

レスパイトハウス関連技術

実用可能性あり 実用可能性なし



 

 118

経済産業省補助事業 

  

平成２１年度 近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関するアンケート 

 

アンケート調査へのご協力のお願い 

 

 
平成２１年度、経済産業省の補助事業として、近畿地域イノベーション創出協議会（事務局：（独）産業技術

総合研究所関西センター・（財）関西情報・産業活性化センター、メンバー：近畿地域の大学、公設試験研究機

関、産業支援機関）では、「近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究」（調査実施機

関：（財）日本システム開発研究所）を、外部有識者で構成する委員会（委員長：京都大学大学院工学研究科 

医療工学 富田直秀教授）の協力の下に実施しています。 

 

今回のアンケート調査では、医療福祉・介護の現場で実際に働く方々から寄せられた開発要望の高い技術

課題（アイデア）を提示させていただき、医療福祉機器メーカ等の企業サイドからみた評価（当該技術への関心

度、技術開発の困難度、公的な技術支援の必要性、実用化の可能性等）をお願いするものです。 

本調査結果は、今後、近畿地域の産学官が連携して医療福祉機器開発の技術開発支援を行う上での検討

資料として活用させていただきます。 

 

  つきましては、ご多忙の中、誠に恐縮ですが、上記趣旨をご理解の上、平成２２年２月５日（金）までにアン

ケート調査票を、郵送またはＦＡＸ（あて先：03-5379-5909）、電子メール（あて先welfare@srdi-u1.jp）のいずれ

かの方法でご返送いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、調査票に関してご不明な点等がございましたら、(財)日本システム開発研究所または（独）産業技術総

合研究所（関西産学官連携センターの担当者）までお問い合わせください。 

 

平成２２年１月２２日 

 

             独立行政法人 産業技術総合研究所 関西産学官連携センター 担当：廣野、勝谷 

                      〒563-8577 大阪府池田市緑丘 1-8-31  

    TEL：072-751-9688 / FAX：072-751-9621 

 

            【調査実施機関】 

             財団法人 日本システム開発研究所  担当：大熊、山内（welfare@srdi-u1.jp） 

                      〒162-0067 東京都新宿区富久町 16 番 5 号 新宿高砂ビル 8F 

                TEL：03-5379-5902 / FAX：03-5379-5909 
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平成２１年度近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関するアンケート 

 

※ 本調査票は、下記サイトからダウンロードできます。お手数をおかけしますが、調査票の必要枚数の 

印刷と電子メールでご回答をされる方は、電子ファイルをダウンロードしてください。 

ダウンロード→http://www.srdi-u1.jp/aist-welfare/4_chosa.html( ←注“u1”は、ユーワンです。） 

なお、ブレイン・ストーミングの内容の要約は、下記のＵＲＬからご覧になれます。 

http://www.srdi-u1.jp/aist-welfare/2_burein.html 

 

 

■回答企業の概要と回答者ご所属・ご連絡先（差し支えなければ、ご記入ください。） 

 

企 業 名  

資 本 金 １．３億円以下         ２．３億円超  

従 業 員 １．３００人以下         ２．３００人超 

所 在 地  

回 答 者 名  ＴＥＬ  電子ﾒｰﾙ  

 

■医療福祉・介護現場から開発要望の高い技術課題（アイデア）への評価 

 

問１ 下記に掲げた要求技術例は、医療福祉・介護現場で実際に働く方々からブレイン・スト

ーミング等により抽出されたものであり、「ほぼ１０年後の実用化が望まれる技術」を福

祉・介護の場面別 

 

１． 身体介護関連（排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関

連、身体整容関連、体位変換関連、自立生活支援関連） 

２．生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 

３．介護者支援技術関連 

４．その他支援技術関連 

 

で整理して一覧にまとめたものです。 

特に、太字イタリックで（※）を付したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現

場でのニーズが高いと想定されるものです。 

企業側のお立場から、各開発要望技術に関する評価項目のいずれかに○を付けて

下さい。 
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１．身体介護関連                      【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 

技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支

援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

【排泄介助・食事介助関連】     

家庭で処理可能な紙おむつ ※ 
  （機能例：トイレに流せる） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

重度障がい者用ダイエット技術  ※ ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【清拭・入浴・室内衛生関連】     

室内における革新的な排泄物臭気処理技
術 ※ 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

小児用介護用品（小児用がないため） 

（機能例：成長対応用具 など) 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【身体整容関連】     

高齢者、障がい者用医療テープ 

（機能例：かぶれない，適度な粘着力） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

高齢者、障がい者用リネン材料、機器 

 （機能例：肌触り（通気性など）と安心性

（支持性など）の両立） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【体位変換（褥そう予防）関連】     

小型で安価な体位変換装置 

（機能例：体位変換時に患者が目を覚ま 

さない，蒸れない，など） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

褥そう予防バイオ技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

るいそう者用褥そう予防器具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【自立生活支援関連】     

国産人工呼吸器 ※ 
（機能例：管の中に水がたまる点の解

決） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

カニューレ吸引作業の自動化 ※ 
（機能例：簡易吸引、在宅用） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

人工呼吸器回路の改良 ※ 
（機能例：選択透過性素材の開発、etc.) 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：小児用姿勢保持用スーツ、装

着 

が容易） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：１０万円程度の筋力の部分補

助 

装置、装着が容易） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：２万円程度の筋力の部分補助 

装具、装着が容易） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：装着が容易・快適で自然な動

き 

を補助できる機能的電気刺激装置） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

国産人工呼吸器 

（機能例：安価、コンパクト） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

筋力増強バイオ技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 
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２．生活支援関連                       【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 
技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

【障がい者（児）用支援技術関連】     

触れることができる立体表示機器 ※ 
（機能例：PC の端末機器となる） ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

白丈をうまく使えない方用盲導ロボット
※ （機能例：GPS 連動、視覚情報提示） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

非接触白丈 ※ 
（機能例：光センサー等で距離を測定、 

振動などで提示、数万円以内） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

障がい者用電動アシスト自転車 

（機能例：後部座席の身体保持機能） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

障がい者用電動アシスト自転車 

（機能例：障がい者が自立して乗れる） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト） ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

小児障がい用体験ソフト 

（機能例：小児が犬、猫、ハムスターなど 

のイキモノに接することができるゲーム） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

視覚障がい者用、ハザード音などの音色の

分別技術または音声説明技術 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

点字ブロックの改良（非接触白丈対応） ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【コミュニケーション補助技術関連】     

革新的障がい者－コンピュータインター 
フェ―ス ※ 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

言語以外のコミュニケーションツール 

（機能例：高齢者には重量感や肌に当たる

心地よさの感覚が重要） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

ブレイン・マシンインタフェース(BMI)による環

境制御装置（ECS）又は家電機器制御装置 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

 

３．介護者支援技術関連                   【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 
技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

ロボットスーツ  ※ 
（機能例：軽快に連続装着可能、30～

40 万円） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

ロボットスーツ  ※ 
（機能例：４分以内に装脱着可能、30～

40 万円） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

介護者の生活を補助するレスパイト技術＊ ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

 

４．その他支援技術関連                   【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 
技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

日本人に多い円背予防用機器、装具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

簡易バリアフリー建具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

レスパイトハウス関連技術＊ ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

＊「レスパイト」とは、一般に「障がい者と特にその介護者の生活の質（QOL）を改善する事」を意味します。 
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問２. 上記以外の革新的な医療福祉機器がございましたら、以下の設問にご回答下さい。 

    （ない場合は、「問３」へお進み下さい） 

 

問２－１ 革新的な医療福祉機器は、どのような医療福祉介護場面で使用されることを 

想定されていますか。下記の該当するものに○を付けて下さい。 

 

１． 身体介護関連 

（1）排泄介助関連 （2）食事介助関連 （3）清拭・入浴介助関連 （4）室内衛生関連 

（5）身体整容関連 （6）体位変換関連 （7）自立生活支援関連 

２．生活支援関連 

    （1）障がい者（児）支援技術関連  （2）コミュニケーション補助技術関連 

３．介護者支援技術関連 

４．その他支援技術関連 

   

問２－２ その具体的な内容を簡潔にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２－３ 革新的な医療福祉機器で、御社の保有技術を活かせるものはありますか。 

    

①･ はい    ② いいえ （→「問３」へ） 

 

  問２－４ それはバイオ技術に関連した技術シーズですか。 

 

①･ はい    ② いいえ （→「問３」へ） 

 

  問２－５ バイオ技術の概要を差し支えない範囲で簡潔にご記入下さい。 
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問３ 今回のような調査方法（ブレイン・ストーミングにより現場ニーズを把握し、シーズ保有

の企業側にフィードバックする方法）に対して忌憚のないご意見をお願いいたします。 

今後の調査方法の改善に反映いたしますので、自由にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■御社における医療福祉機器開発の商品化及び技術開発の現状について 

  

問４ 御社では、現在、医療福祉機器の技術開発や商品化を行っていますか。 

 

① はい  （→「次問」へ）  ② いいえ  （→「問７」へ） 

   

 

  問５ 御社が、現在商品化している主力の医療福祉機器について、下記の項目に可能な

範囲でご回答下さい。（製品カタログのレベルで十分です。） 

   

  【ＮO．1】 

商品名称  

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

商品市場規模                             億円／年間（国内） 

    

【ＮO．２】 

商品名称  

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

商品市場規模                             億円／年間（国内） 

    

【ＮO．３】 

商品名称  

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

商品市場規模                             億円／年間（国内） 
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問６ 御社が、現在、技術開発を進めている社内優先度の高い案件（医療福祉機器）に

ついて、開発ターゲット、公的助成金制度の活用、公的研究機関との連携について

ご回答下さい。 

 

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

想定市場規模       億円／年間（国内） 

公的助成金制度の 

活用 

１ あり（国、地方自治体、その他） 

２ なし（情報がない、適した制度がない、 手続きが面倒である） 

公的研究機関との 

連携 

１ あり（病院、介護・福祉機関、大学、公設試験研究機関、その他） 

２ なし（連携先が見つからない、適した機関がない、手続きが面倒である） 

 

    （→「問９」へお進みください） 

 

 

■医療福祉機器開発への関心度、今後の事業参入への意向について 

   （問４で、「いいえ」と回答された方にお尋ねします。） 

 

問７ 医療福祉機器開発にご関心がありますか。 

 

①･ はい    ② いいえ 

  

問８ 医療福祉機器事業への新規参入のご意向はありますか。 

   

①･ はい （→「問９」へ）  ② いいえ （→ここで終了です） 

 

 

■今後の医療福祉機器市場に対する御社の考え方について 

 

問９ 将来、有望となる（社会的ニーズが高まる）と想定される医療福祉機器分野につい

て、どのようにお考えですか。下記項目から該当するものを選び、○を付けて下さい

（複数回答可）。 

 

  １．医療福祉機器分野は、ビジネスチャンスであり、大きな事業分野にしたい。 

  ２．医療福祉機器分野は、多くの分野の中のひとつの事業分野として捉えている。 

  ３．医療福祉機器分野への進出は、社会的な貢献の一環である。 

  ４．医療福祉機器開発における産学官連携を通して有益な新技術を獲得したい。 

  ５．医療福祉機器開発におけるニーズ把握のために、病院、福祉施設等との連携を

推進し、新規ビジネス分野への足掛かりとしたい。 
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６．その他 

 （具体的に   

 

 

 

 

 

 

   

 

   問１０ 革新的な医療福祉機器開発において、大学等公的研究機関に支援を求めたい

内容ついて、下記の項目から該当するものを選び、○を付けて下さい（複数回答

可）。 

 

  １．医療福祉機器の市場規模、現場ニーズの情報提供 

  ２．医療福祉機器の技術開発支援（技術相談、技術指導、共同研究 等） 

  ３．産学官連携の支援（研究会、ニーズとシーズのマッチング 等） 

  ４．医療福祉機器開発の公的な助成金制度 

  ５．新規開発された医療福祉機器のテスト市場の提供 

  ６．新規開発された医療福祉機器の認定制度の創設 

  ７．新規開発された医療福祉機器の公的研究機関での積極的な調達 

  ８．その他 

（具体的に   

 

 

 

 

 

 

 

－ご協力、誠にありがとうございました－ 

 

 

  財団法人 日本システム開発研究所 

   〒162-0067 東京都新宿区富久町１６番５号   TEL 03（5379）5902 

   返送先（ご回答は、郵送、ＦＡＸまたは電子メールでご返送下さい） 

     FAX 03(5379)5909   E-Mail: welfare@srdi-u1.jp 担当：大熊、山内 

 

【お問合せ・ご返送先】 
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参考資料６ 

有望テーマに関連する国内外の研究開発動向 
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 第４章 表 4.1.1 に整理した、医療福祉機器に関連する国内外の研究開発動向を調査した。各課題

に関連する情報収集を以下に整理する。 
 

１．身体介護関連 

【排泄介助・食事介助関連】 
「家庭で処理可能な紙おむつ」関連 
（家庭で処理、リサイクル可能な技術は、現時点で国内では見当たらない。関連するものは以下の

通り。） 
●東京都Ａ社で、紙おむつ処理機及び周辺機器の開発・製造及び販売を行っている例がある。 
●北海道Ｂ社では、使用済み紙オムツ再燃料化システムを開発、提供している。袋・紙オムツの構

造を破砕→排泄物の好気性発酵→吸収剤の水分乾燥→病原菌の滅菌（病原菌を高温処理）→冷却後

に排出→専用機にてペレット化という過程を経て、ハウス栽培・入浴施設・ロードヒーティング・

ペレットストーブ等の再生燃料として使用される。 
●大阪府Ｃ社は、紙おむつ処理装置に関する特許を取得し、紙おむつ処理装置を販売している。 
●高崎健康福祉大学・健康福祉学部・助教授の江口文陽氏が感染性処理因難廃棄物である紙おむつ 
処理システムについて検討した論文を発表している。 

 
「重度障がい者用ダイエット技術についての研究・開発」関連 
（参考）京都の財団法人高雄病院では糖質制限食という糖尿病患者の為の食事療法を提唱。ダイエ

ットにも適用でき、医学的根拠もある。 
 
「排泄物の臭いを防ぐバイオ技術についての研究・開発」関連 
●愛媛県Ｄ社では、酵母・乳酸菌・納豆菌と糖蜜で発酵培養した酵素を使ったペット用消臭剤（飲

用・スプレー）等の販売を行っている。 
●大阪府Ｅ社では、ゲンノショウコ、フキ、ササ、ヨモギ、ヒノキ等の植物の抽出液を中心とする

脱臭剤（抗菌効果はなし）を販売。スプレータイプ、パウダータイプ、フィルタータイプがあり、

パウダータイプは富士山等の汲み取り式トイレでも使われている。 
●岡山県Ｆ社では、乳酸菌利用製品の研究・開発・販売。乳酸菌由来の消臭剤がある（家畜の畜舎

内の糞尿の消臭・堆肥化中の消臭剤）。 
●東京都Ｇ社は、フィトンチッドによる公共交通機関・ショッピングセンター・飲食店・病院等の

空調（消臭）設備機器や土壌改良剤（肥料）・水質浄化剤等の開発・販売を行っている。 
●大阪府Ｈ社では、臭気対策用製剤・除菌・消臭剤の開発・製造販売及び除菌剤を取り扱っている。

主に全国の動物病院で使用されている。動物に対する安全性が確かめられている。 
●大阪府Ｉ社では、バイオ培養液という製品で、乳酸菌、酵母菌に代表される有用８０余菌を培養、

有用菌群とそれらが生産する酵素（抗酸化酵素）の相乗作用により、黄色ブドウ球菌や、食品を

腐敗させるシュードモナス菌、蛍光菌などの有害菌に対して強い抗菌活性力を発揮、様々な環境

汚染を解決する。介護用（オムツや介護部屋等の臭い解消）の製品もある。使用時に口、鼻、目

に入っても何ら問題がないとのこと。 
●兵庫県Ｊ社では、下水道の普及していない汲み取り式トイレの消臭剤、浄化槽のバクテリア

消臭剤を販売している。 
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●「光が当たるとバナナやハッカの匂いを出す大腸菌」の開発例がある。 
（以下、バイオ技術以外の関連技術） 
●東京都Ｋ社は、ダイオキシン抑制の研究開発過程で原材料メーカと鳥取大学農学部研究グループ

が天然鉱石ドロマイトの持つ高い抗菌性と消臭性に着目・開発された天然由来成分の抗菌・消臭・

酸化腐敗抑制効果のある多目的抗菌消臭剤を開発。家庭用スプレーなどとして商品化、販売されて

いる。口に入れても問題がないほど安全性が高い。 
●大阪府Ｌ社は、抗菌性・消臭性に優れた水のいらない簡易トイレセットの商品開発・販売を行う。

主な用途は災害・アウトドア・在宅介護用である。 
●光触媒を用いて消臭脱臭を行う試みがある。 

 
【清拭・入浴・室内衛生関連】 
「室内における革新的な排泄物臭気処理技術」関連 
排泄物の臭いを防ぐバイオ技術についての研究開発と関係する部分がある在宅者居室の掃除、カ

ビ、臭い対策技術。 
●東京都Ｍ社は、臭気コンサルタント企業で、消臭・脱臭を軸に、設計・施工から薬剤の販売、除

カビ・防カビも手がける。 
「消臭壁紙」の事例としては次のような事例がある。 
●東京都Ｎ社のビニル壁紙は、部屋の気になる臭い、いやな臭いを電気も光も使わずに繰り返し取

り除く。 悪臭の元であるホルムアルデヒドやタバコ臭、生活悪臭を吸着し、水や二酸化炭素などの

無害な成分に分解・消臭する。機能は半永久に持続する。 
●兵庫県Ｏ社は、竹炭ケナフウォール、アースウォールなど、消臭、吸放湿、通気性などさまざま

な機能を持った壁紙を開発している。 
●大阪府Ｐ社は、ペットの排泄物の臭いなどを消臭する光触媒を使った壁紙を開発している。 
効果は半永久的とのことである。 
●東京都Ｑ社は、大豆アミノ酸の力で消臭、除菌できる大豆アミノ酸消臭壁紙を開発している。 
●大阪府Ｒ社は、酸素のパワーで消臭する壁紙や抗菌壁紙、汚れを防止する壁紙、光触媒を使用し

た壁紙などさまざまな壁紙を紹介している。 
 
「小児介護用品」関連 
●Ｓ社では、小児用のベッド・ベッド関連用品・車椅子・バスチェアー・車内座位保持装置・移動

用電動リフト・歩行器・杖・頭部保護帽・起立保持具・携帯用会話補助装置・吸引器・吸入器・お

もちゃ等を幅広くレンタル・販売している。 
●東京・大阪に本拠を置くＴ社では、身体障がい者・障がい児・高齢者のための車椅子とシーティ

ング製品を中心とした機器・医療器具・介護用機器の輸入・卸売・販売・通信販売をしている。

障がい者のコミュニケーションとコンピュータ・アクセスのための製品を中心とした、電子情報

支援機器・環境制御装置・生活支援機器等の輸入・卸売・販売・通信販売も行っている。小児用

としては、こども用車椅子（電動、成長機能付含）の輸入、販売を行いながら変形防止の為のシ

ーティング（姿勢保持）の問題に力を入れている。 
●福祉機器を開発・製造・販売する大阪府Ｕ社では、座位保持用木製及び金属製フレーム、座位保

持用油圧足踏み式昇降フレーム、バギー、座椅子、シャワーチェアー、訓練椅子、フル&セミオー
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ダーシステム、チェンジングボード、ヘッドレストパーツ、テーブル、クールファン、ウレタン

カッター、低反発ポジショニングマットを扱っている。 
●京都のＶ社は、音声言語、文字の使用・理解が困難、あるいは不十分である人のためのコミュニ

ケーション支援ツールのトータルプロデュースを行っている。 
●大阪府Ｗ社は、ウレタン加工をベースに福祉用具の企画･開発と、別注品･小ロット生産を得意と

している。 
●大阪府Ｘ社は、障がい児の姿勢保持具の輸入からスタートし、その後車椅子、バギー、歩行器、

立位保持器など一貫して子供の為の福祉用具を世界中から発掘してきた。機能だけでなくデザイ

ン性も重視した、一歩先を行く製品開発を目指している。 
●大阪府Ｙ社では、デンマーク某社の日本総代理店として、主に肢体不自由児用の「座位保持装置・

バギー・車椅子」を取り扱っている。 
●東京Ｚ社は、介護・ベビー用品から生まれた介助の必要なお子様向けの子供服の通販。を行って

いる。 
 
【身体整容関連】 
「高齢者、障がい者用医療テープ」関連 
●化学メーカのグループ企業ＡＡ社は、医療用テープを製造・販売。いくつかのブログやクチコミ

でかぶれにくいと評判が高い。同社は研究開発部門を持ち、同社の商品の粘着剤は柔らかいゲル

タイプで、従来のテープにはなかったものだという。皮膚の凸凹にぴったりとなじんで皮膚によ

く密着するため、粘着力は従来のままに、しかも剥がす時に角質層を剥離・損傷させず、何度も

同じ場所に使用可能で、人工透析を受けている人、従来テープで困っている人向けに最適とのこ

とである。 
●ＢＢ社の医療用テープは、いくつかのブログでかぶれにくいと評判が高い。粘着力が強くて肌に

も優しい。水蒸気透過性の高いフィルムを使用しており、むれにくく、外部からのバクテリアなど

の汚染を防ぎ、入浴やシャワーに適している。また、粘着力が弱く、はがしやすいものも取り扱っ

ている。 

●化学メーカＣＣ社のテープは、蒸れにくい微小構造をしており、また柔らかいレーヨン生地でで

きている。若干粘着力が高いようである。 

注）既存のテープでなければ、ビニールテープが良いようである。 

 
「高齢者、障がい者用リネン材料、機器」関連 
●高齢者・障がい者の生活の質を高める支援技術に関する研究として、機能評価用コンピュータ・

マネキンの開発を行っている福岡県の研究所の事例がある。 
●大阪府のＤＤ社の開発した、高弾発性・通気性・水切り性・耐久性・軽量性をもつ素材は、病院

用ベッド、新生児ベッド、車椅子クッション、介護マット、褥そう防止パッド、温熱治療器など

に使われている。 
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【体位変換（褥そう予防）関連】 
「小型で安価な体位変換装置」関連 
●熊本県ＥＥ社は、６～８畳のスペースで設置できる介護用ベッドの開発・販売を行っている。体

に触れる部分が櫛歯状で構成されており、従来より広範囲に床ずれ防止（櫛歯状のベッド部分が、

上下、左右運動をすることで広範囲に床ずれ防止を行う。ベッド部分が、櫛歯状で組み合わさり、

１つのベッド本体となる繊細な構造により、身体の細部にまで床ずれを防止する）が期待できる。

また、車椅子・バスタブ・便器との組み合わせが可能で、利用者が自分でリモコン操作し、それら

との間で移動が可能である。 
●大阪府ＦＦ社は、ベッドから車いすに形状が変化するベッド型ロボット「ロボティックベッド」

を開発した。商品化は２０１５年以降。 
●褥そう予防用マットレスを開発している福祉用具メーカは数多く存在。ＧＧ社のものは、自動体

位変換機能を持つ。ＨＨ社の自動体位変換機能を持つマットレスは、眠りを妨げないということ

をＰＲしている。 

 

「褥そう予防バイオ技術」関連 

（見当たらず） 
「るいそう者用褥そう予防器具」関連 

（見当たらず） 
 
【自立生活支援関連】 
「国産人工呼吸器」関連 
●日本医療機器工業会では、国産人工呼吸器を開発‐新型インフルエンザの流行拡大に備え、国内

での人工呼吸器の安定供給を目指して開発している。 
●人工呼吸器・麻酔器・モニター関係の開発製造・販売及び輸出入業務、動物医療関連機器の製造

及び販売をしている埼玉県ＪＪ社は、「成人用高頻度人工呼吸器」の開発に成功している。 
●米国スタンフォード大学では、カーボンナノチューブでバッテリーになる服を開発しているが、

人工呼吸器の補助バッテリーとして使用の可能性がある。 
 
「カニューレ吸引作業の自動化」関連 
●「人工呼吸器と併用する吸引自動化の研究を行っている山口県の研究者がいる。 
「人工呼吸器回路の改良」関連 
●人工呼吸器装着等医療依存度の高い長期療養者への２４時間在宅支援システムに関する研究がある。 

「革新的な筋力の補助技術」関連 
●マッスルスーツの研究・開発を行っている大学研究の事例がある。 
●北海道大学では、企業と共同研究で、農作業等中腰の作業が楽にできるよう腰への負担を軽減す

る電動の「スマートスーツ」を開発。「筋力補助するスーツ開発」を行っている。 
●東京電気通信大学の研究者で歩行補助システムに関する研究をしている研究者がいる。 
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２．生活支援関連 

「白杖をうまく使えない方用盲導ロボット 」関連 
●近畿大学に飼い主の健康状態を認識することもできる盲動ロボットの特許を出願している研究者

がいる。 
「非接触白杖」関連  

●東海大学に「GPS を利用した道案内装置」と「電子白杖」について研究している研究者がいる。 
 

「障がい者用電動アシスト自転車」関連 

●Ｔ社（東京）では、障がい者向けにオーダーメイドで自転車を作っている。 

 

「聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）」関連 

●熊本大学の研究者で聴覚障がい者のための音声映像化の研究を行っている研究者がいる。 

 

「革新的障がい者―コンピュータ・インタフェース 」関連 

●脳の情報を取り出して運動を制御する BMI を臨床でリハビリなどのために行っている大阪市内の

病院がある。 

 

「高齢者用楽しい（ネット）ゲーム」関連 

●東京の玩具メーカで、高齢者用に高齢者用ゲーム機を発売、認知症予防認定を受けた企業が存在。 

 
「BMI による ECS 又は家電機器制御装置」関連 
●米国では、BMI 研究の装置機器制御の様々な研究が進行中。 

●国内では、平成２０年度より文部科学省脳科学研究戦略推進プログラムで BMI 関連研究が進行中。 
（http://brainprogram.mext.go.jp/） 
 

３．介護者支援技術関連 

「ロボットスーツ」関連 
●筑波大学の山海嘉之教授は、ロボットスーツ HAL を開発。これは現在福祉施設用にレンタルが開

始されている。 
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